クタ 2/77274 


VZ Editor Version 1.6 
ユー ザ ス マ ニュ アル 


Copyright ⑥ 1993 c.mos ( 兵藤 彦 ) 
Published by Village Center.INC. 


レン ま の 上 
jm >・ Fn 応 。 TP 
gi 0 貞 ) 守 1 『 dmmuT 


は じ め に 


この た び は 、VZ エ ディ タ Ver1.6 を お 買い 求め 頂き まし て 、 誠 に あり が と 
う ご ざ いま す 。 

お か げ さ まで 、VZ も すでに 総計 17 万 本 を 出荷 きせ て いた だ き 、 DOS マシ 
ン 必 携 ツ ー ル の 地位 を 築く こと が で きま し た 。 

Ver1.5 の 発売 以来 4 年 。 今 回 の Ver1.6 は 、 最 後 で し か も 最大 の バー ジョ 
ン ア ッ プ と な り ま す 。 数 々 の 機能 を 強化 し 、 使 いや すさ を 改善 し 、 ま た 時 代 
の ニー ズ に 合わ せ た 改 良 を 施し まし た 。 

あと し ば らく すれ ば Windows が 主流 と な り 、DOS の アプ リケーション を 
使う 場面 は 限ら れ て 来る で し ょ う 。 し か し 、 残 り わ ず か な 間 、 よ り 快 適 な ラ 
イ テ ィ ング 環境 を めざし て 、 支 力 を 続け て 参り た いと 思い ます 。 

どう か 暖か い ご 声援 を 賜り ます よう 、 よ ろ し く お 願 い 致し ます 。 


1993 年 12 月 
兵藤 玄 彦 (cmos) 
株 式 会 社 ビ レッ ジ セ ンタ ー 代 表 取 締 役 中 村 満 (v.c.) 
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 vz エディ タ と は 

Ver1.6 の 新 機能 

動作 環境 

マス ター ディ スク の 内 容 

マニ ュ ア ル の 読み 方 
表記 法 に つい て 

本 ソフ トウ ェ ア の ご 使用 に つい て 
アフ ター サポ ー ト に つい て 


且 vVZ ェ ディ タ と は 


田 高速 ・ 軽 量 

VZ エ ディ タ は 、MS- DOS 標準 形式 の テキ スト ファ イル を 編集 する スク 
リー ン エ ディ タ で す 。 で すか ら 、 ワ ー プ ロ の よう な 印刷 機能 や 日 本 語 入 力 機 
能 は も っ て お り ま せん 。 し か し 、 そ の 分 コン パク ト で 俊 短 な し スポ ンス を 備 
えて いま す 。 パ ソコ ン に 限ら ず 、 全 て の ツー ル に ある べく 姿 は 、 ユ ー ザ ー が 
それ を 意識 し な いで 使え る と いう こと で す 。VZ の 設計 思想 の 原点 も そこ に 
あり ます 。 

Windows3.1 の 登場 に より 、 パ ソコ ン の 環境 は 大 きく 変わ ちろ う と し て いま 
す 。 確 か に 広い 画面 と GUI の 世界 は 魅力 的 で す 。 し か し 、 ノ ー ト パソ コン の 
世界 で は まだ まだ Windows よ り DOS の 軽快 な アプ リケーション が 主体 で 
す 。 軽快 な ライ ティ ング ツー ル 、 そ れ が VZ の 目指 す 姿 で す 。 


田 探 作 性 の 追及 
た が 高速 ・ 軽 量 で あっ て も 、 使 い 難 く て は 価値 が あり ませ ん 。VZ で は 、 こ 

と 細か な 点 に 至る まで 、 操 作 性 に 気 を 配っ て いま す 。 い くつ か 例 を あげ て み 

まま 7 の 58 

〇 ファ イル 名 検索 文字 列 等 の 入力 時 に は 、 常 に ヒス トリ ー 機 能 が 働き 、 以 
前 に 入力 し た 情報 を 有効 に 利用 で きま す 。 

〇 削除 し た 文字 ・ 文 字 列 また は 行 ・ ブ ロッ ク は 、 各 々 の バッ ファ が あふ れる 
まで 順次 記憶 され 、 所 定 の コマ ンド で 復活 で きま す 。 

〇 編集 ファ イル の 指定 時 に は 、 デ ィ レ クト リ 、 拡 張子 を 指定 する 必要 は あり 
ませ ん 。VZ が あら か じ め 設 定 し た パス か ら 、 す ば や く フ ァイル を 捜し て 
きま す 。 


田 DOS 環 境 ツ ー ル 

'VZ の 上 で は この よう な 操作 環境 が 実現 し まし た 。 で も 、 編 集 を 終了 し MS 
- DOS の コマ ンド ライ ン に 戻っ た ら 、 再 び テ ンプ レー ト の 世界 に 逆戻り で 
す 。 し か し 御 安心 を 。VZ の 環境 を 、 そ の まま MS-DOS の 世界 に 持ち 込む こ 
と が で きま す 。 そ れ が 「 常 駐 機能 ] で す 。「AUTOEXEC.BAT] の 中 で 「vz -z] と 
記述 する だ け で 、 コ マン ドラ イン で も VZ の 編集 機能 が 使え 、[ESC| キ ーー 発 
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で 瞬時 に VZ が 起動 し ます 。 

さら に 、VZ は ファ イラ ー と 呼ば れる ファ イル 管理 ツー ル を 内 蔵 し て いま 
す 。 コ ピー や 削除 な どの ファ イル 管理 に 、 い ちい ち 他 の アプ リケーション の 
助け を 借り る 必要 は あり ませ ん 。 


圏 ユー ザー フレ ンド リー 

いく ら 操 作 性 に 気 を 配っ て も 、 や は り 人 の 好み は さま ざま で す 。VZ は 、 決 
っ た 操作 を 強要 し た り し ませ ん 。 キ ー 割 り 当 て は も ちろ ん 、 メ ニュ ー、 表 示 
カラ ー、 各種 バッ ファ サイ ズ 等 、 あ り と あら め ゆる 機能 を 、DEF ファ イル を 書 
き 変 える だ け で 自由 に 設定 で きま す 。 ま た 、 馴 染み 易く 強力 な マク ロ 言 語 
装備 し て お り 、 必 要 に 応じ て 機能 を 拡張 し て ゆけ ます 。 そ し て パワ ー ユ ー 
ザー の た め に ソー スコ ー ド も 付属 し ま し た 。 使え ば 使う ほど 味 が 出 て くる 、 
そん な ツー ル が VZ で す 。 


還 パソ コン 通信 で 育 まれ た 

VZ は 、 開 発 当 初 か ら パ ソコ ン 通 信 に よる 作者 と ユー ザー と の 意見 交換 の 
中 で 成長 し て きま し た 。 も し も パソ コン 通信 と いう メデ ィ ア が 存在 し な けれ 
ば 、VZ が 世に 出る こと は な か っ た で し ょ う 。 ま さ し く 、 ユ ー ザ ー こ そ が VZ 
の 育て の 親 な の で す 。 


田 豊富 な マク ロラ イブ ラリ ー 

NETY-Serve の FGALPK に は 、300 を 越え る マク ロ が 登録 され て お り 、 
「 マ クロ 師 ] と よ ば れる VZ マ クロ の エキ スパ ー ト た ち が 、 活発 な 活動 を 続け 
で MA ます 

今回 の Ver1.6 で は 、 彼ら の 意見 を 多く 取り 入れ 、 よ り 強 力 で 使い 易い マク 
ロ 言 語 に 成長 し まし た 。 将来 や も 、 マ クロ に よっ て VZ は 成長 し 続け る こと で 
6 時 全 の 
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| Ver1.6 の 新 機能 


較 Windows 時 代 に 対応 

Windows の 普及 に と も な い 、10MB 以上 の メモ リ を 搭載 する の も 当たり 
前 と な っ て きま し た 。 こ の 大 容量 メモ リ を 有効 に 活用 する た め に 、 新 た に 
XMS に 対応 。EMS と 合わ せ て 16MB ま で の メモ リ を 利用 で きま す 。 

さら に 、DOS コマ ンド 実行 時 に は 、 未 使用 の EMS、XMS メモ リ を 解放 。 
VZ か ら Windows を 起動 し た 場合 も 、、 メ モリ 不足 に 悩ま され る こと は あり ま 
せん 。 


田 広大 な マク ロバ ッ フ ァ 

動作 時 の コー ド セ グ メン ト と デー タ セ グ メ ント を 分 離し 、 各 種 ワ ー ク エリ 
ア が 合計 64KB まで 確保 可能 に な り ま し た 。 も う マ クロ バッ ファ に 悩ま され 
る こと は あり ませ ん 。 

これ に 伴い 、VZ 本 体 の サイ ズ 制 限 も 緩和 。 大 幅 な 機能 アッ プ が 可能 と な 
が まし だ た 。 


一 文字 列 検索 の 強化 
VWX.COM (石田 葵 彦 (wing) 氏 作 ) に 対応 。 タ グ 付 き 正 規 表現 検索 、 全角 半角 
の 同一 視 検索 が 可能 に な り ま し た 。(VWX.COM は 、 製 品 に 標準 添付 ) 


圏 ログ ファ イル の 高速 アク セス 

ログ ファ イル の 履歴 を 保存 し 、 最 後に アペンド され た 位置 を ビュ ー モ ー ド 
で 瞬時 に オー プン 。 き さら に 、 ロ グフ ァイル の 末尾 の み を 修正 し た 場合 は 、 末 
尾 の み を 高速 セー ブ 。 数 MB の 巨大 な ログ ファ イル も 、 軽 快 に 扱え ます 。 


較 ファ イラ ー の 強化 

ファ イル 属性 に よる カラ ー 表 示 、 削 除 ・ リ ネー ム ・ 属 性 変更 機能 、 レ スポ 
ンス ファ イル の 生成 機能 等 、 細 か な 点 で より 使い 易く な り ま し た 。 

さら に 、 フ ファイラー の メニ ュー コマ ンド は 、 フ ルカ スタ マイ ズ 可 能 で す 。 
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圏 プロ ファ イル 機能 の 強化 
編集 テキ スト の 状況 、 ヒ スト リー バッ ファ 、 オ プシ ョ ン 設 定 等 も 保存 し 、 
終了 前 の 状態 で 編集 を 再開 で きま す 。 


較 オー ト セ ー ブ 機 能 

一 定時 間 キ ー 入 力 が な いと 、 自 動 的 に 起動 する オー ト セ ー プ 機能 に 対応 。 
オー ト セ ー プ 自体 は マク ロ で 記述 し ます の で 、 好 み に あ っ た 方 法 を 組み 込め 
ます 。 


一 マク ロ 機 能 の 強化 

・ 複 数 の 外部 マク ロ の ロー ド ・ 共 存 を 可能 に する た め の モ ジュ ー ル 管理 。 

・ フ ァイル オー プン 時 、 フ ァ イ ラ ー 起 動 時 等 に 自動 的 に 呼び 出さ れる イベ ン 
トマ クロ 。 

・ 文 字 列 処理 関数 、 ロ ング 演算 関数 、 フ ァ イ ラ ー 制 御 関数 等 の 追加 。 

・ よ り シ ンプ ル な 記述 を 可能 に する た め の 、 機 能 強 化 。 

・ 従 来 マ クロ と の 互換 性 を 十分 に 配慮 。 


較 その 他 の 改良 ポイ ント 

・ 常 駐 時 の 各種 不具 合 を 改善 。 

・ フ ァ イ ラ ー の ディ レク トリ 数 の 制限 を 緩和 (FW2000 以 上 可能 )。 

・ タ イト ル サ ー チ 機能 の 強化 。 テ キス ト 毎 に タイ トル 検索 文字 列 を 設定 可能 。 
・ ス テー タス ライ ン の シス テム 情報 の 充実 。 

・ 右 マー ジン の 表示 機能 。 

・ 桁 対応 上 書き モー ド 。 

・ 検 索 ウ イン ドウ 内 で の 検索 オプ ショ ン 表 示 ・ 設 定 機能 。 検 索 文字 列 中 で の 
オプ ショ ン 指 定 も 可能 。 

・ 改 行 コ ー ド が 0Ah の み の テ キス ト に 対応 。 

・ テ キス ト の コン トロ ー ル 文字 の 2 色 表 示 機 能 。 

・ 全 角 ス ペー ス の 表示 機能 

・98 の ノー マル 画面 を 30 十 。 行 に する 「30BI0S.COM] (lucifer 氏 作 ) に 対応 。 
・ フ ァ イ ラ ー の レス ポン ス フ ァ イル 生成 機能 。「ZCOPY] で 一 括 コ ピー 可能 に 。 
・MS- DOS Ver6.1 対応 


@ Ver1.6 の 追加 ・ 変 更 機能 の 詳細 な 内 容 に つい て は マス ター ディ スク 内 の 、「VZ16.DOC」 
を ご 覧 くだ さい 。 
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| 動作 環境 


VZ エ ディ タ Ver1.6 の 動作 環境 は 、 次 の と お り で す 。 


一 ハー ドウ ェ ア 

【PC- 9801 版 】 PC- 9801 シリ ー ズ 全 機 種 (LT を 除く ) 
EPSON PC シリ ー ズ 
(ハイ レゾ リュ ーション モー ド 対 応 ) 


【DOS/V 版 】 DOS/ V の 動作 する IBM PC お よび 互換 機 


【J-3100 版 】 ]- 3100 シリ ー ズ 日 本 語 モ ー ド 
(画面 モー ド 74h の み 対 応 ) 


【AX 版 】 AX マシ ン 日 本 語 モ ー ド 
【PS/55 版 】 IBM PS/55 シリ ー ズ 
5530Z/S/T、5551S/T/V、5571S/T/V 


(日 本 語 モ ー ド の み 、 英 語 モ ー ド は DOS/V 版 を 使用 ) 


画 動作 OS 
MS- DOS3.1 以上 


画 動作 可能 フリ ー エ リア 
メイ ン メ モリ 192KB (EMS 6 ページ 以上 ) 


マス ター ディ スク の 内 容 


VZ エ ディ タ に は 、3 枚 の マス ター ディ スク が 付属 し て いま す 。 こ の うち 2 
枚 は 98 フォ ー マ ッ ト 、1 枚 は TBM フォ ー マ ッ ト の ディ スク で す 。 


一 両 デ ィ ス ク 共 通 の ファ イル 


INSTALL. BAT ミイ ンス トー ル 放 パッチ フ テイ ル 
README.DOC ・ 最新 版 の 情報 

VZ16.DOC ・ Ver1.6 の 変更 点 
MAC16.DOC ・Ver1.6 の マク ロ の 解説 
VZ.DEF ・ 標準 DEPF ファ イル 
VZFL.DEF ・ フ ァ イ ラ ター 定義 ファ イル 
VMAP.COM ・ メ モリ 情報 表示 ツー ル 
VMAP.DOC ・ 上 奴 ド キュ メン ト 
ZCOPY.COM ・ 高 機能 コピ ー コ マン ド 
ZCOPY.DOC > 下記 ド キョ ュ メント 
VWX.COM ・VZ 検 索 拡張 ツー ル 
VWX.DOC SE 記 ドキ キメ ント 
WGREP.EX ・ 正規 表現 検索 ツー ル 
OLDDOC.E 光 ・ 旧 版 の ドキ ュ メ ント 
VZSEL.COM ・ 機 種 判定 コマ ンド 

SRC <DIR> ・ ソ ー ス コー ド 

DPF <DIR> ・ 各 種 DEPFE ファ イル 


圏 98 フォ ー マ ッ ト ・ デ ィ ス ク の み の フ ァイル 


VZ.COM ・VZ PC-9801 版 
EZKEY.COM ・ キ ー 入 力 拡張 コマ ンド 
EZKEY.DOC く 

30BIOS.EXE ・30BIOS 

J31 <DIR> ・VZ 本 -3100 版 


圏 IBM フォ ー マ ッ ト ・ デ ィ ス ク の み の フ ァイル 


VZ.BAT ・VZ 起 動 用 バッ チ フ ァイル 
VZIBM.COM ・VZ DOS/YV 版 (英語 メッ セー ジ ) 
VZIBMJ.COM ・VZ DOS/V 版 (日 本 語 メ ッ セ ー ジ ) 
AX <DIR> ・VZ AX 版 

PS55 <DIR> ・VZ PS/55 版 

US <DIR> ・ VZ 英語 モー ド 専 用 版 


人 @ 拡 張子 が 「EXE] の ファ イル は 、LHA の 自己 解凍 ファ イル で す 。 
信 最 新版 マス ター ディ スク の 内 容 は 「README.DOC] を ご 覧 くだ さい 。 


マス ター ディ スク の 内 容 7$ 


、 一 三 主 
上 | マニ ュ ア ル の 読み 方 
VZ エ ディ タ Ver1.6 の マニ ュ ア ル は 次 に 示す 10 章 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


較 第 1 章 イン スト ー ル 
ハー ド デ ィ スク また は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の 組み 込み 方 法 、 お よび 環境 
設定 に つい て 説明 し ます 。 


圏 第 2 章 VZ ひ と めぐ り 
VZ の 操作 に つい て 、 ひ と と お り 説 明 し ます 。 エ ディ タ を 使う の は 初め て 
と いう 方 は 、 こ の 章 を お 読み に な れ ば 、 と りあ え ず 使う こと が で きま す 。 


田 第 3 章 ファ イル の 操作 

ファ イル の 入出 力 と 複数 ファ イル の 扱い を 、 よ り 詳し く 説 明 し ます 。2 章 
で 説明 し た 基本 的 な 操作 に つい て は 、 説 明 を 省き ます 。 

Ver1.6 で 強化 さき れ た ファ イル 関連 の 機能 に つい て も 、 こ こ で 説明 し ます 。 


圏 第 4 章 スク リー ン エ ディ ッ ト 

テキ スト の 表示 、 編 集 操 作 に 関す る 機能 を 、 よ り 詳し く 説 明 し ます 。 こ の 
章 も 、2 章 で 説明 し た 基本 的 な 操作 に つい て は 、 説 明 を 省き ます 。 

Ver1.6 で 強化 され た 編集 操作 関連 の 機能 た つい て も 、 こ こ で 説明 し ます 。 


圏 第 5 章 ファ イラ ー 
ファ イラ ー の 操作 方 法 に つい て 説明 し ます 。Ver1.6 で 新設 され た メニ 
ュー コマ ンド に つい て も 、 こ こ で 説明 し ます 。 


圏 第 6 章 DOS コマンド の 実行 

コマ ンド ライ ン で の 種々 の 拡張 機能 に つい て 説明 し ます 。 MS-DOS の コ 
マン ド を あま りお 使い に な ら な い 方 は 、 前 半 の 3 つの 節 は 、 読 み 飛ば し て 構 
いま せん 。 
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一 第 7 章 カス タマ イズ 
VZ の DEF ファ イル を 編集 し て 、 操作 環境 を カス タマ イズ する 方 法 に つい 
て 説明 し ます 。 起動 時 オプ ショ ン も この 章 で 説明 し ます 。 


田 第 8 章 マク ロ の 使い 方 
VZ の マク ロ と は どん な も の か 、 簡 単に 説明 し まし 、 マ クロ の コマ ンド を 
ウィ ンド ウ で 実行 する 「 マ クロ 文 の 実行 機能 ] に つい て も 説明 し ます 。 
また 、VZ の マク ロ 言 語 を 使っ て マク ロ プ ログ ラム を 作成 する た め の コ ー 
ディ ング 、 デ バッ グ 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


圏 第 9 章 各 機種 版 に つい て 
各 機 種 版 の 相違 点 、 特 記事 項 に つい て 説明 し ます 。 


田 第 10 章 付属 ユー ティ リティ 
付属 ユー ティ リティ の 概要 を 説明 し ます 。 詳 し い 説明 は 、 各 ユー ティ リ テ 
ィ の オン ライ ンド キュ メン ト を お 読み くだ さい 。 


圏 第 11 章 マク ロ 言 語 仕様 

VZ の マク ロ 言 語 を 使っ て マク ロ プ ログ ラム を 作成 する た め の 言 語 仕様 に 
つい て 説明 し ます 。 

Ver1.6 の マク ロ の 拡張 機能 と 、 従 来 マ クロ の 互換 性 に つい て は 、「MAC16. 
DOC] を お 読み くだ さい 。 


田 付録 へ コマ ンド 一 覧 

VZ の 全て の コマ ンド を まとめ て あり ます 。 
田 付録 B 有 オプ ショ ン 一 覧 

起動 時 オプ ショ ン を まとめ て あり ます 。 
圏 付録 と エラー メッセ ー ジ 

エラ ー メ ッ セ ー ジ と 、 そ の 対処 方 法 を まとめ て あり ます 。 


マニ ュ ア ル の 読み 方 7Z 


| 表記 法 に つい て 


この マニ ュ ア ル で は 、 次 の よう な 表記 法 を 用 いて いま す 。 


【 キ ー の 表記 】 

[J| リタ ー ン キー、 |Enter| キ ー 
[Space| スペ ー ス キー 

[BS] バッ クス ペー スキ ー 


RLUP |, [RLDN | [ROLL UP| ,[ROLL DOWN| キ ー 
PgDnl,[PgUp] [Page Down] , IPage Up キー 
[INs].IDpEL| [inserl],[peletel キ ー 


RS【】 IESC] と [Q] を 順番 に 押し ます 
[ctrlc] [Ctrl] キ ー を 押し な が ら [C] キ ー を 押し ます 


【 そ の 他 の 表記 】 
7C7 の 0 の /- ボ ジ ダシ ジョシ 
入力 フ ァイル 」 ウィ ンド ウ 、 メ ニュ ー 
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埋 


上 本 ソフ トウ ェ ア の ご 使用 に つい て 


① VZ エ ディ タ の 著作 権 は 、 兵藤 玄 彦 (c.mos) が 所 有 し て いま す 。 販 売 権 は 、 
株 式 会 社 ビ レッ ジ セ ンタ ー が 所 有 し て いま す 。 
② 付属 ユー ティ リティ の 著作 権 は 、 そ れ ぞ れ の 作者 が 所 有 し て いま す 。 
③ VZ エ ディ タ ま た は その 複製 を 、 同 時 に 2 人 以上 で 使用 する こと は で きま 
せん 。 
④ VZ エ ディ タ に は ソー スコ ー ド が 付属 し て いま す 。 本 製品 を 改良 も し く 
は 他 機 種 へ 移植 する 場合 に 限り 、 そ の 変更 ・ 追 加 さ れ た 部 分 の ソー スリ ス 
ト の 転載 ・ 頒 布 は 自由 で す 。 
⑤ 本 製品 に 含ま れる VZ エ ディ タ 関 連 の ファ イル の うち 、VZ エ ディ タ 本 体 
(COM フ ァイル ) と その ソー スコ ー ド を 除く すべ て の テキ スト ファ イル の 
転載 ・ 頒 布 は 自由 で す 。 
⑥ 4 項 、5 項 の 転載 ・ 頒 布 の 際 は 、1 項 で 述べ た 所 有 権 を 明示 し て くだ さい 。 
⑦ 学校 や 企業 に お いて 多 人 数 で の ご 購入 を 予定 され る 場合 は 、 以 下 に ご 相 
談 く だ さい 。 
ファ クシ ミリ :0424(88)2156 株 式 会 社 ビ レッ ジ セ ンタ ー 中 村 宛 
パソ コン 通信 : 日 経 MIX V.C. 
NIFTY-Serve SDI00699 
ユー ザ 登 録 住所 な どの 変更 は 以下 に 官製 葉書 ある い は 、mail に て シリ ア 
ルナ ン バ ー 記 載 の 上 、 ご 連絡 くだ さい 。 
官製 葉書 ":〒182 東京 都 調布 市 富士 見 町 2-2-12 
株 式 会 社 ビ レッ ジ セ ンタ ー 「VZ ユ ー ザ 登録 変更 係り 」 
ファ クシ ミリ :0424(88)5471 株 式 会 社 ビ レッ ジ セ ンタ ー 多田 宛 
パソ コン 通信 : 日 経 MIX Vc_tada 
NIFTY-Serve PFFO0567 
⑨ VZ エ ディ タ (VZ Editor) は 、 日 本 お よび 米国 で 株 式 会 社 ビ レッ ジ セ ン 
ター の 登録 商標 と な っ て お り ま す 。 
⑩ 本 製品 を ご 使用 に な っ た 上 で 生じ た いか な る 損害 に 対し て も 、 著 作 権 者 
お よび 販売 者 は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 
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上 アフ ター サポ ー ト に つい て 


アフ ター サポ ー ト や 将来 の バー ジョ ン ア ッ プ を ご 希望 の 方 は 、 事 前 に 弊社 
まで レジ スト レー ショ ンカ ー ド を ご 返送 くだ さい 。 
また 、 シ リア ルナ ン バ ー は 、 本 マニ ュ ア ル の 表紙 を 開け た と ころ に 差込み 
製本 し て あり ます 。 こ の シリ アル ナン バー は 、 レ ジス トレ ーション カー ド 
と 、 控 え 部 分 以外 に は 記入 し て あり ませ ん の で 、 本 マニ ュ ア ル は 大 切 に 保管 
し で ぐだ さき ゆめ 。 
※Ver1.5 か ら バ ー ジ ョ ン ア ッ プ され た 場合 は シリ アル の 記載 は あり ませ ん 。Ver 
1.5 の シリ アル 番号 の 頭 に 「6」 を 付加 し た 番号 が お 客 様 の Ver.1.6 の シリ アル 番号 
と な り ま す 。 マ ニュ アル お よび マス ター ディ スク に 記載 し て 保管 し て 下さ い 。 


テク ニカ ル サ ポ ー ト 
テク ニカ ル サ ポ ー ト の 窓口 は 、 下 記 の と お り で す 。 

サポ ー ト 専用 電話 0424-88-8752 

(祭日 を 除く 、 毎週 ( 火 ) ( 金 ) の 13 : 00ー16 : 00) 

ジ ァ クウ ツ 穫 9 0424-88- 5471 

※ こ れ 以 外 の サポ ー ト (郵便 等 ) は 、 原 則 的 に 受け 付け て お り ま せん 。 

※ フ ァ ク シミ リ は 、 ご 返信 まで に 多少 時 間 を 要する こと が あり ます 。 あ ら か じ め ご 
了承 くだ さい 。 

※ サ ポー ト は 年 末年 始 な ど 事 情 に より 休業 する こと が あり ます 。 あ ら か じ め ご 了承 
くだ さい 。 

※VZ エ ディ タ の 最新 情報 は 、 日 経 MIX の v.c. 会 議 (vz 分 科 会 お よび news 分 科 会 ) に 
て 、 ま た NIFTY-Serve の ビレ ッ ジ セン ター フォ ー ラ ム (FVC) に て お 知ら せ し て 
いま す 。 な お VZ マ クロ に 関し て は 、 同 じ く NIFTY-Serve の FGAL・ パ ッ ケ ー ジ フ 
ォ ー ラ ム (FGALPK) に て 、 ユ ー ザ 作成 マク ロ ・ 情 報 等 の 入手 が 可能 で す 。 
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圏 誤動作 が 発生 し て サポ ー ト を お 受け に な る 場合 
事前 に 以下 の 事項 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 

・ 誤 動作 の 再現 性 は ある か ? 
・ 標 準 の VZ.DEF で 再現 する か ? 
・VZ を 常駐 し て いる 場合 は 、 常 駐 を 解除 し て も 再現 する か ? 
・ ス ワッ プ オ プシ ョ ン 「SW」 を 変更 し て も 再現 する か ? 
・ 他 の 常 往 ソフ ト や FEP 等 を 外し て も 再現 する か ? 
・EMS や XMS を 使用 し な いと どう な る か 、HIMEM.SYS と EMM386.EXE で 
も 再現 する か ? 


サポ ー ト を お 受け に な る 際 は 次 の 事項 を お 知ら せく だ さい 。 
@ お 名 前 
@ シ リア ルナ ン バ 
⑱ バ パソコン 機種 名 
信 MS-DOS の バー ジョ ン 


製品 の 品質 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 お 気付 き の 点 が ご ざい まし た 
ら 、 左 記 サ ポー ト へ ご 連絡 くだ さい 。 


注意 点 

@ バ グ が 確認 され た 場合 で も 、 修 正 デ ィ ス ク の 送付 な どの 際 は 手数 料 を 頂く 
場合 が ご ざい ます 。 

@ 刈 品 は 、 ユ ー ザ へ の 連絡 な し に 内 容 を 変更 する こと が あり ます 。 
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PATH と 環境 変数 の 設定 
DEF ファ イル 
起動 時 オプ ショ ン 
EMS/ XMS の 活用 

常駐 

関連 ツー ル 


| 1 .1 ディ スク へ の 組み 込み 


VZ エ ディ タ に は 、 3 枚 の マス ター ディ スク が 付属 し て いま す 。 そ れ ぞ れ の 
ディ スク に は 、 次 の よう な 機種 版 が 入っ て いま す 。 


⑱ 98 フォ ー マ ッ ト (1.25MB) 5 イン チ /3.5 イン チ 
PC- 9800 シリ ー ズ 、EPSON PC シリ ー ズ 版 
J- 3100 版 


信 TBM フォ ー マ ッ ト (1.44MB) 3.5 イン チ 
DOS/V PC 版 、AX 版 、PS/55 版 、IBM (英語 モー ド ) 版 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ラベ ル を 確認 し 、 動 作 マ シン に 応じ て いずれ か の マ 
スタ ー デ ィ ス ク を パソ コン に セッ ト し て くだ さい 。 


文 マ スタ ー デ ィ ス ク は 書き 込み 禁止 に に し て セッ ト し て くだ さい 。 


お 使い に マシ ン に よっ て 、 ド ライ ブ 名 が 異な り ま す の で 、 ド ライ ブ A の フ 
ロッ ピー ディ スク か ら 、 ド ライ ブ プ C の ハー ド デ ィ スク (また は フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク ) へ 組み 込む 場合 で 説明 し ます 。 


【 イ ンス トー ル の 手順 】 
1. マ スタ ー デ ィ ス ク を セッ ト し た ドラ イブ を 、 カ レン トド ライ ブ と し て くだ 
さい 。 


C:pail| 


は ジ 


2.install プ ログ ラム を 実行 し ます 。「install]」 の 後に スペ ー ス に 続い て コ 
ビー 先 の ドラ イブ 名 を 入力 し ます 。 


上 install c: 


この 場合 、VZ エ ディ タ は サブ ディ レク トリ 「[C:WYZ] へ コピ ー さ れ ま す 。 


22 第 1 章 イン スト ー ル 


それ 以外 の ディ レク トリ へ コピ ー し た い 場 合 は 、 さ ら に スペ ー ス に 続い て 
サブ ディ レク トリ 名 を 入力 し ます 。 


た install c: [oolWz 
ここ で [|』| を 打っ て くだ さい 。 
Ainstall | 


V Editor Ver1.6 を ドラ イブ c:\VZ に イン スト ー ル し ます . 
準備 が で きた ら キ ー を どれ か 押し て くだ さい .…… 


いずれ か の キー を 押す と 、 コ ピー が 始ま り ま す 。 イ ンス トー ル を 中 断 し た 
い 場合 は 、[Ctrl|+[C] を 押し て くだ さい 。 
ファ イル の コピ ー が 終了 する と 、 次 の メッ セー ジ を 表示 し ます 。 


VZ Editor の イン スト ー ル は 完了 し まし た . 
W [7- ツ ] で 起動 し ます . 
(:*VZ> 


これ で イン スト ー ル は 完了 で す 。「vz[J]」 と 入力 し て くだ さい 。 


(:*VZ2WVz 


果 縛 較 <C:\VZ> | 


タイ トル メッ セー ジ が 表示 され 、 上 の ウィ ンド ウ を 開け ば OK で す 。 


倫 タ イト ル メ ッ セ ー ジ も 何 も 表 示せ ず に 、 即 座 に この ウイ ンド ウ が 表示 され 
時 は 、 す で に 古い 版 の VZ が 常駐 し て いま す 。 も し 、 古い 版 と 同じ ディ レ 
グ ト り ペ ヘイ ンス トー ル し で し まっ た 場合 は 、 パ ツ コ ン を り も セッ ト し で くだ 
さい 。 今度 は 新しい VZ が 常駐 し ます 。 そ う で な い 場 合 は 、 い っ た ん 古い 
版 の ある ディ レク トリ へ 移動 し 、 常 駐 を 解除 し て くだ さい 。 
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Illegual model 


と いう メッ セー ジ を 表示 し て 、DOS プロ ンプ ト へ 戻っ て し まっ た 場合 は 、 
次 の 原因 が 考え られ ます 。 

1.TBM 版 で 、 対 応 し て いな い 画 面 モ ー ド に な っ て いる 

2. 機 種 判 定 が 正常 に 行わ れず 、 間 違っ た 機種 版 を イン スト ー ル し て いる 


マニ ュ ア ル の 各 機 種 版 の 章 を お 読み くだ さい 。 そ れ で も 原因 が わか ら な い 場 
合 は 、 サ ポー ト へ ご 連絡 くだ さい 。 
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1 .2 PATH と 環境 変数 の 設定 
イン スト ー ル が 完了 し た ら 、 次 は PATH と 環境 変数 の 設定 で す 。 


圏 PATH 
VZ を イン スト ー ル し た ディ レク トリ を 、 PATH に 登録 し て お きま し ょ う 。 
PATH の 設定 は 、VZ で 「AUTOEXEC.BATI ファ イル を 書き 換え ます 。 


まず VZ を 起動 し ます 。 ウィン ドウ が 開い た ら 、[ 人 | キー を 2 回 押し て くだ 
さい 。 ウィンドウ に 「Wautoexec.bat] と いう 文字 列 が 出 て 来 た ら 、[J] を 押 
し で くだ きい 。 


が yz|J] 


【 入 力 ファ イル 】 <C:\VZ> 
| \autoexec.bat 
お 使い の 「AUTOEXEC.BAT] ファ イル を 読み 込み まし た 。 


⑯VZ を コピ ー し た ドラ イブ が 起動 ドラ イブ で な い 場 合 は 、[C:\AUTOEXEC.BAT] の よ 
うに 、 ド ライ ブ 名 を 付け て くだ さい 。 


「\AUTOEXEC.BAT| を 読み 込ん だ ら フ ァ イル の 中 で 「PATH ..| と いう 記述 を 
探し て くだ さい 。 そ こ に VZ を イン スト ー ル し た ディ レク トリ を 追加 し ま 
ず 。 


PH C:D0S5:C: 導 INDOWS:c:Yz 


変更 し た ら 、|[F1 | キー を 押し て 『 フ ァイル メニ ュー』 を 表示 し 、[C ファ イル 
の クロ ー ズ 」 を 選択 し ます 。 す る と 、 


"AUIOEXBC.BAT" を 出力 し ます か ? (VAN) 


と 開い て きま す の で 、|Y] ま た は [| を 押し て 出力 し て くだ さい 。 こ れ で 
PATH の 設定 は 完了 で す 。 


・2 PATH と 環境 変数 の 設定 2Z 


次 に 、 環 境 変 数 を 設定 し ます 。 
VZ は 「VZDEF, VZPATH VZBAK, VZLOC, TMP] の 5 つの 環境 変数 を 参照 し ます 。 
し か し 、 設定 し な けれ ば VZ が 使え を ない 、 と いう も の で は あり ませ ん 。 で は 、 
それ ぞ れ の 環境 変数 に つい て 説明 し まし ょ う 。 


較 VZDEF 

環境 変数 [VZDEF] は 、VZ が 起動 時 に 読み 込む DEF ファ イル の ファ イル 
名 、 ま た は ディ レク トリ を 指定 し ます 。 次 節 で 詳し く 説 明 し ます 。 

[ 例 ] 


set VZdef=c:\vz\deff 


較 VZPATH 

環境 変数 「YVZPATH] は 、 フ ァイル 指定 時 に ディ レク トリ を 省略 し た 場合 の 
「 文 書 フ ァイル 検索 パス ]」 を 指定 し ます 。「3.1 ファ イル 名 の 書式 ] で 説明 し 
ます 。 

[ 例 ] 


set vzpathcc:\vz c:\txt ciWdoc d:Wmif djx 


画 VZBAK 

モー ド メ ニ ュ ー の 「B バッ クア ッ プ | を オン に する と 、 フ ァイル セー プ 時 
に 、 元 の ファ イル を 「.BAK] に リネ ー ム し て 保存 し ます 。 環境 変数 「VZBAK] 
を 設定 する と 、 「.BAK] に リネ ー ム する 代わ り に 、 指定 ディ レク トリ へ 古い フ 
ァイル を 移動 し ます 。「3.6 バッ クア ッ プ と オー ト セ ー プ ] で 説明 し ます 。 

[ 例 ] 


set vbak=\trash 災 ドラ イブ 名 を 付け て は いけ ませ ん ! 


圏 VZLOG 

Ver1.6 で 追加 され た 環境 変数 で す 。 パ ソコ ン 通 信 等 で ダウ ン ロ ー ド し た 
ログ ファ イル の 格納 ディ レク トリ を 指定 し ます 。「3.4 ログ ファ イル の 管理 」 
で 説明 し ます 。 
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[ 例 ] 


set vVzlogsc:et\log d\ 


圏 TMP 

EMS ま た は XMS メ モリ が 十分 な い 場 合 は 、、「 テ ン ポ ラリ ファ イル | や 「 ス 
ワッ プ フ ァ イ ル | を ディ スク に 書き 出し ます 。 こ の 出力 先 を 指定 する の が 、 
環境 変数 TMP] です 。RAM ディ スク 等 を 使っ て いれ ば 、 そ の ドラ イブ を 指 
定 し て くだ さい 。 

[ 例 ] 


Set tmp=i\ 


「TMP」 が 設定 され て いな い 場 合 は 、VZ 起 動 時 (常駐 時 ) の カレ ント ディ レク 
トリ へ 出力 し ます 。 


⑯「VZPATH VZBAK VZLOG] の 3 つの 環境 変数 は 、 フ ァイル を アク セス する 時 に 参照 
され ます 。 し た が っ て 、VZ を 常駐 し て いる 場合 、 コ マン ドラ イン か ら 「set」 コ 
マン ド で 再 設定 する こと が で きま す 。 し か し 、「[VZDEF TMP] の 2 つ は 、 起動 時 
(常駐 時 ) に し か 参照 され ませ ん 。 
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| |.3 DEF フ ァイル 


VZ は 、 起 動 時 に 「 コ マン ド 名 .DEF] と いう 名 前 の ファ イル を 読み 込み ま 
す 。 こ れ は 「DEF フ ァイル] と 呼ば し る テキ スト ファ イル で 、 キ ー ア サイ ン 、 
オプ ショ ン 、 マ クロ 等 、 ユ ー ザ ー が 変更 可能 な あら ゆる 情報 が 記述 され て い 
る 、「 定 義 フ ァイル | で す 。 


DEF ファ イル は 、 起 動 す る VZ と 同じ ディ レク トリ か ら 読 み 込み ます 。 
DEF ファ イル の み を 別 の ディ レク トリ に 集め て お きた い 場 合 は 、 環 境 変数 
[VZDEF| で その ディ レク トリ を 指定 し て お きま す 。 


set vVzdef-c:*vz\de 儲 文 未 尾 に | 間 を 付け る 


次 の よう に 、 ス ラッ シュ 「/]| に 続い て 読み 込む DEF ファ イル を 指定 する 
事 も $ で きま す 。 


Vz /mi 


この 場合 は 、「VZ.DEF] の 代わ り に 「MI.DEF」 を 読み 込み ます 。 常 に 「MI. 
DEF| を 読み 込み た い 場 合 は 、 環 境 変数 「VZDEF] で 設定 で きま す 。 


set Vzdef=mi 
set vzdef-c:*vzMmi 福 .DEF は 省略 可能 


DEF ファ イル に は 、 起 動 時 読み 込む 定義 ファ イル の 他 に 、「 マ クロ ファ イ 
ル | も あり ます 。 マ クロ ファ イル は 、 マ クロ を 起動 し た 時 に 自動 的 に 読み 込 
むか 、 メ ニュ ー か とら 実行 し ます 。 ま た 、 起 動 時 に あら か じ め 読 み 込む こと も 
で きま す 。 こ れ を 「 イ ンク ルー ド 」 と 呼び ます 。 


yz +tool 


マク ロフ ァイル の イン クル ー ド は 、「/] で は な く 「+| で 指定 し ます 。 「/] 
と 「+| を 併用 する こと も で きま す 。 


VZ /mi+tooltgame 
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いつ も イン クル ー ド する マク ロフ ァイル は 、「VZ.DEF| ファ イル に 記述 し て 
お く 事 が で きま す 。「VZ.DEF」 を 読み 込み 、[Ctrl+[Q][C] で ファ イル の 最後 へ 
li ジグ し て くだ きい 。 


(Cyvz vVz 


数 字 や 記号 が いろ いろ 書か れ て いま す 。|1 | で 何 行か スク ロー ル す る と 、 次 
の よう な 記述 が 見 つか り ま す 。 


*E その 他 


1 vgfl 


ここ に 、 イ ンク ルー ド す る マク ロフ ァイル を 書い て お くわ け で す 。 


DEF ファ イル の 内 容 に つい て は 、「 第 7 章 カス タマ イズ | で 詳し く 説 明 い 
7 まお 


文 現在 お 使い の VZ.DEF か ら の 移行 

現在 お 使い の DEF ファ イル は 、Ver1.6 の 拡張 機能 を 使わ な い の で あれ ば 、 
その まま 使う こと が で きま す 。 

Ver1.6 の 拡張 機能 を 使う 場合 は 、 次 の よう に 「YVZ16.DEF」 と 「VZFL.DEF| の 
2 つの DEF ファ イル を 、 お 使い の 「VZ.DEF] に イン クル ー ド し て くだ さい 。 


*E その 他 
1 vz16+yzfl 


すでに 他 の ファ イル を イン クル ー ド し て いる 場合 は 、 そ れ ら の 前 に 2 つの 
DEF ファ イル を 記述 し て くだ さい 。 
DEF ファ イル の 変更 点 の 詳細 に つい て は 、 「VZ16.DOC]」 を お 読み くだ さい 。 
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.4 起動 時 オプ ショ ン 


VZ は 、 100 を 越え る 起動 時 オプ ショ ン を も っ て いま す 。 こ れ は 、VZ.DEF の 
中 で 指定 し て いま す 。 一 度 VZ.DEF を オー プン し て 、「* 0 オプ ショ ン 」 の 部 分 


を 覗い て み ま し ょ の jp 


ROSE よい 衝 IEITIKUZEDEP ニ KO ポン リー | 
ーー === VZ。 」 (v1 .6) ======== ル 
5 C コマ ンド キー+ 
99 ^Q ^K 【ESC] : ら スト ロー クキ ー (最大 6 個 ) ! 
91 【 生 6 コ マン る 1 
92 財 : キ ー ボ ー ド マク ロ ! 
93 【ESC] @X * エ スケ デー プ ャ 
94 ^W  【CR1 だ) 】 
6 ^E [UP] : 1! 
96 ^X  【DOMN] : よ + 
97 <ー-〕 : て 1 
9 ^D 【〔ー : つ 4 
99 ^R \ く <] | 二 1 
19 年 \【-->] : ] 語 つ ! 
11 ^QS ^[ く < 一 ] : 謗 表 行 頭 
12 ^QD ^【->] : 請 理 行末 ! 
13 へ 。 [INS] : 提 人 モー ド + 
14 ^H [BS] : パ ックス ペー ス ! 
15 ^G [DEL (の で 
細 半  1 
Ex L 6 
| 技 二 人目 店 的 | 


大 半 の オプ ショ ン は 、 


一 時 的 に オプ ショ ン を 計 
ヨ を し て 指定 で き 表 あ かぁ 


Yz -d| -dn readme -we40 


オプ ショ ン は 、 フ ァイル 名 の 前 後 の ど の 位置 


能 )。 


た だ し 、 編集 フ ァイル ご と に 設定 可能 な いく つか の オプ ショ ン は 


画面 1-1 VZ.DEF 


英字 2 字 で す 。 大 文字 、 小 文字 は 識別 し ませ ん 。 


設定 し た い 場合 は 、 コ マン ドラ イン の 起動 時 オプ シ 


に も 書け ます (Ver1.6 の 新 機 


ビル ツー ニー ィ 


ヽ 臣 定 


する ファ イル 名 の 直後 に 記述 し な く て は な り ま せん 。 


コマ ンド ライ ン で 指定 し た オプ ショ ン は 、DEF ファ イル の 記述 より も 優先 され ま 


す 。 
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【 オ プシ ョ ン の 書式 】 
-< オ プシ ョ ン 名 >[+|-|n] 
< オプ ショ ン 和 名 > : 英字 1 字 ま た は 2 字 (大 文字 、 小 文字 は 無視 ) 
+ また は 無 指定 : スイ ッ チ ON ( 値 = 1) 
・ ス イッ チ OFF ( 値 =0) 
n ・ 値 三 n (10 進 数 ) 
@ コ マン ドラ イン で 指定 し た 場合 は 、「+」 指定 は 省略 可能 で す 。 


オプ ショ ン の うち よく 使う も の は 、|Shift |+[F1] の 「 モ ー ド メニ ュー」』 で 変 
更 で きま す 。 さ ら に 、 オ プシ ョ ン の 値 を 直接 参照 ・ 変 更 す る コマ ンド も 用 意 
され て いま す 。 


較 オプ ショ ン の 参照 ・ 変 更 


IESC][@| [GPRHHlI@| : マ クロ 文 の 実生 


[ESC][@] を 実行 する と 、 次 の よう な 小さ な ウィ ンド ウ が 現れ ます 。 こ こ 
で 、 オ プシ ョ ン 名 を 入力 し て み ま し ょ う 。(「-」 を つけ て は いけ ませ ん ) 


【 マ クロ 文 】 
| 加 


Result: 7 7 7 .… 


画面 の 下 に 、 


の よう に 、 現 在 の 値 が 表示 され ます 。「an6|[J|」 の よう に 値 を 入力 すれ ば 、 
オプ ショ ン を 変更 する こと も で きま す 。 も ちろ ん 、 す べ て の オプ ショ ン が 編 
集中 に 変更 で きる わけ で は あり ませ ん 。 
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| 1.5 EMS/XMS の 活用 


386/486 マシ ン の 普及 、 お よび 日 本 語 FEP の 必要 性 か ら 、EMS は ほとん 
どの マシ ン で 利用 で きる よう に な り ま し た 。 さらに 、Windows を 利用 する 
た め に 、10MB を 越え る メモ リ を 搭載 する 場合 も 少な く あ り ま せん 。 


この よう な 大 容量 メモ リ 時 代 に 対応 する た め 、Ver1.6 で は 、 拡張 メモ リ の 
対応 を 以下 の よう に 強化 し まし た 。 


1. XMS に 対応 
2. EMS.XMS.TMP を 16KB の ペー ジ 単 位 で 管理 し 、 合 計 16MB まで 利用 可能 
3. DOS コマ ンド 実行 時 に 、 未 使用 の EMS.XMS メモ リ を 解放 


この た め 、VZ と Windows で 、 メ モリ の 割り 当て 量 を 悩む 必要 は あり ませ ん 。 
初期 設定 で は 、EMS メモ リ を 全て 利用 し 、XMS は 使い ませ ん 。EMS と 
XMS の 使用 量 は 、 次 の オプ ショ ン で 設定 し ます 。 


MI| EMS の 使用 ペー ジ 数 
XMO XMS の 使用 サイ ズ (B) 


XMS を 使う 場合 は 、 次 の よう に 起動 し ます 。 
(CCWWZVz -m | 
VZ は 、EMS と XMS メモ リ を 次 の 用 途 で 使い ます 。 


EMS XMS 関連 要 ョ 
画面 保存 サディ レク トリ 2-4 X FW 


ツール NZ ア 0-2 XX Bo 
テン ポラ リフ ァイル O @ 
スワ リ ッ プ ファ イル O @ SW 


32 第 1 章 イン スト ー ル 


人 @ XMS を 使う 場合 で も 、EMS は 、 最 低 6 ペー ジ は 確保 し て くだ さい 。 

但 う モリ に 常駐 する 場合 は 、 さ ら に EMS8 ペー ジ (XMS の 場合 は 128KB) 
を 確保 し て くだ さい 。 

テン ポラ リフ ァイル と スワ ッ プ ファ イル は 、XMS の 方 が 優先 的 に 利用 さ 
れ ま す 。 

信 Ver1.6 の 98 版 は 、EMS の 代わ り に 裏 グ ラフ ィ ッ ク VRAM を ワー ク に 使 
うこ と は で きま せん 。 オ プシ ョ ン G@ レ は 無効 で す 。 


XMS が 利用 可能 か どう か は 、「VMAP.COM] を 実行 し て みれ ば わか り ま す 。 


ーー- KMS ver4.0 (frame: COOOh) ----- ーー- AMS ver3.00 ----- 
handle pages size name HMA used: 62 KB by DOS 
ーー ーー Bfee: 494 


この よう に 、「EMB free] の 表示 が 出れ ば 、XMS が 使え ます 。 


さて 、EMS と XMS の 割り 当て は どう し た ら よ いで し ょ うか 。 結論 か ら 言 
えば 、XMS を 使う メリ ッ ト は 、 そ れ ほ ど あ り ま せん 。 逆 に 、EMM386.EXE 以 
外 の 市 販 の メモ リド ライ バ で は 、XMS 関 連 の ファ ンク ショ ン に 不具 合 が あ 
る も の が あり ます 。 こ の た め に 、 安 全 性 を 考慮 し て 初期 設定 で は XMS を 使 
いま せん 。 こ の 点 に 関し て は README.DOC を お 読み くだ さい 。 
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| 1.6 章 


[常駐 ソフ ト | と 呼ば れる コマ ンド が あり ます 。MS- DOS5.0 付属 の 
[DOSKEY.COM| が そう で すね 。 常駐 ソフ ト は 、 起動 する と メッ セー ジ を 表示 し 
て すぐ に DOS へ 戻り ます 。 こ の 時 か ら メ モリ の 一 部 に 「 常 駐 ] し て 、 裏 で い 
ろ い ろ な 仕事 を する わけ で す 。 必要 が な く な っ た ら 、 常 駐 ソ フト を も う 一 度 
起動 し て 、 メ モリ か ら 外 し ます 。 こ の 外す 時 は 「-r] な どの オプ ショ ン を 付 
ける 場合 が 多い よう で す 。 


VZ も 、 メ モリ に 常駐 する 事 が で きま す 。 次 の よう に 「-z] を つけ て 実行 し 
て くだ きい 。 


CZ の vVz - 引 | 

VZ Editor Version 1.6 Copyright (C) 1989-93 by c.mos 
EMS を 最大 105 ペ ー ジ 使用 し ます . 

XMS を 最大 6912KB 使 用 し ます . 

メモ リド に 常駐 し まし た . (-z で 解放 ) 


(C:W2 


メモ リ に 常駐 する と 、 そ の 分 フリ ー エ リア が 小さ く な り ま す 。 そ うな る 
と 、 大 き な プ ログ ラム を 実行 で き な く な る 場合 が あり ます 。VZ は どの くら 
い メ モリ を 消費 し て いる で し ょ うか 。 こ れ を 知る コマ ンド が 、 付属 の 「VMAP. 
COM| で す 。 
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C Wowmap| | 


VMAP Version 2.01 Copyright (C) 1989-91 by c.mos 


addr PSP blks size owner/parameters hooked vectors 
058Csys 1 2144 himem 上 

0613 sys 1 7488 em386 ]F 4B 67 

0789 sys 1 112 setver 

O7FOsys 1 4128 kkcfunc 

08F3 sys 4 12992 <config 

0C23<- 3 3728 command 22 23 24 2 
ODOF 1 336 <free> 

0D25<- 1 1872 ezkey -6 -2 -n- -k3 0 

0D9B 0009 1 45792 adddrv CON 

18A<-- 1 1024 30sysll1 

1908<- 1 20512 vt 09 0 0C 18 28 
1EOE<-- 1 1536 vw1.03 -22 -xl -v 2 

ROW<- 1 3808 v159g-269 062129 


1F5B-A000 1 526880 <free> 


ーー- MS ver4.0 (frame: CO00h) 一 -- ーー- XS ver3.00 一 --- 
handle pages size name HMA used: 62 KB by DOS 
ーーー ーーーー ーーー- ーーーーー EMB free: 6812 KB 


1 8 128k W2K 

2 2 22k 2 

3 1 16k WT 
4 1 16k W2M 
5 10 160k VC Tem 
6 


1 16k for Vwx! 
? 6 9k ツ 
free 99 1584k 


total 128 2048k 


バー ジョ ン に よっ て 多少 異な り ま す が 、 約 4KB 弱 の メモ リ を 使い ます 。 


1.6 常 駐 3Z 


VZ を 常駐 きせ る と 、MS- DOS の コマ ンド ライ ン で も 、 カ ー ソ ルキ ー 等 の 
編集 キー が 使え を ます 。 ま た 、[ESC] を 押す と た だ ち に VZ の 「 入 力 ファ イル 
ウィ ンド ウ が 開き ます 。「vz|J|」 を 実行 し て も 同様 で す 。VZ は ぜひ 
「AUTOEXBC.BAT] で 常駐 し て 使い まし ょ う 。 


常駐 を 解除 する 時 は 、 も うい ち ど 「vz -2|』|」 を 実行 し ます 。 
CZ の vz - 引 | 


VZ Editor Version 1.6 Copyright (C) 1989-93 by c.mos 
メモ リ を 解放 し まし た . 


CZ 


VMAP を 実行 し て 、 メ モリ か ら な く な っ て いる 事 を 確認 し て くだ さい 。 


@FEMS メモ リ が な いと 、 常 駐 サ イズ は 約 180KB に な っ て し まい ます 。 

従来 上 で は 、 常 駐 時 に 他 の アプ リケーション か ら VZ を 起動 し た と きま 、 
[ESC]IE] で ュ ユマ ンド ライ ン を 呼び 出す と 、 ア プリ ケー ショ ン に 戻っ て し ま 
いま し た 。Ver1l.6 で この 不具 合 は 改善 し まし た 。 

@ MS_-DOS5.0 の 「DOSKEY.COM] 等 、 コ マン ドラ イン の 処理 を 行なう 他 の 常 
駐 ソ フト が すでに 常駐 し て いる 場合 は 、VZ は 常駐 で きま せん 。 ど ちら か 
を 一 方 だ け に し て くだ さい 。 

信 複 数 の 常 太 ソ フト を 組み 込ん で いる 場合 は 、 可 能 な 限り VZ は 最後 に 常駐 
する よう に し て くだ さい 。 特 に 、 日 本 語 FEP を VZ の あと に 「ADDDRV] で 
組み 込む こと は 避け て くだ さい 。 

信 プ ロフ ァイル 機能 を 利用 し て いる 時 、「vz -z @⑳| で 常 及 させ る と 、 ヒ スト 
リー、 オ プシ ョ ン 設 定 等 を 常駐 時 に ロー ド し ます 。(Ver1.6 の 新 機能 ) 
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1 .7 関連 ツー ル 


VZ を イン スト ー ル する と 、「VZ.COM] 以外 に いく つか の COM ファ イル が 
コピ ー さ れ て いま す 。 こ れ ら に つい て 簡単 に 触れ て お きま す 。 詳しい 説 明 
は 、「 第 10 章 付属 エー ティ リティ 」]、 お よび それ ぞ れ の コマ ンド の 、 オ ン ラ 
イン ドキ ュ メ ント を お 読み くだ さい 。 


田 EZKEY (98 版 ) 
キー 入力 割り 込み を フッ ク し 、 次 の よう な 機能 を 追加 する 常駐 プロ グラ ム 
で す 。 


@|Shift| キ ー で ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を 切替 えま す 。 
@ VZ で 、|[GRPH| 英字 |、INFER | キー を 使え を る よう に し ます 。 
@ [Ctrl」[GRPH|+[ キ ー| で 、 い ろ い ろ な 機能 を 実行 で きま す 。 


田 VMAP (DOS 汎 用 ) 
前 節 で 使用 し た 、 メ モリ の 利用 状況 の 表示 ツー ル で す 。「vmap -?] で オプ 
ショ ン の 一 覧 を 表示 し ます 。 


田 ZCOPY (DOS 汎 用 ) 

MS-DOS の 「XCOPY.COM] を 大 幅 に 強化 し た 、 フ ァイル コピ ー・ コ マン ド 
で す 。 フ ァ イ ラ ー の コピ ー メ ニュ ー で 呼ば れ ま す 。 

新版 は レス ポン ス フ ァ イル に 対応 し まし た 。VZ の ファ イラ ー で 選択 し た 
ファ イル を 、 一 度 に 処理 する こと が で きま す 。 


一 VVVX (DOS 汎 用 ) 
VZ 上 で 正規 表現 検索 、 全角 半角 同一 視 検索 を 可能 に する 、 常 駐 プ ログ ラム 
か 。 


圏 WGREP (DOS 汎 用 ) 
アー カイ ブフ ァイル の 中 も 検索 で きる 高速 GREP で す 。 
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田 30BIOS (98 版 ) 

PC- 9800 の ノー マル 画面 の 行 数 を 、26 行 以上 に 増やす 常駐 プロ グラ ム で 
す 。CRT ディス プレ イ と の 相性 も あり ます が 、98mate で ハイ スキ ャ ン 
(31KHz) の モニ タ を 利用 し て いる 場合 は 、30 行 で も ちら つき の な い 快 適 な 
環境 が 得 ら れ ま す 。 


信 VWX お よび WGREP は 、 石 田 輸 彦 氏 (wing) の 著作 物 で す 。 

信 30 BIOS は 、 國井 淳 氏 (lucifer) お よび 古庄 歩 氏 (walker) の 著作 物 で す 。 

人 @ EZKEY、VMAP、ZCOPY は 、 兵 藤 喜 彦 (c.mos) の 著作 物 で す 。 

@ 上 記 プ ログ ラム は 、 全 て フリ ー・ ソ フト ウェ ア で す 。 配布 条件 等 に つい て 
は 、 そ れ ぞ れ の オン ライ ンド キュ メン ト を 参照 くだ さい 。 
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第 2 還 
VZ ひ と めぐ り 


VZ の 起動 

ディ スク の 中 を の ぞ く 

カー ソル の 移動 と スク ロー ル 
文字 の 入力 と 削除 
マル チ フ ァイル 
カッ ト & ペ ー ス トド 
検索 と 置換 

モー ド メ ニ ュ ー 


| 2 .1 VZ の 起動 


まず は VZ を 起動 し ます 。 DOS の プロ ンプ ト (C:\V2) か ら 「VZ] と 入力 
し て くだ さい 。 


C:WwlJ| 


タイ トル メッ セー ジ を 表示 後 、 次 の よう な ウィ ンド ウ が 現れ ます 。 


BE まま 


ここ で 、 読 み 込 む フ ァイル を 指定 し ます 。 む ろ ん フ ァイル 名 を 入力 し て も よ 
い の で す が 、 も っ と 簡単 な 方 法 か ら 説明 し まし ょ う 。 と りあ え ず |』| を 押し 
て くだ さい 。 次 の よう に 、 カ レン ト ・ デ ィ レ クト リ が 表示 され まし た ね 。 こ 
の 画面 を 「 フ ァ イ ラ ー] と 呼び ます 。 元 に 戻す 時 は [ESC] を 押し て くだ さき 
い 。「『 入 力 フ ァイル 』」 の ウィ ンド ウ に 戻り ます 。 もう一度 [ESC] を 押す と 、 
VZ を 終了 し ます 。 


File_Drive sk Path Sort Uiew Mindou Il ToCD RetCD Compare Exec 


<DIR> 93-11-23 1:54 |ight (C) 1989-93 bu c.moS 


93-11-21 
1 93-11-21 


Ebkihbkktub 


* 17925 け 
SR で だ 20 BIZ デデデ ピー ニー 
13 files 一 3,678,298 butes free 


画面 2-1 
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| 2.2 ディ スク の 中 を の ぞ く 


も う 一 度 VZ を 起動 し 、| コ | の み 押 し て ファ イラ ー を 開い て くだ さい 。 カ 
レン ト ・ デ ィ レ クト リ の ファ イル の 一 覧 が 表示 され て いま す 。 


MS-DOS の 「 デ ィ レ クト リ 」 と 「 フ ァイル |] に つい て は ご 存じ で すか ? フ 
ァイル 名 の 横 に <DIR> と つい て いる も の が ディ レク トリ 、 サ イズ が 表示 され 
て いる も の が ファ イル で す 。 | |,[1 | で 、 デ ィ レ クト リ の 上 へ カー ソル を 移 
動 し 、 [| を 押し て みて くだ さい 。 そ の ディ レク トリ を 表示 し まし た ね 。 一 
番 上 の 「..\ <DIR>] は 、「 親 ディ レク トリ ] を 表し ます 。 こ こ で [|』| を 押す 
と 、 ひ と つ 上 の ディ レク トリ へ 戻り ます 。 <DIRx の と ころ で |』J| 、 こ れ で ディ 
スク の 中 を 自由 に 渡り 歩け る の で す 。 


別 の ドラ イブ に 移動 し た い 場合 は 、 |D| (一 番 上 の メニ ュー の Drive) を 押 
し て ドラ イブ の メニ ュー を 表示 し 、 こ こ で 選択 し て くだ さい 。 カ ー ソ ル を 移 
動 し て [| で も 、 ダ イレ クト に ドラ イブ 名 に 相当 する 英字 キー を 押し て も 選 
択 で きま す 。 


File Drive Iask Path Sort Uiew Mindow RIl| ToCD RetCD Compare Exec 
ight (C) 1989-93 bu c.mos 


% 


1:59 
1:59 
1:59 
1:59 
1:59 
1:59 
1:59 
1:59 
1:59 


93-11-21 


画面 2-2 


ファ イラ ー の その 他 の メニ ュー に つい て は 、「 第 5 章 ファ イラ ー」 で 説明 
あお 

それ で は 、 VZ で 読み 込む ファ イル を 選択 し まし ょ う 。 フ ァイル に は 、 テキ 
スト ファ イル と 、 バ イナ リフ ァイル が ある 事 は ご 存じ で すか ? バイ ナリ 


2 .2 ディ スク の 中 を の ぞ く 2 


ファ イル は 、 次 の よう な 拡張 子 (ピリ オド の 後 の 3 文 字 の 英字 ) を も つ フ ァ イ 
少 で す 。 


.(OOM .RXE .DIC .SYS (OONFIG.SYS を 除く ) 


これ ら は VZ で は 編集 で きま せん 。 読み 込む と 、 画 面 に で た ら め な 文字 が 表 
示さ れ ま す 。 

VZ が 編集 で きる ファ イル は 、 テ キス ト フ ァイル で す 。 次 の 拡張 子 を も つ 
ファ イル が 、 そ の 代表 で す 。 


.DOC .TXT .BAT .DEF (VZ 独 自 の 拡張 子 ) 


[|』| 、 | 1]| で テキ スト ファ イル の と ころ へ カー ソル を 移動 し 、|[J] を 押し て 
くだ さい 。 フ ァイル を 読み 込み 、 画 面 に 表示 し ます 。 こ れ を 「 編 集 画面 ] と 
呼び ます 。 


うう 5 や II の 2C0PC0C 


ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 


me MK ゴ 


画 園 ご OPY と は 画 男 ! 


マン ド の xsCopY を パワ し 7 な 、 
で す が 、 コ ピ pr ニー ーー 


0 き 込 二 ライ ト ! 
で 


0 で す 。+! 


@ て dQ ーー 画 一 一 
当 
3 


きき 信 
あ 
シッ リン タル っ コピ ー』 機能 (Zi) ! 
(Zdel)! 


へ ~@@G@@ @@ 
NINE 


を 
、 回 


画面 2-3 


画面 の 一 番 上 に 、 記 号 と 数 字 、 フ ァイル 名 な ど が 表示 され て いま すね 。 こ 
れ を 、「 ス テー タス ライ ン | と 呼び ます 。 こ の 意味 に つい て は 折り に 触れ て 説 
明 し ます 。 
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再び ファ イラ ー に 戻る 時 は 、[ESC||C| を 押し ます 。C は 「Close」 の 意味 で す 。 


IESC]IC| で 閉じ よう と し た 時 、 画 面 の 一 番 下 に 
".…" を 出力 し ます か ? (YAN) 


と 表示 され る か も 知れ ませ ん 。 こ れ は 、 誤 っ て 何 か 文 字 を 入力 し て し まっ た 
た めで す 。 こ の まま 出力 する と 、 フ ァイル が 書き 変わ っ て し まい ます か ら 、 


必ず [N] ま た は [Space] を 押し て くだ さい 。 


この よう に し て 、 ま ず は ディ スク の 中 の いろ いろ な テキ スト ファ イル を の 


で MS で みか まし よう 。 
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| 2 .3 カー ソル の 移動 と スク ロー ル 


ファ イル を 読み 込む と 、 画 面 の 左上 で チカ チカ 点滅 し て いる も の が あり ま 
す 。 こ れ を 「 カ ー ソ ル 」 と 呼び 、 文 字 を 入力 し た り 、 削 除 し た りす る 位置 を 
示し て いま す 。 こ の カー ソル を 動か し て み ま し ょ う 。 

カー ソル を 動か す キ ー は 、[ |,[』 | [で], ば],[RLUP] , [RLDN] , [Pgup ], 
[IPgDn] で す 。 [Ctrl や [Shift] を 押し な が ら こ れ ら の キー を 押す と 、 違 う 動作 
に な り ま す 。 


圏 カー ソル の 移動 と スク ロー ル 


K コ ME4 : 左 / 右 に 1 文字 単位 で 
[1]/[』 : 上 / 下 に 1 行 単位 で 
[Shift[ を | っ] : 前 / 後 の 単語 の 先頭 へ 
cnlK コ ME : 論 理 行頭 / 行 末 へ 
leRPHl ゃ | っ ] : 画 面 の 左端 / 右 端 へ 
IHome|/[End] : 同上 (TBM 版 ) 
[ctrh|1 |『 | : 画 面 の 上 端 / 下 端 へ 
IShifth[1 |』 | : 前 画面 / 次 画面 へ (98 版 ) 
IPgUp |/[Pgpn | : 同上 (HBM 版 ) 

Shift +[RLUP |/[RLDN| 。:1 行 スク ロー ル 

IRLUP |/[RLDN] : ス ムー ス ・ ス クロ ー ル (98 版 ) 
[Shift | : 高 速 ス クロ ー ル (HBM 版 ) 
|CtrllrIRLUP |/[RLDN| : フ ァイル の 先頭 / 最 後 


README.DOC 等 の 大 きめ の ファ イル を 読み 込ん で 、 実 際 に 操作 し て みて くだ 
さい 。 
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【 擬 似 フ リー カー ソル 】 

行末 ([ ! 」 で 表 き れる 改行 マー ク の 上 ) で [| を 押す と 、 カ ー ソ ル は それ 
より 右 へ は 移動 せ ず 、 次 の 行 の 先頭 に 移り ます 。 ワ ー プ ロ 等 で が 、 そ の まま 
右 に 移動 で きる も の も あり ます ね 。 こ れ を 「 フ リー カー ソル 」 機能 と いい ま 
す 。VZ で は 、 こ の 機能 は サポ ー ト し て いま せん 。 

た だ 、 上 下 に スク ロー ル し た 結果 、 そ の 行 が 前 の 行 よ り 短い 時 に は 、 カ ー 
ソル は 行末 以降 に 留まっ て いま す 。 こ れ は カー ソル が 左右 に 振れ て 見 づら く 
な ら な いた め の 配 慮 で 、 内 部 的 に は カー ソル は 行末 に 位置 し て いま す 。 


【 ス テー タス ライ ン 】 

カー ソル を 移動 する と 、 ス テー タス ライ ン の 数 値 や 真ん中 の ブロ ッ ク の 位 
置 が 変わ り ま すね 。 数 字 は 、 「 行 番号 : カラ ム 位 置 ] を 示し 、 ブ ロッ ク は 、 テ 
キス ト 中 の カー ソル 位置 の 目安 を 示し ます 。 


論理 行 と 表示 行 】 

テキ スト の 改行 か ら 改 行 ま で を 「 論 理 行 ]、 画 面 上 の 1 行 を 「 表 示 行 ] と い 
っ て 区 別 し ます 。 [Ctrl|+ [を |/[ っ | は 「 論 理 行 」 の 先頭 / 最 後 へ カー ソル を 移 
動 す る わけ で す 。 


【 日 本 語 の 単語 境界 】 

日 本 語 の 文章 で は 、 英 文 の よう な 単語 の 区 切り が 明確 で は あり ませ ん 。 こ 
の 時 、[Shift + [で] , [Shift |+ [|] は 、 ひら が な を スキ ッ プ し 、 前 / 後 の 漢字 ・ カ 
タカ ナ ・ 英 数 字 の 頭 へ 移動 し ます 。 


2 . 3 カー ソル の 移動 と スク ロー ル ヲタ Z 


| 2 .4 文字 の 入力 と 削除 


ファ イル を 眺め る の に も 、 そ ろ そ ろ 飽 き て こら れ ま し た か 。 そ れ で は 、 エ 
ディ タ の 本 分 と で も 言う べき 、 文 字 の 入力 と 編集 機能 の 説明 に 入り ます 。 


これ まで は 、 既 に ある ファ イル を 読ん で きま し た が 、 今 回 は まず 新しい フ 
ァイル を 作り まし ょ う 。VZ を 起動 し 『 入 力 フ ァイル 』 の ウィ ンド ウ で 、 適 当 
な 名 前 (例え ば 「example」 ) を 入力 し て 、| | キー を 押し て くだ さい 。 す る と 、 


"CZ 部 XAMPLE" は 見 つか り ま せん . 新規 ファ イル で すか ? (YAN) 


と 開い て きま すか ら 、|Y] ま た は |J| を 押し ます 。 編集 画面 に 移り 、 画面 の 左 
上 に カー ソル が 点 減 し て いま すね 。 新規 ファ イル で すか ら 、 ま だ 何 も 書 か れ 
て いな いわ け で す 。 

この 時 、 カ ー ソ ル の 点 減 し て いる と ころ の 記号 「 一 ] が 、 フ ァイル の 最後 
を 示す マー ク で す 。(「End Of File] 略し て BOF マー ク と 呼び ます 。) この 
状態 で 、 入 力 の 練習 を 始め まし ょ う 。 


キー ボー ド に は 、 白 い (また は 黒い ) キー と 、 そ の 周り の 灰色 っ ぽい キー 
が あり ます ね 。 灰色 の キー は 、 カ ー ソ ル 移 動 や スク ロー ル の よう な コマ ンド 
を 実行 する の に 使い ます 。 こ れ ら の キー を 「 特 殊 キー」 と 呼び ます 。 文字 の 
入力 は 、 白 い キ ー で 行い ます 。 適当 な キー を 押し て くだ さい 。 英 数 字 、 記 号 
が 入力 で きま すね 。 [Shift | を 押す と 、 英 字 キ ー で は 大 文字 、 数 字 や 記号 キー 
で は 上 側 の 記号 が 入り ます 。 


適当 に 文字 を 入力 し た ら 、 [J| を 押し て くだ さい 。 改行 され 、 カ ー ソ ル が 
次 の 行 の 先頭 に 来 ま す 。 ま た 、 入 力 し た 文字 は 、 [| の 上 の [BS|( バ ックス 
ペー ス ) で 、 1 文字 ずつ 削除 で きま す 。 こ の |』J| と [BS| が 、 テ キス ト の 入力 に 
使わ れる 最も 基本 的 な キー で す 。 


[改行 する 代わ り に [Shift |+[ コ ] を 押す と 、 カ ー ソ ルル 位置 の 行 の 前 に 、 


空 行 (改行 だ け の 行 ) が 1 行 挿入 され ます 。 カ ー ソ ル を 移動 せ ず に 間 を 開け 
た い 場 合 は 、、 こ ちら の 方 が 便利 で す 。 
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画 改行 コー ド の 挿入 


[』| ・ 攻 行 
Shift | コ | : 1 行 挿入 


半角 英 数 字 の 入力 方 法 は お わか り に な り ま し た ね 。 で は 、 日 本 語 は どう や 
っ て 入力 する の で し ょ う 。 残念 な が ら VZ 自 体 に は 、 日 本 語 を 入力 する 機能 
は あり ませ ん 。 従っ て 、FPEP (フロ ント ・ エ ンド ・ プ ロ セ ッ サ ) と 呼ば れる 
アプ リケーション ・ ソ フト の 助け を 借り ます 。 


VZ に は 、[BS] 以 外 に も 、 い ろ い ろ な 削除 機能 が あり ます 。 これら を 試す に 
は 、 テ キス ト フ ァイル を 読み 込ん だ 方 が 楽 で す 。「VZ.DEF」 を 読み 込ん で くだ 
きい 。 


画 文字 の 削除 と 復活 


[Bs| : カ ー ソ ル の 左 の 1 文字 削除 
: カ ー ソ ル 位 置 の 1 文字 削除 
Shift + : 単 語 の 先頭 まで 削除 

Shift |+|DEL : 単 語 の 最後 まで 削除 
CtrlllBS| : 行 頭 まで 削除 
[ctrl[pEL] : 行 末 ま で 削除 

[cwl[Ul : 削 除 文字 の 復活 


削除 し た 文字 は 、100 文字 程度 まで 記憶 され て お り 、 [Ctrl|r[U| を 押す と 順 
番 に カー ソル 位置 に 復活 し て きま す 。U は 「Undo」 (も と に 戻す ) の 意味 で す 。 

この 練習 で で た ら め な 文字 を 入力 し た ファ イル は 、 セ ー プ する 必要 は あり 
ませ ん か ら 、 [ESCIIC| で 終了 し まし ょ う 。C は 「Close]」 の 意味 で す 。 


*C:ZWEXAMPLE" を 出力 し ます か ? (/N) 
と 聞い て きま すか ら 、[N] ま た は [Space| を 押し て くだ さい 。 編集 中 の ファ イ 


2 . 4 文字 の 入力 と 削除 


ル は 捨て て 、VZ を 終了 し ます 。 


ファ イル を 編集 する と 、 ス テー タス ライ ン の ファ イル 名 の 前 に 、「*|」 マー 
ク が つき ます 。 こ れ は 、「 フ ァイル が 書き 変え られ た 」 事 を 示し て いま す 。 フ 


ァイル が 書き 変え ら た 時 だ け 、 |ESC 


[CI や [ESC] [Q] で 終了 し ょ うと する と 、 


セー プ す べき か 、 あ る い は 放棄 し て いい か どう か 確認 し て くる わけ で す 。 
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旧 2.5 ファ イル メニ ュー 


編集 操作 を 一 通り 説明 し た と ころ で 、 フ ァイル の 読み 書き の いろ いろ な 方 
法 に つい て 説明 しま す 。 ま ず 、 適 当 な ファ イル を 読み 込み 、 編 集 画面 に 移っ 
て くだ さい 。 こ こ で 、 キ ー ボ ー ド 最上 段 の ファ ンク ショ ン キ ー[F1| を 押し て 
くだ さい 。 次 の よう な メニ ュー が 現れ ます 。 


rー【 フ ァイル メニ ュー】 一 
0 ファ イル の オー プン 
C ファ イル の クロ ー ズ 
S アァ テイ 光 の セージ プ 

N 新規 ファ イル オー プン 
R Read only オ ー プ ン 

本 必 ロ ーー: ポ ー ニ ジン 

A 既存 ファ イル へ 追加 
P ファ イル 名 の 変更 

D テキ スト の 二重化 

U 編集 の や り 直 し 

IT カー ソル 位置 へ 挿入 
X 全 フ ァイル の クロ ー ズ 
E DOS コ マン ド 実 行 

Q エディ タ を 終了 


メニ ュー の 各 コ マン ド は 、 カ ー ソ ル を 移動 し て |J| で 実行 で きま す 。 カ ー 
ソル を いち いち 移動 する の が 面倒 な 時 は 、 先 頭 の 英字 キー を 押し て くだ さ 
い 。 ま た 、 メ ニュ ー を 開か ず に 、 編 集 画面 か ら [ESC| [英字 | で 直接 実行 する 
こと も で きま す 。 IBM 版 で は [Alt|+| 英 字 | も 使え ます 。98 版 で も 、 付 属 の 
EZKEY.COM を 常駐 する こと に より 、 |GRPH|+| 英字 | が 使 を る よう に な り ま す 。 


で は 、 フ ァイル メニ ュー の 各 コ マン ド を 順番 に 説明 し て いき まし ょ う 。 コ 
マン ド は 「Open| な どの 略語 で 表す こと に し ます 。 


圏 O ファ イル の オー プン (Open) 

現在 編集 中 の ファ イル の 他 に 、 新 た に 別 の ファ イル を 読み 込み ます 。 コ マ 
ンド を 実行 する と 、 VZ を 起動 し た 時 と 同じ 『 入 力 フ ァイル 』 ウィ ンド ウ が 現 
れ ま すか ら 、 読 み 込む ファ イル を 指定 し て 下さ い 。 
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ファ イル を 読み 込む と 、 前 の ファ イル に 代わ っ て 画面 に 表示 され ます 。 ス 
テー タス ライ ン の ファ イル 名 の 前 の 数 字 が 、「2] に な り ま し た ね 。 こ れ は 、 2 
番目 の ファ イル と いう 意味 で す 。 こ の よう に VZ は 、 標 準 設 定 で 最大 10 個 ま 
で の ファ イル を 一 度 に 読み 込め ます 。 複 数 ファ イル の 操作 は 、 次 の 節 で 説明 
吾 紀 8 


圏 C ファ イル の クロ ー ズ (Close) 

現在 編集 中 の ファ イル を クロ ー ズ し ます 。2 番 目 の フ ァイル を 編集 中 は 、 
これ を 閉じ て 1 番目 の ファ イル を 表示 し ます 。 最後 の ファ イル を クロ ー ズ す 
る と 、 フ ァ イ ラ ー ま た は 「 入 力 フ ァイル 』 ウィンド ウ に 戻り ます 。 

ファ イル が 書き 変わ っ て いる 場合 は 、 ク ロー ズ す る 前 に 


"を 出力 し ます か ? (YN) 


と 聞い て きま す の で 、 以 下 の キ ー を 押し て くだ さい 。 


[yl」g| : セー ブ す る 
IN]」Space」 : セー プ し な い 
: コマ ンド の 実行 を 中 止 する 


較 S ファ イル の セー ブ (Save) 

編集 中 の ファ イル を セー ブ し ます 。 コ マン ド を 実行 する と 、『 出 力 フ ァ イ 
ル 』 と いう ウィ ンド ウ が 現れ 、 フ ァイル 名 が 表示 され ます 。 名 前 を 変え て 
セー プ し た い 時 は 、 こ れ を 修正 し 、 | | を 押し て くだ さい 。 セ ー ブ が 完了 す 
る と 、 再 び 編 集 画面 に 戻り ます 。 

後 で 説明 する プロ ッ ク モ ー ド で Save コマ ンド を 実行 する と 、 プ ロッ ク の 
指定 範囲 を 、 フ ァイル に セー ブ で きま す 。 


較 O エディ タ を 終了 (Quit) 
VZ を 終了 し ます 。 編集 中 の 複数 の ファ イル の 中 に 、 修正 し た ファ イル が 1 
つ で も ある と 、 


修正 テキ スト を 出力 し ます か 7 (YAN) 


と 聞い て きま す の で 、 以 下 の キ ー を 押し て くだ さい 。 
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[yg : 全て の 修正 ファ イル を セー プ す る 
[NIISpacel : 何 も セ ー プ し な い 
ESC ・ コマンド の 実行 を 中 止 する 


圏 E DOS コ マン ド 実 行 (Exec) 

DOS コマ ンド を 実行 し ます 。 コ マン ド を 実行 する と 、VZ を 起動 する 前 の 
画面 に 戻り 、 画 面 の 一 番 下 に プロ ンプ ト が 現れ ます 。 こ の 状態 を 「 コ マン ド 
ライ ン ・ モ ー ド 」 と 呼び ます 。 こ こ で 、 実行 し た い DOS コマ ンド を 入力 し 、 
| コ | を 押し て くだ さい 。 [| の み 押 す と 、COMMAND.COM を 呼び 出し ます 。 こ の 
場合 は 「exit|] 」 で VZ の コマ ンド ライ ン ・ モ ー ド へ 戻っ て くだ さい 。 

入力 に は 、 カ ー ソ ル 移 動 や 削除 等 の 編集 操作 が 行なえ を ます 。VZ に 戻る 時 
は 、 [ESC] を 押し ます 。 


以上 の 5 つの コマ ンド が 基本 的 な コマ ンド で す 。 こ れ 以 隆 の コマ ンド は 、 
と りあ え ず 知ら な く て も 構い ませ ん か ら 、 お 急ぎ の 方 は 読み 飛ば し て 先 へ 進 
ん で くだ さい 。 


較 N 新規 ファ イル オー プン (New) 

これ は 、 新 し い テ キス ト を 書き 始め る 時 に 使い ます 。 コ マン ド を 実行 する 
と 、『 新 規 フ ァイル 』 と いう ウィ ンド ウ が 現れ ます か ら 、 フ ァイル の 名 前 を 入 
カカ し て |J| を 押し て くだ さい 。 

Open コマ ンド で 新しい ファ イル 名 を 指定 し て も 、 新 規 フ ァイル を 開け ま 
す が 、 こ ちら は 「 新 規 フ ァイル で すか ? | と いち いち 聞い て きま せん 。 


圏 Rh Read only オー プン (Read) 

壊し て は まず いよ うな 大 事 な フ ァイル を 読む 場合 は 、 こ の コマ ンド で ファ 
イル を 開き ます 。 ス テー タス ライ ン が 水色 に な り 、 フ ァイル 名 の 前 に 「R] の 
マー ク が つき ます 。 こ れ は 「Read only」 の 意味 で す 。 リ ー ド オン リ ・ モ ー 
ド の ファ イル は 、 書 き 換 えて も 、 ク ロー ズ す る 時 に セー ブ す る か どう か 聞い 
て きま せん 。 当然 セー プ も で きま せん 。 

リー ド オ ン リ ・ モ ー ド は 、 編 集中 に [Ctrl|+ |K |IR | で 設定 / 解 除 出来 ます 。 こ 
れ は 、 [Ctrl| を 押し た まま 、 |KIIR| と 順番 に 押し て くだ さい 。 
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圏 | クロ ー ズ ・ オ ー プ ン (Load) 

すでに いく つか の ファ イル を 読み 込ん で いる 時 に 、 別 の 複数 の ファ イル を 
順番 に 読み た い 時 に 便利 で す 。 コ マン ド を 実行 する と 、 編 集中 の ファ イル を 
クロ ー ズ し 、 フ ァ イ ラ ー に 戻っ て 、 次 の ファ イル を オー プン で きま す 。 


田 A 既存 ファ イル へ 追加 (Append) 

編集 中 の ファ イル を 、 デ ィ ス ク 上 の 別 の ファ イル の 後ろ へ 追加 し ます 。 コ 
マン ド を 実行 する と 、 追加 ファ イル 」 と いう ウィ ンド ウ が 現れ ます か ら 、 追 
加 し た い フ ァイル を 指定 し て くだ さい 。 こ こ で |』| の み 押 す と 、 フ ァ イ ラ ー 
が 開き ます の で 、 そ こ で 選択 する 事 も で きま す 。 

セー ブ と 同様 に 、 プ ロッ クモ ー ド で Append コマ ンド を 実行 する と 、 ブ 
ロッ ク の 指定 範囲 を 、 フ ァイル に 追加 で きま す 。 


圏 P ファ イル 名 の 変更 (Pathname) 

編集 中 の ファ イル の 名 前 を 変更 し ます 。 コ マン ド を 実行 する と 、『 フ ァ イ 
ル 名 」 と いう ウィ ンド ウ が 現れ 、 フ ァイル 名 が 表示 され ます 。 名 前 を 変え て 
| を 押し て くだ さい 。 こ の コマ ンド を 実行 する と 、 フ ァイル は 修正 され た 
と と 区 大 り 、IW| マー ク が つき ます 。 


圏 U 編集 の や り 直 し (Undo) 
編集 を 放棄 し 、 も う 一 度 デ ィ ス ク か ら フ ァイル を 読み 込み ます 。 


圏 | カー ソル 位置 へ 挿入 (Insert) 

カー ソル 位置 へ ファ イル を 読み 込み ます 。 コ マン ド を 実行 する と 、 

カー ソル 位置 へ ファ イル を 読み 込み ます 
と いう メッ セー ジ と と も に 、0pen コ マン ド と 同様 に 「 入 力 ファ イル 』 と いう 
ウィ ンド ウ が 現れ ます の で 、 読 み 込 むせ ファ イル を 指定 し て くだ さい 。 


圏 D り テキ スト の 二重化 (Duplicate) 
較 X 全 フ ァイル の クロ ー ズ (eXit) 
次 の マル チ フ ァイル の 節 で 説明 し ます 。 


3 第 2 章 VZ ひ と めぐ り 


| 2.6 マル チ フ ァイル 


VZ は 、 標 準 設定 で 最大 10 個 の ファ イル を メモ リ !【 CNGR その う 
ち 1 つま た は 2 つの ファ イル を 画面 に 表示 で きま す 。 こ の よう に 、 複 数 の 
ファ イル を 同時 に 編集 で きる エディ タ を 、「 マ ル チ フ ァイル ・ エ ディ タ 」| と い 
V%* ま すず 。 

複数 の ファ イル は 、Open コマ ンド で 順番 に 読み 込め ます が 、 一 度 に 読み 
込む 事 も で きま す 。 ま ず そ の 方 法 に つい て 説明 し まし ょ う 。 

VZ を 起動 し 、 フ ァ イ ラ ー を 開い て くだ さい 。 そ し て 、 読み込み た い テ キス 
ト フ ァイル が 複数 ある ディ レク トリ を 表示 し て くだ さい 。 例 えば 、VZ を イ 
ンス トー ル し た ディ レク トリ に は 、 拡 張子 が 「.DEF] の ファ イル が いく つか 
あり ます 。 こ れ ら を 読み 込ん で み ま し ょ う 。 カ ー ソ ル を その ファ イル の 上 に 
移動 し 、[Space| を 押す と その 行 が 反転 し 、 カ ー ソ ル が 1 つ 下 に 移動 し ます 。 
反転 し て いる 場所 で も う 一 度 [Space| を 押す と 元 に も どり ます 。 こ の よう 
に 、 読 み 込 む フ ァイル を いく つか 選択 し た ら 、 |J| を 押し ます 。 選択 し た フ 
ァイル を すべ て 読み 込み 、 最 後に 読み 込ん だ ファ イル を 画面 に 表示 し ます 。 

[Shift] [1 ] で 選択 し な が ら カ ー ソ ル を 移動 する こと も で きま す 。 

この よう に し て 、 ま ず 複 数 の ファ イル を 読み 込ん で くだ さい 。 


File Drive Hask Path Sort Uiew Mindou RIl1 ToCD RetCD Compare Exec 
C: 判 1C\*、・ 
.DEF 3 93-11-14 1:57 |ight (C) 1939-93 bu c.moS 
IACLD_ .DEF 966 __93-11-95 


93-99-91 


93-19-95 22:53 
93-95-21 3:99 
OFUIEU3 .DEF 93-10-05 22:16 


OTNETL IEF Sg6S 93-99-91 1:56 
バ 4618 93-11-95 22:23 
2936 93-g9-19 1:25 
1394 93-99-91 1:56 
13771 93-19-22 21:19 
・DEF 1449 に 提 し 18: 27 
1 ロー 

.DEF 1997 93-99-19 1185 
349 93-g4-25 2:28 
6439 92-g2-25 23:96 

6files 一 - 16,384 butes total 


| cl cu W co WS1 WSU 


画面 2-4 


2 .6 マル チ フ ァイル 3$5 


マル チ フ ァイル の 操作 は 、 主 に ファ ンク ショ ン キ ー で 実行 で きま す 。 


圏 マル チ フ ァイル 


[F2| ( 窓 換 ) : ウ ィ ン ド ウ の 切り 替え 

( 文 換 ) : 編 集 テキ スト の 切り 奉 え 
[F4| ( 窓 割 ) : 画 面 の 分 割 モー ド の 切り 替え 
Shift |+ [F4 | ( 窓 動 ) : 分 割 位置 の 変更 

ESC : テ キス ト の 二重化 

: 全 ファ イル の クロ ー ズ 


田 ウィ ンド ウ の 切り 替え ( 窓 換 ) 

2 つ 以 上 の ファ イル を 読み 込ん だ 後 [F2 | を 押す と 、 最 後に 読み 込ん だ ファ 
イル と 、 そ の 1 つ 前 に 読み 込ん だ ファ イル と が 、 交 互 に 表示 され ます 。 こ の 
よう に 、 複 数 の ファ イル の うち の 2 つの ファ イル を 切り 茜 える の が 、 こ の コ 
マジ ド で ず ぁ 


一 編集 テキ スト の 切り 替え ( 文 換 ) 
|F3| を 押す と 次 の よう な 読み 込ん だ ファ イル の メニ ュー が 表示 され ます 。 


【 編 集 テ キス ト 】 
1 VZ.DEF 16776 
2 YVZFL.DEF 2241 
3 YVZ16.DOC 36732 
4* README.DOC 42701 


見 た い フ ァイル へ カー ソル を 移動 し て [| を 押す か 、 直 接 数 字 を 入力 し 
| て くだ さい 。 そ の ファ イル を 表示 し ます 。 |F3| を 続け て 2 回 押す と 、 そ の 
| 次 の ファ イル に 切り 替わり ます 。 
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複数 の ファ イル を 読み 込ん だ 状態 で |F4 | を 押す と 、 


全 財 面 横 2 分 割 縦 2 分 割 全 画面 


の よう に 分 割 モ ー ド が 切り 准 わ り ま す 。 


EPJ 41231 | に ンー SUMZCDEES つこ Oi| 
"S シス テム 情報 の 表示 ", Dst 
Hif 93\ 
"\ バッ クス ラッ シュ \ \",DbY 
Hendi『# 
*U アン ダー ライ シッ Du も 
*aN オー トイ ン デ 


PG+ に 
"0 モー ド 文字 桁 対 応 ",Eoy 
| 2 U216.DEF 
! 


1 "10psn"t 
8Sf(nm。") (r)??7 は 
p【, p=rt 
8So(".nifP」p) (Fr)? ts="\x ^\9 ン の", ル 
H 6 rp) (r)7t ts= ア の ツ 。qk=” 0"。)+ せ 
P], 


+ 
1 "IEdit"% 
mo )?( Hh )” Hm . 


7 本 SE KW 且 | 宣 未 目 語 局 目 か 條 目 イ リト 四 ブ ロメ 
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P 口 
に 揚 う 4 科 ! 
Hif 98! 、 1 "!0pen"t 
※ バッ クス ラッ シミ \ \",DbY &Sf(mm,「. り (r)?? .! 
Hendif\ PL, pF, 
*Ui ア ンダ ー ラ イシ Du &So(".nif",p) (Fr)? ts="\x <\ ン 
" 有 4 に? 狗 人 " は 2 &So(".c .h",p) (Fr)?( ts=" ン "。qk 
"yH ペー ジン グ 単 位 全 画 面 ルル 
7B バッ クア ッ プ ",Eby ! 
3 人 1 "IEdit"% 
yP ペー ジ 長 ",PG 了 (ic='( り 2 て !「(" In 8o⑨). ) ル 
。 "0 上 書き モー ド 文字 桁 対応 ",Eoy い (ic= け りり 2( Hh 9) Hm . )+ 
3 "".26,12 H45 HS2 H54 66 H67 82|1 "!Uiew"t 
*S オー ト セ ー ブ の 設定 ", !96+ (ic)?( (ic==' 7 HC ? 8m(36) . 
! (cm==4)?( (mb)?、HC .、)! 
4 ー 生ま オビ ショ >d・ ,25,2,6+ 9 (cm==53)?( H67 .)+ 
5 了 委 大 小文字 衣 同一 視 ",Ecl1 "!Timert 
?. (mr!=1)?。 (qn<=Qc)?。 (mb)?.\ 
5 ー 本 夫 オビ ショ zd 5, 4,6+ (@w) (! 
&m(" オ ー ト セー ブ し ます か ??)+ 
の m 記 Ec (Q。) ( SD &k_ (の が に キャ 
| 還 上 誠 天 暫 誠 
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2 。6 マ 兆 チ フ ァイル 9Z 


画 分 割 位置 の 変更 ( 窓 動 ) 
[Shift |+|F4 | で 2 画面 分 割 モ ー ド に し た 時 の 分 割 位置 を 変更 し ます 。 コ マ 
ン ド を 実 和 殺す る と 、 
カー ソル キー で 位置 を 移動 し て [->] 
と 表示 され ます か ら 
を 押し て くだ さい 。 


al 


CI NPGEITU2EIEE: SGPSs1 
1 "!abort"\ 
&m(r)+ 
h p 炊 三 a デ ッ % 
1 *【 外 部 マク ロ j と マク ロ の 数 + 11 
"F < ファ イル ) 4 
3 失 ッ ー ル tool"” : と T8B で 区 切っ て ファ イル 名 ! 
クラ ブロ ッ ク block"! 
*3 keisen2"t 
4 / 半 角 変 換 zenhan"t 
"5 ゲー ム game"+ 
0 End Of moOremaC2.dGf ニニ ニニ = ニニ = ニ == 
8 | _I 
5 に 、 オ プシ ジョ ン を HH1.61 
Sr5 editfile に プロ ファ イル 情報 を セー ブ に 8 
Gt (キー ディ レイ タイ ム 
Go49_ ォ ニ ト セ こ 2 する まで の 入力 数 [9 
ー ト セー ブ の 確認 待ち 時 間 
カー ー ソ ルキ 本 て りつ ] 
1 Ep や 尊 較 伝 定 目 店 失 | 
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圏 D テキ スト の 二重化 (Duplicate) 

ファ イル メニ ュー の コマ ンド で す 。 編集 中 の ファ イル を さら に も う 1 つ 、 
ディ スク か ら 読 み 込み 、 画 面 を 横 分 割 し て 下 側 に 表示 し ます 。 こ れ は 、 同 じ 
ファ イル の 別 の 部 分 を 見 な が ら 編 集 し た い 場 合 、 あ る い は 、 編 集 し た 結果 と 
オリ ジ ナ ル の ファ イル と を 見 比べ た い 場 合 に 便利 で す 。 下 側 の ファ イル は 
「 ビ ュー モー ド | で オー プン され 、 編 集 で き な く な っ て いま す 。 

も う 一 度 Duplicate コマ ンド を 実行 する と 、 元 に も どり ます 。 


畔 X 全 フ ァイル の クロ ー ズ (eXit) 

読み 込ん だ ファ イル を 1 つ ず つ ク ロー ズ し て いき ます 。 そ の 中 に 修正 し た 
ファ イル が ある 度 に 、 セ ー ブ す る か どう か 聞い て きま す 。 全部 の ファ イル を 
クロ ー ズ する と 、 フ ァ イ ラ ー ま た は 「 入 力 フ ァイル 』 ウィンド ウ に 戻り ます 。 
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| 2 .7 カッ ト & ペ ー ス ト 


カッ ト 層 ペー スト は 、 エ ディ タ の 編集 操作 の 最も 重要 な 部 分 で す 。VZ で 
も 特に この 機能 に は 工夫 を 凝ら し て いま す の で 、 じ っ くり 習得 し て くだ さい 。 


カッ ト 改 ペー スト は 、 行 単位 また は ブロ ッ ク 単 位 で 行え を ます 。VZ で は 、 こ 
の 2 種類 を ブロ ッ ク の 範囲 を 指定 し て いる か どう か で 切り 分 け 、 共 通 の コマ 
ンド で 操作 で きる よう に な っ て いま す 。 そ れ は 、 次 の 5 つの コマ ンド で す 。 


圏 カッ ト & ペ ー ス ト 


(ブロ ッ ク )。 [ctrllrlg] ・ ブ ロッ クモ ー ド の 指定 
(カッ ト )、 [ctrll+[Y] : 行 ・ ブ ロッ ク 削 除 
(イン サー ト ), [ct | : 行 ・ ブ ロッ ク 挿 入 
[Shift |+[F8| (コピ ー), [Ctrllr KK] : 行 ・ ブ ロッ ク 記 憶 
[Shift rlF9| (ペー スト ), [Ctrllr KC] : 行 ・ ブ ロッ ク 複 写 


カッ ト & ペ ー ス ト は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー ま た は [Ctrl|+ | 英字 | キー で 操作 
じ ま 93。 


で は 、 適 当 な ファ イル (例え ば 「VZ.DEF」) を 読み 込ん で 練習 し て み ま し ょ 
う 。 | Ctrl]+[Y 必 押 す と 1 行 削除 され ます 。 続 け て 何 回 か 押し て 、 何 行か 削除 
し て くだ さい 。 今度 は 、 [Ctrl|+|J| を 押し ます 。 最 後に 削除 し た 行 が 出 て き 
まし た ね 。 続け て 押す と 、 削 除 し た 行 が 順番 に 復元 きれ 、 テ キス ト は 最初 の 
状態 に 戻り ます 。 


削除 し た 行 ま た は ブロ ッ ク は 、「 テ キス トス タッ ク | と 呼ば れる 領域 に 順次 


記憶 され ます 。 こ の 領域 は 64KB の 大 き さ が あり 、 い っ ぱい に な る と 古い も 
の か ら 自 動 的 に 捨て られ て いき ます 。 


2 の ッ ド ト み ペー スト 39 


今度 は 、 


Ctrl|+[K IIK | を 実行 し ます 。 [Ctrl] を 押し た まま 、|[K| を 2 回 押し て 


くだ さい 。 
を テキ スト 


画面 上 で は 何 も 変 化 が あり ませ ん が 、 こ れ で カー ソル 位置 の 1 行 
スタ ッ ク に 記憶 し まし た 。 [Ctrl|+ [KC] を 押す と 、 そ の 行 を 挿入 


し ます 。 し か し 、 [Ctrll+ | と 違い テキ スト スタ ッ ク に も その まま 残り ます 


か ら 、|Ctrl 


太 


寺 


|C| を 何 度 も 押し て 、 同 じ 行 を いく つも 複写 で きま す 。 


次 に 、 プ ロッ ク を 指定 し て み ま し ょ う 。 ま ず は 行 単位 の プロ ッ ク で す 。 プ 


ロッ ク に し た い 先 頭 の 行 へ カー ソル を 移動 し 、[Ctrl|+|B| を 押し ます 。 ス 


デー タ に 導 妥 
事 を 示し ま 
プロ ロック 


イン の 左 に ある 「 品 マーク 」 が 反転 し 、 ブ ロッ クモ ー ド に な っ た 
す 。 もう一度 |Ctrl|+|B| を 押す と 元 に も どり ます 。 
モー ド に し た ら 、| ま | を 押し て くだ さい 。 ブ ロッ ク の 部 分 が 異な 


る 色 で 表示 され ます ね 。 そ の まま |』 | を 押し つづ け 、 何 行か ブロ ッ ク 指 定 し 
で てく 着き Me 


47 <  (F981 : 行 ・ ブ ロ 
| 窓 招 目 換 | 軒 


\【PGUP] 
\【PGDN] 


【PGUP] 


:s ペ ー ジ 
s ス ムー 
: ス ムー 
【HOPE] : 男 の 
^QX ^【END】 : 回 面 の 
^OR ^【PGUP] : フ ァ イ 
^QC ^【PGDN] : フ ァ イ 
^QP \(END] : 赴 前 の 
^f : カ ー ソ ル 位 置 マ ー ク * 
MT :J 指定 行 番号 ジャ ンプ 1 
^8 【F19] ブロ ッ クモ ー ド 


, 
4 
岬 | 本目 哲 所 | 
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19 
(Ge 


Ctrll+ [Y] を 押す と 、 ブ ロッ ク を 削除 し ます 。 も ちろ ん [Ctrl+J] 


で 元 に 戻り ます 。 行 単位 で 削除 し た 場合 と 同様 に 、 削 除 し た ブロ ッ ク は 、 テ 
キス トス タッ ク に 順次 記憶 され ます 。 こ の よう に 、 テ キス ト の ある 部 分 を 、 
別 の と ころ へ コピ ー す る 一 連 の 操作 は 、 
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1. [Ctrl|+[B] で ブロ ッ ク 先 頭 マ ー ク 
2.[』 | で 範囲 指定 

3= Ctrll+|k lk で ブロ ッ ク を 記憶 

4. 挿入 し た いと ころ へ カー ソル を 移動 
5. [Ctrl|+|J| で 挿入 と な り ま す 。 


次 に 、 文字 単位 の プロ ッ ク を 指定 し ます 。 同 じ よ うに |Ctrll+IB| で ブロ ッ 
クモ ー ド に し て 、 今 度 は | | で カー ソル を 右 に 移動 し て くだ さい 。 そ の 間 が 
ブロ ッ ク 指 定 さ れ ま し た ね 。 これ も 行 単位 の プロ ッ ク と 同様 に カッ ト & ペ ー 
スト で きま す 。 

複数 行 に わた る 文字 単位 の ブロック は 、 | 』 | で 葛 囲 指 定 し た 後 、 | を | ,[ っ ] 
で 文字 境界 まき で カー ソル 移動 し て くだ さい 。 


1P 339:49 1 =。=。 = 四 |1・2COPY.DOC 
! > 
四 マル チ ・ ラ イト オー プン 方 式 


! 
! 
la イン クリ メン タル ・ コ ピー 接 能 ! 
増分 の み コ ピー する の は 、 そ れ 以 前 の 内 容 が 一 致し て いる 場合 に 限る べき で す 。 
画面 2-9 


この よう に 、 画 面 の ブロ ッ ク 表 示 が 、 画 面 の 右端 まで か 、 各 行 の 行末 まで 
か で 、 行 単位 の ブロ ッ ク か 文字 単位 の ブロ ッ ク か が 判別 で きま す 。 ブ ロッ ク 
の 操作 に は 、 こ の 他 に も 「 逢 形 プ ロッ ク 」 が あり ます 。 こ れ に つい て は 、 
「4.6 知 形 プ ブロック | で 説明 し ます 。 


2 が 2 トド 信 ペー テス ド 6 が 


【 大 き な ブ ロッ ク の 削除 】 
一 度 に 64KB 以上 の ブロ ッ ク を 削除 し よう と する と 、 


プロ ッ ク が 大 きす きま す 


と 表示 され 、64KB に 収まる 範囲 の み 削除 され て 、 残 っ た 部 分 は ブロ ッ ク の 
まま 残し ます 。 こ れ は 、 テ キス トス タッ ク に 64KB 分 し か 保存 で き な い た め 
で す 。 そ の まま 削除 し て も よい 場合 は 、 全部 削除 で きる まで 、|Ctrl|+[Y| を 続 
け て 押し て くだ さい 。 


【 直 前 の コマ ンド 実行 】 

[Ctrll+[K IC] な どの 2 スト ロー クコ マン ド は 、 続 け て 何 度 も 実行 させ る 時 
に は 不便 で す 。 こ ん な 時 は 、 [Ctrll+[[| [Ctrll キ ー を 押し な が ら [|( 左 括 
線 )| を 使い まし ょ う 。 直前 に 実行 し た コマ ンド を ワン キー で 実行 で きま す 。 
田 直前 の コマ ンド 実行 


[ctrl 代 : 直前 の コマ ンド 実行 
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| 2.8 検索 と 置換 


文字 列 の 検索 方 法 は 、 一 風 変 わ っ て いま す の で 、 注 意 が 必要 で す 。 


較 文字 列 の 検索 


IF6 | (検索 ), +|QlF| : 検 索 文字 列 の 設定 

lctrl [cctrllr[R] : 前 方 / 後 方 検索 

[Shift [INS],[Ctrl][@| : ペ ー ジ ング モー ド の 切 え (98 版 ) 
Shift [INS|,[Ctrl|+[2|  : ペ ー ジ ング モー ド の 切 奉 え (IBM 版 ) 


IF5| (記憶 ),[Ctrll+[L| ・ 検索 文字 列 の 取得 


まず 、 練習 用 に 「VZ.DEF」 を 読み 込み まし ょ う 。 そ し て 、|Ctrl]+[QlF| を 実 
行 す る と 、 次 の よう な ウィ ンド ウ が 現れ ます 。 


1” <OPT:> ーー 


ここ で 検索 し た い 文 字 列 を 入力 し ます 。 例 えば 、「FO06] と 打っ て み ま し ょ う 。 
打ち 終わ っ た ら | | で す 。 こ の 時 点 で は 、 ま だ 検索 は 実行 され ませ ん 。 ス 
テー タス ライ ン の 左端 に 「S] と いう 反転 マー ク を 表示 し 、 画面 の 下 に 「FO6」 
と いう 検索 文字 列 を 表示 し て いま す 。 

この 状態 で 、|Ctrl|+[C| を 押し て くだ さい 。「FO6」 を 検索 し 、 カ ー ソ ル を 移 
動 し ます 。 も う 一 度 [Ctrl|+[C] を 押す と 、 次 の 「FO6] を 検索 し ます 。 も う 一 
度 押す と 、 そ の 先 に は 「FO6」 が な いた め 、 


文字 列 が 見 つか り ま せん 


と 表示 され ます 。 今度 は [Ctrll+[R] を 押し て み ま し ょ う 。 最初 の 「FO6」 を 検 
索 し ます 。 もう一度 押す と 、 そ の 前 に も ああ り ま せん か ら 、「 見 つか り ま せん 」 
と 出 ます 。 
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この よう に 、VZ で は 、[Ctrll+[QlF] で 検索 文字 列 を 設定 し た 後 、[Ctrl|+[C], 
[Ctrll+[R] で 検索 する の で す 。 検索 を 終了 し て 、 通 常 の ペー ジン グ 機 能 へ 戻 
す 時 に は 、[Shift |+ [INS| を 押し ます 。 ス テー タス ライ ン の 表示 が 「P」 に 戻り 
まし た ね 。 もう一度 押す と 、 今度 は 「C|] に な り ま す 。 こ の 状態 は 、 第 4 章 で 
触れ る 「 タ イト ル サ ー チ | モー ド で す 。 もう一度 押す と 、 再び 「S] の 反転 に 
戻り 、 検 索 文字 列 が 画面 の 下 に 表示 され ます 。 

すなわち 、 [Shift |+[INS] コ マン ド で 、 | Ctrll+[C] ,[Ctr]+[R| の 動作 を 3 


モー ド で 切り 替え る の で す 。 


P : ペー ジン グ 


[shiftlriNs| ! 


の ダ i トー 


lshiflrNS] ! 
[IF6] - 5: 文字 列 検 索 
IShift]+lINS| 


検索 文字 列 は 、 テ キス ト か ら 取 得する 事 も で きま す 。 [Ctrll+[L| を 実行 し 
て くだ さい 。 カ ー ソ ル 位 置 の 単語 が 検索 文字 列 と し て 取得 され 、 検 索 モ ー ド 
に な り ま す 。 続 け て [Ctrll+[L| を 押す と 、 そ の 右 の 単語 を 加え た 長い 文字 列 
に な り ま す 。 こ の よう に 、 ど ん どん 長い 文字 列 を 取得 で きま す 。 

また 、 プ ロッ クモ ー ド に し て [Ctrll+[L| を 実行 する と 、 ブ ロッ ク 範 囲 を 検 
索 文字 列 と し て 切り 出せ ます 。 


この よう に し て 、 テ キス ト か らい ろ い ろ な 検索 文字 列 を 取得 し た ら 、 も う 
一 度 [Ctrll+|QllF] を 実行 し て くだ さい 。 そ し て 、「 検 索 文字 列 』 の ウィ ンド 
ウ で 、| 人 | を 押し て くだ さい 。 最後 に 取得 し た 文字 列 が 表示 され まし た ね 。 
[4 | を 何 度 か 押す と 、 記 憶 さ れ て いる 検索 文字 列 が 順次 現れ ます 。 こ の 機能 
を 「 ヒ スト リー 機能 ] と 呼び ます 。 こ れ に つい て は 第 4 章 で 触れ ます 。 次 の 
文字 列 の 置換 で は 、 こ の ヒス トリ ー 機 能 を 使う と 、 よ り 簡 単に 文字 列 を 入力 
で きま すか ら 、 こ こ で 一 言 触れ て お きま し た 。 


検索 の 次 は 置換 で す 。 


62 第 2 章 VZ ひ と めぐ り 


田 文字 列 の 置換 


(置換 ),[Ctrl|+[Q| Al ・ 文字 列 の 置換 
ISToP |, [ctrll+[Break| ・ 置換 の 中 断 


コマ ンド を 実行 する と 、『 検 索 文字 列 ] ウィン ドウ が 開き ます の で 、 検 索 し 
た い 文 字 列 を 入力 し ます 。 カ ー ソ ル 位 置 に 、 置 換 し た い 文 字 列 が ある 時 は 、 
まず [Ctrl|+[L| で 取得 し て お き 、 置換 コマ ンド の 「 検 索 文字 列 』」 の と ころ で 、 
| 1 | で 選択 し た 方 が 楽 で す 。 [J| を 押す と 、 今 度 は 『 置 換 文字 列 』」 と いう ウィ 
ンド ウ が 開き ます 。 こ こ で 置換 し た い 文字 列 を 入力 し ます 。 も し 、 検 索 文字 
列 の 一 部 を 修正 し た よう な 文字 列 の 場合 に は 、 [| で 検索 文字 列 を 表示 し 、 
これ を 編集 で きま す 。 

置換 文字 列 が 準備 で きた ら 、 再 び [J| を 押し ます 。 す る と 次 の よう な メニ 
ュー が 現れ ます 。 


【 置 換 範 囲 】 
A テキ スト 全体 
F カー ソル 以降 
B カー ソル 以前 


通常 は 「A テキ スト 全体 」] で し ょ うか ら 、 そ の まま |』| を 押し ます 。 そ し 
て 最後 に 、 


全部 一 度 に 置換 し ます か ? (YN) 
と 聞い て きま す の で 、 以 下 の キ ー を 押し て くだ さい 。 


| コ | : 確認 せ ず 一 気 に 置換 する 
[IN],[Space] : 1 つ ずっ 置換 する か どう か 確認 する 
: コマ ンド の 実行 を 中 止 する 


置換 が 完了 する と 、 
有 個 の 文字 列 を 置換 し まし た 
と 表示 し ます 。 
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置換 は 同じ 長 さ の 文字 列 で あれ ば ほとん ど 有 瞬時 に 完了 し ます 。 そ れ で も 、 
大 き な フ ァイル で た くさ ん の 文字 列 を 置換 する と 、 か な り の 時 間 が か か る か 
も 知れ ませ ん 。 本 当 に 置換 し て いる の か 、 ハ ング アッ プ し て し まっ た の か 心 
配 に な っ た 時 は 、 |STOP | で 中 断 し て くだ さい 。 

置換 は 、 ブ ロッ クモ ー ド で は 、 ブ ロッ ク 内 で 実行 され ます 。 こ の 場合 、 置 
換 範囲 は 聞い て きま せん 。 


【 複 数 テキ スト で 検索 ・ 置 換 】 
編集 中 の 全 フ ァイル に 対し て 、 検 索 や 置換 を 行なう こと が で きま す 。 検 
索 、 ま た は 置換 コマ ンド を 実行 し た 後 、 次 の コマ ンド を 実行 し て くだ さい 。 


圏 複数 テキ スト で 検索 ・ 置 換 


[Shift |+[F6 | (マル チ ) ・ 複数 > ケ キ スト で 検索 ・ 置 換 


【 検 索 オ プシ ョ ン メ ニュ ー』】 
検索 文字 列 の ウィ ンド ウ か ら [Shift |+[F1 | を 押す と 、 次 の よう な メニ ュー 
が 現れ ます 。 


【 検 索 オ プシ ョ ン 】 
W ワー ドサ ー チ OF 
C 英 大 / 小 文字 区 別 
Z 全角 / 半 角 文 字 区 別 
R 正規 表現 OFF 


ここ で 検索 オプ ショ ン を 設定 で きま す 。 設定 し た オプ ショ ン は 、<OPT :> 
で 表示 され ます 。 

下 の 2 つの メニ ュー 項目 は 、VWX.COM を 常駐 し て いる 時 に だ け 現 れ ま 
す 。VWX.COM に つい て は 、 第 10 章 を ご 参照 くだ さい 。 
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圏 W ワー ドサ ー チ 

文字 列 検索 で 「key」 と いう 単語 を 検索 する 場合 、 ワ ー ド サー チ が ON に な 
っ て いる と 、「keys] と いう 単語 は 検索 し ませ ん 。 こ れ は 、 プ ログ ラム で 「[i] 
と いう 変数 名 だ け を 検索 し た い 場 合 等 に 便利 で す 。 ワ ー ド サー チ を OFF に 
すれ ば 、 そ の 前 後 の 文 字 よ ら ず 、 す べ て 検索 し ます 。 ま た 、 ワ ー ド サー チ が 
ON に な っ て いて も 、「key*] と いう よう に 前 後に 「*] を つけ れ ば 、 そ ちら 側 
の ワー ド 境 界 は 無視 し ます 。 検索 文字 が 日 本 語 や 記号 の 場合 は 、 ワ ー ド サー 
チ と は な り ま せん 。 
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還 2 .9 モー ド メ ニ ュー 


編集 画面 で [Shift |+[F1 | を 押し て くだ さい 。 次 の メニ ュー を 表示 し ます 。 


Fー【 モ ー ド メニ ュー】 


C CR の 表示 ON 

T TAB の 表示 OFF 

E EOF の 表示 ON 

L 行 番号 の 表示 OFF 

Z 全角 スペ ー ス の 表示 OFF 

N 行 番号 モー ド 論理 

S シス テム 情報 の 表示 OFF 

\ バッ クス ラッ シュ \ 

U アン ダー ライ ン OFF 

内 オー トイ ン ア ント ON 

H ペー ジン グ 単 位 全 画 面 

BI ツウ 光 デップ OFF 

R 画面 の 横幅 (2-250) 80 

P ペー ジ 長 0 

0 上 書き モー ド ビス 
【 文字 
1 つ ず つ カ ー ソ ル を 移動 し て 、[』| を 押し て みて くだ さい 。 画面 の 表示 方 


法 が 変わ っ た り 、 各 種 の モー ド が 変わ り ま す 。 画 面 の 表示 は 見 れ ば わか り ま 
すか ら 、 他 の モー ド 切 り 奉 え に つ いて 説明 し まし ょ う 。 


な お 、 こ こ で 切り 替え を た た モー ド は 、VZ を 終了 すれ ば 初期 設定 に 戻っ て し ま 
いま す 。 初 期 設 定 の モー ド を 変更 し た い 場合 は 、 第 2 章 で 触れ た よう に 、 
DEF ファ イル (VZ.DEF) の オプ ショ ン 指 定 を 直接 書き 換え る か 、3 章 で 説明 
する プロ ファ イル 機能 を 利用 し て くだ さい 。 


圏 N 行 番号 モー ド 

改行 か ら 改 行 ま で を 1 行 と 数 える (論理 行 番号 ) か 、 画面 上 の 1 行 で 数 える 
(表示 行 番号 ) か を 切り 替え ます 。 表 示 行 番号 モー ド に する と 、 ス テー タス ラ 
イン の 行 番号 の 後ろ の 記号 が 、「:] か ら 「| | に 変わ り ま す 。 こ の モー ド で は 、 
行 番号 の 計算 に 時 間 が か か る た め 、 ジ ャ ンプ の 速度 が 遅く な り ま す 。 
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圏 S シス テム 情報 の 表示 

通常 スチ テー タス ライ ン の 中 ほど に は 、 テ キス ト 中 の カー ソル 位置 を 示す 
「 イ ンジ ケー タ 」 が 表示 され て いま す が 、 こ の メニ ュー で シス テム 情報 の 表示 
に 切り 其 わ り ま す 。 


[20h] 1024 50%( 0)40OK 


[ 20h ] ・ カー ソル 位置 の 文字 コー ド 
1024 ・ 編集 テキ スト の サイ ズ 

50% ・ テ キス ト 中 の カー ソル 位置 
( 0 : テキ スト スタ ッ ク の サイ ズ 
400K ・ DOS メモ リ の 残り 容量 (KB) 


還 B バ ッ ク ア ッ プ 

バッ クア ッ プ を ON に する と 、 セ ー プ 時 に 、 元 の ファ イル の 拡張 子 を 
「.BAK] に 変え て 残し ます 。 環境 変数 「VZBAK] が 設定 され て いる と 、「.BAKI 
に リネ ー ム する 代わ り に 、 そ の ディ レク トリ へ ム 移 動 し ます 。 


圏 R 画 面 の 横幅 (2 一 250) 
通常 は 1 画面 80 字 で 折り 返さ れ ま す が 、 こ れ を 設定 する と 最大 250 文字 ま 
で 横 ス クロ ー ル し ます 。 


男 P ペー ジ 長 

表示 行 番号 モー ド の 時 、 通 し 行 番号 の 代わ り に 、 ペ ー ジ 番号 と その ペー ジ 
内 で の 行 数 で 表示 し ます 。 実際 に ペー ジ の 管理 を し て いる わけ で は な く 、 単 
純 に 割り 算 し て いる だ け で す 。 


較 O 上 書き モー ド 

[INS] キー を 押す と 、 入 力 し た 文字 は テキ スト 上 の 文字 に 上 書き され ます 。 
初期 設定 で は 「 文 字 対応 ] で 上 書き され ます の で 、 全角 ・ 半 角 ・TAB コ ー ド 
に よっ て カー ソル 位置 より 右 の テキ スト は 、 ず れ て し まい ます 。 こ の メニ 
ュー で 「 桁 対応 ] に 切り 替え る と 、 テ キス ト は ずれ ませ ん 。 


29ー ド メス ジュー. の の 


| 2.10 ヘル プ 


で は 、 こ の 章 の 最後 に VZ の ヘル プシ ステ ム に つい て 説明 し て お きま す 。 
編集 画面 で 、[HELP ] また は [F12] を 押し て みて くだ さい 。 


r ィ スク リー ン エ ディ ッ ッ トー 
C カー ソル の 移動 

R スク ロー ル と ジャ ンプ 
L 基本 編集 操作 

B カッ ト 層 ペー スト 

S 文字 列 の 操作 

F ファ イル ・ ウ ィ ン ド ウ 

M マク ロ 操 作 

E その 他 


最初 の メニ ュー を 選ん で み ま し ょ う 。 


C カー ソル の 移動 
#O5 E[UP] e:1 
06 ^X [DOWN] x:} 
07 Se| es: 一 
#08 D[-->] d: 一 
#09 ^A 中 <--] a:1 語 一 
#10 “F WW-->] f :1 語 一 
#11 ^QS ^[<--] < : 論 理 行頭 
#12 ^QD ~[-->] > : 論 理 行末 
&12 @[<--] : 表 示 行 頭 
&13 @[-->] : 表 示 行末 
#39 ^QOE ^[UP] : 画 面 の 上 端 
#40 ^QX ^[DOWN] : 画 面 の 下端 
&14 [CLRI] : 表 示 位 置 変更 


各 コ マン ド の 先頭 の 「#. .」 と いう 数 字 は コマ ンド 番号 、「&..」 は マク ロ 番 
号 で す 。 そ の 後 が キー アサ イン で す 。 こ こ で の 「^\@| と いう 記号 は 、 そ れ 
ぞ れ 
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Ctrl 


『 |Shift 
@ |GRPH| ま た は | Al| 
を 表し ます 。 


コマ ンド の メッ セー ジ の 前 に 、1 文字 の 英字 、 英 記号 が つい て いる も の が 
あり ます が 、 こ れ は マク ロ で 記述 する 際 の 略号 で す 。 


ヘル プ メ ニュ ー を 表示 し て いる 時 に 、 カ ー ソ ルキ ー、|』] 、 [ESC] 以外 の コ 
マン ドキ ー を 押す と 、 た だ ち に 該当 する キー の 説明 を 表示 し ます 。 例え ば 、 
|F5 | を 押す と 


SS ss 
| se T G : 検 索 文字 列 の 取得 」 


と いう 具合 で す 。 続け て 他 の コマ ンド キー を 押せ ば 、 そ の 説明 に 変わ り ま 
す 。 | | で ヘル プ メ ニュ ー へ 戻り ます 。 


VZ の ヘル プシ ステ ム は 、 特別 の ヘル プ フ ァ イ ル を 読み 込む わけ で は な く 、 
起動 時 に 読み 込ん だ DEF ファ イル 中 の コメ ント を 表示 し て いま す 。 で すか 
ら 、 詳 し い 説明 は 表示 され ませ ん 。 


ン 
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ーー 
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。 sa 


に 


『 


4 する | て UUW* JWN つ りお ) | 4 で 
JR 5 1) ヤー コー ビビ 3 1 


+ 1 


2 3 
CC も ee EE 胃酸 あ に 5 
WW { 
II 還 還 E 二 ま | ー 
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第 3 章 
ファ イル の 操作 


ファ イル 名 の 書式 
マル チ ブ ァイル 

リー ド オ ン リ と ビ ピュー モー ド 
ログ ファ イル の 管理 
プロ ファ イル 機能 

バッ クア ッ プ と オー ト セ ー ブ 


Co CSCOCOOO の 
OO) の RCOOFO 一 


上 | 3.1 ファ イル 名 の 書式 


コマ ンド ライ ン や 「『 入 力 フ ァイル 』 ウ ィ ン ド ウ で 編集 ファ イル 名 を 直接 入 
力 す る 時 は 、 デ ィ レ クト リ 名 や 拡張 子 を 省略 で きま す 。 ま た 、 複 数 の ファ イ 
ル 名 を スペ ー ス で 区 切っ て 記述 する こと も で きま す 。 


圏 ディ レク トリ の 省略 

MS-DOS に は 、 コ マン ド 検 索 パス を 設定 する 「PATHI コマ ンド が あり ます 
が 、VZ も 同じ よう な 機能 を も っ て いま す 。 環境 変数 「VZPATH] に 、 文書 ファ 
イル を 格納 する ディ レク トリ を 「 ス ペー ス 」 で 区 切っ て 指定 し て お きま す 。 
これ で 、 デ ィ レ クト リ を 省略 し た と き 、 指 定 し た パス で 順番 に ファ イル を 探 
し で くれ ます 。 
[ 例 ] 


set vzpathc:\Vz c:\Wtxt c:Wdoc d:Wnif d: 条 ix 


ディ レク トリ の 終わ り の 「\| は 付け て も 付け な く て も 構い ませ ん 。 

人 余り 沢山 の ディ レク トリ を 設定 する と 、 間 違え て ファ イル 名 を 入力 し た 時 
に 捜す の に 時 間 が か か っ て し まい ます 。 

信 環 境 変 数 「VZPATH| は 、 フ ァイル オー プン 時 に 参照 し ます か ら 、VZ 常 駐 時 
に コマ ンド ライ ン で 「VZPATH] を 変更 し する こと も で きま す 。 

ファイ ラー の Path メニ ュー で |』| を 空 打ち する か 、|@| キ ー を 打つ と 、 設 
定 さ きれ て いる 「VZPATH] の メニ ュー が 表示 され ます 。 


田 拡張 子 の 省略 
拡張 子 を ピリ オド ご と 省略 し た 場合 は 、 次 の 順番 で ファ イル を 探し ます 。 
1. 拡 張子 が な い フ ァイル 
2.「 テ キス ト フ ァイル 拡張 子 ] を も つ フ ァイル 
3.[「 バ イナ リフ ァイル 拡張 子 」 以外 の 拡張 子 を も つ フ ァイル 
テキ スト / バ イナ リフ ァイル 拡張 子 は 、 そ れ ぞ れ DEF ファ イル に 設定 し て 
あり ます 。 初期 設定 は 次 の と お り で す 。 
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*E その 他 
5 -doc .txt .bat .def .H.( .inc .asm .nif .mx 


9 .com .eXe .dic .0bj.]ib .12h 


3 番 が テキ スト 、 9 番 が バイ ナリ ファ イル 拡張 子 で す 。9 番 の 行頭 に セミ コ 
ロン 「:| を つけ て その 行 を コメ ント と する と 、 テ キス ト フ ァイル 拡張 子 を も 
つ フ ァイル の み 探 し ます 。 拡 張子 が な い フ ァイル を 開き た い 場 合 は 、 
「MAKEFILE.|」 の よう に ピリ オド を つけ て くだ さい 。 

人 @ 9 番 の バイ ナリ ファ イル 拡張 子 の 指定 は 、 フ ァ イ ラ ー の バイ ナリ ファ イル の 色 分 

け に も 使い ます 。 


一 複数 ファ イル の 指定 

複数 の ファ イル を 一 度 に 読み 込み た い 場 合 は 、 フ ァイル 名 を スペ ー ス で 区 
切っ て 指定 し て くだ さい 。 デ ィ レ クト リ や 拡張 子 の 省略 ち も で きま す 。 

[ 例 ] 


WConfig Wautoexec 


圏 ワイ ルド カー ド 

ドラ イブ 名 や ディ レク トリ 名 の み 、 ま た は ファ イル 名 に 「* ?| の ワイ ルド 
カー ド を 指定 する と 、 フ ァ イ ラ ー が 起動 し 、 指 定 し た ディ レク トリ の 内 容 を 
表示 し ます 。 
[ 例 ] 


CiWdoc 
ai\ 
.def .doc 


圏 オプ ショ ン 指 定 
ファ イル 名 の 後ろ に 、「-」 に 続け て 次 の よう な オプ ショ ン を 記述 で きま す 。 


Yz.def -1000 オー プン 後 1000 行 目 に ジャ ンプ 
manual -we40 画面 の 横幅 を 40 文 字 に 設定 


信 こ の 他 の オプ ショ ン に つい て は 「3 .5 プロ ファ イル 機能 ] で 説明 し ます 。 


3 . 1 ファ イル 名 の 書式 2Z$ 


| 3 .2 マル チ フ ァイル 


VZ は 、 標 準 設定 で 最大 10 個 の ファ イル を オー プン する こと が で きま す 。 
この うち の 1 つま た は 2 つの ファ イル を 画面 に 表示 し て 編集 を 行ない ます 。 
この 節 で は 、 複 数 ファ イル の オー プン 時 の 制限 事項 、 お よび 巨大 ファ イル を 
扱う 際 の 「 テ ン ポ ラリ ファ イル | に つい て 説明 し ます 。 


田 同時 に オー プン 可能 な ファ イル 
同時 に オー プン 可能 な ファ イル の 最大 数 は 、VZ.DEF の オプ ショ ン 7C で 
設定 し ます 。 


TC10 オー プン 可能 な ファ イル 数 


標準 設定 は 最大 10 個 で す 。 こ れ を 100 個 程 度 ま で 増やす こと も で き な く 
は あり ませ ん が 、1 つ に つき 約 220 バイ ト の ワー クエ リア を 消費 し ます 。 

また 、7C で 設定 し た 数 だ け 必 ず オ ー プ ン で きる わけ で は あり ませ ん 。 
読み 込ん だ ファ イル が 大 きい 場合 は 、 オ プシ ョ ン 7 で 設定 し た テキ スト 
バッ ファ の サイ ズ 分 だ け の メモ リ を 占め ます 。 


Bt64 テキ スト バッ ファ 7 の サイ ズ (16..64fB) 


従っ て 、64KB 以 上 の ファ イル を 5 つも 開け ば 、 メ イン メモ リ は 一 杯 に な っ 
て し まい ます 。「 モ ー ド メニ ュー』 で ステ ー タ スラ イン を シス テム 情報 表示 
に 切り 替え て 、 メ モリ の 残 量 を 確認 し て みて くだ さい 。 小さ な ファ イル は 、 
ファ イル の サイ ズ 分 の メモ リ し か 消費 し ませ ん の で 、 と くに 気 に す る 必要 は 
あり ませ ん 。 ま た 、EMS メモ リ を 使用 で きる 場合 は 、 テ キス トバ ッ フ ァ を 
EMS 上 に 開け ます の で 、 こ の 制限 は あり ませ ん 。XMS 上 に は 開け ませ ん の 
で 注意 し て くだ さい 。 


結論 と し て 、EMS が 使え な い 環 境 で 大 き な フ ァイル を 5 つ 以 上 オー プン し 
た い 場 合 は 、 オ プシ ョ ン 如 # を 16 に 減ら し て くだ さい 。 た だ し こう する と 、 
テン ポラ リフ ァイル を アク セス する 頻度 が 増え を ます の で 、 ジ ャ ンプ 等 の 速度 
絡 低 下 し まま すま 。 
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圏 テン ボラ リフ ァイル 
64KB を 越え る 大 き な フ ァイル を 編集 する 場合 は 、 メ モリ に は 64KB 分 し 
か 読み 込ま ず 、 そ の 前 後 を 「 テ ン ポ ラリ ファ イル | に 出力 し ます 。 


Ver1.6 で は 、 EMS、 XMS、 TMP を 、 一 元 的 に 合計 16MB ま で 管理 で きま 
す 。 従来 KMVS は 2MB ま で し か 確保 で きま せん で し た か ら よ り 大 き な フ ァ イ 
ル を 高速 に 編集 で きま す 。 た だ し 従来 は チ テン ポラ リフ ァイル の サイ ズ に 制限 
は あり ませ ん で し た が 、Ver1.6 で は 合計 16MB ま で と いう こと に な り ま す 。 


編集 テキ スト の テン ポラ リフ ァイル は 、 
XMS っ EMS っ TMP 
の 順番 で 使用 し ます 。 TMP ディ レク トリ に 作成 され る ファ イル は 「VZTEMP. 
$9%9| と いう た だ 1 つの ファ イル で す 。 
テン ポラ リフ ァイル の ディ スク が いっ ぱい に な っ た り 、「VZTEMP.$%$」 ファ 
イル が 、 何 等 か の 事情 で アク セス で き な る と 、 
テン ポラ リフ ァイル エラ ー 


と いう エラ ー が 表示 され ます 。 こ の メッ セー ジ が 出 た ら 、 即 座 に 編集 中 の テ 
キス ト を 破棄 し て くだ さい 。 フ ァイル が 壊れ て いる 可能 性 が あり ます の で 、 
セー ブ は し な いで くだ さい 。 TMP ディ レク トリ の 空き 容量 に 不安 が ある 場 
合 は 、 フ ァイル を 読み 込ん だ 後 、 ま ず [Ctrl+|Q][C] で テキ スト を 最後 まで 読 
み 込 み 、 再び [Ctrl[Q][R| で 先頭 に 戻っ て 上 記 エ ラー が 表示 され な いこ と を 
確認 し て か ら 、 編 集 作 業 に 入る と よい で し ょ う 。 


また 、 次 節 で 説明 する ビュ ー モ ー ド を 使え ば 、 テ ン ポ ラリ ファ イル を 使わ 
ず に ファ イル を 読む 事 が で きま す 。 


2 ルル ジア ァ ル 2 グ 


| 3.3 リー ド オ ン リ と ビュ ー モ ー ド 


ファ イル を 読み た い だ け で 、 編 集 す る つも り は な い 場 合 が よく あり ます 。 
これ を サポ ー ト する の が 、「 リ ー ド オン リモ ー ド 」 と 「 ビ ュー モー ド | で す 。 


間 。 リ りー ド か か り と ビュ ー 和 貴一 人 


[ctrlhlk IIR] : リ ー ド オン リモ ー ド 
lctrllolIVI と つつ 


この 2 つの コマ ンド は 似 て いま す が 、 動 作 が 違い ます 。 ま ず リ ー ド オン リ 
モー ド に つい て 説明 し ます 。 


圏 リー ド オ ン リ モー ド 

適当 な ファ イル を 開い て 、[Ctrll[K]IR] を 打っ て くだ さい 。[ESC][R] で フ 
ァイル を オー プン し て も 結構 で す 。 ス テー タス ライ ン の 色 が 水色 に 変わ り ま 
し た ね 。 さ ら に 、 フ ァイル 名 の 前 に 「R」 の 文字 が 付き まし た 。 こ れ が 、 編集 
テキ スト が リー ド オ ン リ モー ド に 変わ っ た 事 を 表し ます 。 


リー ド オ ン リ モー ド の テキ スト は 、 通 常 の テキ スト と 同様 に 編集 で きま 
す 。 し か し 、 セ ー プ で きま せん 。 こ の 点 だ けが 違い ます 。 た と えば 、 古 い フ 
ァイル を 参照 し つつ 、 新 し い フ ァイル を 編集 する 場合 、 両 方 を 繁 雑 に 切り 奉 
える た め に 、 い つの 間 に か 誤っ て 古い ファ イル を 編集 し て し まっ て いる 事 が 
あり ます 。 こ の 時 、 古い ファ イル を リー ド オ ン リ モー ド に し て お け ば 、 ス 
テー タス ライ ン の 色 が 変わ る ため に 、 一 目 瞭 然 で す 。 


リー ド オ ン リ モー ド は 、 も う 一 度 [Ctrl|IK]IR] を 打 て ば 、 編集 モー ド に 戻 
り ま す 。 
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画 ピュ ー モ ー ド 
ビュ ー モ ー ド は 、 リ ー ド オン リモ ー ド を も っ と 厳し くし た モー ド で す 。 ま 
ず [Ctrll+[Ql[V] を 打っ て くだ さい 。 画面 の 下 に 


View mode 


と 表示 され まし た ね 。 し か し 、 ス テー タス ライ ン は 変わ り ま せん 。 こ の コマ 
ンド は 、 編 集中 の テキ スト の モー ド を 切り 堆 え る の で は な く 、 こ れ か ら オ ー 
プン する ファ イル を 、 ビ ュー モー ド で 開く の で す 。 もう一度 [Ctrl[Ql[V] を 
押す と 


Edit mode 


と 表示 し 、 編 集 モ ー ド に 戻り ます 。 で は 、 ビ ュー モー ド に 切り 替え て 、 適 当 
な ファ イル を 開い て み ま し ょ う 。 ス テー タス ライ シン の 人 色 は 、 リ ー ド オン リ 
モー ド と 同じ 水色 で すね 。 た だ し 、 フ ァイル 名 の 前 の 文字 は 「V」 で す 。 


ビュ ー モ ー ド の テキ スト は 、 編 集 で きま せん 。 文字 キー を 入力 し た り 、 編 
集 コ マン ド を 入力 する と 、 画 面 の 最 下 行 に 


変更 で きま せん 


と 表示 され ます 。 た だ し 、 次 の キー は 、 別 の 機能 を 持ち ます 。 
圏 ビュ ー モ ー ド の 専用 コマ ンド (Ver1.6) 


: フ ァイル の クロ ー ズ 


[Sha] : 編 集 モ ー ド へ 切り 替え る 
: 次 画面 へ ペー ジン グ 


※ この 機能 は マク ロ で 記述 され て お り 、 自 由 に 変更 で きま す 。 
⑱ ビ ュー モー ド で 開い た ファ イル は 、|Shift | | また は [Ctrll+[K |[R| を 押す 


と 、 編 集 モ ー ド に 切り 替わり ます 。 い っ た ん 編集 モー ド に する と 、 ビ ュー 
モー ド へ 戻す こと は で きま せん 。 


3 3 リー ド オ ジリ と ビュー モー ド 


人 @ デ ィ ス ク 上 の リー ド オ ン リ 属性 ファ イル を オー プン する と 、 自 動 的 に ビ 
ュー モー ドド に な り ま ず す 。 

人 @ Ver1.5 で は 、 フ ァイル の 先頭 を 表示 し て いな いと 、 ビ ュー モー ド か ら 編 集 
モー ド へ 切り 奪え られ ませ ん で し た 。Verl1.6 で は いつ で も 即座 に 切り 在 
えら れ ま す 。 


圏 ビュ ー モ ー ド の 特長 
1. テン ポラ リフ ァイル を 作ら な い 

ビュ ー モ ー ド で 開い た ファ イル は 、 編 集 さ きれ な いた め に 、 大 き な フ ァイル 
で も テン ポラ リフ ァイル を 作成 し ませ ん 。 こ の た め 、EMS/XMS メ モリ や 、 
テン ポラ リ デ ィ ス ク を 消費 せ ず に 、 巨 大 な ファ イル を 表示 で きま す 。 


2. 先頭 / 最 後 ジ ャ ンプ が 高速 

た と え EMS/XMS メモ リ を 使用 し て も 、 数 MB の ファ イル の 先頭 / 最 後 ジ 
ャ ンプ に は 時 間 が か か り ま す 。 ビ ュー モー ド で 開け ば 、 先 頭 へ の ジャ ンプ 、 
2 回 目 から の 最後 へ の ジャ ンプ は 、 直 接 そ の 箇所 の み を ディ スク か ら ロ ー ド 
する た め 、 非 常に 高速 で す 。 


3. 大 き な フ ァイル の 終端 の 変更 

大 き な フ ァイル の 終端 を 少し だ け 変 更 し て セー プ ブ し た い 場 合 は 、 よ く あ り 
ます 。 ビ ュー モー ド で 開い て 最後 に ジャ ンプ し 、[Shift[ コ | で 編集 モー ド に 
変更 し て か ら 修 正す れ ば 、 セ ー プ 時 に は 、 修 正 し た ファ イル の 終 適 部 分 の み 
を 、 上 書き し ます 。 


@ こ の と き 、 何 等 か の 事情 で ファ イル が 入れ 代わ っ て いる 場合 に 備 を て 、 上 
書き する 位置 か ら メ モリ と ファ イル の 256 バイ ト の デー タ を 比較 し ます 。 
@ バ パ バック アッ プ モ ー ド を オン に し て いる 場合 は 、 こ の 機能 は 働き ませ ん 。 


Ver1.6 で は これ ら の 特長 を 生か し て 、 巨大 な 通信 の ログ ファ イル の 高速 ア 
クセ ス を 可能 に し まし た 。 こ れ に つい て 次 節 で 説明 し ます 。 
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上 | 3 .4 ログ ファ イル の 管理 


パソ コン 通信 で ダウ ン ロ ー ド し た ログ ファ イル は 、 と て も 大 き な フ ァイル 
に な り ま す 。 ほ うっ て お け ば 、 す ぐに 数 WBI に 達し て し まう で し ょ う 。 
Ver1.6 で は 、 前 節 の ビュ ー モ ー ド の 強化 と 、 ロ グフ ァイル の 履歴 保存 機能 に 
より 、 日 々 膨れ 上 が る ログ ファ イル を 、 軽 快 に アク セス で きま す 。 


で は 、 ロ グ ワ ァイル と は どん な ファ イル で し ょ うか 。 

1. サイ ズ が 巨大 

2. 追加 され る だ け で 、 修 正す る こと は めった に な い 

3. 常に ファ イル の 最後 尾 を 開き た い 
Ver1.6 で は 、 ロ グフ ァイル を オー プン する と 、 自動 的 に ビュ ー モ ー ド と な 
り 、 最 後に 追加 され た 位置 へ 即座 に ジャ ンプ し ます 。 フ ァイル の 先頭 部 分 は 
読み 込み ませ ん 。 こ の た め 、 フ ァイル が 数 MB に な ろう と も 、 開 く 速 度 は 全 
く 変 わり ませ ん 。 こ れ が 最大 の 特長 で す 。 


⑯ ロ グフ ァイル に ダウ ン ロ ー ド し た 日 付す つけ て 、 そ の まま 保存 し て お く 人 
も いま す 。 こ の よう な 場合 に は 、Ver1.6 の 機能 は ほとん ど 役 に た ち ま せ 
ん 。 ロ グ カ ッ タ 等 で ホス ト 、 会 議 ご と の ファ イル に アペンド し て いる 人 の 
た め の 機 能 と 言え ます 。 


それ で は ログ ファ イル の 管理 機能 を 使う た め の 準 備 か ら 説明 し まし ょ う 。 


田 環境 変数 「[VZLOG」 

ログ ファ イル を 格納 し て いる パス を 、 環 境 変数 「VZLOG] で 設定 する 必要 が 
あり ます 。「VZPATH」 と 同様 に 、 複 数 の パス は スペ ー ス で 区 切り ます 。 
[ 例 ] 


set vzlog=c:et\log d:\ 


ログ ファ イル か どう か の 判定 は せ 、 オ ー プ ン し た ファ イル の フル パス 名 の 先頭 
部 分 と 、「VZLOG」 に 設定 され て いる パス 名 と を 比較 し て 行ない ます 。 す な わ 
ち 、 こ の 例 で は 以下 の ファ イル が ログ ファ イル と 判定 され ます 。 
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c:et\log 
Cc:Wmet\logname.mix 
difWfvc.nif 
d: 末 ixWvc.mix 
d:*log1 


人 @「VZL0G] も 「VZPATH] と 同様 に 、 フ ァイル の オー プン 時 に 参照 し ます 。 


圏 履歴 バッ ファ 

準備 は これ だ け で す 。 で は 、 フ ァ イ ラ ー を 使っ て 「VZLOGC] の ファ イル を 何 
か 開い て み ま し ょ う 。 自動 的 に ビュ ー モ ー ド に な り ま し た ね 。 た だ し 、 フ ァ 
イル の 先頭 を 表示 し て いま す 。 フ ァイル の 最後 を 開く よう に する に は 、 一度 
[Ctrl[Q|[C] で 最後 へ 、 ジ ャ ンプ させ る 必要 が あり ます 。 その後 で ファ イル を 
クロ ー ズ し て 、 再 び 同 じ フ ァイル を 開い て くだ さい 。 今度 は 自動 的 に 最後 が 
開い た は ず で す 。 


ログ ファ イル に て [Ctrl|Q|[C] を 実行 し 、 フ ァイル の 最後 に ジャ ンプ する 
と 、 最 後 の 行 番号 と ファ イル サイ ズ を 、「 履 歴 バ ッ フ ァ 」 と 呼ば れる VZ 内 の 
ワー ク へ 保存 し ます 。 ロ グフ ァイル を オー プン する 時 は 「 履 歴 バ ッ フ ァ 」 を 
チェ ッ ク し 、 す で に 開い た こと の ある ファ イル で あれ ば 、 自 動 的 に 最後 へ ジ 
ャ ンプ する わけ で す 。 


履歴 バッ ファ の サイ ズ は 、 オ プシ ョ ン で 指定 し ます 。 
By1024 ログ ファ イル 履歴 バッ ファ サイ ズ 
し V り と する と 、 ロ グフ ァイル の 履歴 保存 機能 は 効か な く な り ま す 。 
履歴 バッ ファ が あふ れ た 場合 は 、 最 初 に 記録 され た 情報 か ら 捨 て られ て いき 


ます 。 履歴 バッ ファ へ は 、 フ ル パ ス 名 で 記録 され ます の で 、 ロ グフ ァイル の 
パス 名 は な る べく 短く し て お く 方 が 、 バ ッ フ ァ を 有効 に 利用 で きま す 。 
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一 履歴 ファ イル VZ.ENV 

履歴 バッ ファ の 内 容 は 、 全 て の ファ イル を クロ ー ズ し 、 編 集 を 終了 する 時 
に 、VZDEF ディレク トリ の 「VZ.ENV] と いう ファ イル に 自動 的 に 保存 され ま 
す 。 次節 で 述べ る 「 プ ロフ ァイル 機能 ] と は 異な り 、Close や eXit コ マン ド で 
ファ イル を クロ ー ズ し た 時 も 保存 きれ ます 。 ま た 、「VZ.ENV] ファ イル が 存在 
し な い 場 合 は 、 自 動 的 に 作成 され ます 。 


「VZ.ENV] は バイ ナリ ファ イル で す が 、 各 ファ イル の 情報 は LF コード 
(0Ah) で 区 切ら れ て いま す の で 、VZ で 編集 し 、 不要 な ファ イル 名 を 削除 する 
こと も で きま す 。 履歴 情報 の フォ ー マ ッ ト は 、 次 の と お り で す 。 


str ファ イル 名 

WOrd 行 番号 

long カー ソル 位置 の ファ イル ポイ ンタ 
long ファ イル サイ ズ 

byte 0 季 


「VZ.ENV] は 、VZ 起 動 時 に し か 読み 込み ませ ん の で 、「VZ.ENV」 を 編集 し て 
も 、 す ぐに その 結果 は 反映 され ませ ん 。VZ を 終了 する か 、 常 駐 時 は いっ た ん 
常駐 を 解除 し て 再起 動 し て くだ さい 。 


較 ログ ファ イル の 更新 

ログ が 追加 され て サイ ズ が 増加 し た ログ ファ イル を 開く と 、 今 度 は ファ イ 
ル の 最後 で は な く 、 追 加 さ れ た 先頭 位置 へ カー ソル が ジャ ンプ し ます 。 会 議 
の ログ ファ イル の 未読 部 分 の 先頭 を 自動 的 に 開い て くれ る 訳 で す 。 未 読 を 読 
ん で ファ イル を クロ ー ズ し 、 再 び 同 じ フ ァイル を 開い て も 、 や は り 同 じ 位 軒 
へ カー ソル が ジャ ンプ し ます 。 次 回 ネッ ト に アク セス し て ログ の サイ ズ が 増 
加 す る まで は 、 前 回 の 未読 部 分 の 先頭 を 開く わけ で す 。 

ログ ファ イル は ビュ ー モ ー ド で オー プン され ます が 、[Shift [| で 編集 
モー ド に 切り 替え 、 編 集 す る こと も で きま す 。 こ の よう に し て ファ イル の 末 
尾 を 編集 し 、 セ ー ブ す る と 、 末 尾 の み を 高速 に セーブ する こと は 、 前 節 の 「 ビ 
ュー モー ド の 特長 ] で 説明 し まし た 。 

編集 し て 、 フ ァイル の サイ ズ が 小さ く な る と 、 前 回 追加 され た 位置 は わか 
ら な く な る た め 、 無 条件 に ファ イル の 最後 に ジャ ンプ し ます 。 
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| 3.5 プロ ファ イル 機能 


「 プ ロフ ァイル 機能 ] と は 、 編集 時 の 状態 を セー ブ し 、 起動 時 に 再現 する 機 
能 で す 。Ver1.5 の 基本 機能 で は 、 編集 ファ イル 名 と カー ソル 位置 の 行 番号 し 
か セー ブ プ で きま せん で し た が 、Ver1.6 で は 次 の よう に 強化 し まし た 。 


較 プロ ファ イル 機能 の 強化 内 容 
1. editfile に 出力 する 内 容 を 追加 
editfile に は 、 次 の 3 つの デー タ が 出力 され ます 。 
・ 文 字 列 、 フ ァイル 名 [、DOS コマ ンド ] ヒス トリ ー バ ッ フ ァ 
・ 起 動 時 か ら 変更 され た オプ ショ ン 
・ 編 集 フ ァイル 名 リス ト 
[ 例 ] 


:5 プ ロフ ァイル (6 物 期 化 "Sr'@@ (^“@ は ヌル コー ド ) 
:Fvz16.doc ⑳z 0Z.env @editfile'@@ 

-MP1 -0T5 

vVzci.txt 

vzc3.txt ->39FF -+0 -KY10 

editfile ->1B -- -MO 

*vz\16Vz.def ->2P7 


2. フ ァイル 名 に 続く オプ ショ ン 指 定 を 拡張 


っ xxx カー ソル 位置 の ポイ ンタ (x:]6 進 数 ) 


-Hn Active テキ スト (n: 分 割 モー ド ) 

ー Back テキ スト 

- 和 =xrxrx マー ク #n の ポイ ンタ 

-0pt 編集 テキ スト オプ ショ ン (-MR -WEn -KYr 等 ) 
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3. プロ ファ イル オプ ショ ン 7 を 拡張 


Sr5 


4.「@] 指定 時 の 


@ 

0⑳ 
@rofile 
profile 
餅 doc\ 


錠 doc*profile Yoc\ に chdir 後 、profile を サー チ 


@⑯「@| と 「@@|」 の 意味 が Ver1.5 と 逆転 し て いま す 。 
信 常 駐 す る 際 に 「vz -z @6@| で ヒス トリ ー と オプ ショ ン 設 定 の み ロ ー ド で きま す 。 


プロ ファ イル モー ド 

プロ ファ イル 情報 の セー プ 

editfile が 存在 し な い 場 合 に 、 自動 作成 

ファ イル クロ ー ズ 時 に 、 ヒ スト リー ド に 人 情報 を 格納 
[wl コ |」 で [yz @| の 動 

ログ ファ イル の 情報 も 、 ヒ スト リー に 格納 
DOS コマ ンド の ヒス トリ ー も 出力 する 

ヒス トリ ー を 出力 し な い 


editfile の サー チ 方 法 を 変更 


カレ ント ー VZDEF ディ レク トリ の 順に editfile を サー チ 
VZDEF ディ レク トリ で editfile を サー チ 

カレ ント ーー VZDEF ディ レク トリ の 順に profile を サー チ 
VZDEF ディ レク トリ で profile を サー チ 
*doc\ に chdir 後 、editfile を サー チ 


5. ファ イル クロ ー ズ 時 の ファ イル 情報 の セー ブ 

通常 の プロ ファ イル 機能 で は 、 編 集 フ ァイル の 情報 は 、 編 集 終 了 時 に 開い 
て いた も の し か 出力 され ませ ん 。 こ の た め 、 簡 易 履 歴 機能 と し て 、 カ ー ソ ル 
位置 、 マ ー ク 情報 等 を 、 フ ァイル クロ ー ズ 時 に ファ イル 名 ヒス トリ ー バ ッ フ 
ァ に 格納 する 機能 を つけ まし た 。 

信 カ ー ン ソル 位 置 が ファ イル 先頭 に ある 場合 に は 、 機 能 し ませ ん 。 

⑯Load コマ ンド で クロ ー ズ ・ オ ー プ ン す る 場合 は 、 機 能 し ませ ん 。 

人 @ 同 一 ファ イル の 情報 は 、 ヒ スト リー バッ ファ 内 で 1 つ し か 保存 され ませ ん 。 


6. 起 動 時 オプ ショ ン の 保存 
起動 時 (DEF ファ イル の イン クル ー ド 後 ) の 特定 の オプ ショ ン 設 定 を 記憶 
し 、 起動 後に 変更 され た も の を 、editfile に 出力 し ます 。 
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圏 プロ ファ イル 情報 の 保存 
プロ ファ イル 情報 は 、 Quit コ マン ド で エディ タ を 終了 する 際 に 保存 され ま 
す 。Close で 全 フ ァイル を クロ ー ズ し た 時 は 保存 きれ ませ ん 。 


圏 プロ ファ イル 機能 


fEscllal : エ ディ タ を 終了 
: プ ロフ ァイル 情報 の セー ブ 


[ctrllrlkllo] : オ プシ ョ ン の 初期 化 


プロ ファ イル 機能 を 使い た く な い 場 合 は 、 オ プシ ョ ン @S7 を 「 の | に し て < く 
だ さい 。 た だ し 、 そ の 場合 で も 、[ESC |[W]| で セー プ す る こと は で きま す 。 


プロ ファ イル 情報 は 、 カ レン トディ レク トリ 、 お よび VZDEF ディ レク ト 
リ の 「editfile] と いう ファ イル へ 保存 され ます 。 通常 は 、editfile は 自動 
作成 され ませ ん 。 こ れ は 、 カ レン トディ レク トリ に 勝手 に editfile を 作っ 
て し まわ な いた めで す 。 フ ァ イ ラ ー の New File コマ ンド を 使え ば 、 簡 単に 
空 の 「editfile] を 作る こと が で きま す 。 こ れ が 面倒 な 場合 は 、 オ プシ ョ ン 
S7 に 「+2| を 指定 し て くだ さい 。 


Sr52 editfile が 存在 し な い 場合 に 自動 作成 


[editfile] と いう ファ イル 名 を 他 の も の 、 例 えば 「profile」 に 変更 し た 
い 場 合 は 、DEF ファ イル の 次 の 箇所 を 変更 し て くだ さい 。 


*E その 他 


2 profile 
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| 3.6 バッ クア ッ プ と オー ト セ ー ブ 


大 切な 文書 ファ イル を 、 ち ょ っ と し た ミス で 消し て し まっ て は 大 変 で す 。 
何時 間 も か け て 書い た 文書 が 、 突 然 の ハン グ ア ッ プ で 消 を えて し まっ た ら 悲 劇 
で す 。 バック アッ プ と オー ト セ ー プ は 、 こ の よう な トラ ブル を 防ぐ た め の 安 
全 策 の ひと つ で す 。 


圏 .BAK 
バッ クア ッ プ で 一 番 昔 か ら 使わ れ て いる 方 法 が 、 セ ー ブ 前 の ファ イル の 拡 
張子 を 「.BAK] に 変更 し て 保存 する 機能 で す 。 し か し この 方 法 に は いく つか 

の 間 題 点 が あり ます 。 

1. ファ イル 名 が 同じ で 拡張 子 だ けが 異な る ファ イル は 、 同 一 の バッ クア ッ 
プ フ ァ イ ル に な っ て し まう 。 

2. 文書 ファ イル と 同じ ディ レク トリ に バッ クア ッ プ ファ イル を 作成 する た 
め 、 誤 っ て ディ レク トリ の ファ イル を 全て 消し て し まっ た 場合 は 、 い っ し 
ょ に 消え て し まう 。 

3. 文書 ファ イル と 同じ 数 の .BAK フ ァイル が 作ら れ て 、 目 障 り 。 
この た め 、 次 の 方 法 を お 薦め し ます 。 


較 環境 変数 「VZBAK 」 
環境 変数 「VZBAKI に バッ クア ッ プ 用 の ディ レク トリ を 設定 し ます 。 
[ 例 ] 


set vzbak=\trash 衣 ドラ イブ 名 を 付け て は いけ ませ ん ! 


こう し て お く と 、 フ ァイル セー プ 時 に 、 古 い フ ァイル を 、 同 じ ド ライ ブ の 
ぽ ほ trash] と いう ディ レク トリ へ 移動 し ます 。MS-DOS は 、 同 一 ドラ イブ 内 
の ディ レク トリ な ら ば 、 瞬 時 に ファ イル を 移動 させ る 機能 を もち っ て いま す 。 
これ を 利用 し て いる わけ で す 。 

し た が っ て 、 異 な る ドラ イブ へ ファ イル を 保存 する こと は で きま せん 。 複 
数 の ドラ イブ の 文書 ファ イル を 編集 し セー ブ す る と 、 そ れ ぞ れ の ドラ イブ に 
\trash]l ディ レク トリ が 作成 され ます 。 
環境 変数 「VZBAK] は 、 起動 時 で は な く 、 フ ァイル セー プ 時 に 参照 し ます 。 


3.16 2 ダク アタ フネ オー ドモ セー ジ 8@Z 


@ ロ グフ ァイル に 限っ て は 、 バ ッ ク ア ッ プ モー ド が オン に な っ て いて も 、 バ 
みみ クア タブ は し ませ ん 5 

代 フ ァイル の バッ クア ッ プ は 、 初 期 設 定 で は OFF に な っ て いま す 。 モード 
メニ ュー の 「B バッ クア ッ プ 』 を ON に する か 、 オ プシ ョ ン り を 「+| に 
設定 し て くだ さい 。 


政 - : バ パッ クア ッ プ ファ イル の 作成 


画 オー ト セ ー ブ 

Ver1.6 で は 、 キ ー ボ ー ド か ら 一 定 の 文字 数 を 入力 後 、 一 定時 間 キ ー 入 力 が 
な い 場 合 に 、 オ ー ト セー ブ を 起動 する こと が で きま す 。 オ ー ト セー プ ブ の 設定 
は 、 サ ブ プ メ ニュ ー「S オー ト セ ー プ の 設定 ] で 行ない ます 。 


オー トモ セー ダ ガ 】 
T ディ レイ タイ ム 0 
C 入力 文字 数 40 


W 確認 待ち 時 間 100 


ディ レイ タイ ム を 0 以外 の 値 に セッ ト す る と 、 オ ー ト セー ブ が 有効 に な り ま 
す 。 各 メニ ュー の 初期 値 \、 オ プシ ョ ン Qc、Q7、QWw で 設定 で きま す 。 


Qt0 キー 人 入力 の な い 時 間 の 設定 (0<=0t<3600[ 秒 ], 0- 舞 効 ) 
(40 オー ト セ ー プ を 起動 する まで の 入力 文字 数 
Qw100 確認 待ち 時 間 (単位 : 約 1/50 秒 、0=- な だ ち に オー ト セ ー ブ ) 


オー ト セ ー プ が 起動 する と 、 ま ず 
オー ト セ ー プ し ます か 7 

と 表示 し 、 約 1 秒間 待ち ます 。 こ の 間 に キ ー 入 力 が あれ ば 、 
キャ ン セ ル し まし た 


と 表示 され 、 オ ー ト セー ブ は キャ ン セ ル し ます 。 再び @Qc の 文字 数 入力 し な 
いと 、 オ ー ト セー プ ブ は 起動 し ませ ん 。 

QW の と すれ ば 、 こ の キャ ン セ ル 確 認 待ち メッ セー ジ は 表示 せ ず 、 た だ ち に 
セー プ を 行ない ます 。 
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スク リー シェ ライツ ド 


4.1 ペー ジン グ と タイ トル サー チ 
4.2 スム ー ス スク ロー ル 
4.3 マー ク と ジャ ンプ 
上 4.4 ヒス トリ ー 機 能 
。 4.5 編集 コマ ンド 
。 4.6 知 形 ブロ ッ ク 
4.7 文字 列 の 操作 
4.8 その 他 の コマ ンド 


| 4.1 ペー ジン グ と タイ トル サー チ 


器 ペー ジン グモ ー ド 

通常 、[Ctrl[R], [Ctrl+[C]| の ペー ジン グ は 、 全 画面 / 半 画面 単位 で 動作 し 
ます 。 こ れ を 「 画 面 ペ ー ジ ング モー ド 」 と 呼び ます 。VZ で は 、 こ の 他 に 、 特 
定 の 見 出し を サー チ す る 「 タ イト ル サ ー チ モー ド 」 と 、 検 索 文字 列 を サー チ 
する 「 文 字 列 検 索 モ ー ド | の 計 3 つの ペー ジン グモ ー ド が あり ます 。 これら 
は [Ctrl|+[@| で 切り 堆 え て 操作 し ます 。 


圏 ペー ジン グ 機 能 


Shifti[ ま | [Ctrl[C] : ペ ー ジ ダウ ン 
[1 | lctrlilf| 3ー ジ 7 2Z 
Shift IINsS| [ctrl@| : ペ ー ジ ング モー ド の 切替 え 


[ctrl[c] ・ ペ ー ジ グン 
|PgUp | CtrlR| ・ ペ ー ジ アッ プ 
ShiftrlINS] [Ctrlrl2| : ペ ー ジ ング モー ド の 切 震 え 


山 
CH 


現在 の ペー ジン グモ ー ド は 、 ス テー タス ライ ン の 左端 の [P] [C] [S] の 
号 で 表示 され て いま す 。 
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[P] : 画 面 ペ ー ジ ング モー ド 
全 画面 また は 半 画面 単位 で ペー ジン グ し ます 。 全 画 面 か 半 画 面 
か は 、 モ ー ド メニ ュー、 ま た は オプ ショ ン 万 で 指定 で きま す 。 


陣 - 全 / 半 画面 ペー ジン グ 


[C] : タ イト ル サ ー チ モー ド 
特定 の 見 出し 行 を サー チ し ます 。(C は Comment の 頭 文 字 で す ) 
Ver1.6 で 強化 し まし た 。 

[S] : 文字 列 検索 モー ド 

Ctrll[Q llF] で 設定 し た 文字 列 を 検索 し ます 。 


各 モ ー ド は 、 次 の 様 に 切り 替わり ます 。 
・ 検 索 文字 列 が 設定 され て いな い 場 合 
0 と 2 
・ 検 索 文 字 列 が 設 だ され て いる 場合 
PCーSーP .… 


@ タ イト ル サ ー チ 機能 を 使わ な い 場 合 は 、 オ プシ ョ ン E# を 「-| に し て くだ 
さい 。 
Et- タイ トル サー チ 
この 場合 は 、[C] モー ド に は な り ま せん 。 
圏 タイ トル サー チ 
タイ トル サー チ モ ー ド は 、 特 定 の 見 出し 行 を 検索 する モー ド で す 。 次 の 行 
を 見 出し 行 と 判断 し ます 。 
行頭 の スペ ー ス ・ タ ブ を 除い た 最初 の 文字 が 「* / : ~[ 田 | で 、 直 前 が 
空 行 (改行 の み ) の 行 
見 出し 行 の 先頭 文字 (見 出し 文字 ) は 、VZ.DEF で 設定 で きま す 。 


* その 他 
7 *L 較 


4 。] ペー ジジ シグ と ダイ ド 少 ザー チ WW 


人 @ Ver1.6 で は 、 全 角 文 字 も 見 出し 文字 に で きま す 。 
[ 例 ] 


1 
/ Main Routine 7! ー タイ トル 行 
min() 1 


Y 
時 第 2 章 VZ ひ と めぐ り  ー タ イト ル 行 


! 
* マクロ! ー タイ トル 行 


2 ROL 2 ウフ ァ ネル メス ュー 1 


さら に Ver1.6 で は 、 テ キス ト 毎 に 特定 の パタ ー ン の 文字 列 を 、「 タ イト ル 
検索 文字 列 ] と し て 設定 する こと が で きま す 。 


圏 タイ トル サー チ 


lctrllk]TI : タ イト ル 検 索 文字 列 の 設定 


VZ.DEF を オー プン し 、[Ctrllr[K IT] を 実行 し て くだ さい 。 


| 【 タ イト ル 文 字 列 】 負 


ここ で 、 [ 提 J]」 と 打ち 込み ます 。 ス テイ タス ・ ラ イン の 左端 の 表示 が [C] 
に な り ま し た ね 。|Ctrl[R|、[Ctrl+[C| を 実行 て み ま し ょ う 。 通常 は 「*] で 始 
まる 行 を サー チ し ます が 、 今 回 は 「#| で 始ま る 行 だ け を サー チ し ます 。 こ の 
よう に 、VZ.DEF で 設定 し た 見 出し 文字 を 、 変 更 で きる わけ で す 。 
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も う 一 度 [Ctrl[K |[T] を 実行 し 、「m1[J]」 と 打ち 込ん で み ま し ょ う 。 


【 タ イト ル 文 字 列 】 
| 親 


今度 は 、「1」 で 始ま る 行 に ジャ ンプ し ます 。 直前 の 行 が 空 行 で な い 行 も サー 
チ し ます 。 こ れ は 、「1| を 複数 の 見 出し 文字 で は な く 、 検 索 文字 列 と 認 
し た た めで す 。 タ イト ルル 文字 列 の 先頭 文字 が 「\] また は 「^」 の 場合 は 、 検 
索 文字 列 と し て 文字 列 検索 を 実行 する わけ で す 。 


も ちろ ん 、 テ キス ト を 開く た びに 見 出し 文字 を 設定 する の は 面倒 で す 。 こ 
の た め 、VZ.DEF の 


を M マク ロ 


1 "710pen 


の 個所 で 、 オ ー プ ン す る ファ イル の 拡張 子 に 応じ て 、 タ イト ル 検 索 文字 列 を 
7S に 設定 し て いま す 。 こ の 「!Open| は 、 イ ベン トマ クロ と 呼ば れる も の 

で 、 Ver1.6 で 新た に で きた 機能 で す 。 フ ァイル を オー プン し た 時 に 、 自動 的 
に 実行 きれ る マク ロ で す 。 こ れ に つい て は マク ロ の 章 で 詳し く 説 明 し ます 。 


タイ トル 検索 文字 列 は テキ スト 毎 に 設定 で きま す が 、 そ れ ぞ れ に テキ スト 
が 検索 文字 列 用 の バッ ファ を 持っ て いる わけ は あり ませ ん 。 た だ ポイ ンタ を 
持っ て いる だ け で す 。「 1 Open] マク ロ で 設定 し た 場合 は 、、4$ が マク ロバ ッ 
ファ の 内 の その 文字 列 を 指し ます 。|[Ctrll+[K][T| で 設定 し た 場合 は 、、 1 つ し か 
な い 内 部 バッ ファ を 指し ます の で 、 複 数 の テキ スト で 別 の タイ トル 検索 文字 
列 を 設定 する こと は で きま せん 。|Ctrl+[K [IT]| は 、 あ くま で 一 時 的 な も の と 
お 考え くだ さい 。 


 。 1 ペー ジジ グ と み イ トル サザ サーチ 連 


一 画面 上 の カー ソル 位置 の 保存 

し ば らく カー ソル を 動か し て みる と お 気付 き な る と 思い ます が 、VZ で は 
画面 上 の カー ソル 位置 を 決め る 際 に 、 カ ー ソ ル の 視点 が 移動 し な いよ うに い 
くつ か の 工夫 を し て いま す 。 


【 カ ラム 位置 の 保存 】 

|4 | [| [Ctrl[wI [Ctrl Z] 等 で 、 カ ー ソ ル が 行末 以降 に くる 場合 、 画 
面 上 で は カラ ム 位 置 を 変化 させ ず 、 行 末 以 降 に カー ソル を 表示 し ます 。 こ れ 
は 、 上 下 ス クロ ー ル し て も 、 カ ー ソ ル が 左右 に 振れ て 見 ずら く な ら な いた め 
で す 。 行末 以降 に カー ソル が 表示 され て も 、 内 部 的 に は カー ソル は 行末 に 存 
在 し て いま す の で 、 エ ディ ッ ト コ マン ド 等 を 実行 する と 、 カ ー ソ ル は 行末 に 
ある も の と し て 処理 され ます 。 こ の 機能 を 禁止 し た い 場 合 は 、、 オ プシ ョ ン 
E+ を 設定 し て くだ さい 。 


En- カー ソル を 行末 以降 に 表示 させ な い 


【 行 位置 の 保存 】 
カー ソル を 画面 の 中 央 に も っ て き て 、|[Ctrll[R], [Ctrl[W] で テキ スト の 
先頭 に 移動 し て みて くだ さい 。 先頭 行 を 表示 する と 、 そ れ 以 降 は カー ソル が 
上 に 移動 し て し まい ます 。 こ れ で は 、 カ ー ソ ル を 画面 の 中 央 に 位置 させ て 、 
[ctrlr[R], [Ctrl[C| で テキ スト を 眺め た い 場 合 に は 不便 で す 。 こ の た め 、 
(A) 通常 は カー ソル 表示 位置 の 変化 を 伴わ な い カ ー ソ ル 移 動 コ マン ド 
(ロー ル ア ッ プ / ダ ウン 、 ジ ャ ンプ 系 コマ ンド ) 
(B) その 他 の カー ソル 移動 を 伴う コマ ンド 
と いう 2 つの グル ー プ に カー ソル 移動 コマ ンド を 分 け 、(B) グル ー プ の コマ ン 
ド 実行 時 に カー ソル が 上 か ら 何 行 目 に ある か を 保存 し 、(A) グル ー プ の コマ 
ンド 実行 時 に それ を 参照 する 、 と いう 方 法 を 取り 入れ まし た 。 
この 機能 は オプ ショ ン で 禁止 する こと は で きま せん 。 
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上 l 4.2 スム ー ス スク ロー ル 


スム ー ス スク ロー ル は 、PC- 9800 シリ ー ズ の も つ ハ ー ド ウェ ア を 生か し 
て 、 ド ッ ト 単 位 で テキ スト 画面 を な め ら か に スク ロー ル す る 機能 で す 。PC- 
9800 の ハイ レゾ モー ド 、 お よび IBM 版 で は ドッ ト 単 位 の スク ロー ル は で き 
ませ ん 。 行 単位 の 連続 スク ロー ル (速度 可変 ) の み と な り ま す 。 


圏 スム ー ス スク ロー ル 


RLDN| [ctrllilQllw| : ス ムー ス ア ッ プ 
RLUP| [CtrllQl[z | : ス ムー ス ダ ウ ン 
[ctrl[1 | 』 | : 画 面 の 上 端 / 下 端 へ 


[Ctrllr| 4 [を 2 回 続け て 実行 し て も 、 ス ムー スス クロ ー ル が 始ま り ま 
す 。 こ の 機能 は オプ ショ ン ES- で 止め られ ます 。 


Bs- ^QE, OX で スム ー ス スク ロー ル 


スム ー ス スク ロー ル は 、 起 動 し た 時 の キー を その まま 押し 続け る か どう か 
で 、 セ ンス モー ド ま た は ラッ チ モ ー ド に な り ま す 。 た だ し IBM 版 以外 で は ラ 
以 チ ナチ モー ド の み で す 。 


【 セ ンス モー ド 】 
実行 キー を 一 定時 間 ( 約 0.5 秒 ) 以上 押し 続け る と 、 セ ンス モー ド と な り ま 
す 。 こ の 時 は 、 実 行 し た キー を 離す と スク ロー ル が 止ま り ま す 。 


【 ラ ッ チ モー ド 】 

実行 キー を 即座 に 離し た 場合 、 そ の まま スク ロー ル が 続く ラッ チ モ ー ド と 
な り ま す 。 

ラッ チ モ ー ド で は 、 次 の キー が 使え ます 。 そ れ 以 外 の キー を 押す と 、 ス ク 
ロー ル は 止ま り ま す 。 


4.2 スム ー ス スク ロー ル の 5 


[0| [8] スク ロー ル 速 度 の 変更 (標準 値 3) 
- 低速 一 8,7,6,5,0,1,2,3,4 一 高速 

スク ロー ル の 一 時 停止 

押し て いる 間 、 最 高速 (速度 4) スク ロー ル す る 
最高 速 の 場合 は 速度 3 に と な る 
(セン スモ ー ド で も 有効 ) 


スム ー ス スク ロー ル 速 度 の 初期 値 は い 、 オ プシ ョ ン 有 万 S で 設定 で きま す 。 


RS3 スム ー ス スク ロー ル 遠 度 (0..8) 


信 2 つ の テキ スト を 縦 分 割 で 表示 し て いる 場合 は 、 両 画面 スク ロー ル と な り 
ます 。 こ の 時 、 片 方 の テキ スト が 先頭 また は 最後 に 達する と 、 ス クロ ー ル 
は 止ま り ま す 。 


信徒 来 、 ス ムー スス クロ ー ル 中 は 、 改 行 コー ド 等 の 色 が 、 テ キス ト と 同じ 色 
に な り ま し た 。Ver1.6 で は 、 オ プシ ョ ン の を 「+| に する と 、 そ の まま の 
色 で スク ロー ル し ます 。 た だ し 、 遅い マシ ン で は 画面 が ちら つく よう に な 
る 場合 が あり ます 。 TBM 版 で は 標準 設定 で の V+ と な っ て いま す 。 


@ DOS/V 版 と J3100 版 で は 、 ス クロ ー ル 時 に 画面 の 上 端 / 下 敵 が ちら つき ま 
す 。 こ れ は ハー ドウ ェ ア ・ ス クロ ー ル の 影響 で 、 不 具合 で は あり ませ ん 。 
DOS/V 版 で は 、 オ プシ ョ ン の 9+ を 設定 する と 、 多 少 軽 減 す る 場合 が あり 
ます の で お 試し て くだ さい 。 


Dg+ 最上 行 の "ぶれ "の 軽減 
Windows アク セラ レー タ に 対応 し た ディ スプ レイ ドラ イ バ を お 使い に な 
れ ば 、 ち ら つ き は あり ませ ん 。 


人 @ 30BIOS 等 で 画面 の 行 数 を 30 行 以上 に 設定 し て いる 場合 、 ス クロ ー ル エリ 
ア の 行 数 が 31 行 を 越え を る と 、 ス ムー スス クロ ー ル が ぎく し ゃ くし ます 。 
これ は ハー ド 的 な 制約 で 、 故 障 で は あり ませ ん 。 
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| 4 ニク と キッ 


第 2 章 で 説明 し た スク ロー ルコ マン ド 以 外 に 、 次 の よう な コマ ンド で テキ 
スト 内 の ジャ ンプ が で きま す 。 


圏 マー ク と ジャ ンプ 


lctrllolp] : 直 前 の カー ソル 位置 
[ctrlhlolJ] : 指 定 行 番号 ジャ ンプ 


[ol 
CtrlhlQol[M| : カ ー ソ ル 位置 マー ク 
[KIH|-[4|  : カ ー ソ ル 位 置 マ ー ク # 1-4 
中 [Q] | 人]  : マ ー ク 位置 へ ジャ ンプ 
[Shift lr[F10| () : タ グ ジ ャ ン プ 


画 直前 の カー ソル 位置 [Ctrl+|IQllP | 
ジャ ンプ コマ ンド を 実行 する 直前 の カー ソル 位置 へ 戻り ます 。 次 の 7 つの 
コマ ンド を 実行 する と き 実 行 直 前 の カー ソル 位置 が 自動 的 に 記憶 され ます 。 


較 も と の 位置 が 記憶 され る コマ ンド 


[ctrlhlQlR] : フ ァイル の 先頭 
[ctrllollc| : フ ァイル の 最後 
lctrlhlolp | : 直 前 の カー ソル 位置 
[ctrlolJ] : 指 定 行 番号 ジャ ンプ 
[ctrlrlol[M| : カ ー ソ ル 位 置 マ ー ク 
[ctrllalh | - 4] : マ ー ク 位置 へ ジャ ンプ 
[ctrlhlalF| : 検 索 文 字 列 の 設定 


同じ テキ スト の 2 個所 を 交互 に 参照 し た い 場合 は 、 ま ず [Ctrl+[QlIM| で 
カー ソル 位置 を 記憶 し 、 別 の 場所 へ 移動 し ます 。 こ れ で [Ctrl[QllP] を 実行 
すれ ば 、2 個所 を 交互 に ジャ ンプ で きま す 。 
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画 指定 行 番号 ジャ ンプ [Ctrlr[Q|I 


行 番号 を 指定 し て 、 そ こ へ ジャ ンプ し ます 。 コ マン ド を 実行 する と 、 


と いう ウィ イン ドウ が 開き ます の で 、 ジ ャ ンプ し た い 行 番号 を 10 進数 で 入力 
し て くだ さい 。 行 番号 は 現在 の 行 番号 モー ド に し た が っ て 、 論 理 行 番号 また 
は 表示 行 番号 で 入力 し ます 。 


【 行 番号 モー ド 】 

改行 コー ド か ら 改 行 コ ー ド まで の 1 行 を 「 論 理 行 」、 画面 の 1 行 を 「 表 示 行 ] 
と 呼ぶ こと は 前 に も 触れ まし た 。 行 番号 の カウ ント を 、 こ の 2 つの モー ド の 
どちら か に 設定 で きま す 。 モ ー ド メニ ュー の [N 行 番号 モー ド 』 で 切り 替え 
て くだ さい 。 初期 設定 は オプ ショ ン の で 設定 し ます 。 


Dn- 論理 / 表 示 行 番号 


現在 の モー ド が どちら の モー ド で ある か は 、 ス テー タス ・ ラ イン の 「 行 番 
号 : カ ラム 数 ] の 「:] で わか り ま す 。 表 示 行 番号 モー ド に する と 、「:」 が 「」 
に 変わ り ま す 。 

一 般 的 に は 、 文 書 を 作成 する 場合 以外 は 、 論 理 行 番号 モー ド で お 使い くだ 
さい 。 と いう の は 、 表 示 行 番号 は 、 行 数 の カウ ント に 時 間 が か か る た め 、 特 
に 大 き な フ ァイル で は ジャ ンプ の 速度 が 遅く な る か ら で す 。 

@ ロ グフ ァイル は 必ず 論理 行 番号 モー ド に な り ま す 。 


田 カー ソル 位置 マー ク [Ctrll」[Q]IMI 
カー ソル 位置 を マー ク し ます 。 コ マン ド を 実行 する と 、 最 下行 に 
マー ク し まし た 


と 表示 し 、 カ ー ソ ル 位 置 を マー ク #0 に 記憶 し ます 。[Ctrl[QllP] で マー ク 位 
置 に 戻る こと が で きま す 。 こ の コマ ンド で 設定 する マー ク は 、 直 前 の カー ソ 
ル 位置 で 参照 され る マー ク で すか ら 、 ジ ャ ンプ コマ ンド を 実行 し た 時 点 で 、 
再 設定 され て し まい ます 。 
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田 カー ソル 位置 マー ク #1 一 4 |CtrlIKI |-|4| 

マー ク 位 置く ジ ャ ンプ Ictrlhlolh | に |4| 

[CtrlH[K] に 続い て [1 [4] の 数 字 キー を 入力 する こと に より 、 カー ソル 位 
置 を マー ク # 1-#4 に 記憶 し 、 最 下行 に 


マク 物 


と 表示 し ます 。 テ キス ト ご と に 4 箇所 まで マー ク す る こと が で きま す 。 テ キ 
スト 間 で マー ク ・ ジ ャ ンプ を 行なう コマ ンド は あり ませ ん 。 
信 す 1 一 #4 の マー ク は 、 プ ロフ ァイル 情報 と し て 出力 され ます 。 


[Ctrl+[Q] に 続い て [1 |4] の 数 字 キ ー を 入力 する こと に より 、 マ ー ク # 1 
ー 共 4 へ ヘ ジ ャ ジル し ま 395 


較 タグ ジャ ンプ |Shift +|F10| 
カー ソル 行 以 隆 の テキ スト で タグ 行 を サー チ し ます 。 見 つか っ た 場合 は 、 
邊 定 フ ァイル を オー プン し 、 指 定 行 へ ハジ ャ ンプ し ます 。 


タグ 行か どう か は 、 フ ァイル 名 と 認識 し た ファ イル が 実際 に 存在 する か ど 
うか で チェ ッ ク し て いま す 。 フ ァイル が 存在 し た 場合 は 、 フ ァイル 名 以降 で 
「 数 字 ] を サー チレ し 、 数 字 の 直前 が 「 英 字 ] で な い 場 合 は 行 番号 と みな し ます 。 


この た め 、 存 在 し な い フ ァイル 名 に 対し て タグ ジャ ンプ を 行なう こと は で 
きま せん 。 
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| 4.4 ヒス トリ ー 機 能 


ファ イル 名 や 検索 文字 列 等 を 入力 する 、「 文字 列 入力 ウィ ンド ウ 」 で は 、 次 
の 文字 / 文 字 列 編集 コマ ンド が 使え を ます 。 ま た 、| |[ 中 キー に ょ っ て 、 以 前 
入力 し た 文字 列 を 呼び 出す こと が で きま す 。 こ れ を 「 ヒ スト リー 機能 ]」 と 呼 
び ま す 。 


較 文字 列 入力 ウィ ンド ウ 


KaME4 : 左 / 右 に 1 文字 単位 で 

[1 | : 忠 炎 下 サー 

[| 5 得 素 h サ ー ル 

[Shift [で ルッ | : 前 / 後 の 単語 の 先頭 へ 
[ctrl| を っ ] : 論 理 行頭 / 行 末 へ 

INS : 挿 入 モ ー ド 

: カ ー ソ ル の 左 の 1 文字 削除 


DEL : カ ー ソ ル 位 置 の 1 文字 削除 
[Shift [BS] : 単 語 の 先頭 まで 削除 

Shift +|DEL : 単 語 の 最後 まで 削除 
[ctrlhlBs] : 行 頭 ま で 削除 

Ctrl+IDEL : 行 末 ま で 削除 

[ctrklul : 削 除 文字 の 復活 

CtrlhlP | : 制 御 文字 入力 
[ctrlhlallu] : 1 語 大 / 小 文字 変換 
Ctrlr[Q| [Shift rlF5] : 文 字 列 の 複写 
[ctrllalIN] : フ ァイル 名 の 複写 
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較 ヒス トリ ー の 操作 
[4 | と [中 で ヒス トリ ー の 内 容 を 表示 し ます 。 


st 中 | 


の よう に 、 文 字 列 の 先頭 の 数 文字 を 入力 し た 後に | 人 | を 実行 する と 、「str」 
で 始ま る 文字 列 の み 順 次 サー チ す る こと が で きま す 。 そ の 後 の |』 | で 聞 方 向 
に サー チ し ます 。「str| で 始ま る 文字 列 が 存在 し な い 場合 は 何 も 起こ り ま せ 
ん 。「str] の サー チ を キャ ン セ ル す る 場合 は 、| を |[』 | を 押し て 、 入 力行 を ク 
ZAiOCK だ さき Mo 


【 ヒ スト リー の 学習 機能 】 
ヒス トリ ー バ ッ フ ァ で は 、 常 に 最後 に 入力 (また は ヒス トリ ー 機 能 で 選択 ) 
し た も の を 、 最 初 に 表示 する よう に 、 バ ッ フ ァ 内 で 並び 換え を 行なっ て いま 
す 。 ま た 、 入 力 し た 文字 列 が バッ ファ 内 に 記憶 し て いる 文字 列 と 一 致し た 場 
合 に は 、 古 い 文 字 列 を 削除 し 、 最 後に 入力 し た も の を 先頭 に 記憶 し ます 。 
ヒス トリ ー バ ッ フ ァ が 一 杯 に な っ た 場合 は 、 古 い 文字 列 か ら 破棄 し ます 。 


【 ヒ スト リー の ワー トド 検 索 】 

次 の よう に 、 入 力行 の カー ソル 位置 以前 に スペ ー ス が 入っ て いる 場合 は 、 
ワー ド 上 単位 の ヒス トリ ー 検 索 を 行い ます 。( こ こ で いう 「 ワ ー ド | は 、 ス ペー 
ス で 区 切ら れ た 文字 列 で す ) 


[ 例 1] 
【 入 力 ファ イル 】 
| bbb ccc ddd[al 
aaa | 人 | 
4 CCC [4 | 
aa Ccc ddd 
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[ 例 2] 
copy a24 団 相 | 


ゅ dir bbb| | 


type 
type bbb| | 
type aaal | 


type b: 


[ 例 2] の よう に 、 コ マン ドラ イン の 場合 は 、 先 頭 の 1 ワー ド は コマ ンド と み 
な し て スキ ッ プ し ます 。 


圏 ヒス トリ ー バ ッ フ ァ 
ヒス トリ ー バ ッ フ ァ に は 、 使 う 目 的 に 応じ て 次 の 5 つが 用 意 き れ て いま す 。 


ヒス トリ ー 名 サイ ズ 指 定 ウィ ンド ゥ の タイ トル 
ジョ ヨン ジ 


ン 
文字 列 Hs256 検索 文字 列 置換 文字 列 複写 文字 列 
ファ イル 名 Hf256 入力 ファ イル 新規 ファ イル 追加 ファ イル 
マン ドラ イン jj128 Command Line: 
ワー ク Hw64 行 番号 マク ロ 文 


タイ トル 検索 Ht64 タイ トル 文字 列 


人 @ Ver1.6 で は 、 ア プリ ケー ショ ン ヒ スト リー バッ ファ (Ha) は 使用 し ませ ん 。 
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【 ヒ スト リー バッ ファ の 初期 文字 列 】 
VZ.DEF に 、 各 ヒス トリ ー の 初期 文字 列 を 格納 し て お く こ と が で きま す 。 


日 セス トリ ー 


:etring 


:file 


include define static extern .… 


onfig.sys autoexec.bat 


ヒス トリ ー バ ッ フ ァ の タイ プ は 、 行 頭 の 「:< 英 字 >」 で 識別 し ます 。 文字 列 
は スペ ー ス また は 改行 で 区 切っ て 記述 し ます 。 文字 列 中 に スペ ー ス を 指定 し 
た い 場 合 は 、 文字 列 を 「"”] で くく っ て くだ さい 。 タ イプ の 指定 は 次 の と お り 


Gi 


II 
( よ 。 
0 
本 


文字 列 

ファ イル 名 
コマ ンド ライ ン 
の 0 


大 文字 / 小 文字 は 区 別 し ま せん 。 
ヒス トリ ー バ ッ フ ァ は 、 こ の 初期 文字 列 に 、 オ プシ ョ ン ガク? の 値 を 加え た 分 


の サイ ズ に な り ま す 。 


人 @ ヒ スト リー バッ ファ の 内 容 は 、 プ ロフ ァイル 機能 に よっ て 保存 で きま す 。 
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| / 5 編集 コマ ンド 


この 節 で は 、 こ れ ま で の 説明 に 出 て こ な か っ た 編集 コマ ンド に つい て 、 説 
明 し ます 。 


圏 編集 コマ ンド 
: 挿 入 モ ー ド 
: タ ブ 
: リ タキ 
[Shift | : 1 行 挿入 
[ctrlhlul : 削 除 文字 ( 列 ) 復活 
[ctrlrlollL : 行 編集 の キャ ン セ ル 
[ctrlhlkIID] : カ ー ソ ル 行 の 複写 
[ctrlhlollU] : 大 文字 / 小 文字 変換 
lctrlhlkIZI : 全 角 / 半 角 変 換 


[ctrllrlP | 英字 | : コ ント ロー ル 文 字 の 入力 


田 挿入 モー ド 

文字 入力 時 の 、 挿入 モー ド (Imsert) と 上 書 モ ー ド (Overwrite) を 切り 奉 
えま す 。 起動 時 は 挿 人 人 モード で し す 。 

上 書 モ ー ド 時 は 、 カ ー ソ ル の 形状 が アン ダー ライ ン に な り ま す 。 それぞれ 
の モー ド の カー ソル の 形状 は 、 オ プシ ョ ン C7, Co で 設定 で きま す 。 


Gi4 カー ソル 形状 (挿入 ) 

(o7 ヶ (上 軒 
0= フ ル サ イ ズ , 1=1/2 サ イズ , 2=1/4 サ イズ , 3= ア ンダ ー ラ イン 
4: 通 常 速度 の 点滅 +8:1.5 倍 速 , +12:2 倍 速 


Ver1.6 よ り 、 上 書き モー ド 時 の 桁 対応 上 書き モー ド に 対応 し まし た 。 モ ー 
ド メ ニ ュ ー の 「0O 上 書き モー ド 』 で 切り 替え て くだ さい 。 初期 値 は オプ ショ 
ン と o で 設定 で きま す 。 


=ーーーーーー ニ ーーー 2 久 人 弟 4 府  、 ス 次 リー ニン エディ イッ ト 


Bo- 桁 対 応 上 書き モー ド 


田 タブ |TAB| 


挿 人 モー ド と 上 書き モー ド で 動作 が 異な り ま す 。 


【 挿 入 モ ー ド 】 
タブ コー ド (09h) を 挿入 し ます 。 オ プシ ョ ン U を 「+| に 設定 する と 、 タ 
ブ の 位置 に 見 合う 数 の 半角 スペ ー ス を 挿入 し ます 。 


Bu- [TAB] で スペ ー ス コー ド を 入力 


【 上 書 モ ー ド 】 
カー ソル を 次 の タブ 位置 へ 移動 し ます 。 


タブ サイ ズ の 標準 値 は 8 で す 。 た だ し 、 拡張 子 が 「.c .hl の C の ソー ス フ 
ァイル で は 、4 に な り ま す 。 タ ブサ イズ は オプ ショ ン 73, 7 の で 設定 し ます 。 


Ta8 タプ カラ ム 数 
Tb4 .( .H の タプ カラ ム 数 


信 ど ちら を 参照 する か は 、VZ.DEF の 「* E その 他 3] に 記述 し た 「 テ キス ト フ 
ァイル 拡張 子 」 が 、 英 大 文字 か 小文字 か で 判断 し ます 。 小文字 の 場合 は 8、 
大 文字 は 4 で す 。 

⑯ タ プ カ ラ ム 数 は 、2 の べき 乗 で し か 設定 で きま せん 。 

人 可変 タプ は 設定 で きま せん 。 

⑯ ヶ タプ サイ ズ は 、|[Ctrli[K また は サ プ メ ニュ ー「T タプ の 切替 え 」 で 8 と 4 
に 交互 に 変更 で きま す 。 


一 改行 | コ | 

挿入 モー ド と 上 書き モー ド で 動作 が 異な り ま す 。 

【 挿 入 モ ー ド 】 

カー ソル 位置 に 改行 コー ド (ODh 0Ah) を 挿入 し ます 。 オ ー ト イン デン ト が 
ON の 場合 は 、 カ ー ソ ル の 前 に 上 の 行 の スペ ー ス お よび タブ が コピ ー さ れ 
まう 
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オー トイ ン デ ント モー ド は 、 モ ー ド メニ ュー、 お よび オプ ショ ン 所 7 で 設定 
で きま すず 。 
Bi+ オー トイ ン デ ント 
【 上 書 モ ー ド 】 


カー ソル を 次 の 表示 行 の 先頭 に 移動 し ます 。 フ ァイル の 終り の 行 で 実行 し 
た 場合 は 、 挿 入 モ ー ド と 同じ 動作 と な り ま す 。 


一 1 行 挿入 [Shift | コ | 
カー ソル 行 (論理 行 ) の 前 に 、 改行 を 挿入 し ます 。 オ ー ト イン デン ト が ON 
の 場合 は 、 下 の 行 の スペ ー ス お よび タブ が コピ ー さ れ ま す 。 


@| Shift | | は 、 フ ァ イ ラ ー お よび ビュ ー モ ー ド で 使用 し ます の で 、 他 の コ 
マン ド に 変更 し な いで くだ さい 。 


一 削除 文字 ( 列 ) 復活 |Ctrl+lU| 

削除 し た 文字 ・ 文 字 列 を カー ソル 位置 に 挿入 し ます 。 こ の コマ ンド は 、 編 
集 し て いる 行か ら 離 れ て も 有効 で す 。 削除 し た 文字 ・ 文 字 列 は 削除 文字 列 バ 
ッ フ ァ に 順次 格納 され 、 一 杯 に な る と 、 古 いも の か ら 捨 て られ て いま す 。 こ 
の バッ ファ の サイ ズ は 、 オ プシ ョ ン 刀 り で 設定 で きま す 。 


Bc1024 削除 文字 列 パ バッファ サイ ズ 


一 行 編集 の キャ ン セ ル [CtrlIQllLI| 

カー ソル 位置 の 論理 行 に 対し て 行なっ た 編集 操作 を キャ ン セ ル し 、 元 の 内 
容 に 戻し ます 。 カ ー ソ ル を 別 の 行 に 移動 し た り 、 編 集 コ マン ド 以 外 の コマ ン 
ド を 実行 する と 、 編 集 内 容 は 確定 し 、 キ ャ ン セ ル は で き な く な り ま す 。 


田 カー ソル 行 の 複写 [Ctrl+[KI[D| 
[Shift |+[F8 |( コ ピー) と [F9|( イ ン サ ー ト ) を 続け て 実行 し ます 。 カ ー ソ ル 


行 を 次 の 行 に コピ ー し た い 場 合 に 便利 で す 。 
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男 大 文字 / 小 文字 変換 [Ctrl+|[QI|[UI 
カー ソル 位置 の 文字 が 半角 英 大 ( 小 ) 文字 な ら ば 、 以降 の 1 単語 中 の 英字 を 
小 (大 ) 文字 に 変換 し ます 。 カー ソル は 移動 し ませ ん 。 


[ 例 ] 
^QU *QU 
PopUpMenu 一 POPUPMENU 一 Popupmenu 
田 1 語 全 角 / 半 角 変 換 [Ctrl+[K||[Z| 


カー ソル 位置 の 一 語 の 英 数 字 カ ナ 文 字 に 対し て 全角 / 半 角 変 換 を 行ない ま 

す 。 変換 後 、 カ ー ソ ル は 次 の 語 の 先頭 へ 移動 し ます 。 

念 全角 / 半 角 変 換 は 、 外 部 マク ロ で 実現 され て いま す 。「ZENHAN.DEF」 を 、 
VZDEF ディ レク トリ に 入れ て お いて くだ さい 。 

念 Ver1.6 の 外部 マク ロロ ー ド 機能 に より 、 マ クロ ファ イル は 必要 に 応じ て 
自動 的 に 読み 込ま れ ま す 。 あ ら か じ め イ ンク ルー ド す る 必要 は あり ませ 
ん 。 


田 コン トロ ー ル 文字 の 入力 [CtrlrlP | 

制御 文字 (00h-1Fh) を 入力 し ます 。|[Ctrll+[P | を 押す と 、 フ ァ ン クシ ョ ン 
キー 表示 の 左端 に 「^」 が 表示 され ます の で 、 続 いて | 英字 | また は [Ctrl| 英 字 | 
キー を 押し て くだ さい 。 入力 され た 制御 文字 は 、 水色 の 「~」+ | 英字 」 で 表示 
し ます 。 


圏 コン トロ ー ル 文字 の 入力 
[ctrlllP lc] ベル 文字 (07h) 
[ctrlhlP 改 ペ ー ジ 文字 (0Cb) 
lctrlrlp 民 | エス ケー ブ 文 字 (1Bh) 


※ [CtrlllP]| で LF コー ド (0Ah) を 入力 する こと は で きま せん 。 
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圏 単語 の 区 切り 
単語 の 区 切り は 、 次 に 示す 文字 の タイ プ に 基づい て 動作 し ます 。 


タイ プ 2 [半角 ] スペ ー ス 、 タ プ ブ 、 コ ント ロー ル 文 字 (00h-20h) 
[全角 ] スペ ー ス (8140h) 

タイ プ 3 [半角 ] '$ '_' を 除く 英 記 号 
[全角 ] 記号 (8152h 一 815Bh を 除く ) 

タイ プ 4 全角 ひら が な 

タイ プ 5 上 記 以 外 の 全角 文字 

タイ プ 6 上記 以 外 の 半角 文字 


これ ら の タイ プ 番 号 を 、 カ ー ソ ル 位 置 と その 直前 の 文字 と で 比較 し ます 。 
【1 語 】 


「 直 前 の 文字 ッ ケイ プ ] く 「 現 在 の 文字 ッ イ プ ] と な る 位置 まで 左 へ 移動 し 
ます 。 


「 直 前 の 文字 ケッ ケ イプ] > 「 現 在 の 文字 ッ イ プ ] と な る 位置 まで 右 へ 移動 し 
ま 。 


【 語 の 先頭 / 未 尾 ま で 削除 】 
「 直 前 の 文字 ウッ イプ] と 「 現 在 の 文字 タッ イプ] が 異な る 位置 まで 削除 し ます 。 


この よう に 、 日 本 語 の 文章 で も 漢字 / ひ ら が な の 境界 を 利用 し て 、 単語 単位 
の 処理 が 可能 で す 。 
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| 4.6 知 形 ブロ ッ ク 


文字 / 行 / ブ ロッ ク 単 位 の カッ ト ペ ー ス ト に つい て は 、 第 2 章 で 説明 し ま 
し た 。 こ こ で は も う ひ と つの ブロ ッ ク 操 作 で ある 「 短 形 プ ロッ ク 」 に つい て 
説明 し ます 。 


念 知 形 ブロ ッ ク 操 作 は 外部 マク ロ で 実現 され て いま す 。「BLOCK.DEF」 を 
VZDEF ディ レク トリ に 入れ て お いて くだ さい 。 


信 Ver1.6 の 外部 マク ロロ ー ド 機能 に より 、 マ クロ ファ イル は 必要 に 応じ て 
自動 的 に 読み 込ま れ ま す 。 あ ら か じ め イ ンク ルー ド す る 必要 は あり ま 
せん 。 


画 知 形 プロ ッ ク 操 作 


[ctrlllk]g] : 逢 形 プ ロッ クモ ー ド 
glD [ctrllr[Y] 、: 短 形 プ ロッ ク 削 除 
[ShiftrlF8](G-) [Ctrllr[K]IK] : 逢 形 プ ロッ ク 記 憶 

[F91? サ -) [ctrlJ|  : 盾 形 プ ロッ ク 挿 入 

: 行 末 の スペ ー ス ・ タ ブ の 削除 


[Ctrll+[K][B] を 実行 し て くだ さい 。 マ クロ ファ イル を ロー ド し 、 ス テー タ 
ス ・ ラ イン の 口 が 反転 し ます 。 こ れ で 知 形 プロ ッ ク モ ー ド に な り ま し た 。 

まず 、 カ ー ソ ル を その まま 下 へ 移動 し て みて くだ さい 。 カー ソル 位置 の 右 
側 の 部 分 が 反転 表示 され ます ね 。 
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画面 4-1 知 形 ブロ ッ ク 表 示 1 


今度 は 、 カ ー ソ ル を 右 へ 移動 し ます 。 す る と 、 知 形 ブ ロッ ク の 始点 と カー ソ 
ル 位 置 で 囲ま れ た 征 形 エリ ア が 反転 し ます 。 


LP 較 14:25 | 1 UZ.DEF 


== ニ = ニニ = ニニ VZ. def (v1 .6) ========+ 


最大 6 作 ) + 


[DOMN] 
[< 一 


14 ^H  【〔BS] バッ 2 ラス ペー ス 4 


16 ^GH \【BS〕 2 0 
17 ^T \【〔DEL] で 骨 
| 人 雪上 8 | 本目 語 失 | 


画面 4-2 知 形 ブロ ッ ク 表示 2 
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この よう に 、 ブ ロッ ク の 始点 と カー ソル 位置 の カラ ム 位 置 の 関係 で 、 知 形 
エリ ア 、 ま た は 各行 の 行末 まで を 選択 で きま す 。 


逢 形 エリ ア を 指定 し た ら 、 通 常 の ブロ ッ ク 操 作 コ マン ド で 、 カ ッ ト & を ペー 
スト を 実行 で きま す 。 た だ し 、|Shift |+[F9| (ペースト) は 使用 で きま せん 。 
すなわち 逢 形 ブロ ッ ク で 記憶 し た 内 容 は 、 一 度 ペ ー ス ト す る と 失わ れ て し ま 
いま す 。 


人 行末 以降 で ペー スト し た 場合 は 、 行 末 の 短い 部 分 に 、 半 角 の スペ ー ス また 
は タブ を 補い ます 。 タ プ ブ を 使い た く な い 場 合 は 、 オ プシ ョ ン Eu を 「+] に 
設定 し て くだ さい 。 


@ 征 形 プ ロッ ク を 削除 し た あと 、 行 未 に スペ ー ス や タブ が 残る 場合 が あり ま 


す 。 こ れ を 削除 する 時 は 、 削 除 し た い 範 囲 を ブロ ッ ク 指 定 し て 、[ESC]]| 
を 実行 し て くだ さい 。 
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| 4 .7 文字 列 の 操作 


検索 ・ 置 換 の 基本 的 な 方 法 に つい て は 第 2 章 で 説明 し まし た 。 この節 で は 、 
それ 以外 の 操作 、 お よび 検索 の 詳細 に つい て 説明 し ます 。 


文字 列 の 操作 


(検索 ) [ctrlk[Q][F|  : 検 索 文字 列 の 設定 

(置換 ) [ctrllk[Q][A|  : 文 字 列 の 置換 

|F5] (記憶 ) [ctrlhL| : 検 索 文字 列 の 取得 
lctrlrlollo] : 直 前 の 置換 の 再 実行 

[Shift rlF6] G ゆ ) : 複 数 テキ スト で の 検索 ・ 置 換 


[ctrlrlollk] IShift lr[CLR] : 対 応 す る 括弧 の 検索 
[Shift |F5 (複写) [Ctrl[Q] 則  : 文 字 列 の 複写 
[Shift |+|F7 | (複写 2) [CtrlK][A|  : 文 字 列 の 選択 複写 
IShift ITAB] : 文 字 列 の 補完 


画 直前 の 置換 の 再 実行 [Ctrl+[Ql[O| 
直前 に 実行 し た 文字 列 の 置換 処理 を 、 再 実行 し ます 。 複 数 の テキ スト で 同 
じ 置 換 処理 を 行い た い 場合 に 、 便 利 で す 。 


画 複数 テキ スト で の 検索 ・ 置 換 |Shift +|F6| (< く ) 
直前 に 実行 し た 検索 また は 置換 を 、 オ ー プ ン し て いる 全て の ファ イル に 対 
し で 実 符 じ ま ず 。 


一 対応 する 括弧 の 検索 [Ctrl+|Q|[K| [Shift[cLR | 

カー ソル 位置 の 文字 が 半角 の 「( ) [日 | | < >] の 場合 、 対 応 す る 括弧 を 
検索 し 、 カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 カ ー ソ ル 位 置 の 文字 が 上 記 の 括弧 で な い 場 
合 、 あ る い は 対応 する 括弧 が 見 つか ら な い 場 合 に は 、 


括 線 が 見 つか り ま せん 
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と 表示 し ます 。 た だ し 括弧 の 上 に カー ソル が な い 場 合 で も 、 編 集 テ キス ト の 
拡張 子 が 「.c .hl の 場合 は 、 和 | 」 の 上 に ある も の と し て 、 対 応 す る 「] を 
検索 し ます 。 従 っ て 、 カ ー ソ ル を ブロ ッ ク の 開始 点 ヘ ジャ ンプ で きま す 。 


画 文字 列 の 複写 [Shift+[F5 (複写) [Ctrl+IQIlI 
直前 に [Ctrl[QllF] ま た は [CtrllL] で 設定 し た 検索 文字 列 を 、 カ ー ソ ル 
位置 に 挿入 し ます 。 


田 文字 列 の 選択 複写 [Shift+[F7|( 複 写 2) Ctrl+|k [AI 


コマ ンド を 実行 する と 、 


【 複 写 文字 列 】 
String 


と いう ウィ ンド ウ が 開き 、 直 前 に 設定 し た 文字 列 を 表示 し ます 。 ヒ スト リー 
機能 を 使っ て カー ソル 位置 に 挿入 し た い 文字 列 を 表示 し 、| コ | を 打っ と 、 編 
集 テ キス ト の カー ソル 位置 に 文字 列 を 挿入 し ます 。 


画 文字 列 の 補完 [Shift|+[TAB| 

ある 文字 列 の 最初 の 数 文字 を 入力 し た 場合 、 そ の 文字 で 始ま る 文字 列 を 検 
索 文 字 列 バ パッ ファ で 探し て 、 見 つか っ た 場合 は 残り の 部 分 を 補完 し ます 。 コ 
マン ド を 続け て 実行 する と 、 見 つか っ た 文字 列 を 順番 に 挿入 し ます 。 テ キス 
ト 上 で ヒス トリ ー の ワー ド 検 索 を 実行 する よう な 機能 で す 。 


[ 例 ] 
yint” "include" が 、 こ の 順 で バッ ファ に 格納 され て いる 場合 、 
1 ーー int ーー 。 include -* im 
tinc 一 Hinclude 


よく 使う 予約 語 を DEF ファ イル の 
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日 ヒス トリ ー 


:String 


include define static extern .… 


の と ころ に 登録 し て お け ば 、 こ の よう に 短縮 入力 が で きま す 。 


田 検索 モー ド 
文字 列 入 カカ ウィ ンド ウ で |Shift |+[F1] キー を 押す と 、 モ ー ド メニ ュー の 代 
わり に 検索 オプ ショ ン メ ニュ ー を 表示 し ます 。 


【 検 索 オ プシ ョ ン 】 
WW 切 ー ドサ ー デ ON 
C 英 大 / 小 文字 区 別 
Z 全角 / 半 角 文 字 区 別 
R 正規 表現 Off 


@ 下 の 2 つの オプ ショ ン は 、 VWX の 機能 で す 。 こ の 機能 を 使い た い 場合 は 、 あ ら 
か じ め 「VWX.COM」 を 常駐 し て くだ さい 。 


各 検索 モー ド の 初期 値 は 、 次 の オプ ショ ン で 設定 で きま す 。 


釣 - りー ドル サー 

巡 - 検索 時 の 英 大 / 小 文字 の 同一 視 
放 - 全角 / 半 角 文 字 の 同一 捉 

RX- 正規 表現 モー ド 


さら に 、Ver1.6 で は 、 検索 文字 列 の 頭 で 「\| に 続い て 、 そ の 文字 列 の 検索 
だ け に 有効 な す オプション を 記述 する こと が で きま す 。 
\[wlclzlxli]<space>< 検 索 文字 列 > 


W 7 ド 当 テ チ 

C 検索 時 の 英 大 / 小 文字 の 同一 視 
Z 全角 / 半 角 文 字 の 同一 視 

x 正規 表現 モー ド 


1 特殊 文字 |* \#| の 処理 を し な い 
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オプ ショ ン 文 字 列 と 検索 文字 列 と の 境界 は 、 1 個 の 半角 スペ ー ス で す 。 | 
の 次 が オプ ショ ン 文 字 、 ま た は スペ ー ス で な い 場 合 は 、、 そ の まま 検索 文字 列 
と みな し ます 。 

[ 例 


\ string RW- Ec- 呆 - RX- 
string RW- Pc+ ZH- RX- 
*zstring PDm- Pc+ ZH+ RX- 


@ 標 準 設定 で 正規 表現 モー ド に し て お く と 、 マ クロ が 正常 に 動作 し な い 
等 の 、 不 都合 ぴ 生 じ る か も し れ ま せん 。 し た が っ て 、 必 要 な 場合 だ け 
[\x ^[0-9]+」 の よう に 正規 表現 で 検索 させ る 方 が よい で し ょ う 。 


還 ウー ドサ ー チ 
ワー ドサ ー チ モー ド で は 、 指 定 し た 単語 の 前 後 が 、 ス ペー ス 等 の 「 区 切り 
文字 | の 場合 の み 、 一 致し た と みな し ます 。 区 切り 文字 は 次 の タイ プ の 文字 
で お 5 
スペ ー ス 、 タ ブ 、 改 行 、 コ ント ロー ル 文 字 (00h 一 20h) 
?$′ ) ) を 除く 半角 英 記号 
全角 文字 
ワー ドサ ー チ モー ド 時 、 検 索 文字 列 の 前 また は 後に 「*] を 付け る と 、 そ ち 
ら の 側 の 文字 が 他 の 文字 列 と つなが っ て いて も 、 一 致す る と みな し ます 。 
逆 に 、 ワ ー ド サー チ が オフ の 場合 に 「*] 付け る と 、 ワ ー ド チェ ッ ク の 指定 
に な り ま す 。 
@⑱ ワ ー ド サー チ は 、 検 索 文字 自身 の 前 後 が 半角 英 単語 ( 英 数 字 ) の 場合 に の 
み 有 効 で す 。 従 っ て 、 全 角 文 字 の 検索 で は 、 ワ ー ド サー チ は で きま せん 。 
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一 検索 文字 列 中 の 特殊 文字 
検索 文字 列 中 に 「\] また は 「*] 記号 を 記述 する と 特別 な 意味 を 持ち ます 。 


ワイ ルド カー ド 指 定 (文字 列 の 両端 の み ) 
0Dh+0Ah (改行 コー ド ) 

ODh 

OAh 

* 文字 

\ 文字 


た だ し 、 文 字 列 の 先頭 で 「」 の 検索 オプ ショ ン を 指定 する と 、 特 殊 文字 の 
処理 は 行わ れ ま せん 。 パス 名 の よう に 文字 列 中 に 「\| が 使わ れる 場合 に 指定 


じ ま す 。 
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| 4.8 その 他 の コマ ンド 


編集 モー ド の その 他 の コマ ンド に つい て 説明 し ます 。 


園 その 他 の コマ ンド 


[ctrllk[ テ ン キ ー| : 野 線 文字 の 入力 (98 版 の み ) 
[eRPHl+[ テ ン キ ー| : 全 角 記 号 の 入力 (98 版 の み ) 
[etlkI : 全 角 括 弧 の 入力 

ESC[K| : 野 線 の 描画 

[LR| [Shift [Home] : 表 示 位 置 変更 

glIL4| 国 : 表 示 行 数 切り 替え 

rh 4I 回 : イ ン デ ント の 変更 

t[F3 (比較) [Ctrl]IK][X] : 2 つの テキ スト の 比較 

Ctrl Tk] : PRT I の 起動 


較 野 線 文字 の 入力 |Ctrl+| テ ン キ ー 

全角 記号 の 入力 |GRPHI+[ テ ン キ ー| 

時 線 、 記 号 文字 を 入力 し ます 。 入力 文字 は 、VZ.DEF の 次 の 箇所 で 指定 で き 
まお 


*p その 他 
5 0 人 @,O.O1 (213) 4-5 軒 6 っ 7 [819] = ク +※*-【/】 
6 0 し エコ 1F ト 2314 RT 7 r8rh ューーーー 


5 番 で [SRPHl+[ テ ン キー|、6 番 で [Ctrll[ テ ン キ ー| を 指定 し ます 。 こ の 機 


能 を 使用 し な い 場合 は 、 そ れ ぞ れ の 行 を 削除 し て くだ さい 。 


@ こ の 機能 は 98 版 の み で す 。 
信 [GRPH|」| テ ン キ ー | は 、EZKEY.COM が 常駐 し て いな いと 使え ませ ん 。 
@FEP が オン に な っ て いる と 、 こ の 機能 は 使え を ませ ん 。 
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較 全角 括弧 の 入力 lctrlklk 

カー ソル 位置 に 、 全 角 括 弧 の ペア を 入力 し ます 。 コ マン ド を 連続 し て 実行 
する と 、 括 弧 の 種類 が 変わ り ます 。|Ctrll+[[| の 直前 の コマ ンド 実行 を 使う と 
便利 で し ょ う 。 


一 野 線 の 描画 [ESC|+|IK| 
肢 線 描画 の た め に 、 外部 マク ロ [KEISEN2.DEF| を 実行 し ます 。 使い方 に つ 
いて は 、「KEISEN2.DEF|] を お 読み くだ さい 。 


田 表示 位置 変更 |CLR| [Shift HIHome| 
画面 上 で の カー ソル の 行 位置 を 、 
最上 行 -1 一 中 央 一 最 下行 -1 
と 変更 し ます 。 テ キス ト も カー ソル と 一 緒 に 動き ます か ら 、 テ キス ト 上 で の 
カー ソル の 位置 は 、 変 り ま せん 。 


田 イン デン ト の 変更 [Ctrlr|KI[H| 
カー ソル 行 ま た は ブロ ッ ク の イン デン ト ( 字 下 げ ) 幅 を 変更 し ます 。 C の 
ソー スコ ー ド 等 で 、 プ ロッ ク の ネス ト を 変更 し た い 場 合 に 便利 で す 。 


コマ ンド を 実行 する と 、 
カー ソル キー で 位置 を 移動 し て [| 


と 表示 され ます の で 、 以 下 の キ ー で イン デン ト を 変更 し て くだ さい 。 


| : 1 カラ ム 分 減ら す 

区 | : 1 カラ ム 分 増やす 
[Shift 」| を |  : タ ブ カ ラ ム 数 分 減ら す 
Shift [| ゅ |  : タ プ ブ カラム 数 分 増やす 
: 確 定 す る 


行頭 の イン デン ト の 部 分 に は 、 可 能 な 限り タプ コー ド を 挿入 し ます 。 


この コマ ンド は [ESC]| で キャ ン セ ル す る こと は で きま せん 。 元 に も ど し た 
い 場 合 も 、| | で 確定 する 必要 が あり ます 。 
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還 間 ro 1huhwvw5w5W5※V※VV、 、、 |1・ OCNPROFS.DEF 


r[, T 4[ r], iHFILERd++ 
SS+,Y 
(r<9)?(\ 
(r+256==15)?(! た 
891 r=r.3, ir= メ ニュ ー カ ー ソ ル 位 置 ! 
PS" キ ni"。 (FT1) 1 ( HHc も 
Hb #c (r)? 1 kp[, Hu 8151(r])+ 


ijHFILER1++ 


PS="\ni "7。 (r+1) 3^ ( HcC )+ 
Hx Hb Ho (r)? H_ ? He (ct>1)? 人 hk HS 82("%S",pi) ル 


*editfile." Hm (Ss==4)? !Y”" iQEDITFILE+ 
HB HeHe (ct>1)? Hx Hu HIT NHx 昌 iHHISTORY++ 
8&97 (s==3)?( HH H[ ) ss=mx-, 'Q Hmt 

! 

! 

2 ESC]9 - 全 テキ スト の 保存 終了 * :9QUITZ2+ 


74, 


rofile + 
本 基本 SE ET 本 計 馬 誠 上 


画面 4-3 ブロ ッ ク 指 定 し て イン デン ト 変 更 


田 2 つの テキ スト の 比較 [Shift+[F3|( 比 較 ) 

2 つの テキ スト を 比較 し 、 違 っ て いる と ころ へ カー ソル を ジャ ンプ する コ 
マン ド で す 。 テ キス ト 編 集中 に 、 元 の テキ スト の どこ を 変更 し た か 確認 し た 
い 場 合 は 、Duplicate コマ ンド で ディ スク 上 の テキ スト を 開き 、 こ の コマ ン 
ド で 比較 すれ ば よい わけ で す 。 

比較 する 場合 は 、 画 面 を 分 割 す る と よい で し ょ う 。 二 つの テキ スト の 先頭 
へ カ +[F3] を 実行 し ます 。 も し 違い が な けれ ば 


ー 至 じ まじ た 
と 表示 され ます 。 違う 個 所 が 見 つか れ ば 、 
相違 が あり まし た 
と 表示 し て 、 違 う 個 所 へ カー ソル が 移動 し ます 。 
この コマ ンド に は 、 違 い が あ っ た 部 分 を スキ ッ プ する 機能 が あり ませ ん 。 


いっ た ん 違い を 見 つけ た 後 は 、 同 じ と ころ まで 手動 で カー ソル を 移動 する 必 
要 が あり ます 。 
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間 2OEIE GOOERECT、 ニ ーッ 


し コマ ンド キー! 


69 ^Q <K (ESC】 。: の スト ロー クキ ー (最大 6 個 ) ! 
@1 SE : 四 前 の コマ ンド 実行 ! 

2 の H ボー ド マ ク ロ ! 

83 【ESC] 8 がら 

94 (CR リタ ー ン ! 


99 ^Q9 ^K 【ESC】 : ど スト ロー クキ ー (最大 6 個 ) ! 
91 が : 直 前 の コマ ンド 実行 ! 
92 な ー ボ ー ド マク ロ ! 
3 【ESC] E 区 ゲー ジャ 
94 ^1  【CR] テウ 1 
^E 【〔UPI 1 
96 <  【DOMN] 1 


【<--〕 Ha / 


7 の 
和 
yr 議 議 旧 の は 2 ハ 上 ン の 由 フ ロク 


画面 4-4 水平 分 割 し て 比較 を 実行 


田 PRT の 起動 [Ctrl[KlP| 


VZ エ ディ タ に は プリ ント アウ ト の 機能 が あり ませ ん 。 弊社 発売 の PRT HI 


等 の プリ ント アウ ト ユ ー テ ィ リ ティ を ご 利用 くだ さい 。 


[Ctrllr[k llP | を 打っ と 、 編集 中 の ファ イル を セー プ ブ し て 「PRT]| を 実行 し ま 
す 。 こ の コマ ンド は VZ.DEF に マク ロ で 記述 し て あり ます の で 、 任意 の コマ ン 


ド 名 に 変更 で きま す 。 


プロ ッ ク モ ー ド で 実行 する と 、 プ ロッ ク を ワー ク フ ァ イル に 出力 し て 、 


「PRT] に 引き 渡し ます 。 


72 の 第 4 章 スク リー ン エ ディ ッ ト 


上 5.1 ファ イラ ー の 概要 


VZ の ファ イラ ー は 、 編 集 フ ァイル を オー プン する 以外 に も 、 様 々 な 機能 を 
も っ て いま す 。 こ の ファ イラ ー が 、DOS 環 境 ツ ー ル と し て の VZ の 大 き な 魅 
力 と も な っ て いま す 。 

Ver1.6 で は ファ イラ ー の 機能 を 大 幅 に 強化 し まし た 。 


@ デ ィ レ クト リ の カラ ー 表 示 

@ フ ァイル の 削除 / リ ネー ム / 属 性 の 変更 機能 

@ 新 規 フ ァイル の 作成 機能 

@ レ スポ ンス ファ イル の 生成 機能 

@ 各 種 動作 モー ド の 指定 オプ ショ ン ル た 

@ Mask メニ ュー の 拡張 (テキ スト / バ イナ リ / ア ー カ イブ / 隠 し ファ イル ) 
@ 2 つの 窓 か ら 同時 に ファ イル を オー プン 

人 @ RetCD/ ToCD で 直前 の ディ レク トリ を 保存 し 、 ト グル 動作 
@[INS|/|DEL| で All/Cancel 

⑱ メ ニュ ー コ マン ドド で の オプ ショ ン 「%.% | 


@|Shift | コ | の 対応 
従来 か ら あ る 機能 は 、 次 の と お り で す 。 


⑱ 2 つの ディ レク トリ の 同時 表示 

⑱ デ ィ レ クト リ の Sort 表示 

@ 2 つの ディ レク トリ の 比較 

人 @ 選 択 し た ファ イル に 対す る コマ ンド の 連続 実行 
人 @ 拡 張子 に よる コマ ンド の 自動 実行 


ファ イラ ー の 諸 機 能 は 、 「VZFL.DEF」 で 定義 8 され て いま す の で 、 メ ニュ ー 等 
は 自由 に カス タマ イズ で きま す 。 こ れ に つい て は 、|5.4 ファ イラ ー の カス 
タマ イズ | で 説明 いた し ます 。 
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ファ イラ ー は 、 次 の 方 法 で 起動 し ます 。 

1.「『 入 力 ファ イル 」、『 追 加 フ ァイル 」 ウィ ンド ウ で 、|』J| のみ 押し た 場合 、 
る い は ディ レク トリ 、 ワ イル ドカ ー ド を 指定 し た 場合 。 

2. コマ ンド ライ ン か ら [Shift [| を 実行 し た 場合 。 

3. IESC][ ~ | の 「 外 部 マク ロ の 実行 」 で 。 


ファ イラ ー を 起動 する と 、 次 の よう な 画面 に 切り 奈 わ り 、 デ ィ レ クト リ の 
内 容 を 表示 し ます 。 


File Drive Mask Path Sort View Window All ToCD RetCD Compare Exec 
C:\VZ\*.* <② 


⑥) 


ーーーーーーーーーーー <Pnd of Dir> ----------- 
xx files 一 - x,xxx,xxx bytes free 
total) 

④ 


① メニ ュー コマ ンド (先頭 の 英字 キー で コマ ンド を 実行 し ます ) 

② ディ レク トリ 名 (カレ ント ディ レク トリ の 場合 は リバ ー ス 表示 ) 

⑬③ ディ レク トリ の 内 容 

④ 表示 し て いる ファ イル の 総数 
ファ イル を 選択 し て いる 場合 は 、 選 択 し た ファ イル の 総数 

⑤⑥ ディ スク の 空き 領域 サイ ズ 
ファ イル を 選択 し て いる 場合 は 、 選 択 し た ファ イル が 消費 する クラ スタ 
サイ ズ の 合計 
・1 ディ レク トリ 表示 の 場合 ‥…… ソー ス ド ラ イブ の クラ スタ 単位 
・2 ディ レク トリ 表示 の 場合 ‥……・ ター ゲッ トド ライ ブ の クラ スタ 単位 


※ ④、⑤ は 、 選択 し た ファ イル が な い 時 と ある 時 で 表示 する 内 容 が 変り ます 
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ファ イラ ー 上 で は 、 次 の コマ ンド キー で カー ソル の 移動 、 フ ァイル の 選択 、 
ディ レク トリ の 移動 が 行なえ ます 。 


較 ファ イラ ー の カー ソル 移動 


[中 | : 上 下 へ カー ソル 移動 

KME : 左 右 へ カー ソル 移動 (ショ ー ト モー ド ) 
K コ ME : ウ ィ ン ド ウ 間 の 移動 (ロン グ ・2 画面 モー ド ) 
: ウ ィ ン ド ウ 間 の 移動 (2 画面 モー ド ) 

: カーソル 位置 の ファ イル を 選択 ・ 非 選択 
[Shift | | っ] : 選 択 ・ 非 選択 し て カー ソル 移動 

[Shift [1 を] : カ ー ソ ル 移 動 後 、 選 択 ・ 非 選択 

[pgUp IPopnl : 1 画面 分 移動 

[Shift LlPgUp |PgDn | : 1 行 ス タク ロール 

[ctrllPgUp/IPgDn| : デ ィ レ クト リ の 先頭 / 最 後 へ 

[\」 レ | : ル ー ト ディ レク トリ へ 移動 

: 親 ディ レク トリ へ 移動 

[Shift lg] : フ ァイル を 選択 / デ ィ レ クト リ 移動 

:・ フ ァ イ ラ ー を 中 断 

※ |PgDn は 、98 版 で は [|RLDNI , 


ファ イル を 選択 せ ず に [| を 押す と 、 カ ー ソ ル 位 置 の ファ イル を オー プン 


まず 。 


@⑱「.con .exe .12hl 等 の 拡張 子 の ファ イル の 上 で |』| を 押す と 、 拡 張子 に 
よる コマ ンド の 自動 実行 機能 が 働き ます 。 
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ーー に や 
| 5 .2 メニ ュー コマ ンド 
画面 の 一 番 上 に 表示 され た メニ ュー の 先頭 の 英字 キー を 入力 する と 、 メ ニ 
ュー コマ ンド が 実行 で きま す 。 各 メニ ュー に つい て 説明 し て いき まし ょ う 。 
@ Ver1.6 で は 、|e|[ っ | キー で 各 メ ニュ ー を 移動 で きま す 。 
圏 File 


Ver1.6 で 追加 され た メニ ュー で す 。 従来 の Exec メ ニュ ー か ら フ ァイル 操 
作 関連 の コマ ンド を 集め まし た 。 各 メニ ュー に つい て は 次 節 で 説明 し ます 。 


File Drive Mask Path Sort View Window All ToCD RetCD Compare Exec 


K ルト 9 作 成 
N 新規 77 人 作成 
F FD 


一 Drive 

ドラ イブ を 切り 替え ます 。[|D| の 代わ り に [|L| ま た は [:] キ ー も 使え ます 。 ま 
た 、 数 字 キ ー で 直接 ドラ イブ を 切り 替え る こと も で きま す 。[0] キ ー は カレ ン 
トド ライ ブ に 戻り ます 。 


File Drive Mask Path Sort View Window All ToCD RetCD Compare Exec 


3 
計測 
【」 
間 ! 導 | 
[ g ] 
(F ) 


5 2 メニ ュー ロマ シド 2 


@ Ver1.6 で は 、 ド ライ ブ の 種類 を 3 通り の 記号 で 表示 し ます 。 
= 上ル = FDD、MO 等 の 交換 可能 な ドラ イブ 
LE 」 HDD 等 の 交換 で き な い ドラ イブ 
(F) RAM ディ スク 、 仮 想 ド ライ ブ 、 ネ ットワーク ドラ イブ 等 


較 Mask 

表示 する ファ イル の 拡張 子 を 選択 し ます 。 メ ニュ ー は 「VZFL.DEF| で 定義 
し て あり ます の で 、 自 由 に 設定 で きま す 。「5.4 ファ イラ ー の カス タマ イズ ] 
を 参照 し て くだ さい 。 


File Drive Mask Path Sort View Window All ToCD RetCD Compare Exec 


(人 

0 

選 。 還 / 。 記 

S .inc .asm 
E .exe .com 


D .doc .txt 
T <Text> 

B <Binary> 
A <Archive> 
H <Hidden> 


@|*| キー を 押す と ファ イル マス ク を 「*.*| に 戻し 全 フ ァイル を 表示 し ます 。 
人 @ Ver1.6 で は 、 拡張 子 の 選択 だ け で な く 、 以下 の 属性 で 表示 する ファ イル を 
選択 で きま す 。 
T <Text> テキ スト ファ イル の み 表 示 
B <Binary> バイ ナリ ファ イル の み 表 示 
A <Archive> アー カイ プ 属 性 の ファ イル の み 表 示 
H <Hidden> 隠し ファ イル も 表示 
テキ スト ファ イル か バイ ナリ ファ イル か の 決定 は 、「3.1 ファ イル 名 の 書 
式 」 で 説明 し た DEF ファ イル の 設定 を 参照 し ます 。 


信 Ver1.6 で は 、Mask メニ ュー に 、 拡 張子 の 代わ り に ディ レク トリ を 記述 す 
る とも お も でき ます 。 
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田 Path 
ディ レク トリ 、 拡 張子 、 ワ イル ドカ ー ド を 入力 し て 、 デ ィ レ ク トリ 表示 を 


切り 替え ます 。|P| を 押す と 、 次 の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 


パス ・ マ スク ] 還 語 較 


次 の よう な パス ・ マ スク 指定 が で きま す 。 
[ 例 ] 


b: ドラ イブ B の 全 フ ァイル 
* def 拡張 子 .ef の ファ イル 

.def *.def と 同じ 

.Inc .aS 拡張 子 .inc また は .asm の ファ イル 
C: 勤 \ C: 季 \ の 全 フ ァイル 

c: 彼 c: 下 と 同様 


@| | だ け を 押す と 、 環 境 変 数 「VZPATH] に 設定 され て いる パス の メニ ュー 
に 切り 替わり ます 。 こ の メニ ュー は 、[@| キ ー で 直接 表示 で きま す 。 


ーー VZPATH 
1 c:\Vz 
2 C:\txt 
3 C:\doc 
4 d:\nif 
5 d:\Wmix 


5 。 必 メー テー マジ シド 2Z 


較 Sort 
ファ イル を 指定 する 順序 で 並べ か えて 表示 し ます 。 


File Drive Mask Path Sort View Window All ToCD RetCD Compare Exec 


F ファ イル 名 


D ディ レク トリ 
5 
⑱ フ ァイル を ソー ト し て 表示 する と 、 サ ブ デ ィ レ クト リ は 必ず 先頭 に 集まり 
まま 


⑱ オ プシ ョ ン /S を 設定 すれ ば 、 最 初 か ら ソ ー ト し て 表示 し ます 。 


FS0 ディ レク トリ ソー ト オ プ ショ ン 
1 ファ イル 名 
2 拡張 子 
4 新しい 順 
8 古い 順 
16 大 き V 順 
32 小さき い 順 
64 ディ レク トリ 


※ 複数 の ソー ト オ プ ショ ン を 同時 に 指定 する こと は で きま せん 。 
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較 View 
ディ レク トリ の 表示 を ショ ー ト 形式 に 切り 准 え を ます 。 もう一度 実行 する 
と 、 ロ ング 形式 に 戻り ます 。 


File Drive Nask Path Sort Uiew Mindou 1 ToCD RetCD Compare Exec 
E:\NIF\*.* 


FNRC2  .NIF 2 ま 

FICS 。 .NIF 32946S 92-97-25 18:13 
FIDI  .NIF 155197 93-93-24 12:23 
FIDI93 .NIF 14q559 93-93-24 9:21 
FNIDILIB.NIF 17643 93-93-24 12:23 
FNEC -・NIF 451876 93-92-21 11:57 
FRNY ・NIF 65585E4 93-96-98 14:55 
FRRYGRL .NIF 161254 93-96-98 15:59 
RFG -NIF 489271 93-96-14 15:95 
FSPC ・NIF 429433 93-95-92 15:13 
FUC ・NIF 1337357 93-1g-28 4:97 
FUZ ・NIF 1574299 33-11-22 22: 

FUZ16 。.NIF 267393 33-11-22 7 
FUZH -NIF 258343 82-96-23 3: 
FMS31 ・NIF 411747 93-93-29 21:39 
FMINJ .NIF 544822 93-95-97 13:g1 
H ・NIF 541129 83-91-29 19:47 
JCS ・NIF 1192269 33-19-97 13:21 
JCS1 ・NIF 976739 833-@3-96 13:38 
54 files 一 62,685,134 butes free 


画面 b-1 ファ イラ ー ロ ング 表示 
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E:*NIF**.・ 

隊 ) BaTTLE .NIF BTEC .NIF DOSN .NIF .NIF 
EDITFILE EDOSU  .NIF  F32 .NIF FaDU .NIF Fa1I .NIF 
FNITEC .NIF FDEULIB .NIF  FDOSU .LIB  FF5 .NIF FGALT  .NIF 
FGALPK .NIF FGA 人 E  .NIF  FGUZ ・NIF  FGUZ2 .NIF FIBNM .NIF 
FIBNNEM .NIF FIBIPRO .NIF FIBNPRO1.NIF  FJ31 .NIF FMeC .NIF 
FMaC2  .NIF FIQC3  .NIF FNID1I  .NIF FMIDI98 .NIF FNMIDILIB.NIF 
FNEC .NIF FRAY ・NIF FRAYGRL .NIF FRPG .NIF FSPC .NIF 
FUC .NIF FUZ -NIF FUZ16  .NIF FUZH .NIF FM31 .NIF 
FMINJ  .NIF H1 -NIF JCS .NIF JCS1 .NIF LOGON 

IaIL .NIF NIFTY  .LOG PRT .NIF SFC ・NIC SFC .NIF 
SMLIST .NIF SYSMORKS.NIF  UZ2J31  .NIF MINLIB .NIF <End of Dir> 
54 files 一 62,685,184 butes free 


| 


画面 Bb-2 ファ イラ ー シ ョ ー ト 表示 
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園 Window 
2 つ 目 の ディ レク トリ を 開き ます 。 フ ァイル を コピ ー す る 場合 や 、 
Compare メニ ュー で 2 つの ディ レク トリ を 比較 する 時 に 便利 で す 。 


File DTIVe ask Path Sort Uiew Mindou ll ToCD RetCD Compare Exec 
E: 痢 MIF キ *. ee 
W OUTBRSK .IIX 19972 92-93-19 7:43 


FGAUH  .NIF 195292 91-4-25 19:S8 || PRRRDOX .MIX 113384 93-98-99 16:9 
FGRLPK .NIF 31612 91-11-19 18:42 || PCS8 MIX 1224463 93-11-22 1:27 
FGRYE  .NIF 153597 93- の 5-26 15:11 || PC983  .IIX 1198253 92-91-24 6:11 
FGUZ NIF 832553 92-93-94 4:27 || PC984 MIX 1349186 93-91-18 21:17 
FGUZ2  .NIF 393195 92-97-29 11:57 || PCGRE .IX 498678 93-11-99 9: 
FIBI1 NIF 88467 92-94-28 3:5 || PCTEC MIX 1391133 93-11-22 3:16 
FIBINEM .NIF 59547 93-9g4-22 2:38 || PERI HIX 93-11-22 3:16 
FIBTPRO .NIF 93199 93-94-26 2:54 || RESUIE .IX 1742S 92-99-22 3:39 
FIBTPRO1 .NIF 4347S6 93-93-26 7:98 || RPG MIX 328182 93-91-17 9:57 
FJS1 NIF 347169 92-91-19 5:93 || RPG1 IIX 369631 92-@5-12 6:1S 
FTC NIF 655553 92-92-29 29:54 || SYSNEMS .MIX 2S7S98 93-11-22 21:03 
FmC2  .NIF 993732 92-96-23 3:97 || TE MIX 199584 93-11-96 15:2S 
.NIF 329468 92-g@7-25 18:13 || TOIBY1 .HIX 666273 93-11-22 21:93 
FTIDI  .NIF 155197 93-93-24 12:23 || TOWRIN .HIX 2S6749 93-65-9S 23:42 
FTIDI98 .NIF 149559 93-93-24 9:21 TOTIX  .IIX 344622 93-11-19 18:32 
FTIDILIB.NIF 17643 93-9@3-24 12:23 || TRY .MIX 46756 93-6@5-91 5:44 
FNEC .NIF 451876 93-92-21 11:57 || UB .IX 59915 93-11-97 5:37 
FRaYGaL .NIF 161254 93-9@6-98 15:59 || KC MIX 771276 93-11-22 19:33 
FRPG .NIF 489271 93- の 5-14 15:5 し 9 .IX 463499 89-@6-29 17:21 
53 files 一 62,685,184 butes free ブー 122 files - 62,685,184 butes free 


LUOID WhNuL 上 WINS REP 四 < | 


画面 5b-3 ロン グ 、2 ウィンド ウ 


に oo ask Path Sort Uiew Mindow RII ToCD RetCD Compare Exec 
H ギ * 
BRTTLE 放 BTEC .NIF DOSI1 .NIF De5 .NIF 


FIBIPRO1.NIF FJ31 .NIF FIRC .NIF 
.NIF FMIDI98 .NIF FIMIDILIB.NIF 
.NIF FSPC .NIF FUC .NIF 
.NIF FMS1 .NIF FMINJ  .NIF 
.NIF LOGON IaIL .NIF 
53 files 一 62,685,184 butes free 


UCUZ 
122 files - 62, 685,184 butes free 


画面 5B-4 ショ ー ト 、2 ウ ィ ン ド ウ 
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画 All 
全て の ファ イル の 選択 / 非 選択 を 反転 し ます 。[Al の 代わ り に [INS|] キ ー も 
使え を ます 。 す べ て の 選択 を 取り 消し た い 時 は 、[DEL | を 押し て くだ さい 。 


田 TrCD 

「Transfer Current Directory] の 略 で す 。 カ レン トディ レク トリ を 、 現 
在 表示 し て いる ディ レク トリ へ 移し ます 。 もう一度 [| を 押す と 、 元 の カレ 
ント デイ レク トリ り へ 戻り ます 。 

カレ ント ディ レク ト り は 、 ウ イン シ ドウ の 左上 の パス が 反転 表示 され ます 。 


較 RetCD 
「Return to Current Directory」 の 略 で す 。 カ レン トディ レク トリ へ 戻 
り ま す 。 もう一度 [R] を 押す と 、 元 の ディ レク トリ へ 戻り ます 。 


圏 Compare 
2 つの ディ レク トリ の ファ イル を 指定 の オプ ショ ン で 比較 し 、 条 件 に か な 
っ た ファ イル を 選択 し ます 。 


File Drive Mask Path Sort View Window All ToCD RetOD Compare Exec 
C 比較 の 実行 
*P 存在 


*N 新しい 
0 古い 

L 大 きい 
S 小さ い 


2 番目 以降 の メニ ュー で 比較 条件 を 設定 し 、『C 比較 の 実行 」 で 比較 を 行 な 
いま す 。 
標準 設定 で は 、『5 存在 』 と 『N 新しい 」』」 の 2 つの オプ ショ ン が 選択 され て お 
り 、 こ の 場合 は 、 
・ ソ ー ス ディ レク トリ の み に 存 在 す る ファ イル 
・ ソ ー ス ディ レク トリ の 方 が 日 付 が 新しい ファ イル 
を 選択 し ます 。 


5 。2 メニ ュー コロ マン シド 737 


圏 Exec 
MS_-DOS コマ ンド を 実行 する メニ ュー を 表示 し ます 。 各 メニ ュー に つい 
て は 、 次 節 で 説明 し ます 。 


File Drive Mask Path Sort View Window All ToCD RetCD Compare Exec 


人 @ Ver1.6 で は 、 オ プシ ョ ン ル た 太 で 「+2| を 設定 し て お く と 、 フ ァイル を 選択 
し な く て も Exec メニ ュー を 表示 し ます 。 コ マン ドラ イン へ 以降 する 場合 
は 、Exec メニ ュー で 、 も う 一 度 [E| を 押し て くだ さい 。 い っ ぽう 、File メ 
ニュ ー は た MM の 設定 に よら ず 常 に 表示 し ます 。 
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上 l 5.3 ファ イル の 管理 


ここ で は 、VZ の ファ イラ ー で 、 コ ピー、 削除 等 の ファ イル 管理 を 行なう 方 
法 に つい て 説明 し ます 。 

ファ イル 管理 の コマ ンド は 、File また は Exec メニ ュー で 実行 し ます 。 
Exec メ ニュ ー は 従来 か ら あ り ま す が 、File メニ ュー は Ver1.6 で 新設 され ま 
陸 だ 


両方 の メニ ュー を 比べ て み ま し ょ う 。 


File Drive Mask Path Sort View Window All ToCD RetCD Compare Exec 


変更 
K ァ ル 外 り 作 


N 新規 7 侯 作 成 
F FD 


『 コ ピー』 と 削除] は 、 ど ちら の メニ ュー に も あり ます ね 。 何 が 違う の で 
村 9 

Exec メ ニュ ー の 『 コ ピー」 と 『 削 除 ] は 、 従来 ビ お り MS-DOS の 「COPY] 
と 「DEL] を 何 度 も 呼び 出し ます 。 し か し 、File メ ニュ ー の 「 コ ピー」 は 、 選 
択 し た ファ イル を レス ポン ス フ ァ イル を 介し て 「ZCOPY」 に 渡し 、 一 度 に コ 
ピー し ます 。 ま た 、 File メ ニュ ー の 削除] は 、VZ の ファ イラ ー で ファ イル 
を 削除 し ます 。 


それ で は 、 各 々 の メニ ュー に つい て 説明 し ます 。 
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圏 C コピ ー (File) 
「ZCOPY] で ファ イル を コピ ー し ます 。 
ファ イル を 選択 し な いで メニ ュー を 実行 する と 、 次 の ウィ ンド ウ を 開き 


まず 。 

DOS コ マン ド : <c:\Vz> 

ZCODy /S readme.doc 
[readme. doc| は カー ソル 位置 の ファ イル 名 で す 。 カ ー ソ ル は ファ イル 名 の 
後ろ の に あり ます か ら 、 こ こ で コピ ー 先 の ディ レク トリ を 入力 し ます 。 


DOS コ マン ド : <c:\vz> 

ZCODy /S readme.doc c:\doc 
| を 押す と コマ ンド ライ ン に 切り 共 わ り 、「ZCOPY] を 実行 し ます 。 
[Shift [|] で ファ イラ ー に も どっ て くだ さい 。 


今度 は 、[W| で 2 つの 目 の デ ィ レ クト リ を 表示 し 、 コ ピー 先 の ディ レク トリ 
に 切り 替え ます 。 そ し て コピ ー 元 の ディ レク トリ へ 戻り 、 複 数 の ファ イル を 
選択 し て くだ さい 。|F|[C] と 押す と 、 先ほど の ウィ ンド ウ が 開き 、 次 の よう な 
コマ ンド を 表示 し ます 。 


DOS コ マン ド : <c:\vz> 
zcopy /s @1:\FILES.$$% c:\doc 
「@I: 下 ILES.$99| が 「 レ スポ ンス ファ イル 」| と 呼ば れる ファ イル で す 。 こ 
の ファ イル へ 選択 し た ファ イル 名 の リス ト を 出力 し 、ZCOPY に 受け 渡す わけ 
で 95 
コピ ー 先 の ディ レク トリ も 「c:\doc] と すでに 表示 され て いま すか ら 、 あ 
と は [|J] を 押す だ け で コピ ー を 実行 し ます 。 


サブ ディ レク トリ を 選択 し た 場合 は 、「ZCOPY] の 「/s] オプ ショ ン に より 、 
サブ ディ レク トリ 以下 の 全て の ファ イル を ディ レク トリ ご と コピ ー し ます 。 
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一 M 移動 

「ZCOPY] の 「/m] オプ ショ ン を 使っ て 、 フ ァイル を 移動 し ます 。 同じ ディ 
レク トリ の 場合 は 、 デ ィ レ クト リ の エン トリ を 変更 する だ け で 、 コ ピー は 行 
な いま せん 。 異な る ドラ イブ へ 移動 する 場合 は 、 コ ピー し た あと で 、 元 の フ 
ァイル を 削除 し ます 。 


較 D 削 除 (File) 
選択 し た ファ イル を 削除 し ます 。 メ ニュ ー を 実行 する と 、 
XX 個 の ファ イル を 削除 し ます . よろ し いで すか 7 (YN) 
と 表示 し ます の で 、 次 の キー を 押し て くだ さい 。 


[yl 削除 を 実行 する 
[IN [Spacel,IESC|] 前 R は L な ぃ 


削除 が 終了 する と 、 デ ィ レ クト リ を 再 表示 し ます 。 
信 空 の サブ ディ レク トリ も この メニ ュー で 削除 で きま す 。 


圏 R 名 前 の 変更 
ファ イル また は ディ レク トリ の 名 前 を 変更 し ます 。 メ ニュ ー を 実行 する 


と 、 ウ ィ ン ド ウ を 開き 、 カ ー ソ ル 位 置 の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 編 集 し て 
[| すれ ば 、 名 前 を 変え られ ます 。 


名 前 の 変更 
editfile 


ファイラ ー 上 で 直接 |R| を 押し て も 、 こ の 機能 を 実行 で きま す 。 
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圏 A 属性 の 変更 
ファ イル の 属性 を 変更 し ます 。 変更 し た い フ ァイル を 選択 し て メニ ュー を 
実行 する と 、 次 の ウィ ンド ウ を 開き ます 。 


属性 の 変更 
Read only 
Hidden 
System 
*Archive 
OK 


選択 し た 先頭 の ファ イル (選択 ファ イル が な けれ ば カー ソル 位置 の ファ イ 
ル ) の 属性 が 、 メ ニュ ー の 「*] で 表示 され ます 。|[J] で 「*」 を 切り 替え 、「OKI 
を 選択 すれ ば ファ イル の 属性 を 変更 し ます 。 


田 K ディ レク トリ 作成 
表示 中 の ディ レク トリ に 、 新 規 の サ プ デ ィ レ クト リ を 作り ます 。 メ ニュ ー 
を 実行 する と 、 次 の ウィ ンド ウ を 開き ます 。 


| ァイル トリ 名 」 


作り た い デ ィ レ クト リ 名 を 入力 し て 、|[』J| を 押し て くだ さい 。 作成 され た デ 
イィ レク トリ へ カー ソル を 移動 し ます 。 


すでに 存在 する ディ レク トリ を 指定 し た 場合 は 、 そ の ディ レク トリ へ カー 


ソル を 移動 し ます 。 
⑯ フ ァ イ ラ ー 上 で 直接 [K| を 押し て も 、 こ の 機能 を 実行 で きま す 。 
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圏 N 新規 ファ イル 作成 
表示 中 の ディ レク トリ に 、 新 規 フ ァイル (サイ ズ 0 バ イト ) を 作り ます 。 メ 
ニュ ー を 実行 する と 、 次 の ウィ ンド ウ を 開き ます 。 


1) | 


作り た い フ ァイル 名 を 入力 し て 、|J| を 押し て くだ さい 。 作成 され た ファ イ 
ル へ カー ソル を 移動 し ます の で 必要 で あれ ば |J| で 即座 に オー プン で きま 
a 

すでに 存在 する ファ イル を 指定 し た 場合 は 、 そ の ファ イル へ カー ソル を 移 
動 し ます 。 フ ァイル の 検索 に 利用 で きる わけ で す 。( た だ し 、 ワ イル ドカ ー 
ド は 使え ませ ん ) 
ファ イラ ー 上 で 直接 [IN| を 押し て も 、 こ の 機能 を 実行 で きま す 。 


感 F FD 

フリ ー ソ フト ウェ ア の 「FD] を 起動 し ます 。 こ れ は 、 ア プリ ケー ショ ン を 
起動 する 例 と し て 組み 込ん で あり ます 。 メ ニュ ー を 実行 する と 、 た だ ち に 
FD が 起動 し 、FD を 終了 すれ ば 、 自 動 的 に ファ イラ ー へ 戻り ます 。 
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田 C コピ ー、D 削除 (Exec) 
MS- DOS の 「COPY」、「Del」 コマ ンド を 呼び 出し ます 。 複数 の ファ イル を 
選択 し た 場合 は 、 何 度 も コマ ンド を 実行 し ます 。 


園 P LHA 圧 縮 


選択 し た 圧縮 予定 ファ イル を フリ ー ソ フト ウェ ア の 「LHA」 で 圧縮 し ます 。 
ファ イル を 選択 し て メニ ュー を 実行 する と 、 次 の ウィ ンド ウ を 開き ます 。 


DOS コ マン ド : <c:\Vz> 
lha a @1: 下 ILES. $$$ 


選択 し た ファ イル の 個数 が 3 つ 以 下 の 場合 は 、 次 の よう に ファ イル 名 を 弘 列 


し ます 。 
DOS コ マン ド : <c:\Vz> 
1ha a vVz.com vz.def 


ここ で 、「Ilha al の 後ろ へ 圧縮 ファ イル を 入力 し て 、|J| を 押し ます 。 


圏 U 1HA 解 凍 

選択 し た 圧縮 ファ イル を LHA で 解凍 し ます 。 メ ニュ ー か ら 選 択 し な く て 
も 、 拡 張子 が 「.LZH] の ファ イル の 上 で [Shift |+[ コ | を 押す だ け で 解凍 で き 
ます 。 


較 V 1HA 表 示 
選択 し た 圧縮 ファ イル の 内 容 を 、LHA で 表示 し ます 。 こ の コマ ンド は 、 
「DOS コ マン ド 』 ウィンド ウ で 確認 され ず に 、 ダ イレ クト に 実行 し ます 。 メ ニ 
ュー か ら 選 択 し な く て も 、 拡 張子 が 「.LZH] の ファ イル の 上 で |』| を 押す だ 
け で 表示 で きま す 。 


田 A 比 較 (Asc).B 比較 (Bin) 


MS_-DOS の 「FC]」 コ マン ド で 、2 つの ディ レク トリ に ある 同名 ファ イル の 内 
容 を 比較 し ます 。2 つの ディ レク トリ を 表示 し て か ら 実 行 す る と 便利 で す 。 
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圏 「 テス ト 
「DIR] コマ ンド で ファ イル 名 を 表示 し ます 。 正常 に 選択 し た ファ イル 名 が 
渡さ きれ て いる か どう か テス ト す る た め に 用 意 し て あり ます 。 


田 X 実行 


カー ソル 位置 の コマ ンド また は バッ チ フ ァイル を 実行 し ます 。 メ ニュ ー を 
実行 する と 、 次 の ウィ ンド ウ を 開き ます 。 こ こ で [|[』| を 押す と 、 コ マン ド を 


実行 し ます 。 
DOS コ マン ド : <c:\vz> 
VmaD. Com 


ファ イラ ー 上 で 直接 [X | を 押し て も 、 こ の 機能 を 実行 で きま す 。 


圏 E コマ ンド ライ ン 

コマ ンド ライ ン へ 移り ます 。 フ ァ イ ラ ー へ 戻る 場合 は 、[Shift |+[ コ | を 押し 
C くださ We 
ファ イラ ー 上 で 直接 [日 | を 押し て も 、 こ の 機能 を 実行 で きま す 。 


画 拡張 子 に よる 自動 実行 
特定 の 拡張 子 の ファ イル の 上 で |』| ま た は [Shift [| を 押す と 、 そ の 拡 
張子 に 関連 づけ られ た コマ ンド を 、 自 動 的 に 呼び 出す こと が で きま す 。 
「VZFL.DEF| で 定義 され て いる 拡張 子 は 、 次 の と お り で す 。 


[Shift [| 
.COM ゴマ ンド 実 符 ボー プン 
.EXE コマ ンド 実行 オー プン 
.BAT ュー ジ ブン コマ ンド 実行 
.LZH リス ト 表 示 解凍 
.BDF リス ト 表 示 差分 解凍 


5 . 3 ファ イル の 管理 739 


上 | 5.4 ファ イラ ー の カス タマ イズ 


ファ イラ ー の 諸 機能 は 、「VZFL.DEF」 設定 され て いま す 。 こ こ で は 「VZFL. 
DEF| を 編集 し て 、 メ ニュ ー 等 を カス タマ イズ する 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


従来 は 「VZ.DEF] の 中 で ファ イラ ー の 機能 も 定義 し て いま し た が 、 フ ァ イ 
ラー の 機能 強化 より 設定 項目 が 増え た た め 、[VZFL.DEF] に 分 割 し まし た 。 


@ こ れ ま で 使っ て いた 「VZ.DEF」 に 「VZFL.DEF] を イン クル ー ド する だ け で 、 
ファ イラ ー の 新 機能 が 使え を る よう に な り ま す 。 


信 一 般 的 な DEF ファ イル の 構造 、 書式 に つい て は 、 第 7 章 で 説明 し ます 。 


較 Mask メニ ュー 
隊 S シス テム メニ ェ ー」 の 5 番 で 、Mask メニ ュー を 設定 し ます 。 


5 39D 
を 
0 …" 
90 0 
"S .inC .aSm' 
"EK .exe .cOom' 
7D .doc .txt" 
"1 <Text>" 
"B <Binary>" 
7A <Archive>” 
H <Hidden>" 


信 先 頭 の 英字 の 後に スペ ー ス に 続い て 、 フ ァイル マス ク を 書き ます 。 マ スク 
の 代わ り に 、 次 の よう に ディ レク トリ を 書く こと も で きま す 。 
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L dogW 


@ 下 の 4 つの メニ ュー の 英字 キー は 、 変 更 で きま せん 。 ま た 、 不 要 な メニ 
ュー (た と えば "A <Archive>") は 削除 し て も 構い ませ ん 。 

@ メ ニュ ー の 個数 が 変わ っ た ら 、 必 ず 先 頭 の 行 の 左 か ら 2 番目 の 数 字 (10) 
を 、 メ ニュ ー の 個数 に 変え て くだ さい 。 

人 @ Mask メニ ュー の 最大 数 は 16 で す 。 


較 Exec、File メニュー 
[* S シス テム メニ ュー」] の 8 番 で Exec メニュー を 、 13 番 で File メ ニュ ー 
を 設定 し ます 。 


8 "1910 
?0. コ ピー  .copy 史 %27 
"D 削除 del " 
PLHA 圧 縮 1haa 約 %3" 
UI 解凍 Ilhax" 


"WI 地表 示 史 Iha1" 

7 比較 (Asc) fca 中 %2" 
7B 比較 (Bin) fcb 名 2" 
TZA ト dir" 
"実生 %1 %2" 
"P 22 人 7" 押 
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13 ML 
7C コ ピー zopy /s %91 %2 
"LM 移動 Zc0py /s /m 納 1 %2" 
"1 削除 " , 抑 
"R 名 前 の 変更 " , 押 
"A 属性 の 変更 ” ・, 投 
"K 21 作成" 者 
"N 新規 7 人 作成 "的 
F D %%D" 


⑱ メ ニュ ー の タイ トル と 実行 する コマ ンド の 間 は 、 1 つ 以 上 の TAB で 区 切り 
表す 。 

@ コ マン ド の 代わ り に 「 拓 英字 >」 を 指定 する と VZ の 内 部 機能 を 実行 し ます 。 

介 コ マン ド 中 で 、 フ ァ イ ラ ー で 選択 し た ファ イル 名 、 デ ィ レ クト リ 名 を 受け 
取る た め の 、 次 の オプ ショ ン が 用 意 さ れ て いま す 。 


%1 ソー ス デ ィ レ クト リ で 選択 し た 各 フ ァイル 名 。 カ レン ト デ 
ィ レ クト リ 以 外 の 場合 は 、 デ ィ レ クト リ を 頭 に 付け る 

%2 ター ゲッ トディ レク 下り リ の ディ レク 下り 名 。 . フ ァイル が 選 
択 さ れ て いる 場合 に は 、 そ の ファ イル 名 を 付け る 

% ソー ス デ ィ レ クト リ で 選択 し た 全て の ファ イル 名 の 並び 。 

%! 『DOS コ マン ド :」 ウィンド ウ を 表示 せ ず た だ ち に 実行 する 。 

% DOS コマ ンド 終了 後 、 た だ ち に ファ イラ ー へ 戻り ます 。 


%@[n][file] 選択 し た ファ イル 名 を 、 レ スポ ンス ファ イル 「file| に 出 
力 する 。 [file] が 省略 され た 場合 は 、 TMP ディ レク トリ の 
「FILES. $9$」 に 出力 する 。 [] 指 定時 、 選択 し た ファ イル が 
n 個 以下 の 場合 は 、「 引 」 と 同様 に ファ イル 名 を 並べ る 。 


※「% % 8] は Ver1.6 で 追加 され た オプ ショ ン で す 。 
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価 「'D 削除 de1 "] の よう に 、「%1| が 省略 され 、 コ マン ド の 末尾 が スペ ー 
ス の 場合 は 、「%1| を 追加 し て 処理 し ます 。『F FD] の よう に 、 ス ペー ス 
が な い 場 合 は 追加 し ませ ん 。 


田 拡張 子 に よる 自動 実行 メニ ュー 
[* S シス テム メニ ュー]| 9 番 で 拡張 子 に っ て 自動 的 に よ ば れる コマ ンド を 
設定 し ます 。 


9 07 
reom 
"eXe 
"BI 
"12h ha1" 
THlhax" 
"bdf bupdate -v” 
"BDF bupdate -o" 


人 @ 拡 張子 の あと に スペ ー ス に 続い て 、 実 行 す る コマ ンド を 記述 し ます 。 コ マ 
ンド が な いり い 場合 は 、 選 択 し た ファ イル を その まま コマ ンド と みな し ます 。 

@ 英 小文字 の 拡張 子 は [| で 、 大 文字 で 拡張 子 は [Shift +| | で 起動 きれ ま 
す 。 


圏 ファ イラ ー メ ニュ ー バ ー 
[* FE その 他 」 の 4 番 で メニ ュー バー の タイ トル を 設定 し 、「1 "!Filer"」 
マク ロ の 


(7)4| 押 札 押 所 的 的 押 朱 村 抑 孝 | 


この 部 分 で 、 各 メニ ュー で 実行 する コマ ンド を 設定 し ます 。「#< 文 字 >] コマ 
ンド の 各 機 能 は 、「Drive」 以降 に 並べ て あり ます 。 
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較 ファ イル 属性 に よる カラ ー 表 示 
「* E その 他 | の 13 番 で 、 フ ァイル 属性 に 応じ た 表示 色 を 16 進数 で 指定 し 
ます 。「00」 を 指定 し た 場合 は 、 通 常 の ウィ ンド ウ 文 字 色 4AWw と な り ま す 。 


* 5 その 他 


13 "3%03,.01,04,05,06,07)" 
Normal 
Binary 
Directory 
Read only 
idden 
System 


但 バ イナ リ 属 性 は の ファ イル は 、「* E その 他 | の 9 番 で 指定 し た 「 デ フォ ル 
トバ イナ リ 拡 張子 ] の ファ イル で す 。 


圏 ファ イラ ー の 動作 モー ド 指 定 
次 の オプ ショ ン で 、 フ ァ イ ラ ー の 4 つの 動作 を 選択 し ます 。 


FM7 ファ イラ ー の 動作 モー ド 指 定 
+]  :<〈Space> キー で カー ソル を 移動 
12  : フ ァイル 非 選 択 時 に も Exec メニ ュー を 表示 
1 :FDOS コ マン ド 」 ウィ ンド ウ か ら 実 行 
18  : デ ィ レ クト リ の 先頭 ・ 最 後 を 連続 移動 
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第 6 章 _- 
DOS コ マン ド の 実行 


ix ドラ イン モー ド 
コマ ンド ライ ン の 拡張 機能 
エリ アス 機能 

ファ イラ ー と の 連係 

コン ソー ル 出 力 の 参照 
常駐 と し スワップ 


O) の 愉 (OFO 一 


且 6.1 コマ ンド ライ ン モ ー ド 


編集 時 に ファ イル メニ ュー で 「E DOS コ マン ド 実 行 』 を 選択 する か [ESCE| 
を 押す と 、DOS 画面 を 表示 し 、 コ マン ドラ イン モー ド に な り ま す 。 


圏 DOS コマ ンド 実行 


IEsclE| :D0S コ マン ド 実 行 


非常 駐 モ ー ド で は 、 最 下行 に 黄色 い プ ロン プ ト を 表示 し ます 。 
iR の 


常駐 時 は 、 通 常 の DOS プロ ンプ ト で す 。 た だ し 、 ア プリ ケー ショ ン か ら VZ 
を 起動 し て いる 場合 は 、 非 常駐 時 と 同様 に 黄色 い プ ロン プ ト に な り ま す 。 


コマ ンド ライ ン モ ー ド で は 、 次 の 種々 の 機能 を 利用 し て 、 DOS コマ ンド を 
実行 する こと が で きま す 。 

・ 行 編集 ・ ヒ スト リー 機能 

・ エ イリ アス 機能 

・ マ ル チ ス テー トメ ント 機能 

・ 環 境 変数 の 参照 

・ 選 択 フ ァイル に 対す る コマ ンド の 連続 実行 
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行 編集 ・ と スト リー 機能 に つい て は 、 2 章 、4 章 で 説明 し まし た が 、 コ マン 
ドラ イン モー ド で は その 他 に も 次 の よう な コマ ンド が 使え ます 。 


弄 コマ ンド ライ ン モ ー ド 


ESC : エ スケ ー プ 

: リ ター ン 

Shift |+[ コ | : フ ァ イ ラ ー 起 動 
[Shift |+[ESC : DOS 画面 出力 の 参照 
ctrl[wl : エ イリ アス 一 覧 
[ctrl[ コ ] : コ マン ド の 展開 再 表示 


一 エス ケー プ 


編集 モー ド へ 戻り ます 。 こ の 時 の DOS 画面 は 保存 され 、 次 回 コマ ンド ラ 
イン モー ド に 移る 際 に 、 再 び 表 示し ます 。 


田 リタ ー ン 
入力 し た DOS コマ ンド を 実行 し ます 。 実行 が 終了 する と 、 コ マン ドラ イ 
ン モ ー ド に 戻り ます 。 


@ 非 常駐 時 の 黄色 い プ ロン プ ト で は 、|J| の み 押 す と 「COMMAND.COM] を 呼び 
出し ます 。 画面 に は 、 


RIT で エディ タ へ 戻り ます 
(ommand た 沼 〉 5.004 
(: み 


と いう よう な メッ セー ジ が 出 て COMMAND.COM に 制御 が 渡っ た こと を 示し ま 
す 。 こ の 状態 で は VZ の 管理 を 離れ ます の で 、 コ マン ドラ イン の 種々 機能 を 
使う こと は で きま せん 。 再び VZ に 戻る と き は 、 


CWZeitld| 


を 実行 し て くだ さい 。COMMAND.COM を 指定 パス か ら ロ ー ド で き な い 場合 、 ま 


6。1 マン ドラ イン モモ 一 ド 7 ダ Z 


た は 実行 する メモ リ が 不足 し て いる 場合 は 、 
(OMMAND.COM を 起動 で きま せん 


と 表示 し 、 た だ ち に 編集 モー ド に 戻り ます 。 


較 ファ イラ ー 起 動 [Shift |+| コ | 

ファ イラ ー を 起動 し ます 。 [Shift]+[| の 前 に 文字 列 を 入力 する と 、 い ろ 
いろ な 動作 を し ます が 、 こ れ に つい て は 「6.4 ファ イラ ー と の 連携 」 で 説明 
必 ま の 2 


還 DOS 画 面 出力 の 参照 |Shift |+[ESC 
コン ソー ル 画 面 を 表示 し ます 。 こ の 機能 に つい て は 「6.5 コ ン ソ ー ル 出力 
の 参照 」 で 説明 し ます 。 


田 エイ リア スズ 一覧 Ctrl+|WI| 
エイ リア ス の 定義 の 一 覧 を 表示 し ます 。 エ イリ アス に つい て は 「6. 3 エイ 
リア ス ]」 で 説明 し ます 。 


弄 コマ ンド の 展開 再 表示 [Ctrl|+|J| 

入力 し た DOS コマ ンド を 、 エ イリ アス ・ 環 境 変数 で 展開 し て コマ ンド ライ 
ン に 再 表示 し ます 。 実行 は し ませ ん 。 こ の コマ ンド で 、 エ イリ アス や 環境 変 
数 が どの よう に 展開 され る か を 事前 に 知る こと が で きま す 。 
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| 6.2 コマ ンド ライ ン の 拡張 機能 


コマ ンド ライ ン モ ー ド で DOS の コマ ンド を 入力 する 場合 に は 、 次 の 拡張 
機能 が 利用 で きま す 。 


田 エイ リア ス 機 能 

DOS コマ ンド を 短縮 し た 別 の 名 前 で 入力 する 機能 で す 。 次 節 で 詳し く 述 
べ ま す 。 

[ 例 ] 


L 


RE 


ー dir /W 


較 マル チ ス テー トメ ント 

複数 の コマ ンド を 、「<X ぐ -:] で 区 切っ て 、 一 行 に 記述 で きま す 。 [』] で 指 
定 し た コマ ンド を 順次 実行 し ます 。 
[ 例 ] 


Adel \tmp :rd \tml 有り | 
ー del tm 


rd tm 


⑯ コ マン ド の 実行 を 中 断 す る 時 は 、 [STOP | また は [Ctrl|+[Break| キー を 押し 
て くだ さい 。 [Ctrl]+[C] で は 、 そ の 時 実行 し て いる コマ ンド は 中 断 し ます 
が マル チ ス テー トメ ント や エイ リア ス の 実行 を 中 断 す る こと は で きま 
せん 。 


6.2 コマ ンド ライ ン の 拡張 機能 74 の 


較 環境 変数 の 参照 
バッ チ フ ァイル と 同様 に 、「%...%| で 環境 変数 を 参照 で きま す 。 
[ 例 ] 


上 Eoptasm %opt%| | 


ー optasm / 還 
以上 を まとめ る と 、 入力 し た コマ ンド は 、 次 の 順序 で 展開 し 、 実行 し ます 。 
[エイ リア ス 展 開 ] 一 [環境 交 数 展開 ] -…[ 再 表示 ] 一 [ 各 コマ ンド の 実行] 


1 
[Ctrl+[ コ | の 場合 は 、、 こ こ で 中 断 


@ オ プシ ョ ン S9 を 「-| に 指定 する と 再 表 示し な いで 実行 する こと が で きま 
まぁ 


Sd+ DOS コマ ンド ライ ン の 展開 再 表示 
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| 6.3 エイ リア ス 機 能 


エイ リア ス ( 別 名 ) 機能 は 、 コ マン ド を 別 の 短い 名 前 で 定義 し て お き 、 よ り 
少な い キ ー ス トロ ー ク で 実行 する 機能 で す 。 エ イリ アス は 、 DEF ファ イル の 


* エイリアス 


の 箇所 で 定義 し ます 。 ど の よう な エイ リア ス が 定義 され て いる か 知り た い 場 
合 は 、 | Ctrl+[W| を 実行 し て くだ さい 。 


【 エ イリ アス 一 覧 】 
cat tYDe 
ls dir %-w 各 
sd symdeb 
rene ren %] %<.%2 
fca fc % %2 疑 2 


fcb fc /b 中 %2 縦 > 

sete set %1=%%1 

test1 echo %: : echo 約 : echo % 
test2 echo %wd% %%a %1 %%1% %%a% 


エイ リア ス 定 義 の 書式 は 、 次 の と お り で す 。 


[書式 ] 
< エイ リア ス 名 > < コマ ンド > 
[ 例 ] 


cat tpe 
ls dir%w 向 


最初 の 例 の よう に 単に コマ ンド 名 を 置き 換え る こと も で きま す 。 ま た 、2 
番目 の 例 の よう に 、 引 数 を 参照 し た り 、 マ ル チ ス テー トメ ント を 利用 し て 、 
複数 の コマ ンド を 実行 きせ る こと も で きま す 。 た だ し 、1 行内 で 記述 し な く 
て は な り ま せん 。 

バッ チ フ ァイル で は 、 バ ッ チ ファ イル を 起動 し た パラ メー タ を 「 如 ーー%9] 
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で 参照 する こと が で きま す が 、VZ の エイ リア ス 機 能 で は 、 も う 少 し 複雑 な 参 
照 が 可能 で す 。 


圏 エイ リア ス の パラ メー タ 


%1-%9 1-9 番 目 の パ ラメ ー タ 


%* 全 パ ラメ ー タ 

%n n 番目 以降 の 全 パ ラメ ー タ 
%: パス 名 

4 ファ イル 名 

%. 拡張 子 

%< パス 名 十 フ ァイル 名 

> ファ イル 名 十 拡 張子 

%:n n 番目 の パラ メー タ の パス 名 
妊 直前 の 文字 が \ で 無い 場合 に の み \ を 付加 
%- スイ ッ チ ナチ キャラクタ"(4 う 
%% % 文字 


例え ば 引数 が 「a:\path\file.ext| の 場合 、 


%・ a:\path\ 

矢 file 

%. ext 

%< a:\path\file 
%> file.ext 


と いう よう に 、 パ ス の 一 部 を 参照 する こと が で きま す 。 
[ 例 ] 
(Alias 定 義 ) rene ren %1 %<.%2 


A:\>rene test.asm baklctrl[g| 


ーー ren test.asm test.bak 
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@ エ イリ アス は 1 度 し か 展開 され ませ ん 。 従っ て コマ ンド の 記述 の 中 に 、 他 
で 定義 され た エイ リア ス を 記述 し て も 、 そ れ は 展開 され ませ ん 。 こ の た 
め 、 次 の 例 の よう な 重複 定義 が 可能 と な っ て いま す 。 

[ 例 ] 

(Alias 定 義 ) dir dir %-w 1 


@ 実 行 中 に エイ リア ス を 再 定義 する 機能 は あり ませ ん 。 


6.3 エイ リア ス 機 能 753 


| 6 .4 ファ イラ ー と の 連係 


コマ ンド ライ ン か ら [Shift |+|[ | で ファ イラ ー を 起動 する こと が で きる の 
は 、 前 に も 触れ まし た 。 こ の 時 、 次 の よう に [Shift |+[J| の 前 に 、 表示 し た い 
ディ レク トリ の パス お よび マス ク を 入力 する こと で 、 た だ ち に その ディ レク 
トリ を 開く こと が で きま す 。 

[ 例 ] 
C:WWZ>a:[Shift っ | 
C:*VZzc:\doc[Shift |+ | コ | 
C:*VZ.def[Shift |+[ コ | 


きら に 、 コ マン ド 名 の 後ろ に スペ ー ス を 入れ て か ら |Shift |+[ コ | で ファ ィ 
ラー を 起動 する と 、|』| で 選択 し た ファ イル 名 に 対し て 、 コ マン ド を 連続 実 
行 す る こと が で きま す 。 


[ 例 ] 
C:\VZ>copy |Shift+|J| ("copy" の 後に スペ ー ス を 入れ ます ) 


・ フ ァ イ ラ ー 上 で 、 例 えば 「README.DOC」 へ カー ソル を 移動 し て |』|] 
C:\VZ>copy readme.doc 


この よう に 、 人 入力 文 字 列 の 中 に スペ ー ス が 含ま れる 場合 は 、 コ マン ド と みな 
すわ け で す 。 次 の よう な 記述 も で きま す 。 
[ 例 ] 
C:\VZ>copy a:\|Shift |+| コ | 
・「a:\] の ディ レク トリ を 表示 し ます 。 
・ 複 数 ファ イル 、 例 えば 「VZ.COM, VZ.DEF| を 選択 し て |』| 
C:\VZ>copy a:\%? 


ここ で [|』| を 押す と 、 複 数 ファ イル の コピ ー が 実行 きれ ます 。 行末 か ら ス 
ペー ス ま で を パス ・ マ スク と みな すわ け で す 。 
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6.5 コン ソー ル 出 力 の 参照 


VZ で は 、 編集 テキ スト 以外 に 「 コ ン ソ ー ル ファ イル | と 呼ば れる 、 DOS の 
画面 出力 を 取り 込む た め の フ ァイル を 、 別 途 オ ー プ ン し て いま す 。 コ ン ソ ー 
ルフ ァイル は 、 次 の コマ ンド で 参照 で きま す 。 


還 コン ソー ル 出 力 の 参照 


[shitlESG] : DOS 画面 出力 の 参照 


rsRsonsnsnkskqsqwqswql 
で ! に 常駐 し まし た . (-z で ) ・ 


Rd ir\ 


"ドラ イブ C: の ボリ ュー ムラ ベル は HD2 9 
あり ュー ムシ リア ル 寺 は SB62-16C4Y 
うそ ィ レ クト リ は Cc 


<DIR> 93-11-19 22:69+ 
<DIR> 93-11-19 22:S9r 


readme doo 42644 93-1 1-21 1:59+ 
Yz co 57918 93-11-21 1:S9r 
VZz def 16451 93-11-21 1:59+ 
yz16 de 2447 93-11-21 1:59+ 
Vzfl def 2299 93-11-21 1:59+ 
help def 1726 93-11-21 1:59+ 
tool def 1591 93-11-21 1:59 
block def 1292 93-11-21 1:59 
keisen def 3749 93-11-21 1:59r 
zenhan def 1923 93-11-21 1:59+ 
ame def 2573 93-11-21 1:59+ 
13 個 132714 バイ ト の イル が あり ます Y 
62537723 / バイ ト が に 
本 誠 間 訴 沿 2 着 2 当 訴 計 目 Pa 


画面 6-1 コン ソー ル 画 面 


コン ソー ルフ ァイル は 、 ス テー タス ・ ラ イン が 黄色 で (PC- 9801 版 )、 フ 
ァイル 名 は 「console]」 と な り ま す 。 再度 [Shift |+[ESC | を 実行 する と 、 コ ン 
ソー ルフ ァイル は クロ ー ズ し ます が 、 そ の 内 容 は 保存 きれ ます 。 

エディ タ を 起動 し た 直後 は コン ソー ルフ ァイル に は 何 も 入 っ て いま せん 。 
[ESc llE] コ マン ド を 実行 し て 、 コ マン ドラ イン モー ド か ら DOS コマ ンド を 実 
行 す る と 、 そ の 画面 出力 が コン ソー ルフ ァイル に 書き 出さ れ て いき ます 。 
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圏 コン ソー ル バ ッ ファ 

コン ソー ルフ ァイル は 、 他 の テキ スト と 全く 同様 に 扱う こと が で きま す 。 
た だ し 、 バ ッ フ ァ の サイ ズ は 最大 時 32KB で 、 そ れ 以 上 は 大 きく は な り ま せ 
ん 。 一杯 に な っ た 場合 に は 、 先 頭 か ら 1/4 づ つ 切 り 詰 め ら れ ま す 。 サ イズ は 
オプ ショ ン 刀 の で 設定 し ます 。 


Bo32 コン ソー ル 出 力 取込み バッ ファ サイ ズ 


この オプ ショ ン を 「0| に する と 、 コンソール ファ イル 機能 は 使用 で き な く な 
り ま す 。 


コン ソー ル バ ッ ファ は 、EMS 上 に 確保 きれ ます 。 EMS の な い 機 種 で は メ 
イン メモ リ 上 に 取ら れ ま す の で 、 使 用 メモ リ が 膨れ 上 が っ て 、 DOS コマ ンド 
を 正常 に 実行 で き な く な り ま す 。 


圏 コン ソー ルフ ァイル の 使い 方 
コン ソー ルフ ァイル は 、 次 の よう な 時 に 利用 で きま す 。 
・dir 等 の コマ ンド の 出力 を テキ スト 中 に 貼り 込み た い 
・ コ ン パ イル エラ ー か ら タ グ ジ ャ ン プ し た い 
これ ら の 機能 は 従来 、 い っ た ん エラ ー メ ッ セ ー ジ を ファ イル に リダイレクト 
し て か ら 、 エ ディ タ で 読み 込み 、 参照 し て いま し た が 、VZ の コン ソー ルフ ァ 
イル 機能 を 利用 すれ ば 、 そ の 必要 は あり ませ ん 。 


較 コン ソー ルフ ァイル の 取り 込み の 停止 
オプ ショ ン Sx を 「-| に 指定 する と 、 一 時 的 に 画面 出力 の 取り 込み を 停止 
し ます 。 


Sx- コン ソー ル 出 力 の 取込み 


田 特殊 な コー ド の 取り 込み 

画面 出力 の うち 「 エ スケ ー プ シー ケン スコ ー ド (1Bh に 続く 種々 の 画面 制御 
を 行なう コー ド 列 ] は 、 コ ン ソ ー ル ファ イル に は 取り 込ま れ ま せん 。 これ は 、 
DOS の プロ ンプ ト を 
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prompt e[22m%pelm%g 


と いう よう に 設定 し て いる 場合 、 プ ロン プ ト を 表示 する た びに エス ケー プ 
シー ケン スコ ー ド を コン ソー ルフ ァイル に 出力 し 、 た い へ ん 見 苦 し いた めで 
す 。 し か し 、 キオ プション 9@ を 「-| に 指定 する こと で 、 エス ケー プシ ー ケ ン 
スコ ー ド も 取り 込み よう 指定 で きま す 。 


Ge+ エス ケー プシ ー ケ ンス の スキ ッ プ 


6 .5 コン ソー ル 出 力 の 参照 7$Z 


| 6.6 常陸 と スワ ッ プ 


アプ リケーション か ら DOS コマ ンド を 呼び 出す 場合 、 ア プリ ケー ショ ン 
が メモ リ を た くさ ん 使っ て いる と 、 メ モリ 不足 で コマ ンド が 実行 で き な い こ 
と が あり ます 。 こ の よう な 場合 、 ア プリ ケー ショ ン が 自分 自身 を いっ た ん テ 
ン ポ ラリ ファ イル や EMS へ 追い 出し 、 メ モリ を 解放 し て か ら DOS コマ ンド 
を 呼び 出せ ば 大 丈夫 で す 。 こ れ が 「 ス ワッ プ 機 能 ] で す 。 も ちろ ん 、VZ も こ 
の 機能 を も っ て いま す 。 


VZ の スワ ッ プ 機能 は 、 オ プシ ョ ン SWV で 指定 し ます 。 各 モー ド に よっ て 、 
解放 する メモ リエ リア が 異な り ま す 。 


SW3 スリ ッ プ モー ド 
0  : ス ワッ プ 機 能 を 使用 し な い 
1 ・ テ キス ト 領域 の み 解 放す る 
2  : コ ー ド 領域 も 含め て 解放 する 
3 : 常 駐 時 に 常に コー ド 領 域 ま で 解放 する 
4 ・ [SW3」 と 同様 だ だ が 、 ア プリ ケー ショ ン の コマ ンド ライ ン は フッ ク し な い 


※ SMW4 は Ver1.6 で 新設 。 後 述 の 「 常 駐 に 関す る 制限 事項 ] 参照 。 


第 1 章 で 説明 し た よう に 、VZ は メモ リ に 常 及 す る こと が で きま す 。 し か 
し 、 VZ の 動作 時 の 必要 メモ リ は 、 少な く あ り ま せん 。 こ の た め る SMW3 指 定時 
は 、DOS コマ ンド を 実行 する 度 に 自動 的 に スワ ッ プ アウ ト し ます 。 


田 強制 スワ ッ プ 指定 

テキ スト を 編集 中 に [ESC llE| (Exec) で コマ ンド ライ ン か ら DOS コ マン ド 
を 実行 する 場合 は 、 通 常 、 ス ワッ プア ウト は し ませ ん 。 こ れ は 、 編 集 テ キス 
ト に よっ て スワ ッ プ アウ ト す べき メモ リサ イズ が 大 きく な り 、 タ イム ロス を 
生じ る 可能 性 が ある か ら で す 。 

この 場合 は 、 次 の 方 法 で 明示 的 に スワ ッ プ アウ ト を 指定 し ます 。 
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実行 する コマ ンド の 先頭 文字 を 大 文字 で 指定 する 
[ 例 ] 


(C:WWZVz -sw3 -Z 

(テキ スト を オー プン し 、 [ESC IE| で ュ マ ンド ライ ン へ ) 
(C:WWAwmap 

VMAP Version 2.01 Copyright (C) 1989-91 by c.mos 


addr PSP blks size owner/parameters hooked vectors 


FE4D<-- 2 21952 vz1.59g -sw3 - 06 21 29 30 
530B-AOO0 1 315152 <free> 


C:%W2 Wmap 
VMAP Version 2.01 Copyright (C) 1989-91 by c.mos 


addr PSP blks size owner/parameters hooked vectors 


IF4D<- 1 8808 vw1.59g-2 負 06 21 29 
203C-A000 1 523312 <free> 


コン パイ ラ 等 、 ス ワッ プア ウト し な いと 動作 し な コマ ンド は 、 次 の よう に 
エイ リア ス に 登録 し て お く と よい で し ょ う 。 
[ 例 ] 


* A エイ リア ス 
IO 


@ 非 常駐 時 に 、 コ マン ドラ イン で |』| の み 入 力 し て 「COMMAND.COM] を 呼び 出 
し た 場合 は 、 必ず スワ ッ プ を 実行 し ます 。 


6.6 常駐 と スワ ッ プ 739 


田 他 の アプ リケーション 上 で 

VZ 常 駐 時 に 、FD 等 の アプ リケーション か ら 常 駐 し た VZ を 呼び 出す と 、 
IESCllE] で アプ リケーション に 戻っ て し まい まし た 。 こ の 後 、 メ モリ 上 に は 
VZ が 残っ て いる た め 、 動 作 が 不安 定 に な り ま す 。Ver1.6 で は この 不具 合 を 
修正 し 、 ア プリ ケー ショ ン 上 で は 、 [ESC [IE] で 非常 駐 時 の 黄色 い プ ロン プ ト 
と な り 、 コ ロマ ンド を 実行 で きる よう に し まし た 。 

た だ し 、VZ が コマ ンド ライ ン か ら 実 行 さ れ た か 、 ア プリ ケー ショ ン か ら 呼 
び 出 され た か を 判断 する の は か な り 困 難 で す 。 現在 の バー ジョ ン で は 、 呼 び 
出し 元 の 「COMMAND.COM」 と 、 常駐 し た VZ と の メモ リ 上 の 配置 に よっ て 判定 
し て いま す 。 こ の た め 、 フ リー ソフ トウ ェ ア 等 で 「COMMAND.COM]」 を UMB へ 
移動 し て いる と 判定 を 誤り 、 コ マン ドラ イン か ら 「VZ|[J|」 で 起動 し て も 、 
[ESC IE で 黄色 い プ ロン プ ト が 現れ て し まい ます 。 こ の 場合 は 、「COMMAND. 
COM] を UMB に 移動 する の は や め て くだ さい 。 


較 常駐 に 関す る 制限 事項 

人 @ 被 数 の 常駐 ソフ ト を 組み 込む 場合 、 原 則 的 に VZ は 最後 に 常駐 し て くだ さ 
い 。 特に 、 日 本 語 FEP を 「ADDDRV] で 組み 込む 場合 は 、 必 ず VZ の 前 で 組 
み 込 ん で くだ さい 。 さ も な いと 、VZ が FEP を 認識 で きず 、 自 動 制 御 が 効 
か な い 場 合 が あり ます 。 

@ し か し VZ を 常 及 し た あと に 、 他 の 常駐 ソフ ト を 組み 込む こと も 、 で き な 
く は あり ませ ん 。 し か し トラ ブル の も と に な る 場合 が 多々 あり ます 。 

人 編集 テキ スト の 占め る メモ リ は 、 常 に 連続 し て いな けれ ば な り ま せん 。 編 
集中 に 、 ス ワッ プア ウト せ ず に 他 の 常駐 ソフ ト を 実行 する と 、VZ の 編集 テ 
キス ト の 上 位 に 、 常 駐 ソ フト が 居座っ て し まい ます 。 こ うな る と 、VZ は そ 
の 時 使っ て いた メモ リ だ けし か 使え な く な り ま す 。 従っ て 、VZ の 後 か ら 
常駐 ソフ ト を 組み 込む 場合 は 、 編 集 テ キス ト を 全て 閉じ る か 、 ス ワッ プア 
ウト を 明示 的 に 指定 し て くだ さい 。 

@ ぐ 3 で 常駐 時 に 「SYMDEB] を 実行 する と 、SYMDEB の 管理 する フリ ー エ リア 
内 に 、VZ が ロー ド さ れ て し まい ます 。( メ モリ を ダン プ す れ ば わか り ま 
す ) これ を 防ぐ た め に 、 Ver1.6 で アプ リケーション の コマ ンド ライ ン は フ 
ッ ク し な い モ ー ド SMW2 を 新設 し まし た 。 
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第 7 章 
ん と 


7.1 カス タマ イズ の 概要 
7.2 DEF ファ イル の 構造 
還 /.3 ブロ ッ ク F 文 
。 7.4 DEF ファ イル の 書式 
7.5 起動 時 オプ ショ ン 


| 7.1 カス タマ イズ の 概要 


「 カ スタ マイ ズ 」 と は 、 ア プリ ケー ショ ン の 使用 環境 を 、 ユー ザー が 好み に 
あわ せ て 再 設定 する こと で す 。VZ は 、DEF ファ イル と 呼ば れる テキ スト フ 
ァイル を 起動 時 に 読み 込み ます 。 こ こ に は キー アサ イン 、 メ ニュ ー、 オ プシ 
ョ ン 、 マ クロ 等 が 記述 し て あり 、 こ の ファ イル を 編集 する こと に より 、 各 自 
の 好み に あっ た 操作 環境 に 構築 する こと が で きま す 。 


DEF フ ァイル に は 2 つの 種類 が あり ます 。 一 つ は 「VZ.DEF」 に 代表 され る 、 
起動 時 に 読み 込む DEF ファ イル で す 。 こ れ が な けれ ば 、VZ は 起動 し ませ 
ん 。 も う 一 つ は 、「BLOCK.DEF] や 「GAME.DEF] な どの 「 マ クロ ファ イル | で 
す 。 こ れ は 必要 に 応じ て 後 か ら 読 み 込ん で 使い ます 。 用途 が 異な る だ け で 、 
書式 等 は 全く 同じ で す 。 一 度 、 い ろ い ろ な DEF ファ イル を オー プン し て 、 中 
身 を ご 覧 に な っ て くだ さい 。 


@ Ver1.6 で は 、 フ ァ イ ラ ー 関 連 の 定義 を 「VZFL.DER] と いう ファ イル に ま と 
め ま し た 。 これ が な いと 、 フ ァ イ ラ ー の メニ ュー コマ ンド が 使え ませ ん 。 


信 起 動 時 に 読み 込む DEF ファ イル の 指定 方 法 に つい て は 、「1.3 DEF ファ イ 
ル 」| で 説明 し まし た 。 


@ |「_wl 指定 に より DEF フ ァイル を VZ.COM へ 取り 込む 機能 は 、 Ver1.6 で は 
廃止 きれ まし た 。 こ れ は 、 コ ー ド と デー タ エ リ ア を 分 離し た た め に 、 
VZ.COM へ 出力 で き な く な っ た た めで す 。 


念 従 来 上 で は 各 機 種 版 ご と に DEF ファ イル が 用 意 さ きれ て いま し た が 、 
Ver1.6 で は 「VZ.DEF」 と 「VZE.DEF] (英語 メッ セー ジ ) に 統一 し まし た 。 こ 
れ は 、 機種 ご と に 「#if」 文 で 条件 分 岐 させ る 機能 が つい た た めで す 。 こ の 
た め 、DEF フ ァイル の サイ ズ が 少し 大 きく な っ て いま す が 、 徒 来 版 の よう 
な サイ ズ 制 限 は あり ませ ん の で 、 ご 安心 くだ さい 。 
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| 7.2 DEF ファ イル の 構造 


全て の DEF ファ イル は 、 次 の よう な 構造 に な っ て いま す 。 
ーーーー vz.def (ylL.6) - ニ ーー- ー タイ トル 行 
4 ( コマ ンド キー ー 各 機 能 ヘッ タダ 


YR ファ ンク ショ シン キー 表示 


【 て 終端 マー ク 
ニー= ェ = ニー nd 0f Vz.def ======== ェ エン ド タ イ トル 行 


【 タ イト ル 行 】 

ファ イル の 先頭 は タイ トル 行 で す 。 従来 版 で は この 行 は オプ ショ ン S+ 
で 画面 に 表示 され る 以外 、 と くに 意味 は あり ませ ん で し た が 、 Ver1.6 で は 非 
常に 重要 な 意味 を も ち ま す 。 詳し く は 「8.4 モジ ュー ル 管 理 」 を お 読み くだ 
さい 。 こ の た め 、 タ イト ル 行 は 、 次 の 書式 で 記述 し て くだ さい 。 


1 1 1 1 
任意 個 の 「=| ファ イル 名 タイ トル 任意 個 の 「=」 


・ 先頭 は 必ず 「=」 で 始め る 。(「:」 だ と 認識 し な い ) 
・ フ ァイル 名 は 大 文字 で も 可 。「.def」 は 省略 可 。 
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【 各 機能 ヘッ ダ 】 
「*| で 始ま る 行 は 、 続 く 1 文字 の 英字 で 、 以 下 の 10 種類 の 機能 の ヘッ ダ と 


室 り ます 5 
(日 本 語 表記 ) (英語 表記 ) 

(マン ドキ 一 * Command keys 
*F ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 * Function key labels 
を テキ スト ウイ シン ドウ * Text windows 
SS 久 学 必 メ ニニ ュー * System menu 
ML 用 * Macros 
を JP テー * PopD uD menu 
人 (0 且 > 叶 ツ ンー ンク * Options 
人 軸 イ 中 区 * Alias 
吉凶 欠か 旧 三 * History 
* E その 他 * Else 

【 終 端 マ ー ク 】 


「*」 の み の 行 は 、DEF ファ イル の 終り を 表し て いま す 。 こ れ 以 降 の 記述 は 
読み と ば し ます 。 従っ て 、 エ ンド タイ トル 行 は と くに 意味 が あり ませ ん 。 


【 コ メン ト 】 
「:」 で 始ま る 行 、 お よび 「*Alias *Histoy *Else」 以外 の 項目 の 「:] か ら 
行末 まで は 、 コ メン ト と し て 読み と ば し ます 。 


@ Verl.6 で は 、 動作 機種 の シン ボル で 「#iif ... #endif] の プ ブロッ ク 下 文 が 
使え を ます 。 こ れ に つい て は 次 節 で 説明 し ます 。 
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| 7.3 ブロ ッ ク I 文 


材 数 の 機種 で VZ を 使う 場合 、 キ ー ア サイ ン や 表示 属性 の 違い 等 の 理由 か 
ら 、 各 機種 ご と に DEF ファ イル を 用 意 し な く て は な り ま せん で し た 。 
Ver1.6 で は 、 次 の よう な プ ブロック E 文 に より 、 共通 の DEF ファ イル で 、 動 
作 マ シン に よっ て 、 読 み 込 む 内容 を 切り 替え る こと が 可能 と な り ま し た 。 


*C コマ ンド キー 


if 98 

31 ^W WWRLDN] ・ ロ ー ル アッ プ 

32 ^Z 間 [RLUP] ・ ロ ー ル ダウ ン 

43 -QP : 直 前 の カー ソル 位置 

else 

31 ^W \[PGUP] ・ ロ ー ル アッ プ 

32 ^Z \[PGDN] ・ ロ ー ル ダウ ン 

43 ^QP \[END] : 直 前 の カー ソル 位置 

endif 

シン ヨン 

社 if 98 

6 : 編 集 時 の 行間 空き モー ド の 指定 
felseif DOSV 

LC i 日 本 語 モ ー ド 時 の 最 下 行 の 予約 
VMO : 編 集 時 の スク リー ン モ ー ド 
endif 

*E その 他 


#if DOSV IBM AX 
12 "$(00, 08,02, 0B,04, 05, 06, 07, 38, 09, 3A, 3B, 3C, 3D, 3E, 3F)" 
#endif 
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信 各 機種 の シン ボル は 、 次 の と お り で す 。 


98 版 98 VZ.COM 

DOS/V 版 DOSV VZIBM.COM, VZIBMj.COM 
J3100 版 J31 VZJ31.COM 

AX 版 AA VZAX.COM 

PS55 版 PS55. V255.COM 

US 版 US VZUS.COM 


候 文 字 列 の 比較 の 際 、 大 文字 、 小 文字 は 区 別 し ま せん 。 ま た 、 複 数 の シン ボ 
ル を スペ ー ス で 区 切っ て 指定 する こと も で きま す 。 


人 @ 使 用 で きる 条件 文 の キー ワー ド は 、 次 の 6 つ で す 。 使い 方 に つい て は 、 
VZ.DEF を 参照 し て くだ さい 。 


#if 

#ifn 
#else 
#endif 
#elseif 
#elseifn 


※ キー ワー ド は 、 小 文字 で 記述 し な く て は な り ま せん 。 
人 @# 証文 は ネス ト で きま す 。 
@# 王 文 は 、 必 ず 行 頭 で 指定 し な く て は な り ま せん 。 行頭 に スペ ー ス を 入れ 


で イン デン ト す る と と も で きま せん 。 
信 # 導 文 は 、DEFE ファ イル 中 の どこ に も 記述 で きま す 。 
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| 7.4 DEF ファ イル の 書式 


各 機能 ご と の 書式 に つい て 説明 し ます 。 


園 C コマ ンド キー 
コマ ンド キー の 割り 当て 、 お よび その へ ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 記述 し ます 。 
[書式 ] 


00 cprefix key>| [:<comment>] 


<m> [<keyl>] [<key2>] [:<message>] [:<comment>] 


<n> ・ コ マン ド 番 号 (01-99) 

<key1> ・ コ マン ドキ ー 定 義 1 

<key2> ・ コ マン ドキ ー 定 義 2 

<prefix key> :2 ス トロ ー ク キー の 先頭 キー (最大 6 個 ) 
<meSSage> ・ ベ ルプ ヌ メッ セー ジ ダ 

<COmment> : 可 メジ シト 


コマ ンド キー と し て 、 次 の キー が 指定 で き 、 各 々 別 の 機能 を 割り 当て られ ます 。 


^< 英 字 キ ー> @< 英 字 キ ー> <prefix> < 英字 キー> 
[特殊 キー] 叶 特殊 キー] ^[ 特 殊 キ ー] @[ 特 殊 キ ー] 


【98 版 】 
上 |Ctrl 
\ :|Shift | 
9 :[GRPH| 


<prefix> :^< 英 字 キ ー> @< 英 字 キ ー> [特殊 キー] 
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四 


に っ | 
に 
ー ト 


(に 
コ 


回 
に) 
( 
1 
】 


炎 
攻 
ヤ 


<prefix> < ー> @< 英 字 キ ー> [特殊 キー] 
念 制限 事項 
(A) [特殊 キー] と 、 3 番目 以降 の <prefix> キ ー は 、 各々 1 つ し か 指定 で 
きま せん 。 
(B) 3 番目 以降 の <prefix> キ ー は 、 先 に 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 
(C) 01-08 番 の コマ ンド に は 、 <prefix>< 英 字 キ ー> は 指定 で きま せ 


ん 。 
(D) 98 版 の @< 英 字 キ ー>、INFER | は 、EZKEY を 組み 込ま な いと 使用 
で きま せん 。 


[誤っ た 記述 例 ] 


00 OK :22 ト HD..、「: の 沿 り 
11 [HOME] "に --] : 論 理 行頭 制限 (4) 
70  @⑳[RSC]O  :0 フ 7 イ ..… 制 良 @) 
02  ( 邊 : キ ー ボ ー.,、 制限 (C) 


@ 以 下 の キ ー は 、BIOS の 関係 で 入力 で きま せん 。 
【98 版 】 「[CLR] @[CLR] @[FO1]-@[F15] @[@6 
【J31 版 】 ^[ESC] ^[TAB] ^[BS] ^[INS] ^[DEL] 

@[ 特 殊 キ ー] @< 英 記号 > 
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圏 F ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 
ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 ラベ ル を 記述 し ます 。 
[書式 ] 


(98 版 、J- 3100 版 ) 


"<Fl>", "<F2>"。 "<F10>” 一 [Fl|-[F10 
2 行 目 :|Shift hlFn | 
(IBM 版 ) 


NeDlo SH22、 。。。 <B125 ーー [Shift ilFI|-[F10] 


2 行 目 |Shift hlFn | 
生 ctrhlPn] 
AhlFn] 


※ "<Fn>”" の ラベ ル は 最大 5 文字 (J-3100 版 の み 6 文字 ) 


圏 T テキ スト ウィ ンド ウ 
文字 列 入 力 ウ ィ ン ド ウ の タイ トル 、 サ イズ を 記述 し ます 。 
[書式 ] 


"<title>", <width> [ :<comment>] 


<title> ・ ウ ィ ン ド ウ の タイ トル 
<width> ・ ウ ィ ン ド ウ の 横 サ イズ 
<COmment> 2 9 ンド 


シス テム で 使用 する 14 種類 の 文字 列 入力 ウィ ンド ウ を 順次 記述 し ます 。 
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候 文 字 列 内 の 制御 文字 


文字 列 中 で は 、「$」 に 続い て 、 つ き ぎの 制御 文字 が 使え ます 。 


9" 
$$ "9 

$0ー$7 表示 色 

$! リバ ー ス 

9a? 「 オ プシ ョ ン A?] の 表示 色 (? は 英字 ) 
$an テキ スト の 表示 色 

$p? 「 変 数 P2] の 示す 文字 列 

$pc コマ ンド 名 

$pn カレ ント ドラ イブ 名 

$pd カレ ント ディ レク トリ 

$po 検索 オプ ショ ン (※) 

977 「 変 数 ??] の 10 進 表 示 

$lc 表示 行 数 

$ht 編集 テキ スト の タブ カラ ム 数 


$(hh, hh, hh, ..) 16 進 コ ー ド 指定 (hh は 16 進数 ) 
$In] $[n,c] 文字 列 を n 個 の 文字 c (省略 時 は 0) で 埋め る (※) 


※ は Ver1.6 で 追加 され まし た 。 


[ 例 ] 


66 :L 表示 行 数 切 基 え (%Ic) 
"【 入 力 ファ イル 】 <%p",40 

15 ^KI "T タプ の 切 甘 を ($ht)" 

8 $65p 
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園 P メニ ュー / S シス テム メニ ュー 
マク ロメ ニュ ー と シス テム メニ ュー を 記述 し ます 。 
[書式 ] 


<mn> ” [<title>]", <width>, <items>[, <yalue width>][,-1] [:<comment>] 


| [”<item>"] [,#nnl8nn|!nnl<option>] | 


<n> ・ メニ ュー 番号 (シス テム :1-9、 マ クロ 1 一 98) 
<title> ・ メ ニュ ー の タイ トル 

<width> ・ メ ニュ ー の 横 サ イズ 

<i tems> ・ メ ニュ ー ア イ テ ム の 個数 

<value width> : パラ メー タ の カラ ム 数 

<COmment> メジ ント 

<item> 3 グイ ケム メッ セー ジジ 

#nn ・ コ マン ド 番 号 (nn は 2 桁 の 10 進数 ) 
&nmn ・ マ クロ 番号 

Inn ・ メ ニュ ー 番 号 

<opt ion> 2: プ ジョ ン 


【 シ ステ ム メ ニュ ー】 

シス テム メニ ュー は 、 コ マン ド ま た は ファ イラ ー か ら 使 用 きれ る メニ ュー 
で 、 必 ず 定 義 す る 必要 が あり ます 。 特 定 の オプ ショ ン を 選択 する メニ ュー 
は 、 メ ニュ ー 項 目 の 数 を 変更 し て は いけ ませ ん 。 


【 マ クロ メニ ュー】 

マク ロメ ニュ ー は 、 マ クロ 中 で 使用 する メニ ュー で 、 自 由 に 定義 し て 使用 
で きま す 。 定義 し た メニ ュー は 、 マ クロ また は 他 の メニ ュー か ら 、「!nn] で 
呼び 出す こと が で きま す 。 


@ マ クロ メニ ュー の タイ トル (<title>) を 省略 し た 場合 は 、 
・ マ クロ か ら 呼 び 出さ れ た 場合 ・‥…・・…・ マク ロ の タイ トル 
・ 他 の メニ ュー か ら 呼 び 出 され た 場合 ・・ 呼び 出し た アイ テム メッ セー 
ジ が タイ トル と な り ま す 。 
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@⑱ メ ニュ ー の 各 ア イ テ ム メッ セー ジ の 後に 以下 の よう な 記述 を する と 、 そ の 
メニ ュー を 選択 し て 各種 機能 を 実行 で きま す 。 


【 コ マン ド 番 号 (nn) 】 
nn 番 の コマ ンド を 実行 し ます 。 ア イ テ ム メッ セー ジ (<item>) を 省略 する 
と 、[* C コマ ンド キー」 で 記述 し た ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 


【 マ クロ 番号 (&mn) 】 
nn 番 の マク ロ を コー ル し ます 。 ア イ テ ム メッ セー ジ (<item>) を 省略 する 
と 、 コ ー ル する マク ロ の タイ トル を 表示 し ます 。 


【 メ ニュ ー 番 号 (!nn) 】 
nn 番 の メニ ュー を 表示 し ます 。 


【 オ プシ ョ ン (<option>) 】 
指定 オプ ショ ン が スイ ッ チ オプ ショ ン な ら ス イッ チ の ON/OFF、 そ の 他 
の オプ ショ ン な ら 、 ウ ィ ン ド ウ を 表示 し 、 値 を 入力 し ます 。 


価 通 常 、 ス イッ チ の 状態 は 「ONJ、「OFF」 で 表示 され ます が 、 そ の 他 の メッ 
セー ジ を 表示 し た い 場 合 は 、 ア イ テ ム メッ セー ジ 中 に 、 次 の よう な 書式 で 
スイ ッ チ メッ セー ジ を 記述 し て くだ さい め 。 

[書式 ] 


"<item><TAB><OFF sw><SPACE><ON swx" 


[ 例 ] 


7N 行 番号 モー ド <TAB> 論 理 表示 ",Dn 
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還 M マク ロ 
マク ロ プ ログ ラム を 記述 し ます 。 
[書式 ] 


<n> <key> "<title>”<statement> (グロ ー バ ル マ ク ロ ) 


<n>: <statement> (ロー カル マク ロ ) 
<n> ・ マ クロ 番号 (1-89) 
<key> マク セロ キー 
<title> ・ マ クロ の タイ トル 
<statement> : マ クロ 定義 の 本 体 


ロー カル マク ロ は 、 他 の マク ロ か ら コ ー ル され る 、 い わ ば サブ ルー チン で 
す 。 <statement> は マク ロ 定 義 の 本 体 で 、 行頭 が 「 数 字 ] また は 「*| の 行 ま で 
を 、 一 つの プロ グラ ム と 認識 し ます 。 メ モリ に 格納 する 際 に スペ ー ス 、 タ プ ブ 、 
改行 、 コ メン ト は 取り 払わ れ ま す 。 マ クロ に 関す る 詳し い 説明 は 、 次 章 で お 
こない ます 。 


圏 O オプ ショ ン 
起動 時 オプ ショ ン を 記述 し ます 。 


[書式 ] 

<option> [n|+| -] [<comment>] 
<oDtion> 2 ホブ ジン ヨン ジ 
<cOmment> SNS 


全 オ プシ ョ ン の 機能 た つい て は 、 次 節 で 説明 し ます 。 
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圏 人 エイ リア ス 
コマ ンド ライ ン で 使用 する エイ リア ス 定 義 を 記述 し ます 。 
[書式 ] 


<atom><4 ペ パース ><COmmand> 


<atom> ・ エ イリ アス 名 


<Command> *: マ マン 本 


エイ リア ス 機 能 に つい て は 「6.3 エイ リア ス 」| を ご 覧 くだ さい 。 


圏 日 ヒス トリ ー 
ヒス トリ ー バ ッ フ ァ の 初期 文字 列 を 記述 し ます 。 
[書式 ] 


:string | :file | :command 
1 Werd 1 "| 


行頭 の 「:] に 続く 一 文字 の 英字 (slflc) で 、 3 種類 の ヒス トリ ー バ ッ フ ァ 
を 選択 し 、 そ の 後に 文字 列 を 記述 し ます 。 


string ・ 検索 ・ 置 換 ・ 複 写 文字 列 バ ッ フ ァ 
file アア イリ レ 沖 パッ アア 
command ・ コ マン ドラ イン パッ ウマ アア 


各 文字 列 は スペ ー ス また は 改行 で 区 切り ます 。 文字 列 中 に スペ ー ス を 指定 
し た い 場 合 は 、 文字 列 を 「"] で くく っ て くだ さい 。 ヒ スト リー 機能 に つい て 
は 、「4.4 ヒス トリ ー 機 能 ] を ご 覧 くだ さい 。 


722 第 7 章 カス タマ イズ 


田 E その 他 
その 他 の 13 種類 の パス 名 、 文 字 列 、 表 示 属性 を 記述 し ます 。 
[書式 ] 


<1 一 10> <string> 


<string> の 後に コメ ント を 加え る こと は で きま せん 。 


各 項 目 の 機能 は 、 次 の と お り で す 。 


1 vzfl 2 番目 以降 に 読み 込む DEF ファ イル 
ーー 「1.3 _ DEF ファイル] 

2 editfile プロ ファ イル 機能 で 参照 する ファ イル 名 
ーー 「3.5 プロ ファ イル 機能 

3 .doc .txt .bat ..…. デフ ォ ル ト テ キス ト 拡 張子 
ーー 「3.1 ファ イル 名 の 書式 」 

4 File Drive Mask ... ファ イラ ー メ ニュ ー 


ーー [52 メニ エビ デマンド] 
5 0@,O.O1 《 .… [eRPH|+[ テ ン キ ー| (98 版 ) 
ー「4.8 その 他 の コマ ンド ]」 


6 0 し 上 ー コ ュ ト .… [Ctrl[ テ ン キ ー| に ょ る (98 版 ) 


ーー 「4.8 その 他 の コマ ンド 」 


の あ / 北 タイ トル 行 サ ー チ の サー チ ナチ 文字 
ー [4.1 ペー ジン グ と タイ トル サー チ ] 
8 $68pd> 非常 駐 時 の コマ ンド ライ ンプ ロン プ ト 
ー「6.1 コマ ンド ライ ン の 拡張 ] 
9 .com .exe .o0bj ..… デフ ォ ル トバ イナ リー 拡張 子 
ーー 「3.1 ファ イル 名 の 書式 ] 
10 "$(95,96,9C,9D, ..… ウィ ンド ウ 枠 、CR,TAB,EOF 文 字 コ ー ド 
11 "お 人 か 牧 マリモ ... [カナ | ロッ ク 時 の メニ ュー, [Y]/IN] 入 力 
12 ?$(00.08.02,0B。... パレ ッ ド トド テー グル (TBM 版 ) 
13 "$(03,01,04,05, ..… ファ イル 属性 に よる カラ ー 表 示 
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VZ に は 、100 を 越え を る オプ ショ ン が あり ます 。 オ プシ ョ ン は 、DEF ファ 
イル の 「* 0 オプ ショ ン ] の 箇所 で 定義 し て あり ます が 、 コ マン ドラ イン で 
「-] を つけ て 指定 する こと も で きま す 。 

オプ ショ ン は 、 次 の よう に 分 類 し て 説明 し ます 。 

1. 起 動 時 オプ ショ ン 

2. メ モリ / バ ッ フ ァ サ イズ 
3. 各 種 モ ー ド 

4. フ ァ イ ラ ー 関 連 

5. 表 示 属 性 

6. ス イッ チ 


免 オ プシ ョ ン の 書式 
・ 英 大 文字 と 小文字 は 識別 し ませ ん 。 
・ オ プシ ョ ン の 後ろ の ( ) の 値 は 初期 設定 、[ ] は 単位 で す 。 
・「*」 は 、 実 行 中 に 変更 可能 な オプ ショ ン で す 。 
・ ス イッ チ の 『…・…… 』 は 、 そ れ を 変更 する モー ド メ ニ ュ ー で す 。 
・ ス イッ チ の 項 で は 、 特に 触れ て な い 限り 「+| の 場合 の 効果 を 説明 し 
Em 
・Ver1.6 で 追加 / 変 更 き れ た オプ ショ ン は 、 網 掛け で 示し て あり ます 。 


信 次 の オプ ショ ン Ver1.6 で 廃止 され まし た 。 


7 DEF ファ イル の 取り 込み 
GV 桂 グ ラフ ィ ッ ク VRAM 使用 モー ド 
に 7/ テン ポラ リフ ァイル の サイ ズ 


だ た だ し 、 指定 し て も る エラ ー に は な り ま せん 。 
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圏 起動 時 オプ ショ ン 


Z VZ を 常駐 また は 解放 し ます 。 

r[cn>] 起動 後 、 た だ ち に 番号 で 指定 し た マク ロ を 実行 し ます 。 番 
号 を 省略 し た 場合 は 、 フ ァイル で 最初 に 現れ た マク ロ を 実 
行 し ます 。 

St (-) 読み 込む DEF ファ イル の タイ トル 行 を 画面 に 表示 し ます 。 


田 メモ リ / バ ッ フ ァ サ イズ 


Bt(64) [KRB] テキ スト バッ ファ の サイ ズ を 設定 し ます 。EMS の 少な い 
環境 で 、 大 き な フ ァイル を 複数 個 編集 する 場合 は 、 こ の 値 
を 16 に し て くだ さい 。 
[範囲 ] 16 一 64 
Bf(64) [KRB] DOS コマ ンド 用 に 確保 する 最低 の メモ リサ イズ を 設定 し 
ES 各 だ = 
Bo(32) [KB] コン ソー ル 出 力 バ ッ フ ァ の サイ ズ を 設定 し ます 。「o0]| 
で この 機能 は 使 を な く な り ま す 。 
[範囲 ]0 一 32 
EM(1) EMS の 利用 ペー ジ 数 を 設定 し ます 。 
0 ・EMS メモ リ は 使用 し な い 
n :EMS メモ リ を 最大 n ペー ジ 使 用 する 
1 :EMS メモ リ の 残り を 全て 使用 する 
XM(0) [KB]  XMS の 利用 ペー ジ 数 を 設定 し ます 。 
0  :XMS メ モリ は 使用 し な い 
n ・XMS メモ リ を 最大 nKB 使 用 する 
1 : XMS メモ リ の 残り を 全て 使用 する 
※ EMS と XMS は 、 合 計 16MB まで 利用 で きま す 。 
Bm(8192) [byte] マク ロバ ッ フ ァ の 空き 領域 の サイ ズ を 設定 し ます 。 
[範囲 ] 256 一 
Ba(0) [byte] エイ リア スバ ッ フ ァ の 空き 領域 の サイ ズ を 設定 し ます 。 
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Hs(256) [byte] 検索 文字 列 ヒ スト リー バッ ファ の 空き 領域 の サイ ズ を 設定 


し ます 。 

Hf(256) [byte] ファ イル 名 ヒス トリ ー バ ッ フ ァ の 空き 領域 の サイ ズ を 設定 
修 表 紀 。 

Hg(128) [byte] DOS コマ ンド ライ ン ヒ ス トリ ー バ ッ フ ァ の 空き 領域 の サ 
イズ を 設定 し ます 。 

Ha(64) [byte] アプ リケーション コマ ンド ヒス トリ ー バ ッ フ ァ の 空き 領 城 
の サイ ズ を 設定 し ます 。 


Bl(2048) [byte] ライ ン バ ッ ファ の サイ ズ を 設定 し ます 。 
[範囲 ] 1024 ~ Bt*1024/8 
Bc(1024) [byte] 削除 文字 列 バ ッ フ ァ の サイ ズ を 設定 し ます 。 


[範囲 ] 256 
Bu(64) [byte] マク ロ 用 配列 ・ ス タッ ク 領 域 の サイ ズ を 設定 し ます 。 
[範囲 ] 64 


By(1024) [byte] ログ ファ イル 履歴 バッ ファ の サイ ズ を 設定 し ます 。 
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一 各種 モー ド 


SW1 * スワ ッ プ モー ド を 設定 し ます 。 
0  。: ス ワッ プ 機 能 を 使用 し な い 
1 : テ キス ト 領 域 の み 解放 する 
2  : コ ー ド 領域 も 含め て 解放 する 
3 : 常 駐 時 に 常に コー ド 領 域 ま で 解放 する 
4 ・「SWS」 と 同様 だ だ が 、 ア プリ ケー ショ ン 
の マン ドラ イン は レック し な い 


TC(10) オープン 可 能 な テキ スト 数 を 設定 し ます 。 
[範囲 ] 1 
[メモ リ 消 費 ] 222*TC byte 
WD(80) * デフ ォ ル ト の 表示 カラ ム 数 を 設定 し ます 。 
We(80) * 現在 編集 中 の テキ スト の 表示 カラ ム 数 を 設定 し ます 。 
[範囲 ] 2 ~- 250 
PG(0) * 表示 行 番号 モー ド で の 1 ペー ジ の 行 数 を 設定 し ます 。 
[PG-| : ペ ー ジ 表示 せ ず 
RS(3) * スム ー ス スク ロー ル の 速度 を 設定 し ます 。 
[範囲 ] (低速 ) 0 - 4 (高速 ) 
Ta(8) * タブ カラ ム 数 を 設定 し ます 。 
Tb(4) * .c .h ファ イル の タブ カラ ム 数 を 設定 し ます 。 
[範囲 ] 1,2, 4,8, 16, 32, 64 
Ci(4) * 挿 人 モー ド (Insert) 時 の カー ソル の 形状 を 設定 し ます 。 
Co(7) * 上 書 モー ド (Overwrite) 時 の カー ソル の 形状 を 設定 し ます 。 
0 ・ フ ル サ イ ズ 
:1/2 サイ ズ 
2 :1/4 サイ ズ 
3 0 が グー フク ボー 


+4  : 通 常 速度 の 点 減 
+8  :1.5 倍 速度 の 点滅 (98 版 ) 
+12  :2 倍 速 の 点滅 (98 版 ) 
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LC(-) 


VMO 
CA(4+16+32) 


Sr5 


Qt0 [ 秒 ] 


Qc40 


ポッ プア ッ プ ウィ ンド ウ の 表示 位置 を 設定 し ます 。 
+1 3 一 よ 革 
+2 : 体 貞 意 
+4 上 形 シタ リン グ 
+9 :V セン タリ ング 
※ 各 モ ー ド を 設定 し な い 場 合 は 、 カ ー ソ ル 位 置 を 基準 と 
し まあ 8 
編集 時 の 行間 空き モー ド を 指定 し ます 。(98 版 ) 
日 本 語 モ ー ド 時 に 最 下 行 を 予約 し ます 。(IBM 版 ) 
編集 時 の スク リー ン モ ー ド を 指定 し ます 。(HBM 版 ) 
コン トロ ー ル 文字 の 色分け 
ワンド Be 半生 の | | 
2 700 条 ロード [| 
+4  :TAB コ ー ド 「 一 | 
+8 :EOF コ ー ド [一 」 
tl6 : 石 マー ジン に | 
+32 : 全 角 ス ペー ス [円 」 
+64  : 不 正 な コー ド の 先頭 数 値 
プロ ファ イル モー ド を 指定 し ます 。 
+1 : プ ロフ ァイル 情報 の セー ブ 
+2 :editfile が 存在 し な い 場 合 に 自動 作成 
+4  : フ ァイル クロ ー ズ 時 に 、 ヒ スト リー に 情 
報 を 格納 
18  : 「vz[ 引 」 で 「vz @| の 動作 
+16 : ロ グフ ァイル の 情報 も 5 ヒス トリ ー に 格納 
+32  :Command Line ヒス トリ ー も 出力 する 
+64 : ヒ スト リー を 出力 し な い 
オー ト セ ー プ の ディ レイ タイ ム を 設定 し ます 。0 で 無効 に 
な り ま す 。 
[範囲 ] 0 - 3600(sec) 
オー ト セ ー ブ を 起動 する まで の 入力 文字 数 を 設定 し ます 。 
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圏 ファ イラ ー 関 連 


FM7 


FO(3) 


玉 


玉 


ファ イラ ー の 動作 モー ド 指 定 


+]  :[Space| キー で カー ソル を 移動 

+2  : フ ァイル 非 選択 時 に も Exec メニ ュー を 
表示 

+4  :『DOS コ マン ド 』 ウィ ンド ウ か ら 実 行 

+8  : デ ィ レ クト リ の 先頭 ・ 最 後 を 連続 移動 


ファ イラ ー で 扱う こと で きる ディ レク トリ の 最大 数 を 設定 


隊 大 更 8 


ファ イラ ー の ディ レク トリ 表示 モー ド を 設定 し ます 。 


1 : ロ ング ( 縦 分 割 ) 
5  : シ ョ ー ト ( 横 分 割 ) 


ファ イラ ーSort メ ニュ ー の オプ ショ ン の 初期 値 を 設定 し ま 


す 。 


1 : フ ァイル 名 
2 : 拡 張子 

4 : 新 し い 順 
8  : 古 い 順 

16  : 大 きい 順 
32 : 小 さい 順 


64 ・ デ ィ レ クト リ を 先頭 へ 


ファ イラ ーCompare メ ニュ ー の オプ ショ ン の 初期 値 を 設定 


肝 ま (30e 


+1 : 存 在 

+2  : 新 し い フ ァイル 
+4 : 古 い フ ァイル 
+8 : 大 きい ファ イル 
+16  : 小 さい ファ イル 
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An(7) ま * 通常 の テキ スト 

放り 必 テキ スト の CR,TAB,EOF 文 字 

人 59 ー* 行 番号 

Ah(13) * ブロ ッ タ ク 領 域 

AS(150K * パッ ポー ツジ ベラ テイ ざ 

Ao(14) * 選 及 必 写 ルル ララ ァ イル の ス デ ーー み タス ライ 

Ar(13) * Read only フ ァイル の ステ ー タ スラ イン 

Am(6) * 最 下行 の メッ セー ジ 

Ab(5) * ウィ ンド ウ わ く 

人 AG5) きま ウィ ンド ウタ イト ル 

Aw(7) * ウイ ウツ ド 攻 メニ ュー 

FE(6)s 所 ウィ ンド ウメ ニュ ー の ダイ レク トキ ー 

AM(15)| * ウィ ンド ウメ ニュ ー の カー ソル 

Aj(6) * ヘル プ ウ ィ ン ド ウ 

Ak(6) * 2 スト ロー ク 先 頭 キー 

Ag(1) * ファ イラ ー の 背景 

Au(6) * ファ イラ ー の カー ソル 

Ap(%70) * ファ ンク ショ ン キ ー (TBM 版 ) 

Ae(1) * CR, TAB,EOF 文 字 の 2 番目 の カラ ー 

AY(0)  * ステ ー タ スラ イン の ファ イル 名 

【98 版 】 
0: 黒 1: 青 2: 赤 3: 紫 4: 緑 5: 水 色 6: 黄 7: 白 
+8: リ バー ス +16: ア ンダ ー ラ イン 

【J-3100 版 】 
6 ボー ルド 7: ノー マル 半 7039 パー ス 9: アン ダー ライ ン 

【IBM カラ ー】 
0: 黒 1: 青 2: 緑 3: 水 色 4: 赤 5: 紫 6: 黄 7: 白 ( 低 郊 度 ) 
8: 黒 9: 青 $A: 緑 8B: 水 色 $C: 赤 $D: 紫 WE: 黄 PF: 白 ( 高 輝度 ) 

背景 色 は x16 
【IBM モノ クロ 】 


0: 黒 7: 白 +8: 高 輝度 / ボ ー ル ド +970: 背 景 
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D1(-) * 
Dc(+) * 
Dt(-) * 
Der+) * 
Ds(-) * 
Db(-) * 
Dn(-) * 
Du(-) * 
Df (- 
Dp(- 
Dh(-) * 
DgG) * 
Dg(+ 
Dr(①) 。 * 
Dy(C-) * 


行 番号 を 表示 し ます 。 
「L 行 番号 の 表示 』 
CR 文字 を 表示 し ます 。 
「C CR の 表示 
TAB 文 字 を 表示 し ます 。 
「T TAB の 表示 
EOF 文 字 を 表示 し ます 。 
「E EOF の 表示 
ステ ー タ スラ イン へ シス テム 情報 を 表示 し ます 。 
「S シス テム 情報 の 表示 』 
\ 文 字 バ ックス ラッ シュ ( ヽ ) で 表示 し ます 。(98 版 ) 
[\ バッ クス ラッ シュ 」 
※ 一 部 の 機種 で は 使え を ませ ん 。 
行 番号 モー ド を 切り 替え ます 。 
「Dn -」 : 論 理 行 番号 
改行 コー ド (0Ah) か ら 次 の 改行 コー ド ま で を 1 行 
と し た 時 の 行 番号 。 
「Dn+」| : 表 示 行 番号 
画面 上 に 表示 され る 1 行 を その まま 1 行 と し た 時 
の 行 番号 
「N 行 番号 モー ド 』 
カー ソル 行 ア ンダ ー ラ イン を 表示 し ます 。 
「U アン ダー ライ ン 』 
編集 ファ イル 名 を 、 フ ル パ ス 名 で 表示 し ます 。 
全て の ファ イル 名 ・ パ ス 名 を 小文字 で 表示 し ます 。 
ファ イル 名 を ステ ー タ スラ イン の 左側 に 表示 し ます 。 
新 JIS 野 線 文字 を 表示 し ます 。(98 版 ) 
スク ロー ル 時 の 最上 行 の "ぶれ "を 軽減 し ます .(DOS/V 版 ) 
[we<80] の 時 、 右 マー ジン を 表示 し ます 。 
スム ニシ シンク UN フレック ルレ 1) 
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Ei(+) 


Es(+) 


Ew(+) 


オー ドイ オン デン ト を 指定 し ます 。 
『A オー トイ ン デ ント 』 
[Ctrlr[1 [| を 画面 上 端 / 下 端 で 実行 し た 時 に スム ー ス 
スク ロー ル を 起動 し ます 。 
書き 込む ファ イル の 最後 に EOF コ ー ド (1Ah) を 付加 し ます 。 
ファ イル の 書き 込み 時 に 、 バ ッ ク ア ッ プ ファ イル を 作成 し 
ます 。 
「B .BAK ファ イル の 作成 
[TAB] を スペ ー ス に 変換 し て 入力 し ます 。 
論理 ペー ジン グ 機 能 (C モ ー ド ) を 使用 し ます 。 
ペー ジン グ (P モ ー ド ) の 画面 単位 を 切り 替え ます 。 
「Eh-」 : 全 画面 
「Eh+| : 半 画面 
『H ペー ジン グ 単 位 』 
文字 列 検索 時 の デフ ォ ル ト を ワー ドサ ー チ に し ます 。 
「W ワー ドサ ー チ 』 


文字 列 検索 時 に 英 大 文字 と 小文字 の 違い を 無視 し ます 。 
「C 検索 時 の 英 大 / 小 文字 」 
テキ スト スタ ッ ク が 一 杯 に な っ た 時 、 和 警告 し ます 。 
カー ソル を 改行 以降 に 表示 させ な くし ます 。 
ジャ ンプ 後 、 カ ー ソ ル を 画面 の 中 央 へ 移動 し ます 。 
ブロッ ク 挿 入 後 カー ソル を ブロ ッ ク の 最後 に 移動 し ます 。 
オー プン し た ファ イル の 拡張 子 が 数 字 の 場合 、 表 示 カ ラム 
数 を その 値 に 設定 し ます 。 
View モー ド で オー プン し ます 。 
低 角 久 ペ エス キ ー ト ネン デシ † ます 。 
上 書き モー ド を 桁 対応 に 設定 し ます 。 
『0 上 書き モー ド 』 
正規 表現 検索 を 有効 に し ます 。 (VWX.COM 常 駐 時 ) 
「X 正規 表現 」 
検索 時 に 全角 / 半 角 文 字 を 同一 視 し ます 。(VWX.COM 常 駐 時 ) 
「Z 全角 / 半 角 文 字 』 
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Sx(+) 
Se(+) 


Sq(-) 


FP(-) 
FR(-) 


FK(-) 


SZ- 


DOS コン ソー ル 出 力 の 取込み を 行ない ます 。 
DOS コンソール 出力 の 取込み 時 に 、 エスケー プシ ー ケ ンス 
を スキ ッ プ し ます 。 
DOS コマ ンド を 実行 前 に エイ リア ス で 展開 し て 再 表示 し 
ます 。 
DOS コマ ンド 実行 前 に テキ スト スタ ッ ク を クリ ア し ます 。 
(YN) 入力 時 、[J]=Yes, [Space] -No に な り ま す 。 
(YAN) 入力 時 、[J|-No, [Space] =Yes に な り ま す 。 
編集 ファ イル が 見 つか ら な い 場 合 の 確認 動作 を 指定 し ま 
938 

「S7-」 : た だ ち に 新規 ファ イル と し て オー プン 

「S7+」 : 新 規 フ ァイル か どう か 確認 
[Esc][C], ESc |[Q| コ マン ド で 即座 に エディ タ を 終了 し ま 
9 
FEP (VJE 2 、 松 茸 、ATOK) を 制御 し ます 。 
起動 後 た だ ち に FEP を ON し ます 。 (起動 モー ド を 引数 で 
指定 ) 
[F11|-[F15 | と [CtrlF・n] を 有効 に し ます 。(98 版 ) 
12 個 の ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 し 、AT の 拡張 キー 
BIOS を 使用 し ます 。(IBM 版 ) 
常駐 時 の 編集 終了 時 に 、 オ プシ ョ ン を 初期 化し ます 。 ア プ 
リケーション か ら 常 太 し て いる VZ を 起動 する 時 に 指定 し 
ます 。 


7 . 5 起動 時 オプ ショ ン 一 覧 78$ 
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| 8 .1 マク ロ 導 入 編 


VZ は 、 シ ンプ ル な が ら も 強力 な マク ロ 言 語 を 装備 し て いま す 。VZ の 標準 
コマ ンド の 中 に も 、 マ クロ で 書か れ て いる も の が あり ます 。 ま た 、 書 籍 や パ 
ソコ ン 通 信 等 で 多数 マク ロラ イブ ラリ が 発表 され て お り 、 こ れ を 組み 込む こ 
と で VZ の 機能 を 大 幅 に パワ ー ア ッ プ させ る こと が で きま す 。 

この 節 で は 、 ま ず VZ の マク ロ と は どん な も の か 、 簡 単に 説明 し ます 。 次 
に 、 マ クロ の コマ ンド を ウィ ンド ウ で 実行 する 「 マ クロ 文 の 実行 機能 ]」 に つ 
いて も 説明 し ます 。 


較 マク ロ と は 
ひと くち に 「 マ クロ | と いっ て も 、 ア プリ ケー ショ ン の 種類 に よっ て 様々 
な 意味 を も ち ま す 。 エ ディ タ の 場合 は 普通 次 の どちら か の 機能 を 指し ます 。 
@ 一 連 の キー 操作 を 1 つの キー に 記憶 し ワン タッ チ で 実行 きせ る 機能 
Gr キー ボー ド マ ク BB 
人 @ マ クロ 言語 を 用 いて 、 コ マン ド を プロ グラ ミン グ で きる 機能 
評 プロ グラ マブ ル マ ク ロ 


VZ で は どちら の 機能 もち サポ ー ト し て いま す 。 キ ー ボ ー ド マク ロ に つい て 
は 、 次 節 で 説明 し ます 。 


較 マク ロ は どう や っ て 起動 する の か 

VZ が 、DEF ファ イル と 呼ば れる 定義 ファ イル に よっ て 、 環 境 を 作り あげ 
て いる こと は 前 の 章 で 説明 し まし た 。 マ クロ は 、 全 て この DEF ファ イル の 
中 に 書か れ て いま す 。 起動 時 に DEF ファ イル を 読み 込む と 、 マ クロ は 「 マ ク 
ロバ ッ フ ァ 」| と 呼ば れる 内 部 ワー クエ リア に 、 ほ ぼ そ の まま の 形 で 格納 され 
まず す 。 

コマ ンド キー が 押さ れる と 、VZ は まず 基本 コマ ンド と し て 定義 き 8 れ て い 
な いか 探し ます 。 も し な けれ ば 、「 マ クロ バッ ファ 」 に 格納 され て いる マク ロ 
を 順番 に サー チ し 、 見 つか れ ば その マク ロ を 実行 し ます 。 ユ ー ザ ー は 、 コ マ 
ンド が マク ロ で 実現 され て いる か どう か を 意識 する 必要 は あり ませ ん 。 
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また 、Ver1.6 で は 、 外 部 マク ロフ ァイル の 自動 ロー ド 機 能 を 内 蔵 し まし 
た 。 た と えば 「 全 角 / 半 角 変 換 ] を 実行 し た いと し ます 。 あ ら か じ め イ ンス 
トー ル し て いな いり 場合 、 従 来 は [ESC| ~ | の 「 外 部 マク ロ の 実行 」 機能 で 
「ZBNHAN.DEF」 を 読み 込み 必要 が あり まし た 。Ver1.6 で は 、 た だ [Ctrlli[k][Z| 
と 打つ だ け で 、 マ クロ バッ ファ に 「ZENHAN.DEF]」 が な けれ ば 読み 込み 、 実 行 
し で くま すず す 。 


価 Ver1.6 で は 、[「 イ ベン トマ クロ | と 呼ば れる 、 特定 の イベ ント で 自動 的 に 
起動 され る マク ロ も 新設 され まし た 。 こ れ に つい て は 「8.5 イベ ント マク 
ロ | で 説明 し ます 。 


較 VZ の マク ロ は どん な 言語 か 

DEF ファ イル を ご 覧 くだ さい 。「* M マク ロ | と いう 項目 に 、 記 号 が た く 
さん 並ん で いま す 。 こ れ が VZ の マク ロ 言 語 で す 。 一 見 する と 難解 な 暗号 の 
よう で す が 、 実は 直感 的 で 理解 し や すい 言語 で す 。 昔 は 、 BASIC か ら プ ログ 
ラミ ング を 始め る 人 が ほとん ど で し た 。 今 で は 、VZ の マク ロ で 初め て プロ 
グラ ミン グ を 経験 され る 方 も いま す 。 逆 に 、 素 晴らし い マ クロ を 発表 され て 
いる 方 の 多く は 、 プ ログ ラミ ング の 経験 が あり ませ ん 。 決し て VZ の マク ロ 
言語 は 、 難 か し く は な い の で す 。 


圏 マク ロ 文 の 実行 


[ESc][@|( ま た は [Shift][F12]) を 押し て みて くだ さい 。 次 の よう な 小さ 
な ウィ ンド ウ が 開き ます 。 


半生 当 


どの ウイ ンド ウ で マク BB の コマ ンド を 入力 し 、 実 行 す る と と が で きま す 。 
例え ば 、 次 の よう な オプ ショ ン や 演算 式 も マク ロ の コマ ンド の 1 つ で す 。 
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1234195678 " 漢 " an=ac=6 du+ ef pi 
コマ ンド を 実行 する と 、 
Result: .… 
と いう メッ セー ジ が 現れ ます 。 演算 の 結果 や オプ ショ ン の 値 を 、 
< 符号 付き 10 進 数 > < 符号 な し 10 進 数 > <16 進 数 > "文字 "文字 列 " 
と みな し て 、 表 示し て いま す 。 
マク ロ の コマ ンド 演算 式 に つい て は 、「8.6 マク ロ の コー ディ ング 」 で 詳 
し く 説 明 し ます 。 こ こ で は 、 こ の コマ ンド で 簡単 に オプ ショ ン の 値 を 参照 ・ 


変更 で きる こと だ け 覚 えて くだ さい 。 


圏 マク ロ 文 の 実行 


[ShiftlF12] : マ クロ 文 の 実生 
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| 8.2 キー ボー ド マ ク ロ 


マク ロ 言 語 な ん て 勉強 し て いる 暇 は な い 、 と いう 方 も る 、「 キ ー ボ ー ド マク ロ 
機能 |] だ け は 覚え て お いて 損 は あり ませ ん 。 


圏 キー ボー ド マ ク ロ の 例 

キー ボー ド マ ク ロ と は 、 一 連 の キー 操作 を 1 つの キー に 記憶 し 、 ワ ンタ ッ 
チ で 実行 させ る 機能 の こと で す 。 

例え ば 、「list.txt] を 「list.bat」 に 変換 し た いと し まし ょ う 。 
list.txt: 


W% COM 40200 89-06-30 1:01 
W% DEF 11178 89-06-30 1:01 
/ DOC 64445 89-05-10 1:00 


list.bat: 


copy VZ.(OMb: 
copy VZ.DEF b: 
copy VZ.DOC b: 


この よう に 、 同 じ 手 順 の 変換 を 各行 で 行なう 場合 に 、 キ ー ボ ー ド マク ロ が 役 
立ち ます 。 ま ず 、 最 初 の 行 の 変換 を 次 の 手順 で 登録 し ます 。 
・「list.txt」 の 先頭 に カー ソル を 移動 
・[Ctrl[ | で キー ボー ド マ ク ロ の 登録 を 開始 
(この 時 画面 の 左下 に 「m| が 表示 され ます ) 
"eepy "|Shift ll っ | [ShiftilBs| -" [shit |[ ゅ ] 
[shithlBs] [ctlilpEL| * b:? 
[Ctrl[ を | [| で カー ソル を 次 の 行 の 先頭 へ 移動 
・[Ctrllr[\ | で キー ボー ド マ ク ロ を 登録 
(この 時 画面 の 左下 に 「OK!」 が 表示 され ます ) 
これ で 、 一 連 の キー 操作 を 、[Ctrl|+| \ | キー に 登録 し まし た 。 も う 一 度 [Ctrl |+ 
[\ を 押し て くだ さい 。 2 行 目 が 朋 時 に 変換 され まし た 。 後 は [Ctrlh|\] を 
押し 続け れ ば 、 い くら で も 変換 で きま す 。 
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この よう に 、 各 行 で 同じ 編集 操作 を 行なう 場合 に 、 キ ー ボ ー ド マク ロ を 使 
うと 大 変 便利 で す 。 


田 キー ボー ド マ ク ロ 
ctrl | : キ ー ボ ー ド マク ロ 登 録 開始 


[ctrlhl\| : 登 録 する 未 使用 キー 
[ctrllklk [| : キ ー ボ ー ド マク ロ 文 挿入 


圏 キー ボー ド マ ク ロ の 登録 Ctrl+| _| 

キー ボー ド マ ク ロ の 登録 を 開始 し ます 。 コ マン ド を 実行 する と 、 フ ァ ン ク 
ショ ン キ ー 表 示 の 左端 に 、「m| を 表示 し て 、 キ ー ボ ー ド マク ロ の 登録 中 で あ 
る こと を 示し ます 。 こ の 後 、 以 下 の キ ー が 入力 され る まで の 一 連 の キー 操作 
を 登録 し ます 。 


[et に : 登録 を 中 止 
[Ctrll+[\ | 等 の 未定 義 キ ー : 登 録 


登録 が 完了 する と 、「OK!」 と 表示 し 、 こ れ 以 降 [Ctrl+| \ | キー で 一 連 の 操 
作 が 実行 で きま す 。 異な っ た 未定 義 キ ー を 使え ば 、 複 数 の キー ボー ド マ ク ロ 
を 登録 する こと も で きま す 。 ま た 、 同 じ キ ー に 何 回 で も 登録 し 直せ ます 。 


キー ボー ド マ ク ロ は 、 オ プシ ョ ン 旭 7 で 指定 し た マク ロバ ッ フ ァ の フリ ー 
エリ ア に 登録 し ます 。 登 録 中 に バッ ファ が 一 杯 に な っ た 場合 は 、 自 動 的 に 
登録 は 中 止 し 、「m] は 消さ きれ て 、 そ れ ま で の 登録 は 無効 に な り ま す 。 

キー ボー ド マ ク ロ の 登録 中 に 他 の マク ロ を 実行 し て も 構い ませ ん 。 
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登録 し た キー ボー ド マ ク ロ を セー ブ し て お きた り い 場合 も あり ます 。 


男 キー ボー ド マ ク ロ 文 挿入 [CtrlIK] | 

この コマ ンド を 実行 する と 、 現 在 ま で に 登録 し た 全て の キー ボー ド マ ク ロ 
を 、DEF ファ イル に 記述 で きる マク ロコ ー ド に 変換 し て 、 カ ー ソ ルル 位置 に 挿 
込ま す 。 


先 の 例 で 登録 し た 場合 は 、 次 の よう な 文字 列 に な り ま す 。 


90 *# "7copy " 往 和 6"." 才 6HI" b:" 扱 板 


これ を DEF ファ イル の 「* M マク ロ ] の 適当 な と ころ へ コピ ー す れ ば 、 次 回 
か ら マ クロ コマ ンド と し て 使う こと が で きま す 。 も ちろ ん その 場合 は 、 番 号 
と キー 定義 を 適当 な も の に 変更 する 必要 が あり ます 。 


@ キ ー ボ ー ド マク ロ に は 、 90 番 ~-99 番 の マク ロ 番号 を 割り 当て て いま す 。 す 
な わ ち 、 最 大 10 種類 の キー ボー ド マ ク ロ を 同時 に 登録 で きる こと に な り 
ます 。 逆 に マク ロ 番 号 は 89 番 まで し か 使え を ませ ん 。 
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| 8.3 外部 マク ロ 


マク ロ は 「VZ.DEF] の 中 に た くさ ん 定義 し て あり ます が 、 少 し 大 きめ の マ 
クロ 、 あ る い は 普段 は 余り 使わ な いよ うな マク ロ は 、 必 要 に 応じ て 編集 中 に 
ロー ド ・ 実 行 す る こと が で きま す 。 こ の よう に 、 後 か ら 組み 込む せ マ クロ ファ 
イィ ル を 、「 外 部 マク ロ | と 呼び ます 。 

Ver1.6 で は 、 外 部 マク ロ の ロー ド ・ 管 理 機能 が 強化 され ん 、 マ クロ 番号 を 意 
識 せ ず に 、 複 数 の 外部 マク ロ を 組み 込む こと が で きま す 。 こ れ に つい て は 、 
[8.4 モジ ュー ル 管 理 ] で 詳し く 説 明 し ます 。 


外部 マク ロ の 実行 


[Escl[」 : 外 部 マク ロ の 実生 
[ctrllrIK][M| [ShiftlrlF11|  : 外 部 マク ロメ ニュ ー 


男 外部 マク ロ の 実行 [ESCI| | 
コマ ンド を 実行 する と ファ イラ ー が 起動 し 、VZDEF ディ レク トリ の 朱 張 
子 が 「.DEF| の ファ イル を 表示 し ます 。 


uu 朋 Drive 「ask Path Sort Uiew Mindou RIl ToCD RetCD Compare Exec 
\ 


book。 def 1984 99-11-22 1639 
"def 17246 93-11-22 19:23 


ane .def 2574 93-11-22 9:33 
moremac2.def 842 93-11-22 8:23 
yzfl .def 2496 93-11-22 3:@2 
vz6 .def 16475 93-11-22 9:32 
idea .def 12999 93-11-21 23:59 
yzflu .def 3118 93-11-21 1:59 
event  .def 574 93-11-29 11: の 5 
zenhan .def 1949 93-11-16 9:12 
f1 .def 1453 93-11-15 23:49 
moreharu.def 792 93-11-15 19:19 
miX .def 6274 93-11-15 19:99 
newblock.def 2496 93-11-15 19:98 

Tu .def 13942 93-11-15 17:S9 
yzflg .def 1449 93-11-14 9:16 
tool ・def 1591 93-11-13 29:18 
yzf12 .def 1219 93-11-13 18:19 
caSskei .def (0 93-11-12 4:57 
f11  .def 93-11-9S 4:1 
171 files - 3, 8 672 butes free 


| ci W cu W co 上 S1 SU 開 還 ODN WINS MREP W 2 


画面 8-1 外部 マク ロ の 選択 画面 
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ここ で 、 実行 し た い 外部 マク タロ ファ イル の と ころ へ カー ソル を 移動 し て [ コ ] 
を 押せ ば 、 マ クロ ファ イル を 読み 込み 、 マ クロ バッ ファ へ 組み 込ん で 実行 し 
ます 。 


信 マ クロ ファ イル の 中 に 複数 の マク ロ が 入っ て いる 時 は 、 最 初 の マク ロ を 実 
生 眉 注 が 。 

念 従 来 旋 で は 、 こ の コマ ンド 実行 後 フ ァ イ ラ ー を 起動 する と 、 再 び VZDEF 
ディ レク トリ を 表示 し て し まい まし た 。Ver1.6 で この 不具 合 は 改善 し ま 
し だ ぁ 


田 外部 マク ロメ ニュ ー [CtrltIK IIM| 

いち いち ファ イラ ー か ら 選 ぶ の が 面倒 な 場合 は 、 よ く 使 う 外部 マク ロ を メ 
ニュ ー に 登録 する こと が で きま す 。[Ctrl+[K][M] を 押す と 、 次 の メニ ュー を 
表示 し ます 。 


【 外 部 マク ロ 】 一 
F < ファ イル 選択 > 
1 各種 ツー ル 
2 知 形 ブロ ッ ク 
3 肝 線 入力 
4 全角 / 半 角 変 換 
5 ゲー 


先頭 の 『F < ファ イル 選択 >】 を 選ぶ と 、 前 に 述べ た ファ イラ ー か ら の 選択 
に な り ま す 。 選択 し た マク ロ が すでに 読み 込ま れ て いる 場合 は 、 即 座 に マク 
ロ を 実行 し ます 。 
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この メニ ュー は 、 「VZ.DEF」 の 最後 の 「* 0 オプ ショ ン 」| の 上 で 設定 され て 
いま す 。 


PS 


1  ”【 外 部 マク ロ 】".20.6 ・ て マク ロ の 数 † 1 
7F < ファ イル 選択 >" 
"] 各種 ツー ル tool"” : で TAB で 区 切っ て ファ イル 名 
"2 知 形 プロ ッ ク block" 


"3 算 線 入 力 keisen2" 
"4 全角 / 半 角 変 換 "zemhan' 
0 グー ム gme" 


メニ ュー を 追加 する 場合 は 、 タ イト ル と ファ イル 名 を 1 つ 以 上 の TAB で 区 
切っ て くだ さい 。 ま た メニ ュー の 項目 が 増え た 時 は 、 先 頭 の メニ ュー の 個数 
も 増やし て お いて くだ さい 。 


圏 マク ロキ ー の 後 優先 

従来 、 マ クロ の 中 で 複数 の キー アサ イン が 重複 し て いる 場合 は 、 最 初 に 見 
つか っ た マク ロ を 起動 し て いま し た 。 こ の た め 、 外 部 マク ロ で 定義 し て いる 
キー が 「VZ.DEF] 内 の マク ロ で すでに 使わ れ て いる と 、 外 部 マク ロ の 機能 が 
使え を ませ ん で し た 。Ver1.6 で は 、 後 か ら 組み 込ん だ マク ロ が 優先 され ます 。 
マク ロキ ー の 後 優先 に より マク ロ の 自動 ロー ド が 可能 に な り ま し た 。 次 の 
よう に 、[VZ.DEF」 内 に は 、 所 定 の マク ロ の ロー ド 命 令 の み 記述 し て お きま 
す 。 


1 [HELP] "ヘル プ " &z(help") * 
1 "KZ "全角 / 半 角 変 換 ' &z("zenhan") * 


初め て Ctrl+[K]IZ] を 押す と 、 こ ちら の マク ロ が 実行 きれ 、「ZENHAN.DEF] を 
呼び 出し ます 。2 回 目 以降 は 、 後 優先 に よっ て 、 直 接 BNHAN.DEF 本 体 が 実 
行き れる わけ で す 。 
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Ver1.6 で マク ロバ ッ フ ァ の 容量 が 大 きく な っ た こと に より 、 よ り た くさ ん 
の マク ロ を 組み 込め る よう に な り ま し た 。 し か し 従来 、 マ クロ バッ ファ 内 の 
マク ロ は 、「 マ クロ 番号 ] で し か 管理 し て いま せん 。 こ の た め 、 番号 の 競合 に 
よる いろ いろ な 不具 合 が 起こ っ て し まい まし た 。 こ れ を 解決 する の が 、 新 た 
に 導入 し た 「 モ ジュ ー ル 管理 | で す 。 


圏 モジ ュー ル メ ニュ ー 
まず は 、|[ESC][M] を 押し て みて くだ さい 。 次 の よう な メニ ュー を 表示 し ま 
す 。 こ れ を 「 モ ジュ ー ル メニ ュー | と 呼び ます 。 


【 マ クロ メニ ュー】 <8194/free> 
! vz.def (v1.6) 
R help.def (V1.6) 
moremac2.def (v1.6) 
vzfl.def (V1.6) 


ここ に は 、 マ クロ バッ ファ に 読み 込ま れ て いる モジ ュー ル 名 と 、 そ の サイ ズ 
が 表示 され て いま す 。 名 前 の 前 の 「!」 や 「R] な どの 記号 は 、 後 ほど 説明 し 
家 あ 。 


お 気付 きだ と 思い ます が 、 モ ジュ ー ル 名 は 、 読み 込ん だ DEF ファ イル の 先 
頭 行 か ら 、 前 後 の 「=| を 除い た も の で す 。 す な わ ち 、DEF フ ァイル の 「=| で 
始ま る 行か ら 、 次 の 「=」 で 始ま る 行 、 ま た は ファ イル の 終端 まで を 、1 つの 
モジ ュー ル と みな すわ け で す 。 


[| を 押す と 、 そ の モジ ュー ル に 含ま れる マク ロ の 一 覧 を 表示 し ます 。 こ 


れ が 従来 版 で は 最初 に 表示 され る 「 マ クロ メニ ュー| で す 。 モ ジュ ー ル 管理 
に より 、 マ クロ メニ ュー が 階層 化 さ きれ ん た わけ で す 。 
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思 yz.def (y1.6) 


893 \【F91] 
894 \(FO21 
95 [ESCJ 1  : マ クロ メニ 
896 ESCIDQD  :D テ キ 
&97 (ESCJU  :U 久信 

898 【ESC1I 01  :I カ ー 
&99 【ESC]X 信和 
&11 【ESCJ9 \(F12] : マク ロ 
812 9(<-〕 : 固 面 の 
&13 9[- つ 】 : 回 面 の 
&14 (CLR1 : 表 示 
&15 1 ) 
&16 素 
&17 Q 
&18 \(F19] 
&19 <KD 
829 KU 


8 さこ ミ さ マ 

ざさ 面 
部 
ツジ 


え  ($ht) 


| 
ビ 
す 中 べら 右 ロ ntxHY 


Na 
ト 
トー 

3V 輝 

プ M て す 


821 \(FO5] 
322 ^【TOB] 
823 ^KP 


BHANCNAYNYNJ 


ゴア 


アル 邊 生 RRGtI rh 議 較 mt 上 クト 上 ィ ツ 昌 フロ 


画面 8-2 マク ロメ ニュ ー 


マク ロメ ニュ ー で は 次 の キー が 使え ます 。 


較 マク メニ ュー 


[で | っ ] : 前 後 の モ ジェ ュー ル の メニ ュー を 表示 
・ カ ー ソ ル 位 置 の マク ロ を 実行 
・ モ ジュ ー ル メニ ュー へ 戻る 


較 モジ ュー ル の 追加 ・ 削 除 

次 に 、 何 か 外部 マク ロ を ロー ド し て み ま し ょ う 。 モ ジュ ー ル メニ ュー で 
[INS] キー を 押し て くだ さい 。[Ctrll[K]IM| と 同様 の 「 外 部 マク タロ 』 メニ ュー 
を 表示 し ます 。「 各 種 ツ ー ル 』 を 選択 する と 、 「TOOL.DEF] を ロー ド ・ 実 行 し 、 
[ツー ル メ ニュ ー』 を 表示 し ます 。 こ れ は [ESC| で 抜け 、 もう 一 度 [ESC][M] で 
『 モ ジュ ー ル メニ ュー』」 を 表示 し ます 。 
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【 マ クロ メニ ュー】<7189/free> 
! vz.def (v1.6) 

R help.def (v1.6) 
moremac2.def (v1.6) 
vzfl.def (vV1.6) 

E tool.def (v1.5) 


最後 に 「tool.def] が 追加 され て いま す 。「E| は 後 か ら 読み 込ま れ た マク ロ 
で ある こと を 表し ます 。 同じ よう に 他 の マク ロ を 読み 込ん で みて くだ さい 。 


複数 の 外部 マク ロ を 読み 込む と 、 そ の うち に マク ロバ ッ フ ァ が 足り な く な 
り ま す 。 そ の 場合 は 、 読 み 込 ん で いる 外部 マク ロ の 先頭 の も ちの か ら 自 動 的 に 
削除 きれ ます 。 ま た 、[DEL| キ ー で 不要 な モジ ュー ル を 削除 する こと も で き 
ます 。 


: 外 部 マク ロメ ニュ ー へ 
: モ ジュ ー ル の 削除 
: マ クロ メニ ュー へ 


削除 で きる モジ ュー ル は 、「R] また は 「E] の マー ク の つい た も の だ け で す 。 

また 、「!] の つい た モジ ュー ル よ り 前 の モジ ュー ル は 、 削除 で きま せん 。「 
は 、 そ の モジ ュー ル の 中 に 、 実 行 中 の マク ロ が ある こと を 示し ます 。 モ ジ 
ュー ル を 削除 する と 、 そ れ よ り 後 に ロー ド さ れ た マク ロ の 位置 が ずれ ます か 
ら 、 実 行 中 だ と 誤動作 し て し まう の で す 。 


M : 後 か ら 読み 込ん だ モジ ュー ル 
R : 削 除 可 能 な モジ ュー ル (Romovable) 
! : 実 行 中 の モジ ュー ル 
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圏 キー ボー ド マ ク ロ ・ モ ジュ ー ル 

キー ボー ド マ ク ロ を 登録 する と 、 こ れ も 1 つの モジ ュー ル と な り ま す 。 
[ctrl[ と [Ctrl]+[\ | の 組み 合わ せ で 、 適 当 に キー ボー ド マ ク ロ を 登録 し 
て くだ さい 。 


【 マ クロ メニ ュー】 <8154/free> 

vz.def (v1.6) 

R help.def .(v1.6) 
moremac2.def (V1.6) 
vzfl.def (V1.6) 

R <Keyboard Macro> 


キー ボー ド マ ク ロ は 、 外 部 マク ロ を ロー ド し て も 保存 され ます 。 不要 に な 
っ た ら [DEL| で 消し て くだ さい 。 


較 モジ ュー ル ヘ ッ ダ 

モジ ュー ル 管 理 は 、 DEF フ ァイル の 「=」 で 始ま る 行 を 基 に 行ない ます 。 こ 
の 行 を 「 モ ジュ ー ル ヘッ ダ 」 と 呼び ます 。 モ ジュ ー ル ヘッ ダ の 書式 は 「7.2 
DEF ファ イル の 構造 」 で 説明 し まし た 。 こ こ で は も う 少 し 詳し く 説 明 し ます 。 


(option) 


@ モ ジュ ー ル ヘッ ダ の 先頭 は 、 必ず 「=] に し ます 。「:] を つけ る と 、 コ メン 
ト 行 と し て 無視 され て し まい ます 。 モ ジュ ー ル 管理 の た め に は この 書式 の 
モジ ュー ル ヘ ッ ダ が 必要 で す の で 、 お 使い の マク ロフ ァイル を 確認 し て く 
だ さい 。 

@ [filename] は モジ ュー ル 名 と し て マク ロバ ッ フ ァ に 格納 され ます 。 モジ 
ュー ル 名 は 、 外 部 マク ロ を ロー ド す る 際 、 すでに メモ リ に 読み 込ま れ て い 
る か どう か チェ ッ ク す る の に 使い ます 。 

⑱ コ メン ト は 自由 に 書け ます 。 コ メン ト が 長 す ぎ て モジ ュー ル メ ニュ ー で 最 
後 ま で 表示 で き な い 場合 は 、 DEF ファ イル の 「* S シス テム メニ ュー」 の 
10 番 の メニ ュー の 幅 を 広げ る と 良い で し ょ う 。 
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10  "【 マ クロ メニ ュー】 <6BM/free>",50,0 


僅 モ ジュ ー ル ヘッ ダ の 次 の 行 の 先頭 が 「(| (半角 丸 括弧 ) の 場合 は 、 こ こ に 
「 モ ジュ ー ル オプ ショ ン 」 を 記述 し ます 。 こ れ に つい て 次 に 説明 し ます 。 


圏 モジ ュー ルオ プシ ョ ン 
モジ ュー ルオ プシ ョ ン は 、 括 弧 の 中 の 英 単語 で 指定 し ます 。 オ プシ ョ ン の 
種類 は 、 先 頭 の 一 字 で 決ま り ま す 。 次 の 2 つの オプ ショ ン が 使え ます 。 


Removable  : 削 除 可 能 
Sleep : 起 動 時 以外 は 、2 番目 及 降 の マク ロ の キー を 無効 に する 


[ 例 ] 


) 


= ニニ = ニニ = ニニ ke1Sen. de ======== 


(Removable Sleep) 


【Removable】 

モジ ュー ル メ ニュ ー で 「R] と 表示 され て いる 、 削除 可能 な モジ ュー ル が あ 
り ま す 。 通常 、 起動 時 に 組み 込ん だ モジ ュー ル (VZ.DEF 内 の マク ロ と 、 イ ン 
クル ー ド し た マク ロ ) は 、 削 除 で きま せん 。 こ の オプ ショ ン を 指定 する こと 
で 、 削 除 で きる よう に な り ま す 。 た だ し 、 マ クロ バッ ファ が 一 杯 に な っ た 時 
の 自動 削除 の 対象 と は な り ま せん 。 


【Sleep】 

た と えば 、|[Ctrl|+| 矢 印 キー | を 使っ て 、 時 線 を 引く マク ロ が ある と し ます 。 
この マク ロ を 呼び 出す と 、|Ctrl[ 矢 印 キー| は 常に 時 線 を 引く キー と な り 、 
通常 の 機能 は 使え を な く な っ て し まい ます 。 

この 問題 を 回 避 す る た め に 、 そ の モジ ュー ル が 起動 きれ る まで は 、 モ ジ 
ュー ル の 2 番目 以 隆 の マク ロ の キー を 無効 に する 機能 が 、Sleep オプ ショ ン 
で す 。 先頭 の マク ロ は 、 マ クロ を 起動 する た め に 必要 で すか ら 、 常 に 有効 で 
す 。 モ ジュ ー ル の 実行 が 終わ る と 、 再 び 2 番 目 以降 の キー は 無効 に な り ま す 。 
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上 8.5 イベ ント マク ロ 


「 イ ベン トマ クロ ] は 、 特定 の イベ ント が 発生 し た 時 に 自動 的 に 実行 され る 
マク ロ で す 。 キ ー に よっ て 起動 する 必要 は あり ませ ん 。 組み 込ん で お くだ け 
で よい の で す 。 

イベ ント マク ロ は 、 次 の 8 種類 で す 。 


IStart VZ 起動 時 に 実生 

!0pen ファ イル オー プン 時 に 実行 

IClose ファ イル クロ ー ズ 時 に 実行 

IEdit 編集 モー ド で 、 特 定 の 文字 キー 入力 時 に 実生 

IView View モー ド の ファ イル に 編集 操作 を 行なっ た 時 に 実生 
ITimer 編集 モー ド で 、 一 定時 間 キ ー 入 力 が な いと 実行 

IFiler ファ イラ ー で 文字 キー 入力 時 に 実生 

Abort エラ ー 人 苑 生 時 に 実行 


⑱ マ クロ の タイ トル 名 の 先頭 が 「!] の マク ロ を 、 イベ ント マク ロ と 認識 し ま 
す 。 イ ベン ト の 種類 は 、 続 く 単 語 の 先頭 1 文字 で 決定 し ます 。 
覆 数 の 同じ 種類 の イベ ント マク ロ を 記述 し た 場合 は 、 最 後 の マ クロ が 実行 
され ます 。 

@ イ ベン トマ クロ に つい て の 詳し い 仕 様 は 、「MAC16.D0C] を ご 覧 くだ さい 。 


還 | Start 

! Start イ ベン ト は 、VZ を 起動 し 、 初期 化 が 終了 し た 時 点 で 実行 され ます 。 
常駐 時 は 、 コ マン ドラ イン か ら 「vz[J | 」 で 起動 し た と き 、 お よび アプ リ ケ ー 
ショ ン の 子 プ ロ セ ス で 呼び 出さ れ た 時 に 実行 され ます 。 オ プシ ョ ン 「r| に よ 
る オー ト 実 行 は 、 編 集 画面 が 開く まで マク ロ は 実行 し ませ ん が 、! Start イベ 
ント は その 前 に 呼ば れ ま す 。 

! Start イベ ント 中 に 「# コ マン ド 」| は 記述 で きま せん 。 記述 し た 場合 の 動 
作 は 不定 で す 。「& 時 コマ ンド 関数 ] は 使え ます 。 
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較 !Open 

10pen イベ ント は 、 フ ァイル オー プン 時 に 実行 され ます 。 フ ァイル の 拡 
張子 に よる タイ トル サー ナチ 文字 列 、 画 面 の 横幅 等 の 設定 に 用 いま す 。 

! Start イベ ント と 同様 に 、! Open イベ ント 中 に も 「# コ マン ド 」| は 記述 で 
きま せん 。 


圏 | Close 
! Close イ ベン ト は 、 フ ァイル クロ ー ズ 時 に 実行 さき れ ま す 。! Start イ ベン ト 
と 同様 に 、! Close イベ ント 中 に も 「# コ マン ド 」| は 記述 で きま せん 。 


圏 | Edit 

! Edit イベ ント は 、 編 集 時 に 特定 の 文字 キー が 入力 され た 時 に 実行 され ま 
す 。 C の オー トイ ン デ ント 等 に 用 いま す 。 

1 Open イベ ント に より 、 ポ イン タ 変 数 に 、 起 動 し た い キ ー を 列挙 し た 
文字 列 を 与え ます 。 全 角 文 字 で も 構い ませ ん 。 9 は 編集 テキ スト 毎 に も ち 
ます 。 初 期 値 は 「0] で 、 こ の 場合 は ! Edit イベ ント は 実行 し ませ ん 。 


圏 |! View 

1 View イ ベン ト は 、 ビ ュー モー ド の ファ イル に 対し て 、 編集 操作 を 行なっ 
た 時 に 実行 きれ ます 。[J』| で クロ ー ズ し た り 、|Shift [| で 編集 モー ド へ 移 
る 機能 は 、! View イベ ント で 実現 し て いま す 。 


園 | Timer 

! Timer イベ ント は 、 編 集 時 に 一 定時 間 キ ー 入 力 が な い 場 合 に 実行 され ま 
す 。 オ ー ト セー プ 用 の イベ ント で す 。 実行 する まで の 時 間 は 、 オ プシ ョ ン 
Q で 設定 し ます 。 


圏 !Filer 

! Filer イベ ント は 、 フ ァ イ ラ ー 上 で 文字 キー が 入力 され た 場合 に 、 に 文 
字 コ ー ド を セッ ト し て 実行 され ます 。 メ ニュ ー コ マン ド を カス タマ イズ する 
た め に 用 意 き れ て いま す 。 

! Filer イ ベン ト が 存在 し な いと 、 徒 来 版 と 同様 に 、 押 され た キー の ある メ 
ニュ ー バ ー の 位置 で 、 所 定 の コマ ンド を 実行 し ます 。 
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この 節 で は 簡単 な マク ロ を 例 に と っ て マク ロ を 作る 工程 を ご 紹介 し ます 。 


較 どん な マク ロ を 作る か 
と りあ え ず 簡単 な 例 と し て 、 


「 指 定 コ ー ド 範囲 の 文字 の 検索 」 


を 作っ て み ま す 。 こ れ は 、「0-9] まで と か 、「A~-Z| まで 、 と いう よう に 文 
字 範 囲 を 指定 する と 、 該 当 す る 文字 を カー ソル 位置 か ら 検索 する マク ロ で 
す 。Ver1.6 で は VWX で 正規 表現 検索 が で きま す の で 、 実際 に この マク ロ を 
使う 場面 は な いか も し れ ま せん 。 


較 マク ロフ ァイル の ひな 型 

何 は と も あれ 、 マ クロ を 書く た め の フ ァイル を オー プン し ます 。 こ れ は 新 
規 フ ァイル で すか ら 、IESC|[N] で 開き まし ょ う 。 フ ァイル 名 は 、「search. 
defl と で も し で く 《 だ さい 。 

新規 ファ イル を オー プン し た ら 、 ま ず 次 の よう な リス ト を 打ち 込み ます 。 


= ニー== SeaTCh.def ===== 
* 骨 マクロ 
80 * "Search" 


キ 


① 最初 の 行 に は 必ず マク ロ の タイ トル を 書き ます 。 

⑨「*| の 後 の 「M| で 、 マ クロ の 開始 を 表し ます 。 

⑨③ マク ロ 番 号 、 お よび 実行 する キー (未定 義 の も の ) を 指定 し ます 。 

④ この 間 に マ クロ コー ド を 書き ます 。 

⑤「*| の み の 行 は 定義 の 終了 を 意味 し 、 こ れ 以 降 は 無視 し ます 。 

⑥ テキ スト の 最後 を 示す コメ ント で す 。「*]| の 後ろ な の で 無視 され 
ます 。 特 に 必要 あり ませ ん 。 
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4 行 目 か ら マ クロ コー ド を 書き 始め ます 。 マ クロ コー ド の 各 キ ー ワ ー ド 
は 、 ス ペー ス 、 タ プ 、 履行 で 区 切る こと が で きま す 。 


圏 どん な コマ ンド ・ 関 数 を 使う か 
仕様 が 決ま っ た ら 、 そ れ を どの よう な VZ の コマ ンド 、 ま た は シス テム 関 
数 で 実現 する か を 検討 し ます 。 こ の た め に は 、 ど の よう な 機能 が ある の か ひ 
と 通り 知っ て お か ね ば な り ま せん 。「 第 11 章 マク ロ 言 語 仕様 ]」 に ざっ と 目 
を 通し て くだ さい 。 こ の マク ロ で は 、 次 の よう な 機能 が 必要 に な る と 予想 さ 
沈ま すず 。 

(A) キー ボー ド か ら の 文字 コー ド の 入力 

(B) 文字 ユー ド の 変数 へ の 格納 
(C) カー ソル 位置 の 文字 コー ド の 取得 と 判定 
(D) カー ソル 位置 の 更新 と 、 テ キス ト の 終端 の 判定 


ここ で は 、「 指定 範囲 の 文字 が 見 つか る まで カー ソル を 進め る 」 と いう 、 至 
極 単純 な 方 法 を 使う こと に し ます 。 


較 文字 コー ド の 入力 (A) 
キー ボー ド か ら 文 字 列 を 入力 する 場合 は 、「&g] を 使い ます 。 こ れ は 、 指定 
タイ トル の 文字 列 入 力 ウ ィ ン ド ウ を 開き 、 入 力 し た 文字 列 、 終 了 キ ー に 応じ 
て 値 を 返す 、 と いう も の で す 。 文字 列 は 、 ポ イン タ 変 数 PW が 示す ワー ク バ 
ッ フ ァ に 格納 し ます 。 

&g : ウ ィ ン ド ウ か ら の 文字 列 の 入力 

pw : ワ ー ク バッ ファ の ポイ ンタ 
ちょ っ と 実際 に 書い て 試し て み ま し ょ う 。 


=ーー SearCh.def ニー- 

* MI マクロ 

80 『 "Search" 

&g 文 字 検 索 (4-7) :”) 等 
Am(ra%d。 nm"%S9",r,pw) 


ま 


= ニー End of search.def ==== 
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5 行 目 の 「&m("...」 は 、C 言 語 の printf 関 数 に 準じ し た シス テム 関数 で 、 最 
下行 に 所 定 の メッ セー ジ と し て 表示 し ます 。 


圏 マク ロ の 組み 込み 
実は 、 こ れ も う 完全 な マク ロ に な っ て いま す 。[Ctrll[K]| "| を 押し まし ょ 
う 。 画面 最 下行 に 


1 項目 読み 込み まし た 


と 表示 され まし た ね 。 これだけ で マク ロ の 組み 込み は 完了 で す 。 
[ctrlt[K]「 | で 、 編集 中 の テキ スト を マク ロフ ァイル と みな し て 組み 込め 
る わけ で す 。 


[ctrllk][T : 再 カス タマ イズ 


それ で は [Ctrl]+[ \ を 実行 し て み ま す 。 画面 に 次 の よう な ウィ ンド ウ が 開 


きま す 。 
| 文字 検索 (A-2) : 開 


「abc」 等 を 入力 し て |[J| を 押す と 、 画面 最 下行 に 、 変数 「r,pw] の 内 容 を 表示 
し ます 。 


r=0, pws abc" 
いろ いろ な 文字 列 を 入力 し て 、 ど ん な 値 が 返さ れる か 試し て くだ さい 。 こ 
ん な 具合 に 、 そ の 場 で 関数 の 動作 を 試し て みる こと が で きま す 。 


田 文字 列 の 解析 (B) 

さて 、「&g] で 入力 し た 文字 列 を 解析 し ます 。 こ こ で は 、 文 字 列 を 3 文字 の 
「 文 字 1」 ,「 区 切り 文字 ] , 「 文 字 2] と し て 入力 する こと に し ます 。 文字 列 は 、 
ポイ ンタ 変数 の W の 示す ワー ク に 格納 され て いま す 。 よ っ て ポイ ンタ 演算 子 
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を 使い 、 

a=Dw. 0, 

b=pw.2, 
と する こと で 、 「 文字 1」 , 「 文 字 2] を 、 そ れ ぞ れ 「 変 数 a,. b] に ロー ド で きま 
す 。 演 算式 は 、「, 」 で 区 切り ます 。 条 件 式 な ど で 式 の 値 を 評価 する 場合 は 、 
(.……) で 括り ます 。 

と ころ で 、 こ の 方 法 で は 、 文 字 と し て 漢字 を 指定 で きま せん 。 次 の よう に 

漢字 か どう か 判定 し て 、 漢 字 な ら ば ワー ド ポ イン タ と し て 読み 込め ば よい の 
で す が 、 少 々 難し く な り ま す の で 、 こ こ で は 半角 の み に し ぼり ます 。 


較 文字 コー ド の 取得 と 判定 (C) 
範囲 を 決め る 変数 が 取得 で きま し た の で 、 今度 は カー ソル 位置 の 文字 コー 
ド の 取得 で す 。 こ れ は シス テム 変数 ec ず ヴ の 値 を みる だ け で す 。 
cd : カ ー ソ ル 位 置 の 文字 コー ド 
VZ の マク ロ で は 、 各 種 情報 は オプ ショ ン や シス テム 変数 を 直接 参照 する 
だ け で 得 ら れ ま す 。 従っ て 、 カ ー ソ ル 位 置 の 文字 が 「 変 数 a] と 「 変 数 pb] の 
間 の 文字 か どう か は 、 
(cd>=a && cd <=b)7|1 .…! 
と いう 条件 式 で 判定 で きま す 。 こ の 式 は 、(...) の 中 が 「 真 」 の 時 、| ..… | を 
実行 する も の で 、 条 件 式 の 基本 で す 。 


圏 カー ソル の 更新 (D) 
カー ソル 位置 の 文字 が 指定 範囲 内 の 文 字 で な けれ ば 、 カ ー ソ ル を 進め ま 

す 。 カー ソル を 進め る の は 、| っ | キー に 相当 する 「#] コマ ンド で す 。 こ の よ 
う に 、 基本 コマ ンド の 多く は 、 標準 キー か ら 連 想 で きる 「 英 字 1 文字] で 表せ 
ます 。 も し コマ ンド が 判ら な く な っ た ら 、|[HELP | キー を 利用 し て くだ さい 。 
[HELP | キー 機能 その も の も マク ロ で 記述 し て あり ます が 、 次 の よう な 便利 
な 機能 も 持っ て いま す 。 

信 押 し た キー の 1 ライン ヘル プ を 表示 する 。 

⑯ の 上 で [HELP | を 押す と 続く コマ ンド の 1 ライ ン ヘ ルプ を 表示 する 。 


さて 、 カ ー ソ ル を 進め る 場合 、 テ キス ト の 最後 に 達し た か どう か チェ ッ ク 
し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ に は 2 とおり の 方 法 が あり ます 。 
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1. カ ー ソ ル 位 置 の 文字 タイプ 変数 C# が EOF (0) か ? 
2.「#] で 進め た 時 、 コ マン ド 実 行 後 の 返り 値 r] が (0) で な いか ? 
ここ で は 後者 の 方 法 を 使い ます 。 


圏 ファ ー ス トバ パ バージョン 
で は 、 以 上 を まとめ て 1 つの マク ロコ ー ド を 組ん で み ま し ょ う 。 


ーー ScarCh.def ==ー 
* 骨 マ クロ 


80 * "Search" 
&g( 文 字 検 索 (A-2):") (r<0)7. 
a=Dw.0, bcpw.2, 
A 揚 (r<0)? . 
(cd<a ll cebD)? > 
細 ("Fomd!") 


に 


打ち 込み が 終わ っ た ら 、[Ctrll[K][ | で 組み 込み 、[Ctrl+[\ | で 実行 し ま 
す 。 適当 に 文字 の 範囲 を 指定 する と 、 カ ー ソ ル 位 置 の 前 方 に サー チ し て い 
き 、 見 つか る と 


Foundl 


と 表示 し ます 。 


圏 いく つか の 改良 
さて 、 使 っ て いく うち に いく つか 気 に な る 点 が 出 て くる と 思い ます 。 
(1) 遅い 
(2) 毎回 検索 文字 を 指定 し な く て は な ら な い 
(3) 見 つか ら な いと テキ スト の 最後 に 行っ て し まう 
(4) 途中 で 中 断 で き な い 。 
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まず スピ ー ド で す が 、 全 て の マク ロ で 使え る 手段 と し て 、 

[処理 中 の 画面 表示 を 停止 する ] 
方 法 が あり ます 。 通常 は 、1 コマ ンド 実行 する 度 に ステ ー タ スラ イン を 更新 
し て いま す の で 、 こ れ を 表示 し な い 分 だ け 速 く な り ま す 。 こ れ は 、 次 の 関数 
で 制御 し ます 。 

&s  : 画 面 表 示 の 停止 

&d : 画 面 表 示 を 再開 し 全 画面 を 再 表示 

#?  : 画 面 表示 を 再開 し カー ソル 行 を 再 表示 


(2) は 、[ コ | のみ 押 し た 場合 に 、 以 前 の 入力 文字 列 を 使う こと で 対応 し ま 
す 。[』 | の み 入力 する と 、 返り 値 「r=-2] と な り ま す 。 

(3) は 、 検索 の 前 に カー ソル 位置 を マー ク し て お く こ と で 対応 し ます 。 

(4) は 、 と りあ え ず 現状 の まま で も 次 の キー で 中 断 で きま す 。 


|Ctrl+ Break| : マ クロ の 中 断 


マク ロ の 実行 を 中 断 し 、 ト レー スモ ー ド に 入り ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
表示 の 左端 に 、 中 断 し た 位置 の マク ロコ ー ド の 一 部 を 表示 し 、 次 の キー の 入 
力 待ち に な り ま す 。 

: ステ ッ プ 実行 
: マク ロ の 連続 実行 を 再開 
: マク ロ 実 行 の 中 止 


し か し 、 ルー プ の 中 で キー 入力 チェ ッ ク を 人 人 れ た 方 が よい で し ょ う 。 


&k  :BIOS キ ー 入 力 チ ェ ッ ク 
を 使っ て 、 キ ー が 押さ きれ た が どう か を チェ ッ ク し ます 。 
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圏 セカ ンド バー ジョ ン 
以上 の 改良 を 加え た 新しい マク ロ は 、 次 の よう に な り ま す 。 


ーーー= SearCh.def ===== 

* MM マク ロ 

80 \ "Search" 
才 ( 文 字 検 索 (4-2):") i 検索 文字 を 人 力 
(r=-17. 
て に -2)7 1 a-pw.0, bcpw.2, | : [CR] の み の 場 合 は 設定 し な い 
搬 : カー ソル 位置 を マー ク 
紹 ("Search %S",pw) 検索 文字 コー ド を 表示 
@ : 周 面 表示 を 停止 

:A Grl=0)7 : キー が 押さ れ た ら 中 断 
抽 (r<0)? : テキ スト の 最後 に 送 し た ら 終了 
(cd<a | ceb)? 六 : カー ソル 位置 の 文字 と 比較 
& m("Fomd!") . 


:N 。 軸 還 ("Not fomd.") . 
B &d 紹 ("Break!") . 


ーーー= Dnd of search.def ===== 


較 ブレ ー ク ボイン ト 

マク ロ を デバ ッ グ する 際 に 、 指 定 箇所 で 中 断 し て 様子 を 見 た い 場 合 が あり 

ます 。 こ の よう な 場合 は 、「&t」 を 中 断 し た い 人 箇所 に 挿入 し て くだ さい 。 
&t : ト レー スモ ー ド 


「&t]」 の と ころ へ 達する と 、 マ クロ の 実行 を 中 断 し 、 ト レー スモ ー ド に 入り ま 
す 。 こ の 後 の 操作 は 、 で 中 断 し た 場合 と 同様 で す 。 
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一 オプ ショ ン の 初期 化 

マク ロ の テス ト に [STOP | キー で 中 断 す る と 、 変 数 や オプ ショ ン が マク ロ 
の 設定 の まま 残っ て し まい ます 。 例 えば 、「GAME.DEF] を 実行 し 、[STOP | で 中 
断 し て みて くだ さい 。 

この よう な 場合 に 、 変 数 や オプ ショ ン を 起動 時 の 設定 に 戻す コマ ンド が あ 
まり 9 


[ctrll [kllo] : オ プシ ョ ン の 初期 化 


以上 の よう に 、VZ の マク ロ は 書い た その 場 で 組み 込み ・ デ バッ グ が で きま 
す の で 、 開 発 は た い へ ん 容易 で す 。 ど うか 実際 に マク ロ を 作っ て お 試し くだ 
さい 。 
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和 9 章 
各 機 種 版 に つい て 


旧 9.1 マル チ 機 種 対応 
| 9.2 PC-9801 版 
。 9.3 DOS/V 版 


| 9.1 マル チ 機 種 対 応 


VZ の マス ター ディ スク に は 、 以 下 の 各 機種 版 の 「VZ2?2.COM| が 入っ て お 
り 、 イ ンス トー ル 時 に 動作 マシ ン を 判定 し 対応 する コマ ンド を コピ ー し ま 
ボ 。 


【98 フォ ー マ ッ ト ・ デ ィ ス ク 』 
・PC- 9801 版 VZ.COM 
・ 本 - 3100 版 \[31\VZT31.COM 


【IBM フォ ー マ ッ ト ・ デ ィ ス ク 】 


・DOS/V 版 VZIBM.COM, VZIBMj.COM 
・AX 版 \AX\VZAX.COM 
・PS/55 版 理 S55\VZ55.COM 


・ 英 語 モ ー ド 専用 版 穫 S\VZUS.COM 


この 章 で は 、 PC- 9801 版 と DOS/V 版 に つい て 、 そ れ ぞ れ の 特長 的 な 機能 
を 説明 し ます 。 そ れ 以 外 の 機種 に つい て は 、 各 機種 版 の オン ライ ン ・ ド キュ 
メン ト を ご 覧 くだ さい 。 
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| 9.2 Pc9801 版 


PC- 9801 版 に は 、 次 の よう な 特長 が あり ます 。 


・ ス ムー スス クロ ー ル 機能 

・ バ ックス ラッ シュ の 表示 機能 

・ 新 JIS 肢 線 文字 の 表示 機能 

・[Ctrl| [テン キー | に よる 全角 記号 入力 機能 


・26 行 以 上 の テキ スト 画面 に 対応 


圏 スム ー ス スク ロー ル 機 能 
ドッ ト 単 位 で テキ スト 画面 を な め ら か に スク ロー ル す る 機能 で す 。 ハ イレ 
ゾ モ ー ド で は ドッ ト 単 位 の スク ロー ル は で きま せん 。 


較 バッ クス ラッ シュ の 表示 機能 
半角 の 「\| を 「 ヽ | で 表示 し ます 。VZ 動 作 中 の DOS の 出力 も 「 へ ヽ 」 で 表 
示し ます 。 オ プシ ョ ン の りり で 設定 し ます 。 


DD- \ 文 字 の 表示 


田 新 JIS 野 線 文 字 の 表示 機能 

NEC の PC- 98 シリ ー ズ は 、 漢字 コー ド が JIS78 ( 旧 JIS) で ある た め 、 新 
JIS の 時 線 文字 が 表示 で きま せん 。 オ プシ ョ ン P9 を 「+| に する と 、 新 JIS 昇 
線 文字 を 98 時 線 文字 に 変換 し て 表示 し ます 。 


Dg+ 新 J【S 野 線 の 表示 
EPSON の 98 互換 機 は 新 JIS フォ ント を 表示 で きま す の で 、 こ の オプ ショ 
ン は 必要 あり ませ ん 。 


較 Ctrl|+|[ テ ン キ ー| に よる 全角 記号 入力 機能 
[ctr| | テン キー| ま た は [GRPH|+[ テ ン キ ー| で 、 全 角 文字 を 入力 で きま 


す 。「4.8 その 他 の コマ ンド | を ご 覧 くだ さい 。 
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一 26 行 以上 の テキ スト 画面 に 対応 

本 製品 に も 含ま れる 「30BI0S.COM] な ど を 使っ た 、26 行 以上 の テキ スト 画 
面 に 対応 し て いま す 。「30BI0S.COM| の 場合 は 、 最大 の 行 数 を 自動 的 に 取得 し 
ます の で 、 特 に 設定 は 必要 あり ませ ん 。 そ の 他 の ソフ ト を お 使い の 場合 は 、 
オプ ショ ン ん 4C で 最大 行 数 を 指定 し て くだ さい 。 こ の 場合 、「 行 間 空 き モ ー 
ド 」 で 起動 する こと は で きま せん 。 

次 に 、98 版 に 関す る 主 な 特記 事項 を あげ ます 。 


圏 行間 空き モー ド 
オプ ショ ン ん C の 意味 が 変わ り ま し た 。 編集 時 の 行 数 で は な く 、[ 行 間 空 
け モ ー ド 」 を 指定 し ます 。 


I- 編集 時 の 行間 空き モー ド の 指定 
- DOS の 画面 モー ド の まま 
+ 編集 画面 で 行間 空け モー ド を 切り 苦 え る 
20 編集 画面 で 行間 空け モー ド に する 
25 編集 画面 で 行間 詰め モー ド に する 


田 [Ctrl+[f・n| キー 

編集 モー ド で は 、 DOS の [Ctrll+[f・n] キ ー の 機能 を マス ク し て いま す 。 オ 
プシ ョ ン ル た 作 を 「+| に すれ ば 、 [Ctrllrlf・n| キ ー、 お よび [|yf・1| - [vf・1| 
の キー を VZ で 利用 で きま す 。 


田 裏 グ ラフ ィ ッ ク VRAM の 利用 

Ver1.6 で は 、 裏 グラ フィ ッ ク VRAM を ワー ク に 利用 する オプ ショ ン GV 
坪 。、 計上 政 し まし た 。 

NEC 版 「EMM386.SYS] に は 、 ノ ー マ ル モー ド 時 に 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM の 
「B0000h] に EMS の ペー ジフ レー ム を 割り 当て る 機能 が あり ます 。 従来 版 で 
は これ に 対応 し て いま し た が 、Ver1.6 は 対応 し ませ ん 。 


一 FEP の 自動 制御 


ATOK6/7/8、VJE / 、 松茸 、WX TI、MS 漢 字 API 対 応 の FEP を 自動 制 
御 で きま す 。 
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| 9.3 pos/V 版 


DOS/V 版 に は 、 次 の よう な 特長 が あり ます 。 


・ 日 本 語 、 英 語 両 モー ド 対 応 

・V- Text 対 応 

・ シャ ドウ 付き ポップアップ ・ ウ ィ シ ドウ 

・ 日 本 語 モ ー ド 時 の カー ソル の ブリ ンク 、 全 角 表 示 機 能 
・ ア ナ ロ グ パレ ッ ト 機 能 


・[Ctrl|、 [At| の キー コン ビ ネ ー シ ョ ン の 拡張 


圏 日 本 語 、 英 語 両 モー ド 対 応 

DOS/V 版 VZ は 、 日 本 語 、 英語 、 両 モー ド で 動作 し ます 。 常駐 し た まま で 
の 「CHEV]」 コマ ンド に よる モー ド の 切り 替え も 可能 で す 。 た だ し 、[「VZIBM]. 
COM|」 は 、 メ ッ セ ー ジ が 日 本 語 に な っ て いま す の で 、 英語 モー ド で は メッ セー 
ジ が 読め ませ ん 。 両 モー ド で 使う 場合 は 、「VZIBM.COM| を お 使い くだ さい 。 


圏 V-Text 対 応 

V- Text に 対応 し て いま す 。 

・ 横 文字 数 は 80-255、 縦 行 数 は 25-50。 

・ 縦 行 数 が 50 を 越え る 場合 は 、 オ プシ ョ ン ん た C に 最大 行 数 を 設定 し て くだ 

さい 。 

編集 モー ド で V- Text モ ー ド に し た い 場 合 は 、 オ プシ ョ ン VM7 に V-Text 
の ビデ オモ ー ド を 設定 し て くだ さい 。VO の 場合 は 、 画 面 モ ー ド は 切り 在 
えま せん 。 


W670 編集 時 の スク リー ン モ ー ド 


圏 シャ ドウ 付き ポッ プア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウ 
ポッ プア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウ を 立体 的 に 美しく 見 せる た め に 影 を つけ まし た 。 
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一 日 本 語 モ ー ド 時 の カー ソル の ブリ ンク 、 全 角 表 示 機 能 

DOS/V に は カー ソル の これ ら の 表示 機能 は あり ませ ん の で 、VZ 側 で 対応 
し ま し た 。 全角 表示 は 、 文 字 カ ラー の 反転 で 実現 し て いる た め 、 ブ ロッ ク 
カー ソル 以外 は 対応 で きま せん 。 


較 アナ ログ パレ ッ ト 機 能 

テキ スト カラ ー16 色 を 、64 色 の アナ ログ パレ ッ ト か ら 選 べ ま す 。 標準 設 
定 で は 、 バ ッ ク グ ラウ ンド を 暗い 再 に 、 FEP の ガイ ドラ イン で 使わ れる 茶色 
を 黄色 に 設定 し て いま す 。 パ レッ ト の 初期 値 は 、DEF フ ァイル に 記述 し て あ 
り UE 


*E その 他 
12 "(00,08,02,0B,04,05,06,07,38,09,34 3B,3(, 30,3B, 35)" 


この 部 分 を コメ ント と すれ ば 、 パ レッ ト は 変更 され ませ ん 。 

[PALET.DEF| を 使う と 、 画 面 上 で パレ ッ ト を 変更 で きま す 。 |Shift |+|F11| 
の 「 外 部 マク ロメ ニュ ー」| で 呼び 出し て くだ さい 。 

DEF ファ イル の 上 記 の 箇所 に カー ソル を 置い た 状態 で マク ロ を 実行 し 、 
[INS| を 押す と 、 パ レッ ト の 設定 を テキ スト に 挿入 し ます 。 


田 [Ctrl| 、|Alll の キー コン ビ ネ ー シ ョ ン の 拡張 
DOS/V 版 で は 、 次 の 4 つ を 除く 全て の [Ctrl+| 特 殊 キー|、|All+ 
| 特殊 キー| の 入力 が 可能 で す 。 


[clEsc| [AilW] [Ai じ | [Ah 


これ を 利用 し て 、 カ ッ ト ペ ー ス コマ ンド を 次 の キー で 操作 で きま す 。 


Alt |+|DEL| : 行 ・ ブ ロッ ク 削 除 
[At llINS| : 行 ・ ブ ロッ ク 挿 入 
Shift |+ [Alt |+[DEL| : 行 ・ ブ ロッ ク 記 憶 
Shift |+ [Al [INS| : 行 ・ ブ ロッ ク 複 写 


次 の キー は 、 印 字 さ きれ た キー と は 異な る キー で 入力 し ます 。 
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ei - Ie1 回 


次 に 、DOS/Y 版 に 関す る 主 を 特記 事項 を あげ ます 。 


圏 スク ロー ル 時 の 画面 上 下 の ぶ れ 
DOS/V の 標準 「$DISP.SYS| で は 、 ス クロ ー ル の 際 に ハー ドウ ェ ア ス ク 
ロー ル (画面 の 表示 アド レス を 変え る ) を 行なう た め 、 ス クロ ー ル し な い 画 
面 の 上 下 が ぶ れ て し まい ます 。 こ の 時 、 オ プシ ョ ン の g+ を 設定 する と 、 多 少 
ぶれ が 軽減 され る 場合 が あり ます 。 こ の 機能 は 、 横 80 文字 の ハー ドス ク 
ロー ル (上 方 向 ) 時 の み 有 効 で す 。 


0g+ 最上 行 の "ぶれ "の 軽減 


市 販 の Windows アク セラ レー タ 対 応 の ディ スプ レイ ドラ イ バ を 使用 すれ 
ば 、 こ の 現象 は 起き ませ ん 。 


弄 画面 の 行 数 

日 本 語 モ ー ド で は 、 画面 最 下行 を 常に FEP ガ イド 行 と し て リザ ー ブ し て い 
る た め 、 編 集 画面 は 98 版 より 1 行 少 な く な っ て いま す 。 オ プシ ョ ン ル C を 
「 の | と する と 、 最 下行 に ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 し 、 編 集 画面 が 1 行 増え 
ます 。 た だ し この 時 FEP を オン する と 、FEP の ガイ ドラ イン が ファ ンク シ 
ョ ン キ ー と 重なっ て 表示 され ます 。 通常 は た C+ の まま で お 使い 下さ い 。 


此 + 日 本 語 モー ド 時 の 最 下行 の 予約 


田 画面 の 行 数 
「ANSI.SYS]」 は 、 必 ず 組 み 込ん で くだ さい 。 さ も な いと 、 非 常 及 モ ー ド で 
VZ か ら 子 プロ セス を 実行 し た 時 、DOS の 文字 が 黄色 に な っ て し まい ます 。 


画 FEP の 自動 制御 
$ IAS、 お よび MS 漢字 API 対応 の FEP を 自動 制御 で きま す 。 
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第 10 章 
付属 ユー テイ リティ 


10.1 EZKEY 
散 10.3 ZCOPY 
。 10.4 VWX 
。 10.5 WGREP 
10.6 30 BIOS 


| i0.1 EzkEY 


EZKEY は 、 メ モリ に 常駐 し て キー 入力 割込み int9 を フッ ク し 、 次 の よう 
な 機能 を サポ ー ト する ツー ル で す 。 
・VZ 上 で |GRPH| 英 字 |, INFER | , [CtrlF・n| キー 入力 の サポ ー ト 
・|Shift | 押下 時 の 裏 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 表 示 
・[ctrlL[GRPH [キー| に よる ホッ トキ ー 機 能 
・ ブ ルー バッ ク / ホ ワイ トバ ッ ク 機 能 (アナ ログ RGB 使 用 ) 


・[Caps| [カナ | キー の 表示 、 お よび マス タク 機能 


圏 動作 環境 
PC- 9801 シリ ー ズ 全 機 種 (LT を 除く ) 
(Ver1.30 か ら 一 部 の 機能 を 除い て ハイ レゾ モー ド に 対応 し て ます ) 


※ EPSON の 98 互換 機 、 お よび EPSON DOS で の 動作 は 、 保 証し ませ ん 。 


一 組み 込み 方 法 

EZKEY は 、「AUTOEXEC.BAT] に 記述 し 、 メ モリ に 常駐 させ て お 使い くだ さ 
い 。YVZ も 常駐 させ る 場合 は 、 こ れ よ り 前 に 指定 し ます 。 
[ 例 ] 


eZkey -D3 -f6 -@2 


常駐 を 解除 する 場合 は せ 、 コ マン ドラ イン で 
C:WZezkey| | 


と 実行 し ます 。 た だ し 、EZKEY の 後 か ら 別 の 常駐 ソフ ト 、 あ る い は FEP を 
組み 込ん で いる と 、 常 駐 解除 で き な い 場合 が あり ます 。 


(C:WWZ>ezkey 引 コ | 
で 、 オ プシ ョ ン の 一 覧 を 表示 し ます 。 
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EZKEY 常駐 時 に 実行 で きる ホッ トキ ー コ マン ド を 次 に 説明 し ます 。 コ マ 
ンド は 、 


CtrlkIGRPH| キ ー| 


で 実行 し ます 。 こ れ ら の コマ ンド は 、| キ ー| に 対応 する 英字 (記号 ) を コマ ン 
ドラ イン オプ ショ ン と し て 指定 する こと で 、 そ の 機能 を 使え を な く で きま す 。 
[ 例 ] 


e2key -!- ([Ctrll6GRPH DELI に ょ る リャ ッ ト 機 能 の 抑止) 


田 [G] clear Graphic vram 
グラ フィ ッ ク VRAM (バン ク 0) を 消去 し ます 。EO000h-E8000h の 16 色 
表示 用 VRAM も 含み ます 。 


較 [T| clear Text vram 
テキ スト VRAM (ペー ジ 0) を 消去 し ます 。 文字 の 属性 は 、 DOS の 既定 値 
で 初期 化し ます 。 


較 [S] Save text vram 
表 (ペー ジ 0) テキ スト VRAM の 内 容 を 、 裏 (ペー ジ 1) テキ スト VRAM 
へ 保存 し ます 。 後 で 参照 し た い 画 面 を 保存 する と き に 使い ます 。 


田 [X] eXchange text vram 
画面 に 表示 する テキ スト VRAM を 、 表 (ペー ジ 0) また は 裏 (ペー ジ 1) と 
で 切り 替え ます 。 [S] で 保存 し た 画面 を 参照 する と き に 使い ます 。 


※[S] お よび [X] コ マン ド は 、 ハ イレ ゾ モ ー ド で は 使え ませ ん 。 今度 の 版 か ら 
30BIOS 等 に よる 行 数 拡大 モー ド に 対応 し まし た 。 


圏 [L| Lock keyboard 


キー ボー ド を ロッ ク し ます 。 再度 [Ctrl|+IGRPH |+[L| を 押す と 、 ロ ッ ク は 
解除 きれ ます 。 
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較 [DEL] reset cpu 

マシ ン を リセ ッ ト し ます 。 機種 や 仮想 86 の ドラ イ バ に よっ て は 、 正 常に 
リセ ッ ト し な い 場 合 が あり ます 。 他 の リブ ー ト ユー ティ リティ を お 使い の 場 
合 は 、「-!-」 を 指定 し て この 機能 を 抑止 し て くだ さい 。 


EZKEY 常駐 時 に 使え る その 他 の 機能 に つい て 説明 し ます 。 以 下 の 機 能 は 
コマ ンド ライ ン オ プシ ョ ン で 指定 で きま す が 、 


CtrlkIGRPH| 甘 字 | 
を 入力 する こと で いつ で も オン / オ フ を 切り 替え を る こと が で きま す 。 


較 [D] Display graphic vram 
グラ フィ ッ ク VRAM の 表示 / 非 表示 を 切り 替え ます 。 


圏 [A] Analog/digital mode 
デジ タル / ア ナ ロ グ RGB モ ー ド を 切り 替え ます 。( ノ ー マ ル モー ド の み ) 


一 [B] Blue back 
アナ ログ RGB で 、 青 の 背 景色 を 表示 し ます 。 数値 は 「0-7] で 明る さ を 指 
定 し ます 。 標準 設定 の 明る さ は 「4| で す 。 
[Ctrl[GRPH|+[B| で 、 表示 の ON/OFF を 切り 替え ます 。 
[ 例 ] 


ezkey -b (明る さ は 4) 
ezkey -bD7 (明る さ は ?) 


圏 [W] White back 
アナ ログ RGB で グレ ー の 背景 色 を 表示 し ます 。 色 以外 は [ B] と 同じ で す 。 
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田 [R] echo |Caps|| カ ナ | key 

[Caps| ま た は [カナ ] キ ー が ロッ ク さ れ て いる と 、 画面 最 下 行 の ファ ンク シ 
ョ ン キ ー の 右端 に 「Caps] また は 「 カ ナ 」 を 表示 し ます 。RA 以 降 の ソフ ト 
キー ロッ ク の キー ボー ド で の み 有 効 で す 。 数 値 は 「1-7」 の 表示 色 を 指定 し 
ます 。 標準 設定 の 表示 色 は 「5] (水色 ) で す 。 
[ 例 ] 


e2key -r6 (黄色 で 表示 ) 
e2key -r- ([Caps] , [カナ ] の 表示 を し な い ) 


※ 日 本 語 FEP が オン の 状態 で は 、 表 示さ れ ま せん 。 


田 [K] mask |Caps|,| カ ナ |, key 
[Caps| キ ー、 お よび [カナ | キー を 無効 に し ます 。RA 以 降 の ソフ トキ ー ロ 
ッ ク の キー ボー ド で の み 有 効 で す 。 ま た 、 無効 に し て も LED は 点灯 し ます 。 


-kl | カナ | ロッ ク を 無効 に し ます 。 
-K2 |Caps| ロ ッ ク を 無効 に し ます 。 
-3 [カナ |,[Caps | ロッ ク を 無効 に し ます 。 


一 [C] Click sound 
キー 入力 時 に クリ ッ ク 音 を 発生 し ます 。 数 値 は 「0-7」 で 音 の 長 さ を 指定 
し ます 。 標準 設 定 の 音 長 は 「4] で す 。 こ れ は 、CPU の 速度 に 影響 され ます 。 


較 [F] shift Function key 
[Shift] キー を 押し て いる 間 、 裏 ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 表示 し ます 。 
ファ ンク ショ ン キ ー を 独自 に 表示 し て いる アプ リケーション 下 で 、 こ の 機 
能 が 動作 し て し まう と 、 表 示 が 乱れ る 場合 が あり ます 。 こ の よう な 時 は 、 下 
記 の よう に 数 値 を 指定 し て くだ さい 。 


-f2 、VZ 動 作 中 の み 
-f4 ファ ンク ショ ン キ ー の 色 が 「 白 | の 時 の 
-f6  VZ 動 作 中 で 、 な お か つ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 人 色 が 「 白 | の 時 の み 
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圏 [\] character 
[Shift[ | で バッ ク ク ォ ー ト 文字 【[*] を 入力 し ます 。 


較 [@] activate |GRPH| key ※ 
VZ 上 で 、[GRPHI+| 英 字 | コ マン ド 、 お よび [GRPH|』[ テ ン キ ー| に よる 全角 
記号 の 入力 を 可能 に し ます 。 


較 [N] activate INFER| key ※ 
VZ 上 で 、[NFER | キー を 使用 可能 に し ます 。 


画 [ ] activate [CtrllF・n| key 

VZ 上 で 、|[CtrllF・n] キ ー を 使用 可能 に し ます 。 

MS-DOS3. 3 以上 で は 、 この 機能 の 代わ り に 、VZ で オプ ショ ン た 鍛 + を 指 
邊 MGSDSSNSa 


※ 日 本 語 FEP が オン に な っ て いる 時 は 、 こ れ ら の キー は 使え ませ ん 。 た だ し 、 
WX IL で は 「WXK.SYS] に 「/EZ]」 オプ ショ ン を 指定 し 、EZKEY で 「-@2] を 指 
定 する と 、WX II が オン で も 、 未 入力 状態 で あれ ば 、[GRPH| キ ー が 使え ます 。 
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| i0.2 vMAp 


VMAP は 、 メ イン ヌメ モリ 、 EMS、 XMS メモ リ の 利用 状況 を 表示 する 、 MS 
- DOS 江 用 ツー ル で す 。 


画 起動 方 法 


(:W の wap | 
(:WZ>vmap 7a27b| | 


圏 オプ ショ ン リ スト 


C Conventional Memory コン ベン ショ ナル メモ リ 

u Upper Memory Blocks (UMB) UMB 

m Conventional & Upper Memory 「cu」 と 同等 

6 KNS & X5 EMS& XMS 

n No compress multi blocks 複数 プア ロッ ク を まとめ ず に 表示 
還 実行 例 

(:WWZ>map 


VMAP Version 2.01 Copyright (C) 1989-91 by c.mos 


addr PSP blks size owner/parameters hooked vectors 


D2ROsys 1 512 xrdisk 
D301sys 1 112 setver 
D309sys 1 4128 kkcfunc 
DAOCOA49 1 8192 smartdrv 
D60D<- 1 1024 30sysll1 
D64E-D7RE 1 6912 <free> 
上 02<- 1 1872 ezkey -f6 -@ -n- -k3 
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DC78-BOOO 1 14464 <free> 


ー- UMB total: 37 KB 一 - 
058Csys 1 2144 himem 
0613 sys 1 3968 em386 67 
070C sys 4 12992 <config 
0A3C 1 192 <free> 
0A49<- 1 13712 smartdrv た (-D-/Q/B:8 1BIF2526DC 
ODA9 <- 3 3728 command 22 23 24 25 
0 1 9380 <free> 
OEA5 0009 1 45792 adddrv CON 
1904<- 1 22720 vt 09 0A 0C 18 28 E2 
1F61<-- 1 1536 vw1.03 -22 -xl -y 2F 
1FC2<- 1 3808 vz1.59g -z 的 06 21 29 
20B1-9FFF 1 521440 <free> 
ーー- MMS ver4.0 (frame: COOOh) 一 -- ーー- MS ver3.00 一 一 - 
handle pages Size name HMA used: 62 KB by DO5 


AAM EN BMB free: 2164 KB 


total 128 2048k 
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較 各種 シン ボル の 説明 


addr 
PSP 


blks 

S12ZG 

Owner 
parameters 
hooked vectors 


<free> 
<Config> 
command 
(env) 
<buffers> 
<files> 
<fcbs> 
<lastdrv> 
<Stacks> 
handle 
DageS 
S1Ze 
name 
frame: 
HMA used: 
EMB free: 


メモ リプ ブロ ッ ク の 開始 セグ メン ト 

メモ リプ ロッ ク の オー ナー セグ メン ト 

ペーー :addr と 同じ 

SYS ・ オ ー ナ ー 0008h の シス テム コー ド 、 デ ー タ 
空き : フ リー エリ ア 

-722? ・ フ リー エリ ア 終 了 セ グ メ ント 

同じ オー ナー また は サイ ズ の 連続 する メモ リブ ロッ ク 数 
メモ リプ ロッ ク の バイ ト 数 

オー ナー 名 

実行 時 の パラ メー タ (CON デ バイ ス の 場合 は デバ イス 名 ) 
プロ グラ ム が フッ ク す る 割り 込み 番号 

(<..> タイ プ の オー ナー の 場合 は 表示 し な い ) 

ダリ ーー の 

conf ig. Sys 

command. com 

環境 エリ ア 

デイ スジ パッ フ ゲ 

FILES= | 

FCBS= | DOS4 以降 の 「vmap n| で 表示 
LASTDRIVE= | 

STACKS= | 

EMS ハン ドル 番号 

使用 ペー ジ 数 

使用 ペー ジ の 合計 KB 数 

ハン ドル 名 

ペー ジ ・ フ レー ム 開 始 セ グ メ ント 

HMA の 使用 オモ リサイズ 、 オ ー ナ ー 名 

EMB の フリ ー メ モリ サイ ズ 

・EMB が サポ ー ト され て いな い 、 あ る い は フリ ー エ リア 
が な い 場 合 は 、 表 示し な い 。 

・ 最 大 プロ ッ ク サ イズ が それ と 異な る 場合 は (max: ?RKB) 
を 追加 表示 。 
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| i0.3 zcopY 


ZCOPY は 、 DOS コマ ンド の XCOPY を パワ ー ア ッ プ し た 、DOS 汎 用 の コ 
マン ド で す 。 名 前 は 「ZCOPY] で す が 、 コ ピー 以外 に も 各種 の 機能 を も っ て 
いま す 。 


@ ラ イト 時 に 、 複 数 ファ イル を オー プン し て 一 度 に 書き 込む 、「 マ ル チ ラ イ 
ト ・ オ ー プ ン 」 方 式 を 採用 、 少 な い シ ー ク 動作 で 高速 コビー 

念 複数 の ディ レク トリ / フ ァイル マス ク の 指定 (排他 指定 あり ) 

@⑱ デ ィ レ クト リー 括 コ ピー (/s) 時 の ディ レク トリ 位置 の 保存 、 お よび ディ 
レク トリ ・ タ イム スタ ンプ の コピ ビー 機能 (/t) 

⑱@ サ イズ の 増加 し た 部 分 の み コ ピー する 、『 イ ンク リ メ ン タル ・ コ ピー」 機能 
(/) 

⑱@ デ ィ レ クト リー 括 も 可能 な move 機 能 (/m) お よび delete 機能 (/del) 

@ フ ァイル の 高速 コン ペア 機能 (/c) 

@ レ スポ ンス ファ イル の 参照 機能 


田 書式 


zcopy <sSre> kmask>l[masks]| に dst] <opt>| 
2copy <src>] 他 ilelist [<dst>] <opt> 
<SrC> ソー スパ ス (source path) 
人 filelist レス ポン ス フ ァ イル 
<qasl> ディ レク トリ また は ファ イル マス ク 
[ams] qasle の 排他 指定 
<dst> ター ゲッ ト パ ス (destination path) 
/<opt> オプ ショ ン 


圏 オプ ショ ン 
/a: Archive(xcopy /a) /n: No overwrite 
/b: Backup (xcopy /m) /o: Overwrite only 
/c: Compare /s: Subdirectories 


/del: Delete /t: Time stamp copy 
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/e: Echo /u: Update new fes 


/g: Gather /V: Verify 
[mcremental copy  /x: hidden fes too 
/m: Move 


/a: Archive (xcopy /a) 
XCOPY の オプ ショ ン 「/Al と 同様 に 、 ア ー カ イプ 属性 の 付い た ファ 
イル だ け を コピ ー ま す 。 あ まり 使い 道 は あり ませ ん 。 コ ピー 以外 の 操 
作 (移動 ・ 比 較 ・ 削 除 ) 時 に も 指定 で きま す 。 


/b: Backup (xcopy /m) 
XCOPY の オプ ショ ン 「/M| と 同様 に 、 ア ー カ イプ 属性 の 付い た ファ 
イル だ け を コピ ビー し 、 コ ピー 後に ソー ス フ ァ イル の アー カイ プ 属 性 を 
クリ ア し ます 。 こ の オプ ショ ン を 使え を ば 、 タ イム スタ ンプ の 比較 な し 
に 、 一 度 だ け バ ッ ク ア ッ プ を 取る こと が で きま す 。 


/c: Compare 
ソー ス と ター ゲッ ト の ファ イル を 比較 し ます 。 両方 の ディ レク トリ 
に 存在 する ファ イル の み を 比較 の 対象 と し 、 結 果 を ファ イル 名 の 後に 


表示 し ます 。 
表示 な し : 一 致 
mismatchl! : 相 違 箇所 あり 
1onger ・ ソ ー ス の 方 が 長い 
shorter :・ ソ ー ス の 方 が 短い 


※ ファ イル の 中 身 を 実際 に 比較 する の は 、 サ イズ が 等 し い 場合 の み で す 。 


/del: Delete 
ソー ス で 指定 し た ファ イル / デ ィ レ クト リ を 削除 し ます 。 確認 の 
キー 入力 は あり ませ ん の で 、 誤 操作 を 防ぐ た め に 3 文字 の オプ ショ ン 
名 に な っ て いま す 。 
リー ド オ ン リ 属性 の 付い た ファ イル / デ ィ レ クト リ も 削除 し ます 。 
不可 視 属性 、 シ ステ ム 属 性 の 付い た ファ イル も 削除 する 場合 は 、 オ プ 
ショ ン 「/del /x| を 指定 し ます 。 
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/e: Echo 
コピ ー/ 移 動 / 比 較 の 場合 は 、 画 面 に ファ イル 名 を 表示 する だ け で 、 
何 も 実 行 し ませ ん 。 
削除 の 場合 は 削除 する ファ イル 名 を 表示 し た 後 、 削 除 を 実行 し ます 。 


/g: Gather 
「/s」 と 同様 に 下位 の サブ プ デ ィ レ クト リ ま で コピ ー の 対象 と し ます 
が 、 フ ァイル を 1 つの ター ゲッ ト ・ デ ィ レ クト リ に 集め ます 。 
ソー ス の 別 ア ディ レク トリ に 存在 する 同名 ファ イル は 、 そ の サイ ズ ・ 
時 間 が 一 致し た 場合 は 上 書き し 、 異 な る 場合 は 、 拡 張子 を 「.001, . 
002, ...| と いう よう に 順次 リネ ー ム し た 上 で コロ ピー し ます 。 
※ この オプ ショ ン 指 定時 は 、『 マ ル チ ・ ラ イト オー プン 」 機能 は 働き ませ ん 。 


/i: Incremental copy 
「/u| と 同様 に 、 日 付 が 新しい ファ イル の み コ ピー し ます が 、 ソ ー ス 
ファ イル が ター ゲッ ト フ ァイル より 大 きい 場合 は 、 フ ァイル の 末尾 を 
比較 し 、 一 致し た 場合 に は サイ ズ の 増え た 部 分 (< 々 ) し か コピ ー レ し 
ませ ん 。 
この オプ ショ ン は 、 サ イズ が 大 きく 、 か つ 追 加 さ きれ て いく だ け の 、 
通信 の ログ ファ イル の バッ クア ッ プ に 最適 で す 。 


/m: Move 
ファ イル を 移動 し ます 。 同一 ドラ イブ 内 で 別 デ ィ レ クト リ へ 移動 す 
る 場合 は 、 デ ィ レ クト リエ ント リ の 書き 換え だ け で コピ ー は し ませ 
ん 。 別 ドラ イブ へ 移動 する 場合 は 、 コ ピー 終了 後 、 ソ ー ス ファ イル / デ 
ィ レ クト リ を 削除 し ます 。 


/n: No overwrite 


ター ゲッ ト ・ デ ィ レ クト リ に 既に 存在 する ファ イル は 、 コ ピー し ま 
せん 。 
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/ox 


8 


人 


/U: 


/V 


/X5 


Overwrite only 
ター ゲッ ト ・ デ ィ レ クト リ に も 存在 する ファ イル の み 、 コ ピー し 
き も 


Sub-directories 
XCOPY の オプ ショ ン 「/S] と 同様 に 、 下位 の サブ ディ レク トリ まで 
ディ レク トリ 構造 ご と コピ ー し ます 。 


Time stamp copy 
「/S] で ディ レク トリ ー 括 コピ ー す る 際 に 、 タ ー ゲ ッ ト 側 に 作る ディ 
レク トリ の タイ ム ス タ ン プ を 、 ソ ー ス か ら コ ピー し ます 。 


Update new files 
ター ゲッ ト ・ デ ィ レ クト リ に 同名 ファ イル が 存在 する 場合 は 、 ソ ー 
ス フ ァ イル の 方 が 日 付 が 新しい 場合 の み コ ピー し ます 。 


Verify 
ライ ト 直 後に ファ イル を リー ド し 、 メ モリ の 内 容 と 比較 し ます 。 相 
違 が 生じ た 場合 は 、 エ ラー メッ セー ジ を 表示 し て コピ ー を 停止 し ます 。 


hidden files too 
不可 視 属性 、 シ ステ ム 属 性 の 付い た ファ イル も 、 コ ピー し ます 。 
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| 10.4 wwx 


VZ の 文字 列 検索 で 正規 表現 に よる 検索 を 可能 に し た り 、 全 角 半 角 を 同一 
視 す る 検索 を 可能 に する た め の サ ービス ・ プ ログ ラム で す 。 

VZ で の 文字 列 検 索 利 用 前 に 、VWX を メモ リ に 常駐 させ て お く こ と で 正規 
表現 な ど が 使用 出来 ます 。 

※ 常 駐 プ ログ ラム に 拒否 反応 を 示す 方 も いら っ し ゃ る よう で す が 、VWX は 自分 

だ け で は 何 も 出 来 な い 、 お と な し い プ ログ ラム で す 。 


圏 VVX の 組み 込み 
VWX を メモ リ に 常駐 させ る 場合 の 書式 は 、 次 の と お り で す 。 
C:\>vwx |< オ プシ ョ ン >[+|-]| 
[ 例 ] 


(C:*vwx -22 -x1 
取り 外す 時 は 、 
(C: も vwx -T 


を 実行 し ます 。 


一 利用 方 法 
VZ に は 朋 X、Z ガ と いう スイ ッ チ が 定義 8 され て いま す の で 、 こ れ を 適宜 指 
定 し て 下さ い 。 
1. 万 X+ で 、 検 索 文字 列 に 正規 表現 が 使用 可能 と な り ま す 。 
た だ し 、 検 索 文字 列 に VZ で 定義 され て いる 検索 用 の 特殊 文字 、\n,\|,\r が 含 
まれ る 場合 は 正規 表現 と 扱わ れ ま せん 。m オ プシ ョ ン で 正規 表現 と する こと も 
可能 で す 。 
2. の ガ + で 、 全角 ・ 半 角 を 同一 視 し た 検索 が 可能 と な り ま す 。 た だ し 、VWX を x 
オプ ショ ン 付 き で 起動 する 必要 が あり ます 。 大 ・ 小 文字 同一 視 と 併せ て 、 例え 
ば 、VZ で vz Vz vz VZ Vz VZ な ど を 見 つけ ます 。 
3. 検索 文字 列 に タグ 付き 正規 表現 が 使わ れ て いる と き 、 置 換 文字 列 に タグ を 利 
用 し た 文字 列 指定 が 行え ます 。 
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圏 オプ ショ ン 
用 意 し て いる オプ ショ ン は 次 の 通り で す 。「VWX -z2 -13000] な ど と 指定 
し ます 。 オギ オプション の 天文 字 * 小 文字 は 区 別して で ぬ 生 立 ん 。 


-Z2 


: 常 駐 に EMS を 使用 

常駐 に EMS を 利用 する こと で 、 メ イン メモ リ の 常駐 サイ ズ が 1536 
バイ ト と な り ま す 。 

必要 な EMS の ペー ジ 数 は デフ ォ ル ト で は 1 ペー ジ で す が 、1 オ プシ 
ョ ン 等 で の 指定 に より 連続 し た 2 ペー ジ の 物理 ペー ジ が 必要 と な る 場 
合 も あり ます 。 


: 常 駐 の 解除 

VWX の 常駐 を 解除 し ます 。 

VZ を 使用 し て いな い 時 に VWX を 常駐 し た まま で も 実害 は 無い は 
ず で す が 、 メ モリ が 足り な い 場 合 な どの た め に 、 和 常駐 を 解除 する た め 
の オプ ショ ン を 用 意 し て いま す 。 


-|nnnn :1 行 の 最大 長 


VWX で は 1 行 の 最大 長 は 1024 文字 と し て 処理 し て いま す が 、 こ の 
オプ ショ ン で この 文字 数 を 変更 出来 ます 。nnm に 1 行 の 最大 長 を 512 バ 
イト か ら 8192 バ イト の 間 で 指定 し て 下さ い 。 

例え ば 3000 文字 と し た い 場 合 は 「-13000] と し ます 。 

この 値 に より メイ ン メ モリ の 常駐 サイ ズ は 変化 し ます 。 

た だ し 、-z2 で 常駐 し た 場合 に は この 指定 の 大 小 に より メイ ン メ モ 
リ の 常駐 サイ ズ は 変化 し ませ ん 。 


・ メ タキ ャ ラク タ の 扱い 

ml : VZ で 定義 きれ て いる 検索 用 の 特殊 文字 (mn,\1,\r) が 検索 文字 
列 中 に あっ て も VZ オ リ ジ ナ ル の 検索 ルー チン を 使用 し な い 。 

m2 :\C は メタ キャ ラク タ に 限ら ず 任 意 の 文字 に つい て 文字 c そ の も 
の と 扱う 。 \t、\S も t、s と 扱わ れる 。 
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ーXn 


: 同 一 視 レ ベル 
この オプ ショ ン で は 、VZ で 選 ガ + を 指定 し た 時 の 同一 可 の レベ ル を 
指定 し ます 。 
1.n = 0 の 時 (x オ プシ ョ ン を 指定 し な い 場 合 も 同じ ) 
Z+ を 指定 し て も 意味 を 持ち ませ ん 。 
2.n = 1 の 時 (単に x だ け を 指定 し て も 同じ ) 
Z ガ + の 時 は 、 全 角 と 半角 を 同一 視 し ます 。 
3.n = 2 の 時 
Z ガ + の 時 は 、 ひ ら が な と カタ カナ を 同一 視 し ます 。 
4.n = 3 の 時 
Z ガ + の 時 は 、 全 角 、 半 角 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ を 同一 視 し ます 。 
この オプ ショ ン を 指定 する と 常駐 サイ ズ が 若干 増加 し ます の で 、 
Z 刀 + を 使用 し な い 場 合 は 、 指 定 し な いこ と を お 勧め し ます 。 
また 、 こ の オプ ショ ン は 常駐 後に も 変更 可能 で す 。 た だ し 、x オ プシ 
ョ ン 付 き で 常駐 し た 場合 に 限り ます 。 


検索 処理 条件 指定 
この オプ ショ ン で は 、 検 索 文字 列 の 処理 に 関す る 指定 を 行い ます 。 

n は 0 か ら 3 の 値 を 取る こと が 出来 、 そ の 意味 は 以下 の 通り で す 。 

+1: Wa,\0,\,\0,\a,\A で それ ぞ れ 以下 の 正規 表現 の 代用 が 出 
来 ま す 。 
[a-z]+, [0-9]+, [A-2]+, [0-9],[a-z]+,[A-Z]+ 

+2: 万 X-、Z ガ + の 指定 の 時 に も 、|,& を 正規 表現 と し て 認識 する 
よう に な ゆり まお まず 。 

この オプ ショ ン は 常駐 後に も 変更 可能 で す 


圏 VZ マ クロ と の 相性 

VZ の 既存 の マク ロ で は 、 当 然 な が ら 検 索 文字 列 が 正規 表現 と 解釈 され 得 
る こと を 想定 し て いな いた め 、 有 XX+ が 指定 し て ある と 了 予期 せ ぬ 動作 と な る 
こと が あり ます 。 

この 様 な 無用 な 問題 を 防ぐ た め に 、 実 際 に 文字 列 を 検索 する 時 に の み 、 
万 ※+ と する の が 安全 で ある と 思い ます 。 
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田 正規 表現 
・ 利 用 可能 な 正規 表現 は 次 の 通り で す 。 


① c 


@ 球 


US 


F* 
⑨ r+ 
⑩0 r? 
⑪ rllr2 
⑲⑫ \(r\) 


⑬ 
⑲⑭ r1&r2 


以下 に 示す メタ キャ ラク タ を 除き 文字 c は 、 そ の 文字 自身 を 意 
味 す る 。 

メタ キャ ラク タ と し て の 意味 を 打ち 消す 場合 に 使用 し 、 文 字 c そ 
の も の を 表わす 。 た だ し は タブ 記号 、\s は 空白 文字 を 意味 する 。 
(m オ プシ ョ ン の 項 参 照 ) 

パタ ー ン の 先頭 に 存在 する と きのみ 、 行 の 先頭 を 意味 する 。 
パタ ー ン の 最後 尾 に 存在 する と きのみ 、 行 の 末尾 を 意味 する 。 
改行 を 除い た 任意 の 1 文字 を 表す 。 全 角 文 字 も 1 文字 と 扱う 。 
[] 内 に 含ま れる 任意 の 1 文字 を 表す 。 a-z、 あ - お 等 の よう な 範 
囲 指定 も 可能 。 

[ 内 に 含ま れ な い 任 意 の 1 文字 を 表す 。⑥ と 同じ く 範 囲 指 定 も 
可能 。 

正規 表現 r を 0 回 以上 繰返し た も の を 意味 する 。 

正規 表現 r を 1 回 以上 繰り 返し た も の を 意味 する 。 

正規 表現 r の 0 回 また は 1 回 を 意味 する 。 

正規 表現 r+ また は r2 を 意味 する 。 

正規 表現 r を 出現 順に 最大 9 個 ま で 記憶 する 。 
(タグ 付き 正規 表現 ) 

タグ 付き 正規 表現 に より 記憶 し た N 番目 の 文字 列 を 示す 。 

正規 表現 r1 か つ r2 を 意味 する 。 


較 テク ニカ ルノー ト 
付属 の VWX.DOC を 参照 し て 下さ い 。 


画 動作 環境 
Ver3.1 以降 の 日 本 語 MS- DOS が 必要 で す 。 
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一 制限 事項 な ど 
1. バイ ナリ ・ フ ァイル で の 正規 表現 は 使わ な い 方 が 安全 で す 。 
動作 は 保証 し ませ ん 。 
2. 行 を また が っ た 検索 は 出来 ませ ん 。 


較 その 他 
1. VWX は フリ ー ソ フト ウェ ア で す 。 
著作 権 は 石田 得 彦 (ving) が 所 有 し ます 。 
2. 転載 ・ 配 布 は 自由 で す が 、 一 言 声 を 掛け て いた だ ける と うれ し いで す 。 
3. この プロ グラ ム を 使用 し た こと に よっ て 生じ た 損害 は 、 全 く 保 証し ま 
せん 。 
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| i0.5 WeREP 


本 ユー ティ リティ イ は ファ イル の 中 か ら 文 字 列 を 検索 する ツー ル で す 。 文字 
列 検索 ツー ル は すでに 優れ た も の が いく つも 公開 され て いま す が 、 こ の ツー 
ル は 通常 の チキ スト ファ イル 内 を 検索 する こと は 勿論 の こと 、 拡 張子 に より 
アー カイ ブフ ァイル (いわ ゆる LZH,LZS, ZIP, ARC の 4 つの 圧縮 ファ イル 形式 に 
対応 ) と 判断 され た 場合 は 、 自 動 的 に 解凍 し 文字 列 を 検索 する 点 に 特徴 が あ 
り ます 。 

LZH,LZS 形 式 の アー カイ ブフ ァイル は WGREP に 組み 込ま れ た 解凍 ルー チ 
ン で 処理 する た め 特 に アー カイ バ は 必要 と し ませ ん 。 

ZIP, ARC 形 式 の アー カイ ブフ ァイル 内 を 検索 する た め に は 、 別 途 デ ィ ス ク 
上 に 専用 アー カイ バ が 必要 で す 。 た だ し その 場合 も メモ リ 上 で の み 処 理 す る 
よう な ( ト グ ダ セ 7!?) 細工 を し て いま す の で 、 一 時 的 に も ディ スク 上 に ファ イ 
ル の 作成 は 行い ませ ん し 、 ま た ディ スク 容量 に 空き が な く て も 利用 出来 る よ 
うに し て あり ます 。 


圏 書式 
wgrep [7 ショ ッ ] 検索 必 - 検索 対象 7 侯 群 
[ 例 ] 


WgTeD -1 -{ -] VZ VZ.dOC 


・ 各 々 の パラ メー タ は スペ ー ス また は タブ に より 区 切ら れ ま す 。 
・ 検 索 パ ター ン に スペ ー ス また は タプ ブ を 指定 し た い 場 合 に は 、 引用 符 「'」 ま 
た は 二 重 引用 符 「"”] に より 囲っ て 下さ い 。( ス ペー ス ま た は タプ ブ の 直後 
が ' ま た は "で ある と 検索 パタ ー ン の 開始 、 そ の 後 ' ま た は "の 直後 が ス 
ペー ス か タブ で ある と 検索 パタ ー ン の 終了 、 と 認識 し ます 。) 
[ 例 ] if (を 検索 し た い 場 合 は 、 
YE または" OCR し ます 。 


・ 検 索 パ 7 ターン に は 正規 表現 (VWX の 項 参 照 ) が 利用 出来 ます 。 
オプ ショ ン を 指定 する こと で 全角 で も 正規 表現 が 可能 で す 。 
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・ 検 索 対 象 77 化 群 に は 検索 対象 と な る ファ イル を 並べ て 下さ い 。 そ の 際 ワ 
イル ドカ ー ド (⑰、$ も 利用 出来 ます 。 

(ファ イル 名 に 対す る 正規 表現 は サポ ー ト し て いま せん ) 

検索 対象 77 伺 群 が 指 定 さ れ な い 場 合 は 標準 入力 が 使用 され ます 。 


・ 検 索 対 象 の ファ イル が アー カイ ブ で あり 、 そ の 中 の 検索 対象 ファ イル を 
限定 し た い 場 合 は ファ イル 名 の 後に 「+] ま た は 「:」 を 付加 し 、 続 け て 検索 
対象 と な る アー カイ ブ 内 の ファ イル 名 を 「,」 で 区 切っ て 指定 し て 下さ い 。 
+」 ま た は 「:」 の 指定 が 無い 場合 、 ア ー カ イブ 内 の 全 フ ァイル が 検索 対 
象 と な り ま す 。 
この ファ イル 名 に も ワイ ルド カー ド が 利用 出来 ます 。 
[ 例 ] test.Izh 内 の test*.doc と test*.txt だ け を 検索 対象 と し た い 場 合 は 、 
test. 1zh+test*. doc, test*. txt 
また は 、test. 1zh:test*.doc, test*.txt と し ます 。 


・ 複 数 の アー カイ ブフ ァイル に 対し て 、 同 じ フ ァイル を 検索 対象 と し た い 
場合 は 、、 ア ー カ イブ ファ イル を 、「,」 で 区 切っ て 指定 し て 下さ い 。 
[ 例 ] test1.1zh 内 と test2.1zh 内 の 、 test*.doc と test*.txt を 検索 対象 と し た 
い 場 合 は 、 
test1.1zh, test2. 1zh+test*. doc, test*. txt 
また は 、 test1. 1zh, test2.1zh:test*. doc, test*. txt と し ます 。 


田 機能 

指定 され た ファ イル の 中 を 検索 し て 、 パ ター ン に 一 致す る 文字 列 を 含む 行 
を 見 つけ る と 、 標 準 出力 に 出力 し ます 。 

指定 され た ファ イル が 以下 に 示す 拡張 子 を 持つ と それ は アー カイ ブフ ァ イ 
ル と 認識 し 、 フ ァイル を 解凍 し て か ら 検 索 し ます 。 (検索 対象 ファ イル に つい 
て は g オ プシ ョ ン を 参考 に し て 下さ い 。) 

終了 コー ド と し て 、 一 致 行 が あっ た 時 は 0、 一 致 行 が 無かっ た 時 は 1、 エ 
ラー が 発生 し た 時 は 2 を 返し ます 。 


・ ア ー カ イプ ファ イル と 認識 する 拡張 子 
LZH, ZIP, ARC,LZS の 4 種類 
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・ ア ー カ イブ ファ イル の 解凍 方 法 

(1) LZH,LZS は WGREP 内 部 に 組み 込ま れ た 解凍 ルー チン で 解凍 

(2) ZIP、ARC. あ る い は X オ プシ ョ ン 指 定時 の LZH,LZS は 以下 の 外部 アー カイ バ 
を 起動 し て 解凍 
LZH …・ HHA 
.ZIP ・・PKUNZIP 
.ARC …・PKXARC(PKUNPAK が 手元 に 見 つか ら ず 、 確 認 で き な か っ た ) 
.LZS …・LHHA 


・ ア ー カ イ バ の 検索 順序 

(1) 環境 変数 ARCPATH で 指定 され た ディ レク トリ ( 例 :ARCPATH=A:\UTL) 
(2) カレ ント ディ レク トリ 

(3) PATH で 定義 され た ディ レク トリ 

以上 の いずれ に も アー カイ バ が 存在 し な い 場 合 は エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 。 


圏 オプ ショ ン 

サポ ー ト し て いる オプ ショ ン は 以下 の 通り で す 。 オ プシ ョ ン 文 字 の 大 文字 
と 小文字 の 区 別 は し て いま せん 。 ま た 、 同 じ オ プシ ョ ン を 複数 指定 する と 最 
後 の も の が 有効 と な り ま す 。 


【 オ プシ ョ ン 一 覧 】 
-a AND 検索 
-C マッ チ 行 数 の 表示 
-dn 表示 形式 の 指定 


-e パタ ーッ 検索 パタ ー ン の 指定 
-f 77 侯 名 検索 パタ ー ン を ファ イル か ら 読 む 


-gn 検索 の 対象 と な る ファ イル の 指定 

-hn ファ イル 名 タイ トル ヘッ ダ 表 示 の 表示 条件 を 規定 
ーi 英 小文字 と 英 大 文字 (半角 ・ 全 角 共 に ) を 同一 視 
-jn 同一 視 文字 種 の 指定 

-k 拡張 子 群 検索 の 対象 か ら 除 外す る 拡張 子 

-1 マッ チ す る 行 の 存在 する ファ イル 名 の み を 表示 

-n マッ チ 行 を 表示 する 際 に 行 番号 を 付加 
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-T 正規 表現 を 使用 し な い 


-Sn 行 ま た が り 検 索 と タブ 、 ス ペー ス を 無視 し た 検索 
5 タグ 情報 の 付加 

-u 該当 の ディ レク トリ 下 の 全て の ディ レク トリ を 検索 
-V マッ チ し な い 行 を 表示 

-W バー 5jnm ツ だ 

-X 解凍 に LHA.EXE を 利用 

-?7n ヘル プ を 表示 


= レス ポン ス フ ァ イル の 認識 し な い 


【 オ プシ ョ ン 説 明 】 
オプ ショ ン の 詳細 な 内 容 に 付い て は 付属 の WGREP.DOC を 参照 し て 下さ い 。 
(付属 の WGREP.DOC に は より 詳細 な 説明 と 最新 の 情報 が 記載 され て いま す 。) 


圏 レス ポン ス フ ァ イル 

ファ イル の 先頭 が 9 で ある と 、 レ スポ ンス ファ イル と みな し 、 フ ァイル の 内 
容 を コマ ンド ライ ン に 書い た も の と 同じ に 扱い ます 。 

(@resfile な ら ば 、resfile が レス ポン ス フ ァ イル と な り ま す ) 


コマ ンド ライ ン で は 入力 長 の 制限 で 、 多 く の フ ァイル を 明示 的 に 指定 し て 
検索 する こと は 不可 能 で す が 、 レ スポ ンス ファ イル を 使え ば 、 よ り た くさ ん 
の ファ イル が 指定 出来 ます 。 (検索 パタ ー ン 、 オ プシ ョ ン を 書い て お く こ と 
も 出来 ます ) 


レス ポン ス フ ァ イル 中 の 改行 は スペ ー ス と みな し ます の で 、 改行 は 無視 し 
て コマ ンド ライ ン か ら の 指定 と 同じ よう に 定義 出来 ます 。 た だ し 、 一 つの オ 
プシ ョ ン の 途中 で 改行 が あっ て は な り ま せん 。 


また 、 レ スポ ンス ファ イル 中 に 、@ が あっ て も 、 そ れ は レス ポン ス フ ァ イル 


と は 扱わ れ ま せん 。( ネ スト 不可 ) 
レス ポン ス フ ァ イル の 最大 サイ ズ は 16,384 バイ ト で す 。 
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田 定義 ファ イル 

環境 変数 WCREP が 存在 する 時 に は WGREP.CFG と いう 名 称 の 定義 ファ イル に オ 
プシ ョ ン 指 定 を 定義 し て お く こ と が 出来 ます 。 

実際 に は 検索 パタ ー ン 、 フ ァイル も 定義 し て お け ま す の で コマ ンド ライ 
ン か ら WGREP と だ け 入 力 し て 検索 する こと も 可能 で す 。 


環境 変数 WGREP の 設定 値 は 何で も 構い ませ ん 。 
[ 例 ] SET WGREP=WGREP 


MS_-DOS Ver3 以上 の 場合 は 、 WGREP.COM が 起動 され た ディ レク トリ 、 な 
けれ ば カレ ント ディ レク トリ の 順に 、 そ う で な い 場 合 は カレ ント ・ デ ィ レ ク 
トリ か ら WGREP.CFG を 検索 し 、 WGREP.CFG が 存在 すれ ば 、 そ こ で の 指定 が 有効 
に な り ま す 。 

な お 、 コ マン ドラ イン で の オプ ショ ン 指 定 が 優先 され ます 。 


定義 ファ イル 中 の 改行 に 関す る 注記 は レス ポン ス フ ァ イル と 同じ で す 。 


田 動作 環境 
(1) 日 本 語 MS-DOS 汎 用 

た だ し 動作 確認 は PC- 9801RX2 上 の MS- DOS3.30C で 行っ て いま す 。 
(2) 動作 を 確認 し た アー カイ バ の バー ジョ ン は WGREP.DOC を 参照 し て 下さ い 。 


田 制限 事項 な ど 

(1) 明示 的 に 指定 で きる 検索 ファ イル の 個数 は 最大 512 個 で す 。 

(ワイ ルド カー ド に より 指定 され た 複数 の ファ イル の 個数 は 1 個 で カウ 
ント ) 

(2) 検索 パタ ー ン の 個数 は 最大 128 個 、1 つの 検索 パタ ー ン の 最大 長 は 256 
文字 で す が 、 検 索 パ ター ン に より 可変 と な り ま す の で 、 目 安 と 考え て 下 
さい 。 

(3) 起動 時 に は プロ グラ ム ・ サ イズ と は 別に 最低 で も 48K バイ ト が 必要 で 
す 。1 行 の 最大 長 は メモ リ が 十分 あれ ば (144K バイ ト 以 上 ) 16,376 文 
字 で これ を 越え る も の は 分 割 し 処理 し ます 。 メ モリ が 少な いと この 最大 
長 は 減少 し 最低 は 4.088 文字 と な り ま す 。 
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また 、 行 数 は 429,496,725 行 ま で カウ ント 可能 で これ 以上 に な る と 0 か 
ら 再 カウ ント と な り ま す 。 
(この 制約 が 問題 に な る こと は まず な いで し ょ う 。) 


その 他 、 付 属 の WGREP.DOC を 参照 し て 下さ い 。 


較 その 他 
(1) WGREP は フリ ー ソ フト ウェ ア で す 。 

著作 権 は 石田 輸 彦 (wing) が 所 有 し ます 。 

(た だ し 、LZH,LZS の 解凍 ルー チン の 著作 権 は 吉崎 栄 泰 氏 が 所 有する ) 
(2) 転載 ・ 配 布 は 自由 で す が 、 一 言 声 を 掛け て いた だ ける と うれ し いで す 。 
(3) この プロ グラ ム を 使用 し た 事 に よっ て 生じ た 損害 は 全く 保証 し ませ ん 。 


作者 紹介 
石田 幅 彦 (wing) 


(VZ ? 正規 表現 使え を な いで し ょ 。)》 
【 で も ソー ス 付 いて る か ら 自 分 で 作れ ば 使え ます よ 。】 


茶 機種 に 移植 し た り VZ 倶楽部 、VZ 天 國 に 原稿 を 書か せ て いた だ いた り 

と 、VZ に 関わ っ て きま し た 。 

VWX は も と も と は 私 が 個人 的 に VZ の 差分 と と も に 一 緒 に 公開 し て いた 

フリ ー ソ フト ウェ ア で す 。 (これ か ら も フリ ー ソ フト ウェ ア で す 。 念 の た め ) 

VZ で 正式 に 対応 し た いと いう 話 が あっ た 時 は 大 変 堪 き まし た 。 

WGREP 共々 ご 利用 の みな さま の お 役に立つ こと が 出来 れ ば 幸い で す 。 
NIFTY-Serve:QFFO0306 日 経 WIIX :wing 


【 そ の エディ タ は 常駐 な ん て 出来 ます か ? 】 


(出来 な い 〉 
【 自 分 で は 改造 出来 な いで すか 。 それ は 残念 で すね | 
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| 10.6 30 行 BIOS 


30 行 BIOS (30BI0S.COM) は 、 PC- 9801 ノ ー マ ル モー ド の テキ スト 表示 行 数 
を 増やし 、 よ り 快 適 な MS- DOS 環境 を 得る た め に 作成 され た も の で す 。 
VZ Editor も 30 行 BIOS を 利用 する こと で 行 数 の 多い 状態 で 使用 で きま す 。 


較 30 行 BIOS で で きる こと 

30 行 BIOS は 、 メ モリ 常駐 型 の プロ グラ ム (TSR) で す 。PC-9801 ノ ー マ 
ルモード の 標準 で ある 25 行 表示 を 30 行 表示 に し た り 、 そ れ 以 上 の 指定 され 
た 行 数 まで 拡張 させ ます 。 

た だ し 、 ど の よう な プロ グラ ム で も 30 行 表示 が 可能 と いう わけ で は あり 
ませ ん 。30 行 BIOS また は 30 行 計画 に 対応 し た アプ リケーション 利用 時 の 
み 画 面 の 拡張 で きま す 。VZ Editor も 30 行 BIOS 対 応 ア プリ ケー ショ ン で す 
の で 、30 行 BIOS を 常駐 させ る こと で 、 広 い 画面 で の 快適 な 編集 環境 が 実現 
で きる の で す 。 


【30 行 計画 に つい て 】 

30 行 BIOS の 大 元 は 「30 行 計画 ] に あり ます 。 こ れ は パソ コン 通信 ネッ ト 
上 で 多く の 方 々 に より 開発 され ん た プロ グラ ム 類 で す 。30 行 BIOS は これ ら の 
30 行 計画 用 プロ グラ ム を 統合 ・ 拡 張 し た 形 で 実現 へ され て いま す 。30 行 計画 に 
つい て は ディ スク に 付属 の 30BIOS.DOC を ご 覧 くだ さい 。 


【30 行 BIOS の 使い 方 】 

30 行 BIOS の 使用 方 法 の 詳細 は 、「30BI0S.DOC] に 詳し く 書 か れ て いま す の 
で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 こ こ で は 初歩 的 な 操作 解説 に と ど め ます 。 
基本 的 に は <30BIOS> デ ィ レ クト リ 内 の 「30BIOS.COM]」 だ け で 動作 し ます 。 
あら か じ め 、「30BIOS.COM]」 を PATH の 通っ た ディ レク トリ に コピ ー し て お 
きま す 。 

「30B10S.COM」 を コマ ンド ライ ン か ら 実 行 する と メモ リ に 常駐 し ます 。 通 
常 は 以下 の よう に 指定 し て ご 使用 くだ さい 。 


(: も 30BIOS -y 
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これ で 画面 が 30 行 に な り ま す 。 画面 が 流れ て し まう 場合 は 、 デ ィ ス プレ 
イ の 垂直 同期 の ツマ ミ を 調整 する と よい で し ょ う 。 そ れ で も 画面 が 流れ て し 
まう 場合 は 、30BI0S.DOC 内 の 「 ト ラブ ル シ ュ ー テ ィング 」| を ご 覧 くだ さい 。 
な お 、 必 ず VZ Editor な どの 30 行 BIOS 対応 アプ リケーション より 前 に 
30BI0S.COM を 常駐 させ て くだ さい 。 ま た VZ Editor の 子 プ ロ セ モス か ら 
30BI0S.COM を 常駐 させ る こと も 避 け て 下さ い 。 

一 度 、 30BI0S5.COM が メモ リ に 常駐 し た 状態 で 、 再 び 30BIOS.COM を 実行 する 
と 、 常駐 し て いる 30 行 BIOS の 設定 を 変更 する こと が で きま す 。 二 重 常 駐 は 
し ませ ん の で ご 安心 くだ さい 。 


【 よ り 快 適 に お 使い 頂く た め に 】 

30 行 BIOS は 、 Ver1.10 以 降 「 行 間 守 きま モー ド の ドッ ト 数 変更 ] を サポ ー ト 
する よう に な り ま し た 。PC- 9801 の 標準 状態 は 、 行 間 空き モー ド (|Ctrl 
[K]L ) で 20 行 表示 に な り ま す 。 こ れ は 、 1 行 あ た り 文 字 フ ォ ン ト が 16 ド ッ 
ト 、 行 間 が 4 ドッ ト と いう 状態 で す 。 4 ドッ ト で は 行間 が 広 す ぎ て 表示 行 数 
が 減る と いう 声 を 聞き 、 30 行 BIOS Ver1.10 で この 行間 空き ドッ ト 数 を 任意 
に 変更 で きる よう に し まし た 。 

行間 空き ドッ ト 数 を 4 ドット か ら 3~ー1 ド ッ ト に 減ら すこ と で 、 行 間 の 空い 
た 見 や すい 状態 で か つ 、 表 示 行 数 を 多く する こと が で きる の で す 。 日 本 語 ド 
キュ メン ト の 閲覧 や 編集 で は 、 強 い 味 方 に た っ て くれ る こと で し ょ う 。 

行間 空き ドッ ト 数 の 変更 は 、 30 行 BIOS に -H オ プシ ョ ン を つけ て 設定 し ま 
す 。 た と えば 行間 空き ドッ ト 数 を 2 ドッ ト に する な ら ば 、 


(: も 30BIOS -H018 : 行 間 な し モー ド =20 ド ッ ト (従来 と 同じ) 
: 行 間 あ り モ ー ド =18 ド ッ ト (行間 2 ドッ ト ) 


と し ます 。 指定 する 数 値 は 行間 空き ドッ ト 数 で は な く 、 フ ォ ン ト の 高 さ と 行 
間 空 き ド ッ ト を 合わ せ た 値 で す 。 

また これ に 合わ せ 、VZ Ver1.6 で は VZ.DEF の た どじ オ プシ ョ ン の 指定 方 法 が 
変わ り ま し た 。 通常 は た C- と し て お け ば よい と 思い ます が 、VZ 上 で は 常に 
行間 空き モー ド で 編集 する と いう 方 は 、 上 C+ を し て お く と よい で し ょ う 。 
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【30 行 BIOS の 開放 】 
30 行 BI1OS を メモ リ か ら 開 放す る と き に は 、 以 下 の よ うに 一 r オ プシ ョ ン 
を 指定 し ます 。 


ん ため 30BIOS -r 


メモ リ か ら 開 放さ れ 、 画 面 は 通常 の 25 行 表示 の 状態 に 戻り ます 。 


【30 行 BIOS の 周辺 ツー ル 】 

<30BIOS> デ ィ レ クト リ 内 に は 、30 行 BIOS を 支援 する 各種 の プロ グラ ム が 
入っ て いま す 。 デ ィ レ クト リ 内 に ある ドキ ュ メ ント ファ イル (拡張 子 が .DOC 
の も の ) を よく お 読み な っ て 、 よ り 快 適 な 30 行 環境 を お 楽し みく だ さい 。 


較 ご 使用 に な る 前 に … 


【30 行 BIOS が 使え る 環境 】 

30 行 BIOS で 画面 が 拡張 で きる の は 、PC-9800 シ リー ズ の ノー マル モー ド 
で か つ 、CRT ディス プレ イ を 使用 し て いる 場合 で す 。98NOTE な どの 液晶 
画面 で は 使用 する こと が で きま せん の で ご 耳 承 くだ さい 。 

な お 、30 行 BIOS で は 、30 行 だ け で な く ユ ー ザ ー が 指定 し た 「n 行 」 で 使 
うこ と が で きま す が 、 ご 使用 の ディ スプ レイ の 性 能 に より 、 上 限 の 行 数 は 変 
わっ て きま す 。 ど の よう な ディ スプ レイ で も 30 行 ま た は それ 以上 の 行 数 で 
使用 で きる と いう 保証 は あり ませ ん 。 


【 危 険 性 】 
30 行 BIOS は 、 本 来 25 行 表示 用 の 規格 で 作ら れ て いる ディ スプ レイ の 限界 


を 超え て 実現 きれ て いま す 。 あ まり 大 き な 行 数 を 指定 する と 、 デ ィ ス プレ イ 
部 の プ ブレーカー を 落と し た り 


ディ スプ レイ や PC- 9801 の ハー ドウ ェ ア に 詳し い 方 は 、 デ ィ ス プレ イ の 
性 能 の 上 限 い っ ぱい まで 拡張 さき せる こと が で きる で し ょ う が 、 自 信 の 無い 方 
は 、 使 用 を あき ら め る か 多く て 30 行程 度 の 設定 に し て お いた 方 が 無難 で す 。 

な お 、 お よび ビレ ッ ジ セン ター で は 
ませ ん の 責任 で ご 使用 くだ さい 
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較 30 行 BIOS の 扱い に つい て 
<30BIO0S> デ ィ レ クト リ に ある ファ イル は すべ て フリ ー ソ フト ウェ ア で す 。 
誰 で も 自由 に 使用 する こと が で きま す 。 


園 | ラリ ー ソ アト 必 ウェ ア ら は 7 

フリ ー ソ フト ウェ ア の 完全 な 定義 と いう の は 無い よう に 思わ れ ま す 。 こ こ 
で は 一 般 的 な ブフ リー ソフ トウ ェ ア の 姿勢 に つい て 述べ て お きま す 。 

フリ ー ソ フト ウェ ア と は 、 作 者 が 自分 の 趣味 等 に より 、 非 営利 目的 で 作成 
され た ソフ トウ ェ ア (プロ グラ ム や デー タ ) で す 。 通常 、BBS 上 で 配布 され 
て いま す 。 す な わ ち 、 使 用 に あたっ て 特別 な 料金 は 必要 な く 、Free (無料 ) 
で ある と いえ る わけ で す 。 た だ し 、 著 作 権 は 作者 が 保持 し て いる の で 、 営 利 
目的 に は 使用 で き な い の が 普通 で す 。 

「30 行 BIOS] も この よう な フリ ー ソ フト ウェ ア の ひと つ で あり 、 誰 で も 自 
由 に 使用 で きま す が 、 営 利 目 的 に 使用 する 場合 な ど は 著作 者 の 許諾 が 必要 に 
な り ま す 。 


一 30 行 BIOS お よび その 周辺 プロ グラ ム の 扱い 

<30BI0S> デ ィ レ クト リ に 収め られ て いる プロ グラ ム ・ デ ー タ ・ ド キュ メン 
ト の 著作 権 は lucifer (國井 淳 ) お よび walker (古庄 歩 ) が 保持 し て いま す 。 
いか な る 場合 で も 著作 者 に 無断 で 営利 目的 に 使用 する こと は で きま せん 。 
無料 に よる 配布 は 制限 し ませ ん が 、 以 下 の 配 布 条件 を 厳守 し て くだ さい 。 


・30BI0S.COM の 単体 配布 は ご 遠慮 くだ さい 。 必ず ドキ ュ メ ント と まとめ て 
配布 し て くだ さい 。 

・ 配 布 に 伴う 手数 料 ( た と えば ディ スク 代 ) 以上 の 金額 を 徴集 し な いで くだ 
さい 。 

・ 雑誌 、 そ の 他 メ ディ ア に 掲載 する 場合 は 、 著 作者 の 了解 が 必要 で す 。 


さら に 細か い 配 布 条件 に 関し て は ディ レク トリ 内 の 30BIOS.DOC を 参照 し て 
くだ さめ ぬ 。 
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一 先 責 と サポ ー ト に 関し て 

<30BIOS> デ ィ レ クト リ 内 の プロ グラ ム を 使用 し た 結果 に 関し て は 、 い か な 
る 事情 に お いて も 著作 者 お よび ビレ ッ ジ セン ター は 、 一 切 の 責任 を 取り ませ 
ん 。30 行 BIOS の 使用 方 法 に つい て ビレ ッ ジ セン ター の サポ ー ト に 問い 合わ 
せる こと も ご 遠慮 くだ さい 。 あ くま で も 個人 の 責任 で 運用 し て くだ さい 。 

30 行 BIOS の サポ ー ト は 、 上 記 著 作者 2 人 が 通信 ネッ ト 上 で 行い ます が 、 
フリ ー ソ フト ウェ ア と いう 形 を 取っ て いる 結果 、 著 作者 に サポ ー ト の 義務 は 
な いも の と させ て 頂い て お り ま す 。 ご 耳 承 く だ さい 。 


【 掲 載 場所 】 
30 行 BIOS は 、 著 作者 2 人 が 以下 の BBS 上 に て 配布 し て お り ま す 。 最新 
バー ジョ ン は こち ら で 入 手 で きま す 。 


・ 日 経 MIX long 会 議 

・ASCII- NET pool msdos 

・NiftyServe FGALST 7 番 、13 番 ライ ブラ リ 
筆 作 者 紹介 


國井 淳 (lucifer ) 

1969 年 生ま れ 。 30 行 BIOS の 作者 。 現 在 、 某 超大 手 リ ソフトウェア メー カー に 勤 
務 す る 。 主 に ネッ トワ ー ク 関係 の 開発 に あたっ て いる 。 8086 系 の アセ ンプ ブラ 
を 最も 得意 と する が 、C 言 語 や Z80 系 、 68000 系 の アセ ンプ ブラ も こなす マル チ 
プロ グラ マ 。 以 前 は バイ ト で アー ケー ド ゲ ー ム の 開発 を し て いた こと が ある 。 
Artslink la femy と いう BBS で 活発 に 活動 し て いる 毎日 。 日 経 MIX で も 活躍 。 


古庄 歩 (walker ) 

1968 年 生ま れ 。 フ リー ライ ター。 30 行 BIOS 関係 で は 、 付 属 の ドキ ュ メ ント 類 
な ど 文 字 に 関わ る 部 分 を ほとん ど 担 当 し た 。 執筆 業 に 勤 し み な が ら も 、 地 元 
埼玉 県 の 大 手 進 学 で 中 学 入試 の 指導 に あたっ て いる 理科 の 先生 。 ど ちら が 本 
職 な の か は 自分 に も 分 か っ て いな い 。 30 行 BIOS の 作者 と は 、 大 学 時代 に 知 
り 合っ た 。 い つも は 主 に 日 経 MIX で 活動 し て いる 。pc9800 会 議 の 議長 補佐 。 


10 .6 30BIOS 229 


用 "in つい II 3 る 旧 
IN ター 軸 _ 
ー IM Te ・ 本 
ー ーー 日 
ーー に ーー し ja EE っ 1 つ 


還 mae nn 


5 


ki _- が 放 DPI 


ロ ゃ す ー ー - 
に 則 還 ー に 


2 向 | 


過 ーー 
- ー ee iD 2 | * 「 ーー FR 


- - な: 


ーー 3 


| - ー 
加 


ーー ーー 2 5 『 放 直 ー 


2 寺泊 未 計 款 款 寺 款 款 水 寺 款 


第 11 章 


マク ロロ 言語 仕 様 
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概要 

キー ワー ド 
演算 式 

シス テム 関数 
拡張 シス テム 関数 
コマ ンド 関数 
シス テム 変数 


上 l 1.1 概要 


VZ の マク ロ 言 語 は 、 次 の よう な 特徴 を 備え て いま す 。 


@ 40 種 の C ラ イク な 演算 子 (push, pop, byte/word ptr 等 の オリ ジ ナ ル 演 算 子 
を 含む ) 

@60 個 の 汎用 変数 の 他 、 オ プシ ョ ン 変 数 、 シ ステ ム 変 数 を 演算 式 で 使用 可能 

@printf, int86, strchr, locate, rand 等 の バラ イ テ ィ 豊か な シス テム 関数 

@DEF ファ イル で 定義 し た ポッ プア ッ プ メニ ュー を 呼び 出し 可能 

@if..else.. on..goto.. に 相当 する 条件 分 岐 、 ブ ロッ ク 、 ル ー プ 制御 構造 

信 最 大 16 レベ ル の ネス ト お よび バッ ク グ ラウ ンド で の マク ロ 実 行 が 可能 


Ver1.6 で は 、 さ ら に 次 の 機能 を 強化 し まし た 。 


ポイ ンタ 演算 に お ける 制限 を 解消 

候 文 字 列 操作 関数 、 ロ ング 演算 関数 を 追加 

⑱ モ ジュ ー ル 管理 関数 「&z &Zd &Zs] 

念 文字 、 行 ・ ブ ロッ ク 削 除 時 の バッ ファ へ の 格納 禁止 オプ ショ ン QX 

人 @ ブ ロッ ク 凍 囲 の 比較 変数 XC 

人 @ 選 択 し た メニ ュー の メッ セー ジ ポ イン タ 「/77] 

@⑱DOS コマ ンド を サイ レン ト で 実行 する 「SS = 2」 

念 複数 の スイ ッ チ を 一 度 に push,pop で きる オプ ショ ン 「g Je Js ゾ x ul 
人 @ 汎 用 変数 「 ツ WW が 廊 | の 追加 
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1 キー ツー ド 


VZ の マク ロコ ー ド は 、 次 に あげ る 「 キ ー ワ ー ド 」 と 、 後 で 述べ る 「 演 算式 ] 
で 構成 され て いま す 。 各々 の キー ワー ド の 間 は 、 ス ペー ス ・ タ ブ ・ 改 行 で 区 
切っ て も 、 続 け て 記述 し て も 構い ませ ん 。 た だ し 、 一 つの キー ワー ド 中 に は 、 
この よう な 区 切り 文字 を 挿 信 し て は な り ま せん 。 


信 以 下 の 書 式 中 の 「n.a.A」 は 、 そ れ ぞ れ 「10 進 数 . 英 小文字 . 英 大 文字 」 を 表し ます 。 


7string” 
string を キー ボー ド か ら の 入力 文字 列 と し ます 。 


3 
c の 1 文字 (半角 / 全 角 ) を キー ボー ド か ら の 入力 文字 と し ます 。 


#mnn #a #A 
nn 番 の 基本 コマ ンド を 実行 し ます 。 多 く の コ マン ド は 、 番 号 の 代り に よ 
り 覚 え や すい 1 文字 の 英文 字 ま た は 英 記号 で 記述 で きま す 。( こ の 文字 は 、 へ 
ルプ メニ ュー で メッ セー ジ の 前 に 表示 され ます ) 
変数 r に は 、 コ マン ド の 返り 値 を セッ ト し ます 。 通常 の 返り 値 は 次 の と お 
り で す 。 
T == ・ 正常 終了 
T == -] ・ 実行 不可 能 / キ ャ ン セ ル / エ ラー 等 
謗 し く は 、「 付 録 A. 基 本 コマ ンド 一 覧 」 を 参照 し て くだ さい 。 


!nm 
nn 番 の ポッ プア ッ プ メニ ュー を 呼び 出し ます 。 
変数 r に は 、 次 の 値 を セッ ト し ます 。 


r>= 0 ・ 選択 し た メニ ュー アイ テム の 番号 
T == -] 3 
ri<0 ・ コマ ンド キー で キャ ン セ ル 


b0-7: キ ー コ ー ド 、b8 一 14: メ ニュ ー ア イ テ ム 番号 
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&nn 避 > 層 ま &+Tn 一 mn 

指定 マク ロ を コー ル し ます 。 (16 レベ ル ま で ネス ト 可 能 ) 

変数 r に は 、 呼び 出し た マク ロ で 最後 に ( 式 ) で 評価 し た 値 を セッ ト し ます 。 
各々 の 書式 の 指定 する マク ロ は 、 次 の と お り で す 。 


&nn ・ nn 番 の マク ロ 
&> ・ 次 の マク ロ 
@* ・ 最 後に 組 込 ん だ マク ロフ ァイル の マク ロ 


&rn&-n  : 現在 実行 中 の マク ロ 番 号 土 n 番 の マク ロ 


wa Wa(.…) 
シス テム 関数 を コー ル し ます 。 関 数 に よっ て は 、 変 数 r に 返り 値 を セッ ト 
し ます 。 各々 の シス テム 関数 は 、「11.4 シス テム 関数 ] で 説明 し ます 。 


&Aa Aa(.…) 

Ver1.6 の 拡張 シス テム 関数 を コー ル し ます 。 関数 に よっ て は 、 変 数 r に 返 
り 値 を セッ ト し ます 。 ま た 、 一 部 の 関数 は 、 汎 用 変数 「bx,cx,dx, si,di|」 に 
返り 値 を セッ ト す る 関数 も あり ます 。 

※ 従来 .、 シ ステ ム 関 数 の シン ボル は 大 文字 で も エラ ー に な り ま せん で し た 。 

Ver1 .6 で は 、 大 文字 の 場合 は 2 文字 の 拡張 シス テム 関数 と 認識 され ます 。 


&#mn(.…) 層 #a(.…) #A(.…) 

基本 コマ ンド の 一 部 は 、 こ の よう に 引数 を 持っ て マク ロ か ら 呼 ぶ こ と が で 
きま す 。 こ れ ら の コマ ンド は 、「 コ マン ド 関 数 ] と 呼び ます 。 各 々 の コマ ンド 
関数 は 、「11.6 コマ ンド 関数 ] で 説明 し ます 。 


>mm >> >* > っ Tn >ー 
指定 マク ロ ヘ ジャ ンプ し ます 。 各々 の 書式 の 内 容 は 、 コ ー ル の 場合 と 同様 
窟 ま ら 


へ 


> 
実行 中 の マク ロ の 先頭 へ ジャ ンプ し ます 。 


252 第 11 章 マク ロ 言 語 仕様 


>A 
指定 ラベ ル へ ジャ ンプ し ます 。 


:A 
ジャ ン プ の ラベ ル で す 。 ラベ ル は 1 文字 の 英 大 文字 で 記述 し ま 5 


実行 中 の マク ロ を 終了 し ます 。 サ ブル ー チ ン か ら の リタ ー ン に 相当 し ま 
5 


マク ロ の 実行 を 中 止 し ます 。 


人 
(.……) 内 の 演算 式 を 評価 し 、 結 果 を 内 部 レジ スタ に 格納 し ます 。 


と 

キー ワー ド が 英字 で 始ま っ た 場合 、 そ れ 以降 、 文末 また は 「, (カン マ )」 ま 
で を 演算 式 と し て 処理 し ます 。 ( 式 ) の 場合 と 異な り 、 式 の 値 の 評価 は 行ない 
ませ ん 。 


の 

条件 分 岐 キ ー ワ ー ド で す 。 内 部 レジ スタ の 値 が 0 な ら 、 続 く 1 キー ワー ド 
また は ブロ ッ ク を スキ ッ プ し ます 。 その後 内 部 レジ スタ の 値 を 論理 NOT し 
ます 。 


ee 
プ ブロッ ク 開 始 キ ー ワ ー ド で す 。 内 部 レジ スタ の 値 を ルー プ カ ウ ンタ に セッ 
ト し 、 カ レン ト ポ イ ンタ を ルー プ 開 始 ポ イン タ に セッ ト し ます 。 
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人 
ブロ ッ ク 終 了 キ ー ワ ー ド で す 。 次 の よう に 処理 し ます 。 
if (count ) | : (counnt: ル ー プ カウ ンタ ) 
if( count == -1 || --count ) | 
< ルー プ 開 始 ポ イン タ ヘ ジャ ンプ > 
| 


>? 

多重 分 岐 キ キーワード で す 。 内 部 レジ スタ の 値 が n の 時 、 続 く ブ ロッ ク 内 で 
n 番 目 の キ ー ワ ー ド また は ブロ ッ ク を 実行 し ます 。 実行 後 、 お よび 該当 する 
項目 が な い 場 合 は 、 プ ロック の 次 の キー ワー ド か ら 実 行 し ます 。 


( 式 ) ? <true> ? <false> 
条件 文 で す 。 ( 式 ) の 値 が 真 (0 で な い ) な ら <true> を 、 偽 (0) な ら 
<false> を 実行 し ます 。 <true>, <false> は キー ワー ド ま た は ブロ ッ ク で す 。 
<true> の 内 部 で ( 式 ) を 記述 する と 内 部 レジ スタ を 再 設定 し て し まい 、 続 く 
<false> が 正常 に スキ ッ プ し ませ ん 。 こ の 場合 は 、 次 の よう に <true> 文 の 最 
後 で (0) を 評価 し て くだ さい 。 
( 式 )? | <true> (0)| ? | <false> | 


( 式 ){. は 
ルー プ 文 で す 。 ( 式 ) の 値 回 数 、 ブ ロッ ク を 実行 し ます 。 式 の 値 が 0 の 場合 
で も 、1 回 だ け 実 行 し ます 。 (-1) 1...「 は 無限 ルー プ と な り ま す 。 


式 )>21 <ifO> <ifl> <if2> .… 
多重 分 岐 文 で す 。 ( 式 ) の 値 が n の 場合 、<ifn> を 実行 し ます 。 <ifn> は 、 
キー ワー ド ま た は プロ ッ ク で す 。 


> ササ cO <ifO> c1 <ifH> c2 < 詳 2> .… 
case 文 で す 。 ( 式 ) の 値 が 文字 cn の 場合 、<ifn> を 実行 し ます 。[VZFL.DEF」 
の メニ ュー 処理 に 使用 し て いま す 。 
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演算 式 は 、 定 数 、 変 数 、 演 算 子 で 構成 され ます 。 


較 定数 
定数 と し て 、10 進数 、16 進数 、 文字 定数 、 文 字 列 、 コ マン ドコ ー ド が 使用 
で きま す 。 


- 10 進数 10 32767 -1 
16 進数 $OD $8140 
文字 定数 "A” 「 あ り 
文字 列 "string” "文字 列 " 


コマ ンド コー ド #70 抽 


・ 定 数 は 、int (2 バイト) で 表し ます 。 

・ 文字 列 は 、 終 端 の 「"] を 0 に 変換 し て 、 バ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 文 
字 列 の 値 は 、 先 頭 文字 の アド レス で す 。 

・ コ マン ドコ ー ド は 、 コ マン ド 番 号 に 256 を 加え た 値 で す 。 


圏 変数 
変数 は 、1 また は 2 文字 の 英字 (大 / 小 文字 は 区 別 し な い ) で 表し ます 。 汎 
用 変数 、 汎 用 フラ グ 、 オ プシ ョ ン 変 数 、 シ ステ ム 変 数 に 分 類 さ れ ま す 。 


較 汎用 変数 
汎用 変数 と し て 、 次 の も の が 使用 で きま す 。 
*r,S を 除く ay 
・Trr,SS を 除く aa - yy (www も 汎用 変数 と し て 使え ます ) 
・ax, bx, cx, dx, si1, di (割り 込み 処理 関数 で の 受け 渡し 変数 と し 


て 使用 ) 
いずれ も int 型 (2 バイ ト ) で す 。 起動 時 に は すべ て 0 で 初期 化し て いま 
す 。 マ クロ 実行 時 に は 初期 化す る こと は あり ませ ん 。 
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田 汎用 フラ グ 

汎用 フラ グ と し て 、fa, fb, fc, fd, fi , fj , fx, fy が 使用 で きま す 。 汎用 フ 
ラグ は 、 オ プシ ョ ン の スイ ッ チ と 同様 に 、0 ( 偽 ) また は 1 ( 真 ) の 値 を と り 
ます 。 起動 時 は すべ て 0 ( 偽 ) で す 。 


圏 オプ ショ ン 変 数 
起動 時 オプ ショ ン も 、 演 算式 で 他 の 変数 と 同様 に 使用 で きま す 。 た だ し 、 
実行 中 に 変更 可能 な オプ ショ ン 以 外 の も の は 、 値 を 変更 し て は な り ま せん 。 


圏 シス テム 変数 

エディ タ 内 部 の 種々 の 状態 を 、 シ ステ ム 変 数 で 参照 、 変 更 す る こと が で き 
ます 。 
各 シ ステ ム 変 数 は 、「11.7 シス テム 変数 ] で 説明 し ます 。 


圏 演算 子 
演算 子 は 、 単 項 演算 子 、 二 項 演算 子 、 代 入 演算 子 に 分 類 で きま す 。 
画 単項 演算 子 中 -[] ユー ! 
or 過 た | 
時 生 の seog as0) 
9 二 Se に 
古 "か eeews push a (a を マク ロス タッ ク に push し ます ) 
促 。 se pop a (a を マク ロス タッ ク か ら pop し ます ) 
ah oc2000 a=a+1 
2 ニー sos a=a-1 
a PE まま 玉 ] a= 4 
の 全 に | 
org a=swaphl(a) (上 位 バ イト と 下位 バイ ト の 交換 ) 
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前言 の 単項 演算 子 は 、「-」 (マイ ナス ) の み で す 。 そ の 他 は 全て 後 置 (変数 
の 後ろ ) で 記述 し な けれ ば な り ま せん 。 そ の た め 、 


++i 「(fa && fb) 
と いう よう な 記述 は で きま せん 。 


人 @ マ クロ スタ ッ ク は 、 オ プシ ョ ン で 確保 し た マク ロ 配 列 領 域 の 最後 尾 か 
ら 使わ れ ま す 。 


較 二 項 演算 子 に 。。 Re も 13/M ャ *-<mwspm 夫 “1 
|」 

* DP.1 ーー…… p[i] (char *p) (byte ptr 演算 子 ) 

* Dr1 ーー… pi] (int *p) (word ptr 演算 子 ) 


※ Ver1.6 で 「i] の 値 の 制限 は な く な り ま し た 。 
※ アク セス する セグ メン ト は 、[「dz」 で す 。 


還 代入 演算 子 「= = “1- た % = 敵 放 | 
※ Ver1.6 で 「[=」 (push 後 代入 ) が 追加 され まし た 。 


田 演算 子 の 優先 順位 

上 記 の 演算 子 は 、 上 に あげ た 順に 、 よ り 高 い 優先 順位 を 持ち ます 。 す な わ 
ち 、 通 常 の 算術 規則 と 異な り 、「+] と 「-」 で は 「+」 の 方 が 優先 順位 が 高く 
な り ま す 。 こ れ は 、 内 部 処理 の 簡略 化 の 結果 で す 。 
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上 | 11 .4 シス テム 関数 


&a(”message'”) &a(SYSsmnSsg) Ask 
画面 の 最 下 行 に 


messge か ? (Y/N) 
と 表示 し 、 問 い 合 せ し ま す 。 
文字 列 の 代わ り に シス テム メッ セー ジ No. を 与え る と 、 VZ の 内 部 メッ セー 


ジ を 表示 し ます 。 
[返り 値 ]】 r=1 : 
r==0 2 : 半 
T == -] 
[ 例 ] &a(" 提 集 アキ ス ト を 放棄 し ます ") 
&b(time Bee 


一 定時 間 ビ ー プ 音 を 鳴ら し ます 。 
[返り 値 ] な し (て は 保存 ) 
[ 例 ] Wb(60) : 約 1 秒間 ビー プ 音 を 鳴ら し ます 。 


&c Char 


キー ボー ド か ら 1 文字 入 力 し ます 。 
[返り 値 ] な し (r は 破壊 ) 


[ 例 ] :A (s)?71&c >AI : 編集 モー ド に 戻る まで キー 入力 し ます 。 
&d Display 


サイ レン ト フ ラグ を OFF し 、 全 画面 を 再 表示 し ます 。 
[返り 値 |] な し (r は 保存 ) 


&e(ptr Extern 
[ptr」 が 示す 文字 列 を イマ クロ コー ド と し て コー ル し ます 。 

[返り 値 ]】 マク ロコ ー ド の 実行 結果 

[ 例 ] &g("【 マ クロ 文 】") &e(pw) 
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&f(c,str) Find 


文字 「c」 を 文字 列 「str] 内 で サー チ し 、 見 つか っ た 位置 を 返し ます 。 半 
角 と 全角 文字 が 混在 し て いて も 構い ませ ん 。 
[返り 値 ] r>=0 :・ 見 つか っ た 位置 まで の 文字 数 
r==-] : 見 つか ら な い 
[ 例 ] &f(cd, "0 日") 


&g(title [,wd][,str] ) Get string 


「<title>] ウィ ンド ウ を 開き 、 文 字 列 を 入力 し ます 。 入力 し た 文字 列 は 、 
変数 Ipw] が 示す ワー ク バ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 入力 可能 な 文字 列 の 長 さ は 、 
63 文字 で す 。 

入力 し た 文字 列 が 定数 な ら ば 、 そ の 値 を 返し ます 。 

信 Ver1 .6 で は 「wd] で ウィ ンド ウサ イズ 、「str」 で 初期 文字 列 が 設定 で きま す 。 
[返り 値 】 r==0  : 入力 し た 文字 列 は 、 定 数 で は な い 


==-] 

r==-2 : | の み 

上 記 以 外 : 入力 し た 文字 列 が 表す 数 値 
[ 例 ] &g( 文字 色 ") an=r, &d 
&h Hexa 


カー ソル 位置 以降 の 文字 列 を 16 進数 と みな し て 読み 込み 、 そ の 値 を 返し 
ます 。 
[返り 値 ] r==-] : 16 進 数 で は な い 


人 &i(m) &i(code) Interrupt 
n < 256 ・ 内 部 割り 込み n 番 を 実行 し ます 。 
code > 256 ・ code を マシ ン 語 命令 と みな し て コー ル し ます 。 


受渡 し レジ スタ と し て 、 変 数 「ax, bx, cx, dx, si,di」 を 使用 し ます 。 ま た 、 
「CS,DS,ES] に は VZ の コー ド セ グ メン ト を セッ ト し ます 。 
[返り 値 ] キャ リー フラ グ 
[ 例 ] ax=$2C00, &i($21) rn=cx+dx, 
&i("9(FD,F3, A4, FC,C3)”) jstd: repz movsb: cld: ret 


11 .4 シス テム 関数 267 


1 1 1 
n で 指定 し た 値 に よっ て 、 日 本 語 FEP を 制御 する 。ON 時 に 設定 する 値 は 、 
オプ ショ ン た 奇 に セッ ト す る 値 と 同じ 。 


n == ・ FEP を OFF 
n == -1 ・ FEP を OFF の 前 の 状態 に 戻す 
n>0 :・ FEP を 強制 的 に ON する 


[返り 値 ]】 な し (r は 保存 )] 


&k Keyin 
BIOS の キー 入力 を コー ル し ます 。 キー 入力 が あっ た 場合 は 、 最 初 の キー 
を 取り 込み 、 残 り は 捨て ます 。 


[返り 値 ] T == ・ キー 入力 な し 
r!= 0 ・ 入力 キー コー ド (特殊 キー の 場合 、 上位 バイ ト に ス 
キャ ンコ ー ド ) 
&l Line in 


[| また は [ESC]」 が 入力 され る まで 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し ます 。 
[返り 値 ] な し (r は 破壊 ) 


[ 例 ] # &o('0'+r) &l 
&m(”<format>",parlJpar2..) IMessage 


printf 文 に 準じ た 書式 制御 で 、 画 面 最 下行 へ メッ セー ジ を 出力 し ます 。 
<format> の 書式 制御 文字 は 、 次 の と お り で す 。 
%[-][O][n][,][1] ldlulxlclsl 
[返り 値 ] な し (て r は 保存 ) 
[ 例 ] &m("Result: %d %m 9%x '%c 16s9"",r, Tr,T, エ , て) 


&2 の <format>”,par1.par2.. rintf 
printf 文 に 準じ た 書式 制御 で 、 カ ー ソ ル 位 置 へ 出力 し ます 。 
[返り 値 ]】 な し (r は 破壊 ) 
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&n Numeric 

カー ソル 位置 以降 の 文字 列 を 10 進数 と みな し て 読み 込み 、 そ の 値 を 返し 
ま ⑬5 
[返り 値 ] r==-1 : 10 進 数 で は な い 


人 &o(code) Output 


「code] を キー ボー ド か ら の 入力 文字 た は コマ ンド と し て 入力 し ます 。 
&p 関 数 か ら の 入力 を 返す 時 に 使用 し ます 。 
[返り 値 ] な し (r は 破壊 ) 


&p Pause 
キー ボー ド か ら 文 字 ま た は コマ ンド を 入力 し 、 そ の コー ド を 返し ます 。 
[返り 値 ] r<$FF  : 入力 文字 コー ド 
r>=$100 : コマ ンド コー ド (コマ ンド 番号 十 256、#nn 定数 
に 対応 ) 
[ 例 ] (-1)1 5 (r > WPFF)?&o| : 文字 の 入力 の み 無 視 す る 。 


に 2 uit 
サブ ルー チン (マク ロ ) コー ル の ネス ト を 1 レベ ルス キッ プ し ます 。 
[返り 値 ] な し (r は 保存 ) 


29 Random 
乱数 を 発生 させ 、 そ の 値 を 返し ます 。 
[返り 値 ] r = rand() 


&s Silent 

「 サ イレ ント フラ グ ] を オン し 、 そ れ 以 降 の 画面 出力 を 停止 し ます 。 る 
m(..…) に よる メッ セー ジ は 表示 され ます 。 
[返り 値 ] な し (r は 保存 ) 
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wt Trace 
マク ロ の 実行 を 中 断 し 、 ト レー スモ ー ド に 入り ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 

表示 の 左端 に 、 中 断 し た 位置 の マク ロコ ー ド の 一 部 を 表示 し 、 次 の キー の 入 
力 待 ち に な り ま す 。 

: ステ ッ プ 実行 

: マク ロ の 連続 実行 を 再開 

: マク ロ 実 行 の 中 止 
[SToP | キー J-3100 版 、 BMPC 版 で は [Ctrl [Break) を 押し て も トレ ー 
スモ ー ド に 入り ます 。 
[返り 値 ]】 な し (て は 保存 ) 


wu(c) Upper 
文字 「c」 が 小文字 な ら ば 大 文字 に 変換 し 、 そ の 値 を 返し ます 。 
[返り 値 ] r= toupper(c) 


人 0 さ ふ 。 .) 900 ya (| . 。a1 
カー ソル 表示 を ON/OFF し ます 。 
mode : 0 = OFF, 1 = ON 
[返り 値 ] な し て r は 保存 ) 


&w(time) Wait 
一 定時 間 ウ ェ イ ト し ます 。 
[返り 値 ] な し (て は 保存 ) 
[ 例 ] &w(60) : 約 1 秒 間 ウ ェ イ ト し ます 。 


&x(X locate 叉 
カー ソル を 「x カ ラム | へ 移動 し ます 。 
[返り 値 ] な し (て r は 破壊 ) 


に いう locate Y 
カー ソル を 画面 の 上 端 か ら 「Y 行 目 ] に 移動 し ます 。 
[返り 値 ] な し (て r は 破壊 ) 
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人 &z(file[.nl) load macro 


外部 マク ロフ ァイル 「file] を ロー ド し 、 マ クロ バッ ファ へ 組み 込み ます 。 
同じ モジ ュー ル 名 の マク ロ が 既に マク ロバ ッ フ ァ に 存在 する 場合 は 、 上 書き 
し ます 。 マ クロ バッ ファ が 足り な い 場 合 は 、 先 頭 の 外部 マク ロ か ら 削 除 し 
て 、 再 読み 込み し ます 。 
[返り 値 ] r==0O  : 正常 終了 


rl=0 ユラ ー (テラー コー ド ) 
に : 守 reset option 


オプ ショ ン を 初期 化し ます 。 
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| 11.5 拡張 シス テム 関数 


以下 の 拡張 シス テム 関数 が 、Ver1.6 で 新た に 追加 され まし た 。 
@ 汽 り 値 r の 記述 が な いも に つい て は 、r は 保存 され ます 。 
較 文字 列 操作 関数 


&Sm(qpm) "= = や や 、 、 、 MemcPy 
ポイ ンタ p か ら q へ n バ イト コピ ー し ます 。 


wSc m strC 
文字 列 p を ポイ ンタ q へ [最大 nm バイ ト ] コ ピー し ます 。 
[返り 値 ] r = コピ ー 先 の 末尾 ポイ ンタ 


&Sa m strcat 
文字 列 p を 文字 列 q の 後ろ へ 連結 し ます 。 
[返り 値 ] r = コピ ー 先 の 末尾 ポイ ンタ 


&SX Sstrcm 
文字 列 p と 文字 列 q を 比較 し ます 。 
[返り 値 ] r=0: 一 致 、1: 不 一 致 


人 &Sx Sstricm 
文字 列 p と 文字 列 q を gnore Case で 比較 し ます 。 
[返り 値 ] r = 0: 一 致 、1: 不 一 致 


&SE(p,c strchr 
文字 列 p の 中 で 文字 c を サー チ し ます 。 (全角 対応 ) 
[返り 値 ] T == ・ 見 つか ら な い 


r!= 0 ・ c を 指す ポイ ンタ 
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&Sf(p,c) strichr 
文字 列 p の 中 で 文字 c を Ignore Case で サー チ し ます 。( 全 角 対 応 ) 
[返り 値 ] r==0  : 見 つか ら な い 
r!=0  : c を 指す ポイ ンタ 


&SO(p,q) Sstrstr 
文字 列 p の 中 で 文字 列 q を サー チ し ます 。 
[返り 値 ] r== ・ 見 つか ら な い 
r != 0 ・ p を 指す ポイ ンタ 


人 So(p,q) stristr 
文字 列 p の 中 で 文字 列 q を Ignore Case で サー チ し ます 。 
[返り 値 |] r==0  : 見 つか ら な い 
店 0 ・ p を 指す ポイ ンタ 


&Su(p) strUpr 


文字 列 p の 英 小文字 を 大 文字 に 変換 


&SI(p) strLwr 
文字 列 p の 英 大 文字 を 小文字 に 変換 し ます 。 


&Sn Strlen 
文字 列 p の 長 さ を 返し ます 。 (終端 の 0 は 含み ませ ん ) 
[返り 値 ] r = p の 長 さ 


&Sw Wordlen 
文字 列 p の スペ ー ス , TAB まで の 文字 数 を カウ ント し ます 。 
[返り 値 ] r = 文字 数 


&Ss skipSpace 
ポイ ンタ p か ら ス ペー ス , TAB を スキ ッ プ 
[返り 値 ] r = 次 の 文字 の ポイ ンタ 
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&Sh 1 Histc 
文字 列 p を ヒス トリ ー バ ッ フ ァ q へ 格納 し ます 。 [, 1] 指 定時 は 、 フ ァイル 
クロ ー ズ 時 と 同様 に 、 格 納 し ます 。 


&Se etEmny 
環境 変数 p の 設定 文字 列 を 、 ポ イン タ q へ 格納 し ます 。 
[返り 値 | r==0 ・ 環境 変数 が 見 つか ら な い 
『 = 0 ・ コピ ー 先 の 末尾 ポイ ンタ 


&SY(p) parsepath 
パス 名 p を 解析 し ます 。 


[返り 値 ] rs= 解析 結果 

*1 : ワイ ルド ー カ ー ド 文字 
+2 : 拡張 子 
+4 : ファ イル 名 
+8 : ディ レク トリ 名 
+16: ドラ イブ 名 
+32: 絶対 パス 

bx = ファ イル 名 の 開始 位置 

cx = 拡張 子 の 開始 位置 

si = パス 名 の 末尾 


&Sp(q,D:.) Sprintf 
書式 p の 出力 を ポイ ンタ q へ 格納 し ます 。 
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一 ファ イラ ー 操 作 関 数 


&FI(pD))0 0  O 0050t も t{t) 有 表 fiLer 5 VV〔〔 

パス マス ク p で ファ イラ ー を 起動 し ます 。 起動 後 た だ ち に マク ロ の 次 の 命 
令 が 実行 され ます の で 、 編集 モー ド ま で 待機 する 時 は 、&Cr を 実行 し ます 。 
[返り 値 】 r=0  : 


Tr = -]1 8 
&Pm(c) filer Menu 


文字 (を メニ ュー バー 内 で サー チ し ます 。 
[返り 値 ] r>= 0 ・r 番 目 の メ ニュ ー 
T = -1 ・ 見 つか ら な い 


&E 1 Get pool 

ファ イラ ー で 選択 され た ファ イル 名 を 、 ポ イン タ q へ 格納 し ます 。 [,1] 指 
定時 は 常に フル パス で 格納 し ます 。 こ の 命令 は 、 和 &F]1 実行 後に コー ル し ます 。 
[返り 値 ] r = ファ イル の 属性 


&En next pool 
選択 され た 次 の ファ イル を 探し ます 。&Fg と ペア で 使い ます 。 
[返り 値 ] Y=0O ・ これ 以上 選択 ファ イル が な い 
r = 1 : 次 の ファ イル を 選択 
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較 ロン グ 演 算 関数 


&Le(p,q) Long Equ 
&La(p,q) Long Add 
&Ls(p,q) Long Sub 
&Lc(p,q) Long Cmp 


ポイ ンタ p と ポイ ンタ q の 示す ロン グ 整 数 を 演算 し ます 。 


&Ia(p,n) Int Add 

人 &Is(D,n) Imt Sub 

&Im(p,n) Int Mul 

wld(p.n Int Div 
ポイ ンタ p の 示す ロン グ 整 数 に 、n を 演算 し ます 。 

田 その 他 の 関数 

wwCr 


編集 モー ド に な る まで 、 マ クロ の 実行 を 停止 し ます 。 


全く Yi 
指定 マタ ロモ ジュ ー ル を 削除 し ます 。 
n = モジ ュー ル 番 号 or モジ ュー ル 名 ポイ ンタ 


&Zs(pl,n 
指定 モジ ュー ル を サー チ し ます 。 
[返り 値 ] r== ・ 見 つか ら な い 


r!= 0 : 見 つか っ た 
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上 | 11.6 コマ ンド 関数 


&#35(7) る 人 カ ) ペー ジア ッ プ 
[n」 行 ス クロ ー ル アッ プ し ます 。 


&#36(n) &#c(n) ペー ジ タ ウ シン 
[「n| 行 ス クロ ー ル ダウ ン し ます 。 


&#42(0) ファ イル の 最後 
ファ イル の 最後 へ ジャ ンプ し ます 。 


館 #43(m) # り (mn) 直前 の カー ソル 位置 
「 マ ー ク #n] へ カー ソル を 移動 し ます 。(n=0~4) 


&#44(n) #M(m カー ソル マー ク 
カー ソル 位置 を 「 マ ー ク #n| に 記憶 し ます 。(n=0~4) 


&#45(mn) 選 (nm 指定 行 番号 ジャ ンプ 
[「 行 番号 nm] へ カー ソル を 移動 し ます 。 


上 &#51 デ テキ スト スタック クリア 
テキ スト スタ ッ ク の エン ド を p に 変更 し ます 。 


&#63(n) &#T(n) 編集 テキ スト 切替 え 
編集 テキ スト を n 番 に 切り 替え ます 。 


&#64(n) #Y(m 分 割 モ ー ド 切替 え 
画面 の 分 割 モ ー ド を 変更 し ます 。 
n ・ 0 = フル , 2 = 横 分 割 , 4 = 縦 分 割 
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&#68(n) スペ ー ス ・ タ ブ の 挿入 
カー ソル 位置 か ら 「 カ ラム n| まで の 間 を 半角 スペ ー ス また は TAB で 埋め 

ます 。TAB を 使わ な い 時 は 、 マ クロ の 中 で オプ ショ ン 石 り を 「+| に し て くだ 

さい 。 この 関数 は 逢 形 プロ ッ ク や セン タリ ング の マク ロ で 使用 し て いま す 。 


&#50(m) モジ ュー ル の 組み 込み 

編集 テキ スト を 外部 マク ロ と みな し て マク ロバ ッ フ ァ へ 組み 込み ます 。## 
80 コマ ンド の モジ ュー ル 対 応 版 で す 。 n は 、 組 み 込 み 後 実行 し た い マ クロ の 
相対 番号 で す 。 


#? 
「 サ イレ ント フラ グ 」| を OFF し 、 カ ー ツ ソル 行 を 再 表示 し ます 。 


0 
ステ ー タ スラ イン を 再 表 示し ます 。 


#03 者 
エディ タ を 強制 終了 し ます 。 
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| 1.7 シス テム 変数 


マク ロ の 演算 式 で 使用 で きる シス テム 変数 の 一 覧 で す 。 
・ 英 大 文字 と 小文字 は 識別 し ませ ん 。 
・「*] が つい て いる も の は 、 実 行 中 に 変更 可能 で す 。 
・Ver1.6 で 追加 / 変 更 さ れ た 変数 は 、 網 掛け で 示し て あり ます 。 


圏 グロ ー バ ル 変 数 
変数 内 容 


C777 * 直前 に 実行 し た エディ ッ ト コ マン ド 番 号 


6 げ EMS の フリ ー ペ ー ジ 数 
@ の 編集 モー ド 時 の [ESC| の 扱い 
=: プリ フィ イッ クス キー 
ぉ is エス ゲ ケープ キ ー 
ん s ジジ ドキ ー フ ラグ 
(98 版 ) 
+1:|Shift | +2:|Caps| +4 | +8:|GRPH| +16:|Ctrll 
(TBM 版 ) 


+1:[Shift | +2: 左 [Shift | +4:[Ctrl| 18[Al| 
77 の * ※。 ブロ ッ ク モ ー ド 

0: 非 プ ロッ クモ ー ド 

1: 行 境界 の ブロ ッ ク モ ー ド 

2: 文字 境界 の ブロ ッ ク モ ー ド 

4: 知 形 プ ロッ クモ ー ド 
77/ * 挿入 モー ド 

0: 挿 人 モー ド (INSert) 

1: 上 書 モー ド (Overwrite) 

2: 桁 対応 上 書 モ ー ド 
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7 の * 


777 \ 


Vp 


/// 
が 
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ペー ジン グモ ー ド 
0: [P] 表示 ペー ジン グモ ー ド 
1: [C] 論理 ペー ジン グモ ー ド 
2: [S] 文字 列 検索 モー ド 
コマ ンド 、 マ クロ 、 メ ニュ ー 等 の 返り 値 
乱数 用 ワー ク (seed) 


シス ゲ ケム モ ご ポ 
0 ・ 編集 モ ー ド 
1 ・ 文字 列 入 力 モー ド 
凡 2: JI マン ドラ 容 包 モー ド 
3 PV ーー デ I 
4 : メニ ュー, (Y/N) 等 の 1 文字 入力 モー ド 
画面 出力 制御 パラ メー タブ ロッ ク 
0 ・ カー ソル 位置 の offset 
5 ・ カー ソル 位置 の segment 
.4 : 表示 ウィ ンド ウ (開始 x,y, サ イズ x, ゞ ) 
.8 ・ カー ソル 位置 (x,y) 
.10 ・ DOS の カー ソル 位置 (x,y) 
.12 : 表示 属性 
Active windwos record pointer 
Back 
Free 
Opened 
編集 中 の テキ スト の 数 (コン ソー ルフ ァイル は 除く ) 
編集 画面 の 横 分 割 位置 
編集 画面 の 縦 分 割 位置 


最後 に 入力 され た 文字 コー ド (0= コ マン ドキ ー) 
の ic 2 ルナ ジー ソー クボ ポイ ンタ 


.0 : ディ レク トリ の 表示 数 (0=single, 1=dual) 
ョ ・ 参照 パス / マ スク の 初期 化 
ミン ・ 最 後に 実行 され ん た ファ イラ ー コ マン ド 


ファ イラ ー の Mask メ ニュ ー の 選択 bit 
カレ ント ファ イラ ー ワ ー ク 構造 体 の ポイ ンタ 


マク ロ 言 語 仕様 


77 の 


//// 
7X 
OX 

S/7 


SS 


ん // 
Je 
Ss 
ゾ x 
ゾ / 


マク ロ 制 御用 ワー ク ポ イン タ 
= リ ・ 内 部 レジ スタ 


2 ・ 実行 中 の マク ロモ ジュ ー ル の ヘッ ダ ア ドレ ス 
。 4 ・ 実行 中 の マク ロ の ネス ト ポ イ ンタ 

0 ・ イベ ント マク ロ 実 行 前 の ネス ト ポ イ ンタ 
8 ルー ビープ カウ ンタ 

電 20) ・ ルー プ の 先頭 ポイ ンタ 

mg+16 ・ ネス ト 用 ワー ク (8 バイ トメ 16 個 ) 


先頭 の モジ ュー ル ヘ ッ ダ アド レス 

&p で の マク ロロ 実行 、 イ ベン トマ クロ の 実行 禁止 
文字 、 行 ・ ブ ロッ ク 削 除 時 の バッ ファ へ の 格納 禁止 
ペー スク モード 


0 ・ 編集 モー ド 

2 Shs9 の ラン だ っ ド 

3 SR2SREIS 所 
サイ レン ト フ ラグ 

+1 : 通常 の サイ レン トモ ー ド (&s) 

+2 :3D05 コ マン ドラ イン も サイ レン ト 


DIDcDtDeDrDjiDsDbDnDuDfDp Dg Dh Dy 
EiEsEzEbFEuEkEtEhEcEw Ex EnEVYEaEl 枯 j 
Sx Se Sd Sk Eo Sy YN Sn Sq FP Sb RO Sz 
eD 2kFQOuxmx VWZHRXFKSt 

5 6D te 1G Hi fj If7 


11 .7 シス テム 変数 225 


圧 編集 テキ スト 変数 


変数 内 容 
cO カー ソル 位置 の 文字 コー ド 
C カー ソル 位置 の 文字 種 (0: 半 角 、1: 全 角 ) 
C/ カー ソル 行 の 先頭 オフ セッ ト 
CD カー ソル 位置 の オフ セッ ト 
C7 カー ソル 位置 の 文字 タイ プ 
0 : EOF 
1 ・ 改行 
2 :・ 00h 一 20h、 全 角 ス ペー ス 
8 : 半角 記号 ・ 全 角 記 号 
4 ・ ひら が な 
5 ・ 上 記 以 外 の 全角 文字 
6 : 上 記 以 外 の 半角 文字 
7e 編集 テキ スト の 拡張 子 タ イプ 


(デフ ォ ル ト テ キス ト 拡 張子 の 何 番目 か ) 
7 * 編集 テキ スト の タブ カラ メ 数 
7 テキ スト 
Ax * 保存 し た カー ソル の カラ ム 位 置 
Y * 保存 し た カー ソル の ウィ ンド ウ 内 の 行 (Y) 位置 
/9 


表示 行 番号 

/// カー ソル 位置 の 論理 行 の 先頭 か ら の Y 位 置 
7// 論理 行 番号 
 * 表示 カー ソル の カラ ム 位 置 
ル 表示 カー ソル の ウィ ンド ウ 内 の Y 位置 
777 * テキ スト 修正 フラ グ 

0 ・ 未 修正 

1 : 修正 あり 


254 ・ Read Only (修正 あり ) 
255  : Read Only (修正 な し ) 
$80 ・ View mode 
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W@ 
W77 


編集 テキ スト の 表示 カラ ム 数 
編集 テキ スト 番号 (ファ イル 名 の 前 の 数 字 ) 


画面 分 割 モ ー ド 
0 : 全 画 面 
2 : 横 分 割 の 上 
3 : 横 分 割 の 下 
4 :・ 縦 分 割 の 左 
5 ・ 縦 分 割 の 右 


編集 ウイ ンド ウ の 横幅 
編集 ウイ ンド ウ の 高き 
プロ ッ ク マ ー カ ー の カラ ム 位 置 
EZKEY の 存在 (0: な し 、1: あ り ) 
編集 テキ スト の ファ イル 名 
VWX の 存在 (0: な し 、1: あ り ) 
タイ トル サー チ 文 字 列 ポイ ンタ 
編集 モー ド で の 入力 文字 カウ ンタ 
IEdit イ ベン ト 用 入力 文字 テー ブル 
ブロ ッ ク 範 囲 比較 変数 

-1: cp< tblkp 

0: cp == tblkp 

1: cp > tblkp 


11 .7 シス テム 変数 2ZZ 


田 ポイ ンタ 変数 


変数 内 容 

pg アデ リサ ケー ジョ ン 世 徐 選 りー パウ ッ ウフ テア 
pC VZ の 起動 コマ ンド 名 

pO カレ ント ディ レク トリ 名 

7 ファ イル 名 ヒス トリ ー バ ッ フ ァ 

リッ / DEF ファ イル の 参照 パス 名 

リ /// カレ ント ドラ イブ 名 

/9 テン ポラ リフ ァイル の 参照 パス 名 

/S 検索 文字 列 ヒ スト リー バッ ファ 

PO マク ロ 配 列 領域 の 先頭 

pW ワー ク 用 ヒス ドリ ー バ ッ フ ァ 

DX マジ ドジ セス ドリ ビバ パウ 当 の 
pZ コマ ンド 起動 パス 名 

SD マク ロス タッ クボ ポイ ンタ 

の @ editfile の ファ イル 名 ポイ ンタ 

//7 選択 し た メニ ュー の メッ セー ジ ポ イン タ 
7 リネ ー ム 時 の 一 時 ワー ク (64byte) 

7 タイ トル サー チ 文 字 列 バッ ファ (64byte) 


圏 セグ メン ト 変 数 


変数 内 容 

CZ9Z スタッ ク 少 グ の メン ト 

VZ VZ.COM の コー ド セ グ メン ト 

Z * デー タ セ グ メ ント (ポイ ンタ 演算 で 使用 ) 
編集 テキ スト バッ ファ の セグ メン ト 

z テキ スト スタ ッ ク の セグ メン ト 

の テキ スト スタ ッ ク エ ンド オフ セッ ト 
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1 A コマ ンド 一 覧 


較 共通 コマ ンド 


# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 
01 Ctrlr[ 直前 の コマ ンド 実行 
02 Ctrl+_ キー ボー ド マ ク グロ 
03 Alt+X ESC エス な ケ なー 
04 Ctrl+M Ret 導 ジ 
05 CtrlrE 1 1 
06 CtrlrX ! ! 
07 Ctrl1S で に 
08 CtrltD 一 ニー な 
圏 ライ ン エ ディ ッ ト 
# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 
09 Ctrl+A Shift+ー 1 語 
10 CtrlrF Shift+ 一 1 語 一 
11 Ctrl+QS Ctrl+ 一 論理 行頭 
12 Ctrl+QD Ctrl+ 一 論理 行末 
13 Ctrl+V INS 挿入 モー ド 
14 Ctrl+rH BS バッ クス ペー ス 
15 Ctrl+G DEL 1 文字 削除 
16 Ctrl+QH Shift+BS 語 の 先頭 まで 削除 
17 Ctrl+T Shift+DEL 語 の 終り まで 削除 
18 Ctrl+QT Ctrl+BS 行頭 まで 削除 
19 Ctrl+QY Ctrl+DEL 行末 まで 削除 
20 Ctrl+U Ctrl+INS 削除 文字 ( 列 ) 復活 
21 Ctrl+] TAB レン 
22 Ctrl+P 制御 文字 入力 
23 Ctrl+QU 英 大 文字 / 小 文字 変換 
24 Ctrl+QI Shift+FO5 文字 列 の 複写 
25 Ctrl+QN ファ イル 名 の 複写 
m CtrlrKZ 全角 / 半 角 変 換 


m は マク ロコ マン ド 
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圏 スク ロー ル と ジャ ンプ 
# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 


30 Ctrl+@ ShiftrINS F11 ペー ジン グモ ー ド 
31 Ctrl+W Shift+RLDN Shift+PgUp ロー ル ア ッ プ 
32 Ctrl+Z Shift+RLUP ShiftrPgDn ロー ル ダ ウ ン 


35 Ctrl+R Shift+1 PgUp ペー ジア ッ プ 
36 Ctrl+C Shift+!) PeDn ペー ジグ ダウ ッ ウン 
37 Ctrl+QW RLDN スズ スムース アッ デ プ 
38 Ctrl+QZ RLUP スム ー ス ダウ ン 
39 Ctrl+QE Ctrl+1 Ctrl+Home 画面 の 上 端 

40 Ctrl+QX Ctrl+! Ctrl+End 画面 の 下端 


41 Ctrl+QR Ctrl+RLDN CtrlrPgUp ファ イル の 先頭 
42 Ctrl+QC Ctrl+RLUP CtrlrPgDn ファ イル の 最後 


43 Ctrl+QP Shift+Pnd 直前 の カー ソル 位置 
44 Ctrl+QM カー ソル 位置 マー ク 
45 Ctrl+QJ 指定 行 番号 ジャ ンプ 
m GRPH+- Home 画面 の 左端 

m GRPH 一 End 画面 の 右端 

m Shift+ 1 高速 スク ロー ル 1 
m Shift+ } 高速 スク ロー ル 1 
m CLR Shift+Home 表示 位置 変更 

m Ctrl+K0 一 4 マー ク 

m Ctrl+Q0 一 4 マー ク # な へ ジャ シ デ 
m Shift+F10 タグ ジャ ンプ 


較 カッ ト & ペ ー ス ト 


# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 

46 Ctrl+B F10 ブロック モー ド 

47 CtrlrY FO8 Atl+DEL 行 ・ ブ ロッ ク 削 除 
48 Ctrl+] FO9 Alt+INS 行 ・ ブ ロッ ク 挿 入 


49 Ctrl+KK Shift+F08 Alt+Shift+DEL 行 ・ ブ ロッ ク 記 憶 
50 Ctrl+KC Shift+FO9 Alt+Shift+INS 行 ・ ブ ロッ ク 覆 写 


51 CtrlrKY スタ ッ ク の 消去 

52 Ctrl+QB ブロッ ク の 先頭 / 最 後 
53 CtrlrN ShiftrRet 1 行 挿入 

m (Ctrl+KD カー ソル 行 の 複写 

m Ctrl+KU ペー スト の アン ドゥ 
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画 文字 列 の 操作 


# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 
55 Ctrl+QF FO6 検索 文字 列 の 設定 
56 Ctrl+QA FO7 文字 列 の 置換 
57 Ctrl+QO 直前 の 置換 の 再 実 行 
58 Ctrl+Q[ Shift+CLR 対応 する () [日 > 
59 CtrlrL FO5 検索 文字 列 の 取得 
60 Ctrlr+KG タグ 情報 の 取得 
61 Ctrlr+KA Shift+FO7 文字 列 の 選択 複写 
84 Ctrl+KT タイ トル 検索 文字 列 の 設定 : 押 1.6 
m Shift+FO6 複数 テキ スト で 検索 ・ 置 換 
m Ctrl+TAB 文字 列 の 補完 
m Ctrl+] 全角 括弧 ペア の 入力 
圏 マル チ フ ァイル の 操作 
# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 
62 Alt+W FO2 ウィ ンド ウ 切 替え 
63 Alt+T FO3 編集 テキ スト 切替 え 
64 Alt+Y FO4 分 割 モ ー ド 切替 え 
65 Ctrl+KTF Shift+FO4 分 割 位置 の 変更 
67 Ctrl+KR リー ド オ ン リ モー ド 
68 Ctrl+KH イン デン ト の 変更 
69 Ctrl+KX Shift+FO3 テキ スト の 比較 
m Ctrl+QV ビュ ー モ ー ド 
圏 ファ イル メニ ュー の コマ ンド 
# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 
70 Alt+0 ESC 0 ファ イル の オー プン 
71 Alt+R ESC R リー ド オ ン リ で オー プン 
72 Alt+N ESC N 新規 ファ イル オー プン 
73 Alt+C ESC C ファ イル の クロ ー ズ 
74 AltrL ESCL クロ ー ズ ・ オ ー プ ン 
75 Alt+S ESC S ファ イル の セー プ ブ 
76 Alt+A ESC A 既存 ファ イル へ 追加 
77 Alt+Q ESCQ エディ タ を 終 耳 
78 AltrE ESCE DOS コマ ンド 実行 


282 付録 


79 Shift+ESC DOS 画 面 出 力 の 参照 


82 AltTP ESCP ファ イル 名 の 変更 

03 Alt+X エディ タ の 強制 終了 
m AlttD ESCD テキ スト の 二重化 

m AlttU ESCU 編集 の や り 直 し 

m Alt+I ESC1I カー ソル 位置 へ 挿入 
m ESC X 全 フ ァイル の クロ ー ズ 


圏 その 他 の コマ ンド 


# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 

54 Ctrl+QL 行 編集 の キャ ン セ ル 

66 CtrlrKL CtrlrFO6 表示 行 数 切替 え 

83 ESC W プロ ファ イル 情報 セー ブ 

m Ctrl+KI タプ の 切替 え 

m Ctrl+KP PRT の 起動 

m Ctrl+KO オプ ショ ン の 初期 化 
圏 ファ イラ ー 

# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 

13 Ctrl+V INS 選択 の 反転 

15 Ctrl+G DEL 全 キ ャ ン セ ル 


3] Ctrl+W Shift+RLDN Shift+PgUp ロ ー ル アッ プ 
32 Ctrl+Z Shift+RLUP Shift+PgDn ロ ロール ダウ ン 
35 Ctrl+R RLDN PgUp ペー の アップ 
36 Ctrl+C  RLUP PgDn ペー ジグ ダウ ウツ 
41 Ctrl+QR Ctrl+RLDN Ctrl+PgUp ファ イル の 先頭 
42 Ctrl+QC Ctrl+RLUP Ctrl+PgDn ファ イル の 最後 


53 CtrlrN Shift+Ret 選択 ・ 実 行 

88 Shift+*ー 選択 一 

89 Shift+> 選択 一 

90 Shift+ † 選択 1 

91 Shift+ ! 選択 

92 CLR Home 先頭 / 最 後 

93 TAB ウィ ンド ウ 切 替え 
94 BS 親 デ ィ レ クト リ 
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園 DOS コマ ンド ライ ン 


# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 
95 Shift+ESC DOS 画面 出力 の 参照 
96 Ctrl+W エイ リア スズ 一 覧 
97 Ctrl+] CtrlrRet コマ ンド の 展開 再 表示 
98 Shift+Ret ファ イラ ー 起 動 
圏 メニ ュー の 表示 
# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 
m HELP F12 ヘル プ 
m FO1 ファ イメ 三 避 ー 
m Shift+FO1 モー ド メ ニ 一 
m Shift+FO2 サ プ メ ニュ ー 
圏 マク ロ の 操作 
# 標準 キー IBM 版 機能 略 説 
80 CtrlrK^ 再 カ スタ マイ ズ 
81 Ctrl+K_ キー ボー ド マ ク ロ 文 挿入 
m Alt+M ESC M マク ロメ ニュ ー 
m CtrlrKM Shift+F11 外部 マク ロメ ニュ ー 
m Alt+~ ESC“ 外部 マク ロ の 実行 
m ESC @ Shift+F12 マク ロ 文 の 実行 
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一 起動 時 オプ ショ ン 


St 


VZ を 常駐 また は 解放 
編集 画面 表示 後 た だ ち に マク ロ を 実行 
読み 込む DEF ファ イル の タイ トル 行 を 画面 に 表示 


圏 メモ リ / バ ッ フ ァ サ イズ 


64 [KB] テキ スト バッ ファ の サイ ズ 

64 [KB] DOS コマ ンド 用 の メモ リ の 最低 値 

32[KB] コン ソー ル 出 力 バ ッ フ ァ の サイ ズ 

1 EMS の 使用 ペー ジ 数 

0[KB] XMS の 使用 ペー ジ 数 

8192 マク ロバ ッ フ ァ の フリ ー エ リア 

0 エイ リア スパ バッファ の フリ ー エ リア 

256 検索 文字 列 ヒ スト リー バッ ファ の フリ ー エ リア 

256 ファ イル 名 ヒス トリ ー バ ッ フ ァ の フリ ー エ リア 

128 DOS コ マン ドラ イン ヒス トリ ー バ ッ フ ァ の フリ ー エ リア 
64 アプ リケーション ヒス トリ ー バ ッ フ ァ の フリ ー エ リア 
2048 ライ ン バ ッ ファ の サイ ズ 

1024 削除 文字 列 バ ッ フ ァ の サイ ズ 

64 マク ロ 用 配列 ・ ス タッ ク 領 域 の サイ ズ 

1024 ログ ファ イル 履歴 バッ ファ の サイ ズ 


B オプ ショ ン 一 覧 28$ 


SW 1 スワ ッ プ モー ド 

TC 10 オー プン 可能 な テキ スト 数 

W 80 デフ ォ ル ト の 表示 カラ ム 数 

we 80 編集 中 の テキ スト の 表示 カラ ム 数 


PG 0 表示 行 番号 モー ド で の 1 ページ の 行 数 

RS 3 スム ー ス スク ロー ル の 速度 

Ta 8 タプ カラ ム 数 

Mb 4 .c .h ファ イル の タプ カラ ム 数 

(4 挿 人 モード 時 の カー ソル の 形状 

Co 7 上 書 モ ー ド 時 の カー ソル の 形状 
(0: フ ル 、1:1/2、 2:1/4、3: ア ンダ ー バ ー、+4: 点 減 ) 

WL 0 ポッ プア ッ プ ウィ ンド ウ の 表示 位置 を 設定 し ます 。 
( 1: 一 、2: 1、+4:H セ ンタ ー、8: V セン ター) 

也 ー 編集 時 の 行間 空き モー ド (98 版 ) 


日 本 語 モ ー ド 時 の 最 下行 予約 (IBM 版 ) 
VM 0 編集 時 の スク リー ン モ ー ド (IBM 版 ) 
CA 52 コン トロ ー ル 文字 の 色分け 
+ ょ 1 : コ ント ロー ル 文 字 の | 
32 : 改 行 コ ー ド [月 
+4 :TAB コ ー ド 「 一 ] 
38 SEOR コ ー ド [て ] 
Fr16 : 右 マー ジン |<] 
聞 2 全角 スペ ー ス 【 国 | 
+64 : 不 正 な コー ド の 先頭 数 値 
9r 5 プロ ファ イル モー ド を 指定 し ます 。 
+1 : プ ロフ ァイル 情報 の セー プ 
+2 :editfile が 存在 し な い 場 合 に 、 自 動作 成 
+4 : フ ァイル クロ ー ズ 時 に 、 ヒ スト リー に 情報 を 格納 
+8 :「vzc<Ret>] で 「vz @| の 動作 
+16 : ロ グフ ァイル の 情報 も 、 ヒ スト リー に 格納 
+32 :Command Line ヒス トリ ー も 出力 する 
+64 : ヒ スト リー を 出力 し な い 
0 オー ト セ ー ブ の ディ レイ タイ ム 
40 オー ト セ ー ブ を 起動 する まで の 入力 文字 数 
100 オート セー プ の 確認 待ち 時 間 


定 を 宮 
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圏 ファ イラ ー 関 連 


FM 


の ヨ ヨ 


FO 


7 


1024 


ファ イラ ー の 動作 モー ド 指 定 

+1  : <Space> キー で カー ソル を 移動 

+2  : フ ァイル 非 選択 時 に も Exec メニ ュー を 表示 
+4  :DOS コ マン ド 』 ウィ ンド ウ か とら 実行 

+8 : デ ィ レ クト リ の 先頭 ・ 最 後 を 連続 移動 

ディ レク トリ の 最大 数 

ディ レク トリ 表示 モー ド (1: ロ ング 、5: シ ョ ー ト ) 
Sort メ ニュ ー の 初期 値 


1 : ツ アァ イル 名 
2 : 拡 張子 

4  : 新 し い 順 
8  : 古 い 順 

16  : 大 きい 順 
32 : 小 さい 順 


64 ・ デ ィ レ クト リ を 先頭 へ 
Compare メニ ュー の 初期 値 
+1 : 存 在 

+2  : 新 し い フ ァイル 

+4  : 古 い フ ァイル 

+8 : 大 きい ファ イル 

+16 : 小 さい ファ イル 


B オプ ショ ン 一 覧 28Z 


一 表示 属性 


An 7 WIF 7 通常 の テキ スト 

Ac 5 %13 6 テキ スト の CR,TAB,EOF 文 字 

A 5 $1A 7 行 番号 

Ah 13 $BO0 $70 ブロ ッ ク 領 域 

As 15 SO 06 スズ データ スラ イシ 

Ao 14 KO 14 コン ソー ルフ ァイル の ステ ー タ スラ イ 

Mr 。 18 $30 14 リー ド オ ン リ ファ イル の ステ ー タ スラ イン 


Am 6 $OE 6 最 下行 の メッ セー ジ 

Ab 5 0. ち 5 ウィ ンド ウ わ く 

At 5 70 7 ウィ ンド ウタ イト ル 

Aw 7 $70 7 ウイ ィ イン ドウ メニ ュー 

Af 6 %74 6 ウイ ンド ウメ ヌメ ニュ ー の ダイ レク トキ ー 

Ai 15 %OF 70 ウィ ンド 以 ご メー の カー ツル 

AA 6 $74。 7 ヘル プ ウ ィ ン ド ウ 

Ak 6 $OE 6 2 スト ロー ク 先 頭 キ ー 

Ag 1 7 ファ イラ ー の 背景 

Au 6 $4F 6 ファ ラー の カー ツル 

Ap $70 $70 ファ ンク ショ ン キ ー (HBM 版 ) 

Ad $07 DOS コマ ンド ライ ン (IBM 版 ) 

Ae 1 32 0 CR,TAB,EOF 文 字 の 2 番目 の カラ ー 

Ay 0 0 0 ステ ー タ スラ イン の ファ イル 名 
田 スイ ッ チ 

D1  - 行 番号 を 表示 

De + CR 文字 を 表示 

Dt - TAB 文 字 を 表示 

De + EOF 文 字 を 表示 

Ds  - ステ ー タ スラ イン ヘ シ ステ ム 情 報 を 表示 

Db - \ 文 字 を バッ クス ラッ シュ (へ ヽ ) で 表示 (98 版 ) 

I 導 | = 行 番号 モー ド 

Du ー カー ソル 行 ア ンダ ー ラ イン 

Df - 編集 ファ イル 名 を フル パス 名 で 表示 

Dp - 全て の ファ イル 名 ・ パ ス 名 を 小文字 で 表示 

Dh - ファ イル 名 を ステ ー タ スラ イン の 左側 に 表示 
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新 JIS 時 線 文字 表示 (98 版 ) 

スク ロー ル 時 の 最上 行 の "ぶれ "を 軽減 (DOS/V 版 ) 
右 マー ジン を 表示 

カラ ー で スム ー ス スク ロー ル 
呈 下 イシ デン トド 

[ctrll+[ 1 [2 回 で スム ー ス スク ロー ル 
EOF コ ー ド (1Ah) を 付加 

ファ イル の バッ クア ッ プ 
[TAB] を スペ ー ス に 変換 

タイ トル サー チ 有 効 

全 画 面 / 半 画面 ペー ジン グ 

文字 列 検索 時 の ワー ドサ ー チ 

文字 列 検索 時 に 英 大 文字 と 小文字 を 同一 視 
テキ スト スタ ッ ク フ ル 時 の 警告 

カー ソル を 改行 以降 に 表示 し な い 

ジャ ンプ 後 カ ー ソ ル を 画面 の 中 央 へ 

プ ブロッ ク 挿 入 後 、 カ ー ソ ル を ブロ ッ ク の 最後 へ 
拡張 子 に よる 表示 カラ ム 数 の 自動 設定 
ビュ ラー 中 王 ド 

全角 スペ ー ス の オー トイ ン デ ント 

桁 対応 上 書き モー ド 

正規 表現 検索 (VWX.COM 常 駐 時 ) 

全角 / 半 角 文 字 の 同一 視 (VWX.COM 常 駐 時 ) 
コン ソー ル 出 力 の 取込み 

エス ケー プシ ー ケ ンス を スキ ッ プ 

DOS コマ ンド ライ ン の 展開 再 表示 

DOS コマ ンド 実行 前 に テキ スト スタ ッ ク を クリ ア 
=Yes, |Space | =No 

=No, |Space =Yes 
新規 ファ イル の 確認 

Close、Quit で 即座 に 終了 

日 本 語 FEP の 自動 制御 

起動 後 た だ ち に FEP を オン 

拡張 ファ ンク ショ ン キ ー 

常駐 時 の 編集 終了 時 に オプ ショ ン を 初期 化 
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| Cs 下 ラ = ル ッッ 人 ゃ 語 


一 起動 時 の エラ ー 


廊 カ スタ マイ ズ エ ラー (Ctrl-C で 中 止 ) 

DEF ファ イル に 読み 込み 時 に 、 な ん ら か の エラ ー が 発生 し まし た 。 
[ctrll[C] ・ 中 断 
その 他 の キー : 強行 

画面 に エラ ー の 発生 し た 行 を 表示 し ます の で 、 修 正 し て 再起 動 し て くだ さい 。 


支 "… ツ が 見 つか り ま せん . 
指定 の パス に 、DEF フ ァイル が 見 つか り ま せん 。 環境 変数 「VZDEF] の 設定 を 確認 
し て くだ さい 。 イ ンク ルー ド の ファ イル 指定 を 間違っ た 場合 は 、 
VZ /VZ+ 
で イン クル ー ド ファ イル を 読み 込ま ず に 再起 動 し て 、「VZ.DEF」 を 修正 し て くだ さ 
い 。 


文 メ モリ が 足り ませ ん . 
DEF ファ イル の バッ ファ サイ ズ 指 定 オ プシ ョ ン で バッ ファ を 大 きく 取り すぎ て 
いる か 、 イ ンク ルー ド フ ァイル が 多 す ぎ ま す 。 起動 時 オプ ショ ン で 
VZ /Vz+ -bm0O 
の よう に 指定 し て VZ を 起動 し 、「VZ.DEF] を 修正 し て くだ さい 。 
また 、「YVZ.DEF] の サイ ズ が 大 きく な りす ぎる と 、 こ の エラ ー が 生じ る 場合 が あり 
ます 。 こ の 時 は 、 マ クロ の 記述 の 途中 に 
* M マク ロ 
の 行 を 挿 信 する と 、 起 動 で きま す 。 


文 編 集中 の ファ イル が あり ます 。 
編集 中 の ファ イル が ある た め 、 常 駐 を 解除 で きま せん 。 異な る バー ジョ ン の VZ 
で 常駐 を 解除 し よう と し た 時 に も 、 こ の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 出る こと が あり ます 。 


誠 バ ー ジ ョ ン が 違い ます 。 
常駐 し て いる VZ の バー ジョ ン が 異な る た め 、 常 駐 解除 で きま せん 。 


文 |llegual mode! 
VZ の 対応 機種 版 が 違う か 、IBM 系 マシ ン で 対応 し て いな い 画 面 モ ー ド で す 。 
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圏 編集 時 の エラ ー 


衣 " "は 入力 で きま せん 
ファ イル 入力 時 に 、 な ん ら か の エラ ー が 発生 し て 入力 で きま せん 。 


支 "は 出力 で きま せん 
指定 パス 名 が 無効 な パス 名 また は リー ド オ ン リ ファ イル の た め 、 出 力 で きま せん 。 


支 テン ポラ リフ ァイル エラ ー 

テン ポラ リフ ァイル を 作成 し て いる ディ スク が いっ ぱい に な っ た か 、 ま た は テン 
ポラ リフ ァイル に な ん ら か の 異常 が 発生 し まし た 。 こ れ 以 上 、 編 集 を 続け る こと が 
で きま せん 。 た だ ち に 編集 を 中 断 し て 原因 を 調べ て くだ さい 。 

環境 変数 「TMP] が 設定 され て いな い 場 合 テン ポラ リフ ァイル は 起動 時 の カレ ン 
トディ レク トリ に 作成 し ます 。 こ の 環境 変数 は 、VZ の 起動 時 に し か 参照 し ませ ん 
の で 注意 し て くだ さい 。 

大 き な フ ァイル を 編集 する 際 に は 、 テ ン ポ ラリ ファ イル を 作成 し な い ビ ュー モー 
ド で オー プン サ る こと も で きま す 。 


衣 ラ イン バッ ファ が いっ ぱい で す 

一 行 の 長 さ が 長 す ぎ て 、 入 力 ・ 編 集 で きま せん 。 | | で 2 行 に 分 割 し て くだ さい 。 
どう し て も 長い 行 を 作り た い 場 合 は 、 い っ た ん 終了 し 、 オ プシ ョ ン 邦 / の 値 を 適当 に 
増やし て 、 再 度 起動 し て くだ さい 。 


太 オー プン で きま せん 

すでに オプ ショ ン 7C で 指定 し た オー プン 可能 な テキ スト 数 (標準 設定 で 10 個 ) 
の テキ スト を 編集 し て お り 、 こ れ 以 上 オー プン で きま せん 。 不用 な テキ スト を 
IESC ||C| コ マン ド で クロ ー ズ し て 、 再 度 オ ー プ ン し て くだ さい 。 


支 デ ィ ス ク が いっ ぱい で す 
出力 する ディ スク が いっ ぱい で 、 最 後 ま で 出力 で きま せん で し た 。 不用 な ファ イ 
ル を 消去 する か 、 セ ー プ 先 を 変更 し て 、 再 度 セ ー ブ し て くだ さい 。 


文 テ キス ト 領 域 が いっ ぱい で す 

コン ソー ルフ ァイル に 対し て サイ ズ を 増やす 編集 操作 を 行ない まし た が 、 こ れ 以 
上 サイ ズ を 増やせ ませ ん 。 コ ン ソ ー ル ファ イル に 対し て 編集 操作 を 行なっ た 時 の 動 
作 は 保証 で きま せん の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


廊 ブロ ッ ク が 大 きす ぎ ま す 

ブロ ッ ク が 64KB を 越え て いま す 。64KB に お さま る 範囲 の み 処理 し 、 残 り の 部 分 
を プロ ッ ク と し て 残し まし た 。 削除 の 場合 、、 そ の まま メッ セー 時 を 表示 し な く な 
る まで 削除 コマ ンド を くり 返し 実行 し て くだ さい 。 
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支 メ モリ が 足り ませ ん 

あら た に テキ スト を オー プン し よう と し まし た が 、 十 分 な メモ リ が あり ませ ん 。 
編集 中 の 他 の テキ スト の うち 、 サ イズ の 大 き な い ずれ か の テキ スト を クロ ー ズ し て 
くだ さい 。 起動 時 に 「 オ プシ ョ ン 4| を 「76] に 設定 し て テキ スト バッ ファ を 小さ 
くす る と 、 処理 速度 は 遅く な り ま す が 、 メ モリ 消費 は 少な く な り ま す 。 ま た 、EMS 
を 十分 に 確保 すれ ば 、 編 集 テ キス ト を EMS 上 に 開け ます 。 

常駐 時 に この エラ ー が 発生 し た 場合 、VZ の 編集 テキ スト の 上 に 、 さ ら に 別 の プロ 
グラ ム が 常 太 し て いる こと が 考え られ ます 。 こ の 状態 で は 編集 作業 に 支障 を 来 し ま 
す の で 、 た だ ち に VZ を 終了 し 、VMAP で メモ リマ ッ プ を 確認 し て くだ さい 。 


廊 バ ッ フ ァ が いっ ぱい で す 

DEF ファ イル を 再 カ スタ マイ ズ し た か 、 ある い は 外部 マク ロ を 実行 し よう と し た 
際 、 マ クロ バッ ファ が いっ ぱい に な り ま し た 。 オ プシ ョ ン 刀 77 の マク ロバ ッ フ ァ サ 
イズ を も っ と 増やし て 再起 動 す る か 、|ESC IM| の モジ ュー ル メ ニュ ー を 表示 し 、 不 
要 な マク ロ を [DEL| キー で 削除 し て くだ さい 。 


文 COMMAND.COM を 起動 で きま せん 
コマ ンド ライ ン モ ー ド で DOS コマ ンド を 実行 し よう と し た 際 、 指 定 パ ス に 
[COMMAND.COM| が 見 つか ら な いた め 、DOS コマ ンド を 実行 で きま せん 。 
MS-DOS の バー ジョ ン に よっ て は 、 環 境 領域 が 正常 に 参照 で きず に 、 こ の エラ ー 
が 発生 する 場合 が あり ます 。 


到 カス タマ イズ エラ ー 
DFEF フ ァイル を 再 カ スタ マイ ズ し た 際 、 カ ー ソ ル 位 置 の 行 で エラ ー が 発生 し まし 
7 だ 8 


文 変更 で きま せん 


ビュ ー モ ー ド の ファ イル に 対し て 、 編 集 操作 を 行 な お うと し まし た 。 |Shift |[』| 
で エディ ッ ト モ ー ド に 戻し て か ら 編 集 し て くだ さい 。 
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咽 デパ イズ の ハー ド エ ラ ー 


文 ド ライ ブ A: の 書込み 禁止 で す (Abort/Retry) ? 
ドラ イブ A の ディ スク が ライ ト プ ロ テク ト さ れ て お り 、 出 力 で きま せん 。 


文 ド ライ ブ A: の 指定 が 違い ます (Abort/Retry) ? 
ドラ イブ A は 存在 し ませ ん 。 


文 ド ライ ブ A: の 準備 が で き て いま せん (Abort/Retry) ? 
ドラ イブ A に ディ スク が セッ ト さ れ て いま せん 。 


廊 ド ライ ブ A: の ハー ド エ ラ ーIn で す (Abort/Retry) ? 
ドラ イブ A に 、n 番 の ハー ド エ ラ ー が 発生 し まし た 。 エ ラー の 内 容 は 次 の と お り で 


 ……… デー タ の CRC エ ラー 

拉 ……・ セク タ が 存在 し な い (フォ ー マ ッ ト さ れ て いな い ) 
00 "oe・ 書き 込み 不良 

11 von 読み 出し 不良 

前 2 で …… 一 般 的 な ディ スク 不良 


較 その 他 の トラ ブル 


文 印 刷 す る に は どう し た よい か 
VZ は 印刷 機能 は も っ て いま せん 。 弥 社 発売 の 「PRT I] 等 の 印刷 ユー ティ リ テ 
ィ を 、 別 途 お 買い 求め くだ さい 。 


文 常駐 時 に ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 、「 入 力 フ ァイル 」 窓 が 開い て 文字 が 
入る 
「ESC 英字 ]」 の DOS の テン プレ ー ト コマ ンド が 入力 され て いま す 。VZ 常 駐 時 は 、 
テン プレ ー ト 機能 は 使え を ませ ん 。 


支 シフ トキ ー で ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 が 切り 替 わ ら な い 
EZKEY.COM を 常駐 し て くだ さい 。 


文 日 本 語 FEP の 自動 制御 が 効き ませ ん 


FEP を VZ の 後に adddrv で 組み 込ん で いま せん か ? FEP は 必ず VZ の 前 で 組み 込 
ん で くだ さい 。 
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廊 「VZ.DEF] の オプ ショ ン の 設定 が 効き ませ ん 

オプ ショ ン 設 定 の 前 に 、「*] だ け の 行 が あり ませ ん か ? DEF フ ァイル で は 「*] だ 
け の 行 は ファ イル の 終端 を 表し ます の で 、 そ れ 以 降 は 無視 し ます 。 こ の 行 を 削除 し 
て くだ さい 。 


廊 VZ 常駐 時 、 コ マン ドラ イン で [Ctrl|+[XFER | を 押す と ハン グ し ます 。 
ATOK7 を お 使い で すね 。 DOS5 で ATOK7 を 使う 場合 は 、 必ず 「KKCFUNC.SYS] を 
組み 込ん で くだ さい 。 


誠 VZ か ら フ ァ イ ラ ー に 戻る と 、 画 面 の 下部 に ゴミ が 出 ま す 。 

98 版 で 「30BIO0S.COM] 以外 の ソフ ト で 行 数 を 増やし て いる か 、 DOS/V 版 で 50 行 
以上 の 行 数 に 設定 し て いる 場合 は 、 オ プシ ョ ン !C で 最大 行 数 を 設定 し て くだ さ 
い 。 


文 行 番号 が 65535 を 越え る と 0 に 戻っ て し まう 
これ は 、 行 番号 を ワー ド で 管理 し て いる た めで す 。 


支 今 まで 使っ て いた マク ロ が 動か な く な っ た 


特殊 な 操作 を 行なっ て いる 一 部 の マク ロ に は 動作 し な いも の が あり ます 。 マ クロ 
の 互換 性 に つい て は 、「MAC16.D0C] を お 読み くだ さい 。 
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autoexeC. bat PCOOCCCLLKLKTLCCCCOLKKTKLLCLLL 27 
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